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はじめに

現在、地域を取り巻く環境は、国-地方を通ずる財政の悪化や、景気低迷、少子高齢化

など極めて厳しい状況にあり、このため、各地域においては、地域経済活性化のため、地

域資源や地域の魅力を最大限活用した内発的地域振興施策の積極的な取り組みがなされて

います。

そのような中で、まちの魅力を磨きあげ、まちが持つ様々な地域資源を外に向けてアピー

ルすることなどで、自らのまちの知名度や好感度を上げ、地域そのものを全国に売り込む

「シティプロモーションJが注目されています。

そこで、地域活性化センターでは、 B級グルメや地域産品、景観、環境、映画撮影、ス

ポーツなど様々な資源を利用した取り組みや東京事務所の新たな活用など、各自治体が実

施しているシティプロモーションの取り組みについて、その特徴的な事例を取りまとめる

ことといたしました。

掲載事例の収集にあたりましては、各都道府県を通じて市町村における取組事例につい

て139事例をご推薦いただきました。

本報告書においては、この中から特に斬新で他の自治体においても参考になり 、特徴的

な事例と思われる48事例を「特集編J. I本編」とし掲載しております。

「特集編」の9事例においては、当センターにおいて現地取材を行い、関係者の方々の生

の声を取り上げ、「本編」の39事例については、関係する地方公共団体の担当者または実施

主体の方々に執筆いただきました。

さらに、その他の特徴的な91事例については、「資料編」として掲載しております。

各事例につきましては、シティプロモーショ ンに注目した理由や事業実施までのきっか

け・経緯、取組の内容、事業の成果、今後の課題と展望等などについてまとめております。

本報告書が、地方公共団体の方々をはじめ、関係者の皆様のご参考になれば幸いに存じ

ます。

最後になりましたが、本報告書の作成にあたり、ご協力いただきました皆様方に厚く御

礼を申し上げます。

平成24年 1月

財団法人地域活性化センター

理事長石田直裕
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ご利用にあたって

.本書は、「特集編9事例Jr本編39事例Jr資料編91事例Jにより構成されている。
・本書は、各事例を分野によって次のとおり 7種類に分類 (複数の分類に関わる事例については、重複し

て分類)している。

量彊-園置 | 映像フィルムコミッー川

-置置置司自 -z置圏E -理理・ .留置彊

E .-~n;:~ (， ¥ヨ

.自治体の人口及び面積は、平成23年4月1日時点における数値である。

.平成23年4月2日以降の市町村合併による人口及び面積の変更は反映されていない。

Eヨ・(J) 置圃'
.特集編の本文中に掲載の関係者の役職名や名称等は取材時 (平成23年9月-11月)のものである。

.本編は執筆時 (平成23年9月-10月)の内容に、 一部時点修正 (平成23年11月-12月)を加えたもので

ある 0

・資料編は事例収集時 (平成23年6月)の内容をもとに、 一部時点修正 (平成23年9月-11月)を加えた

ものである。
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E言直 北海道白老閏

「白老町東京事務所J首都圏企業誘致・観光誘客活動等推進事業
~首都圏シティセールス活動による産業の活性化~

「 ・・・ 白老町の概要 … ~ 
白老町は北海道の南西部に位置し、東は苫小牧市、西は登別市、南は太平洋を望み、北は干歳市
に隣接している。面積は425.75knfで、その約82%を森林が占めている。
地勢は南東かう南西にかけて太平洋沿いに平野が広がり、白老川や社台川など水量豊かな大小
7つの河川が流れている。また、北東から北西にかけては樽前山、白老岳、ホロホ口山などが連
なり、支勿洞爺国立公園の一角を形成している。また、クッタラ湖、ポロ卜湖、ポロトコタンなど、
優れた自然環境と歴史的な観光資源に恵まれている。

略プランjを平成20年度に策定した。

「白老町シティセールス戦略プラン」では、まちが元

(1)白老町シティセールス戦略プラン 気で活性化すれば、福祉・文化・教育が充実し、まち

近年の景気後退などにより企業進出は厳しい状況で づくりの相乗効果が期待できるとともに、まちをPR

あり、白老町も例外ではなく、白老町内の工業団地に したり資源を獲得することを進め、町民がまちに誇り

未売却地の問題を抱えていた。また、乙こ数年の観光 や愛着を持って生活できるようにすることを目指して

客入込数も減少傾向にあり、観光画でも抜本的対策が いる。

必要であった。さ5に、平成16年かう始めた「食材王

国しらおい」事業による地場産品の販路拡大について

も町の課題となっていた。

そこで白老町は、まちづくりを進めるにあたり、地

域産業の活性化を主眼として、地域資源のブランド化

を進めるとともに、地元企業の競争力を高め、「イメー

ジ向上Jr情報発信Jr外かうの資源獲得jを図ることを
目的とし、町外にも働きかけ、取り込み、活かしてい

く戦略的活動を進めるため「白老町シティセールス戦

シティセールス戦略の連携図

留軍票察軍

/ 、寸拡大

圃霊園・~4樫‘
罵9創造的産業の創出

①魅力を知ってもらう

/ ②触れる機会を酔ヘ
③資源の連燐を図る 、

巨置置
磨き上げ 事一-白老ブランドの縫進

産業連携・流通強化

シティーセールス戦略の連携図

(2)白老町東京事務所の設置

白老町は、シティセールス戦略プランに基づき、首

都圏活動の拠点である白老町東京事務所を平成21年

4月に設置した。北海道道内の自治体の東京事務所は

現在では 11ヶ所となっており、旭川市や函館市など

をはじめとした市が事務所の廃止を行うなど、厳しい

状況が続いているが、白老町はあえて新設に踏み切っ

た。全国の1719市町村のうち、東京事務所を置く市

町村は67箇所と芯っており、内訳は 19政令指定都

市44市、 4町となっている。全国の933町村の中で

は4箇所のみと芯っており非常に先進的な取り組みと

なっている。

厳しい時にこそ他に先駆けて白老を売り込む好機

として「不況の時乙そ積極的な企業誘致活動をリを

スローガンに首都圏の企業情報を収集し、訪問企業数

を東京事務所設置まえの54件/年から342件/年の

288件増と大幅に増やし、積極的なPR活動を行って

いる。

白老町東京事務所の活動は、石山工業団地なと、への

企業誘致活動、企業訪問のほかアイヌ民族博物館(ポ

口卜コタン)などへの教育旅行や観光工ージ、工ン卜訪

問、移住定住の促進芯どの観光誘客活動、地場産品の

販路拡大や首都圏PR活動などの商工振興活動に係
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地域となっている。この工業団地は白老町のシンボル

的な存在で、市街地まで2.5km、北海道縦貫自動車道

の白老インターチェンジまで1.5kmに位置し、札幌

まで1時間、新千歳空港までは40分で結ばれ、団地

内には製造業を中心とした中小企業16社が操業して

いる。

②石山特別工業地区

JR室蘭線、国道36号を挟んで南側に位置し、白

老港まで 1kmの近距離であることかう物流の拠点

と芯っている。石山特別工業地区も平成元年から

11.2haの造成を行い、その分譲面積は5.8haで、用

途は工業地域となっており、車両販売業、工作機械の

レンタル業など 12社が進出している。白老港の発展

に伴い道央の海上輸送拠点として注目を集めている。

東京事務所設置により積極的な営業活動が行われている ③白老港臨海地区

白老港は北海道南西部の太平洋に面し、室蘭港と苫

小牧港のほぼ中間に位置している。

その白老港の背後地にある白老港臨海地区は、平成

(1)企業誘致の推進について 2年から臨海部用地として12haの造成を行い、分譲

経済状況の影響により工場立地が全国的に低迷して 面積は9.5haであり、平成16年度から分譲を開始し

る、地元食材のホテル、レストラン、飲食居へのセー

ルス、さうには国等の行政機関の政策情報収集、人的

ネットワークの強化など、多岐にわたっている。

いるが、北海道においても同様な傾向にある。とうし

た状況に対処するため、白老町として、産業の活性化

や雇用の創出に繋がる企業誘致に積極的に取り組んで

いくことが重要と考え、東京事務所を活用し企業ニー

ズや企業進出動向を的確かつ迅速に把握し、それらを

踏まえた効率的芯企業誘致活動を行っている。

白老町における工業団地については次の通りとなっ

ている。

空かうみた白老町の港湾や工業団地

食
・
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ル
メ
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ィ
ル
ム
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ている。

白老港臨海地区は、石山工業団地等とも都市計画街

路で有機的に連絡され、札幌圏とも国道36号及び北

海道縦貫自動車道で結ばれているなど交通の利便性|こ

優れた団地である。

各工業団地は、北海道の大動脈である国道36号や

北海道縦貫自動車道、札幌、新千歳空港等のアクセス

が良く、地方港湾白老港の利用など、交通アクセスの

利便性を活かした企業誘致活動が活発に行われてい

る。

ス
ポ
ー
ツ

，..，-

①石山工業団地 石戸工業団地、石山特別工業地区を中心とした企業誘致の推進が

石山工業団地は、昭和63年から順次用地を買収し、 行われている

平成元年から62haにもおよぶ大規模な工業団地の造

成を行い、その分譲面積は36.8haで用途は工業専用

そ
の
他
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(2)観光事業の推進について これらの食材の販路拡大、 PRを東京事務所が中心

白老町の観光資源としてアイヌ民族文化の伝承・公 となって行っている。平成22年度には白老町PRイ

開・体験の里「ポ口卜コタン」がある。平成21年度に べント「白老フェア」等を開催し地場産品のP円をはじ

はアイヌの古式舞踊が世界遺産に記載される等、注目 め、販路拡大を行っている。

を集めている。しかしながら、長引く景気の不振から

観光客数は伸び悩んでいるのが現状である。

東京事務所では、インバウンドも含めた観光誘客を

目的として観光工ージ、工ン卜への訪問、教育旅行に係

る宮業活動を行いながら、受け入れ環境を整えて、食

と観光、体験観光、産業観光など新たな商晶開発によ

る誘客にも努めている。

アイヌ民族文化の伝承 ・公開・体験の里「ポ口トコタンj

(3)地場産品の販路拡大の推進について

白老町は「食材王国しらおいjとして、全国に広く白

老町の食材と食文化の発信を行っており、その発信の

一役を担うのが東京事務所である。白老ブランドの中

でも「白老牛」は、平成20年7月に実施された北海道

洞爺湖サミットにおいて、日米首脳晩餐会、総理大臣

夫人主催昼食会にも使用された逸晶である。その他に

も道内でも有数の生産量を誇る鶏卵や椎茸、太平洋の

大海原か5産出される海産物のたらこ、鮭、工ビ・毛

ガこなど北海道を代表する食材が非常に豊富である。

また、「食材王国し5おい」のご当地グルメとして道産

小麦粉を使ったパンズとベーグルに白老ハンバーグな

どの白老産の食材を主要食材として挟むパーガ-1白
老パーガー&ベーグルJがある。白老町内の15居舗
で販売され、「白老パーガー&ベーグル」を目当てに、

道内外から観光客が訪れ、年間5万食を超える数を販

売しているほどの人気メニューとなっている。

白老町の食材を使ったパーガ一、ベーグルの数々

東京事務所開設後の実績としては、平成21年度、

22年度の2力年で企業関係524件、観光関係359件、

商業物販関係102件、その他PR.情報収集活動417

件、合わせて 1402件の精力的な訪問活動を実施して

いる。

その成果として、平成23年度に企業進出が1件決

定したほか、観光関係においても年間6000人増加と

なる多くのツアー客や修学旅行の誘害、さらには商工

関係においても首都圏のホテル、レストラン、飲食屈

において地場産品のメニュー化により、地元食材の販

路拡大に成功している。

企業誘致に関しては、白老町東京事務所所長の工藤

智寿氏によれば「企業誘致活動で 1件は決定し、土地

の購入は完了したがまた建設計画策定中であり、雇用

などの2次的効果についてはこれからである」とのこ

とであった。

また、観光事業の推進についても、教育旅行をはじ

めとした観光入込客数の増加、ツアー件数の増加など

効果が上がってきている。

地場産品の販路拡大についても「白老牛Jをはじめ
とした地場産晶についても徐々に知名度があがってお

り、都内における白老牛の納入実績については20社



程度となっている。

工藤氏は「東京事務所での営業活動を行った2年間、

種をまいたものが徐々に形になってきている」とこれ

までの活動を振り返り成果を実感している。

経済状況が低迷している中、あえて東京事務所を設

置し、勢力的なPR.営業活動を展開したことによる

成果などから、マスコミ各社に取り上げられ、さらな

るシティセールスに繋がっている。

白老町PRイベン卜「白老フェア」の様子

工藤氏によれば「事業開始から2年が経過し、地元

との連携強化によってそれぞれの分野で一定の効果が

図られた」とのことであるが、今後さ5にPR活動を

拡大していく場合は事業費の捻出が課題となると考え

られる。このことについて工藤氏は「新たな雇用の場

の創出、地域経済の振興(販路拡大、観光の拡大)のた

めに引き続き努力していく必要がある」と語った。

-13 5~1* :g f' jt5翠重量ヨ彊・

また、今後の展望について工藤氏は「首都圏活動に

おける対応の迅速性、ネッ トワークの広がりにより

PRの機会も増大しており、今後は北海道の環境や特

性を活かしたPRが必要である。今後も地域ブランド

の確立に向けたイメージアップや知名度向上を図りな

がら地元産業活性化の成果に繋げていきたい」と語る。

「小さな町は、ます知ってもらうために努力し芯い

といけない。大都市のように都市ブランドがあるわけ

では芯いので、数多く企業等を回ることで白老町を覚

えてもらえるよう営業活動を行っていきたい。」と語っ

てくれた。

景気後退により全国の東京事務所の撤退が続く中、

白老町は、この東京事務所を拠点にさらなるシティプ

ロモーションを押し進めていく考えであり、その活動

が注目される。
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白老町東京事務所工藤智寿所長

ス
ポ
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帝 人 口 19，485人

浄面 積 425.75Km2

>>事 業 名 「白老町東京事務所J首都圏企業誘致・観光誘
害活動等推進事業

F事業開始年度 平成21年度

F事業主体 白老町

連絡先

白老町企画振興部産業経済課

E型10144・82・6491 " 0144-82・4391
Ga!lD http://www.town.shiraoi.hokkaido.jp 
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EDa 秋田県秋田市
トップスポーツクラブを通じた地域活性化
--1スポーツホームタウン構想推進事業Jスポーツによるまちづくり~

「 … 秋田市の概要 …

秋田市は、秋田県のほぼ中央部に位置し、東には霊峰太平山を擁する出羽山地、西には夕日の美

しい日本海が広がる、緑豊かな公園都市である。夏まつりとして、東北3大まつりの1つである「秋

田竿燈まつりJが有名である。また、古くかう米どころとして名高く、おいしいお酒の産地として
も知5れている。

ランドあきたjの確立」である。

秋田市オリジナルのイメージの確立、市民が誇れる

(1)トップスポーツクラブで活躍する3チーム 魅力あるまちづくりを推進するため、重点プログラム

岡市は「県都『あきた』成長プランJ( H23~27年度 のーっとして「クラブ‘スポーツへの支援」が進められ

第12次秋田市総合計画)を策定し、その基本理念に掲 ている。

げた「ともにつくり ともに生きる 人・まち・くらし」 近年、秋田市では、各スポーツチームがトップクラ

の実現に向け取り組んでいる。「県都fあきたj成長プ ブとして目覚ましい活躍を見せている。岡市を拠点と

ランjには、岡市の成長を牽引する6つの成長戦略を し活躍するトップスポーツクラブが3チーム存在して

設定しており、その戦略の 1つが、「都市イメージ『ブ おり、一つ目は、秋田市役所ラグビ一部を前身とする

「秋田ノーザンブレツツ RF.CJ試合の様子

「ブラウブリッツ秋田J試合の襟子

「秋田ノーザンブレッツ円 F.CJである。国内最高峰の

トップリーグの下位リーグにあたるトップイースト

リーグディビジョン1での戦いに挑んでいる。二つ目

は、社会人のTDKサッ力一部を母体に、平成18年に

JFL (ジャパンフットポールリーグ)に昇格後、クラブ
チームとして活躍している「ブラウブリッツ秋田jで

ある。

三つ目には、秋田県初のブロスポーツチームである、

バスケットポールbjリーグの「秋田ノーザン八ピネツ

ツ」であり、平成22年からbjリーグへの参戦を果た

している。
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f2010 ボールゲームフ工スタ inAIくITAJの様子

(1)情報発信

その手段のひとつが情報発信である。委託先であ

るスポコン秋田は、秋田県内で初のスポーツ情報誌

iOisport (ディスポール)Jを平成22年3月に創刊

し、秋田市内の全戸(約 14万世帯)!こ無料配布を行っ

た。以降年間約2回のペースで発行を続けており、平

成23年9月には第4号を発刊し、トップクラブ3チー

ムの特集のほか、全国大会で常に上位を争っている北

都銀行バドミントン部や秋田銀行女子バスケットポー

ル部の試合状況芯ども掲載していている。

また、スポーツポータルブログサイトとしてホーム

ページ、情報発信モバイルサイトの運営を行っている。

これはファンも書き込むことができる双方向のブロ

グサイトとなっており、乙のホームページにおいても

トップクラブ3チームのほか上記2チームを加盟団体

として応援し、試合状況などの情報も一元的に発信を

行っている。

(2)クラブチームの連携の推進

クラブチーム連携の場として、スポコン秋田は、年

1回代表者会議を開催している。 ここでは、各チーム

が顔を合わせる場、意見交換できる場を提供している。

また、平成22年4月には、日本 トップリーグ連携機

構(圏内球技 トップリーグが加盟する団体)が主催す

る「ポールゲームフ工スタ」を誘致し、東北地方で初の

開催に漕ぎ着けた。これは、毎年数回、全国告地で実

施されており、オリンピック経験選手等と小学生が一

「スポーツボランティアあきたJ結成式

これらのトップクラブチームは秋田市を拠点に活躍

しているものの、経営会社などもそれぞれ独立してお

り、お互い連携する機会が少ない状況であった。

(2)スポーツホームタウン構想推進事業

秋田ノーザンハピネッツのbjリーグ参戦をきっか

けに、市民の聞では、地域のチームを応援しようとい

う機運が高まったととが、市がトップレベルのスポー

ツクラブを地域に様々な効果をもたらす重要な都市

資源のーっとして捉える機会となった。クラブチー

ムが地域や市民一人ひとりに元気を与え、地域を活性

化することを目指して、平成21年より岡市では「秋田

県ふるさと雇用再生臨時対策基金」を活用し、「スポー

ツホームタウン構想推進事業Jとして取り組みをはじ
めた。この事業は、岡市を本拠地としてトップレベル

で活躍するスポーツクラブを核としたまちづくりによ

り、地域の活性化をはかり、地元のクラブチームを応

援するととを通じて、地域への愛着を深める機会を創

出するとともに、地域のにぎわいづくりを目的として

いる。そして、この目的とマッチングしたのが受託者

であるiNPO法人トップスポーツコンソーシアム秋

田J(以下「スポコン秋田」という)である。

また、秋田県では、スポーツ王国復活に向けた取り

組みを強化するため、「スポーツ立県あきたjを宣言し

ており、全県で支援を行っていくことに足並みを揃え

た形となっている。
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緒にスポーツを通じた交流ができるスポーツクリニッ

ク等を行っている。地元の各クラブ「チームも参加する

ことで、合同イベン卜として開催することができ、ク

ラブ‘チームの連携及び市民との交流の機会にもなって

いる。

(3)影で支える市民活動サポーター

スポーツ大会などを開催する上で、運営スタッフ(ボ

ランティア)の存在は大きい。平成13年、国際ワール

ドゲームズ協会が主催し、第2のオリンピックともい

われる国際的トップアスリー卜による総合競技大会

「ワールドゲームズ」が秋田で開催された。その時、会

場運営のために、ボランティア組織が立ちあがった。

しかし、その後大きな大会等はなく活動の機会を失っ

ていたが、今回トップクラブチームが揃ったこともあ

り、市民、企業、教育機関と連携し、スポーツのみな5

す地域イベントなどのボランティア活動を行っていく

ためiSV(スポーツボランティア)ーあきたJが、平成
23年7月に新たに結成された。より多くの方に「ス

ポーツを支える喜びjを体感してもらえるように活動

を実施している。現在、 SVーあきたは登録者約50名

からなり、昔から活動していた各ボランティア団体を

とりまとめる役割も担っている。

このほかにも、秋田のトップ選手を交えてスポーツ

体験をしてもらうという目的で、年数回放課後に小学

「スポーツ選手と遊ぼう!Jの様子

チアチーム 「ベリーズ」ダンスの様子

校を訪問し「スポーツ選手とあそほうリを実施して

いる。

また、スポコン秋田では、地元の秋田大学の学生か

らなるチアダンスチーム「ベリーズjと連携し、各クラ

ブチームの試合・イベン卜の際には応援に駆けつけ、

会場を華やかに盛り上げている。

駅前の大通り、市役所の前にはたくさんのスポーツ

ホームタウン推進PR用ののぼりが立ち並び、市民は

もちろん訪れる観光客にもトップスポーツクラブ、ひ

いては秋田市の存在感をアピールしている。これに

加え、スポコン秋田で、は選手個人の写真が入ったのぼ

りも作成しており、選手にも好評をいただいていると

のととである。商居街の方も、ポスター掲示等には協

力的であり徐々にではあるが、地元トップスポーツク

ラブの存在が浸透し始めている。また、 bjリーグ参戦

(2010-2011シーズン)では 1年目にして、ホーム

ゲームで合計5万人を越える観客動員数(全国2位)

を記録し、ベストブースター貰を受賞した。このこと

は「クラブスポーツが確実に市民に根付いている証拠

だと確信している。」と秋田市企画調整課の粛藤一洋

主席主査は語っている。

告クラブチームが単独で市民向けの活動などを企画

するのは難しかったが、この事業により、スポコン秋

田が告チームをまとめることで、一体化した市民向け

の活動を行う乙とができるようになっている。マルチ

ファンを増やす一助になった上、選手間同士の交流も

できている。

市民からは、「子どもたちに教えてほしいj、「この選

手を呼ぶことができないか」という声もある。ときに、

「チームが試合で負けたらお叱りを受けるという嬉し

いよう芯ご意見もある。」とスポコン秋田の佐藤裕之

理事長は語っている。

秋田市企画調整課 粛藤一洋主 NPO 法人秋田トップスポーツコ
席主査 (左)石塚史子主査 (右) ンソーシアム秋田佐藤裕之理事

長 (左)北津孝助氏 (右)
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市としては、県の補助金である「ふるさと雇用再生

臨時対策基金Jが平成23年度で終了することから、来
年度以降の財源の確保が大きな課題である。事業を始

めて3年が経週し、市民の認知度、クラブチームを地

域全体で応援していこうという機運の高まりなどの一

定の成果もあらわれている。しかし、来年度以降も同

様な活動を実施していくだけでは、一過性で終わって

しまう恐れもある。

粛藤主席主査は「市民活動の中に軸足を置くものと、行

コン秋田としての会員制ポイントカードも作り、とれ

らを一定のところまで持っていくことが最大の課題で

ある。」と語っている。

これ5の課題はあるものの、秋田市の新しい総合計

画に位置付けられているように、基本スタンスとして

のトップスポーツクラブを核としたまちづくりという

のは、変わら芯い。

粛藤主席主査は、「秋田市といえば、『ラグビーのま

ちjとかrJ¥スケのホームチームがあるまちj芯どの印
象を持ってもらえるようにしたい。告クラブチームが、

地域に根ざした存在となるよう整備し、さらに地域や

観

光

食
・
グ
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政が今後も支援していくものと役割分担をきちんと整理 市民一人ひとりに元気を与え、地域が活性化できれば

した上で、誰が本当に何を担っていくか効率的に実施し

ていかないと患の長い活動にはなら芯い。」と考えている。

また、各クラブチームで活躍の場が違うことから、

施設整備や活動支援芯どと、求める支援に幅が生じ、

そのレベルも高くなってきており、そのような要望に

応えるためにも、粛藤主席主査は「市を越えた部分は

県と一緒に支援していくことも考え左よければいけ芯

い。Jと感じているとのことである。
スポコン秋田としても、行政と同様の課題を挙げて

いる。財源については、行政に依存しない自主財源を

作ることが重要である。そのため独自活動として、ス

ポーツ応援拠点施設として平成23年3月にオープン

したスポーツ力フ工の経営や、各クラブチームのポイ

ン卜制の会員力一ドの失効ポイントを利用したスキー

ムを構築するなと、行っている。会員力一ドは加盟屈で

買い物、食事をした場合に利用代の 1%がポイントと

して付与され、有効期限が切れた失効ポイン卜を収入

とするものである。

佐藤理事長は、 「このほかにも自主事業としてスポ

E~tJ ii.$~ ~ ~*æ 冨盟亙置

良い。」と語っている。

スポーツが盛んなととろというのは、老若男女、幅

広い世代が元気であるまちが多い。そして、経済的に

も活気がある。秋田といえば国体等の歴史から振り

返ってもわかるとおり、かつては体育に強昧を発揮し

ていた。「そういう意昧では、市民の遺伝子の中に『秋

田はスポーツが強い』というブライドを秘めていると

言える。スポーツで元気なまちを復活させてやるとい

うモチベーションを維持し、このトップスポーツクラ

ブ‘の活躍から市民の機運を高めていく必要がある。市

民が支えるポトムアップ型としてスポーツホームタウ

ンが経済的に自立し、スポーツを中心とした一つの集

積地として、秋田市が活性化していくことを目指した

い。Jと佐藤理事長は語っている。
今後も、スポーツホームタウン構想、更には新しい

総合計画を軸に秋田市と言えば、「スポーツが盛んな

ところ」とイメージしてもらえるような、都市イメー

ジ「ブランドあきたJの確立を目指し、シティプロモー
ションの取り組みを進めていくことが期待される。
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》人口 322.883人

>>面 積 905.67Km2

F事 業名

>>事業開始年度

》事業主体

スポーツホームタウン構想推進事業

平成21年度

秋田市、特定非営利活動法人トップスポーツ

コンソーシアム秋田

連絡先

秋田市企画財政部企画調整課

E週 018・866・2032 1m018・866・2278
e盟国 http://www.city剖くita.akita.jp/(秋田市)
http://www.spocom.tv/(スポコン秋田)
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匪宣. 新潟県 長岡市

長岡花火を活用したシティフ。ロモーション
~震災復興から世界平和の懸け橋を目指して~

「 ・・・ 長岡市の概要 ・・・ ~ 
長岡市は、新潟県中部(中越地方)に位置し、平成17年か522年にかけて11市町村が合併し
た県下第2位の人口28万人の市である。毎年開催される「長岡まつり大花火大会Jは、放浪の天
才画家・山下清が描いた「長岡の花火」でも有名であり、2日間で約80万人の観光客を集める。

平成16年に起こった新潟県中越大震災の震源地であり、尊い人命や建物などを失う大きな被害

を受けたが、市民の懸命な努力で順調な復興を続けている。

長岡市では、長岡市総合計画後期基本計画に沿って、

平成23年度から「市民力」を結集して、「長岡Jを圏内
外に発信することを目的にシティプロモーション事業

を実施している。との事業は、地域資源の掘り起こし、

都市のブランド力向上を観光振興、企業誘致、産物の

販売促進に結び付けるだけではなく、市民が「ふるさ

と長岡」への誇りを一層高めることにも重点を置いて

いる。

ます、シティプロモーションを円滑に進めるために、

産学宮の告分野の代表者35名が委員となり構成され

る「長岡市シティプロモーション推進会議」を平成23

年4月に発足させ、地域資源の活用方法やイベントの

実施方針芯どを様々な角度から検討し、告種団体に提

示している。また、同推進会議には、イベン 卜の連携

や協力体制づくりを進めるため幹事会も設置し、各イ

ベント主催団体の代表者15名が事業に取り組んでい

る(図 1参照)。その全体像は次のとおりである。

アイデア・
意見・参加 ふるさとへの誇り

資料出所ながおか市政だよりNO.681 平成23年6月

図1 シティプロモーションの推進イメージ

シティプロモーション事業では、天保年聞から続く

長岡の花火を地域資源のメインに置き、そこから様々

な事業を展開し始めることとした。特に、中越大震災

の翌年に新しく開発された、不死鳥をモチーフにした

全長1.6km (現在2.8km)に渡る「復興祈願花火フ工二ツ

クス(以下 フ工二ックス花火)Jは、協賛金を市民か

ら募り、市民が中心となって打ち上げる新しい発想の

花火として注目された。この花火の打ち上げは、「特

定非営利活動法人復興支援ネットワーク-フェニック

スJ(以下、NPO復興支援ネットワーク・フェニックス)
など、市民活動グループが誕生するきっかけと芯った。

これらのグループはその後、長岡市におけるまちづく

り活動の中心的存在に成長しているが、今回のシティ

プロモーションにおいても中核的役割を担っている。

その、活動状況は以下のとおりである。

(1)花火活用で知名度アップを図る

明治12年に本格的に開催され始めた長岡の花火は、

復興祈願花火 フェニックス
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戦後の復興祈願、戦災殉難者の慰霊、更に近年では中

越大震災の復興の願いを込められて打ち上げられてき

た。だが、花火大会で一番人気のあるフェニックス花

火の打ち上げは、必す、しも順風満帆ではなかった。中

越大震災の前、長岡の花火大会は、観光客の減少など

で低迷しており“明日の長岡まつりを考える会"で集

客方法などを検討し、世界ーの花火の打ち上げを計画

していた。その流れの中で、震災後に復活の第一歩と

して、フェニックス花火に挑戦したが、家や仕事を失っ

た人が大勢いる時期に、市民からお金を集めて花火を

上げることに批判的芯意見もあった。だが、復興のシ

ンボルとして花火を望む多くの市民の募金やボラン

ティアによって、その打ち上げに漕ぎつけ、多くの市

民に感動を与えた。

フ工二ックス花火は、打ち上げの成功により、地元

の誇りとして受け入れられ、今では長岡花火の代名詞

にもなり、地域を売り出すきっかけづくりとも芯って

いる。長岡市政策企画課 長谷川亨課長補佐によると、

「以前は、全国的に名前が十分に知うれていたとは言

えす、京都府の長岡京市と間違えられることがありま

した。皮肉なことに、中越大震災が長岡市の名を広め

ることになってしまいましたが、復興を目指す原動力

がフェニックス花火を誕生させ、全国から注目される

ことに芯りました。」と述べている。

(2)東日本大震災被災地の花火大会支援

平成23年8月1日、東日本大震災被災地-宮城県

石巻市「石巻川開き祭り花火大会」において、復興のシ

ンボル・フェニックス花火の打ち上げの支援が行われ

た。NPO復興支援ネットワーク・フェニックスが活

動の中心となり、資金や花火を提供し、花火師や市民

をサポートした。当日は、長岡まつり花火大会の前夜

祭で、市内・大手通りの「まちかどビジョン」では石巻

の花火の様子が放映され、大勢の長岡市民が見守った。

また、長岡市の支援については全国からも耳目を集め

ることになった。

和学習を受講、ハワイ最大のイベントであるホノルル

フ工スティ)¥)レへの市民の出演、特産晶の展示紹介な

と、草の根交流を行っている。

このハワイとの平和交流事業は、新たなきっかけと

なり、アメリ力の他地域にも長岡市の情報が発信され、

平成22年にハワイだけではなくワシントンでも全米

桜祭りでの長岡花火の打ち上げの要請を受けることに

なった。

平成24年は、日本から桜が贈5れて100周年目に

当たり、その記念として花火が打ち上げられる。全米

桜祭りは 100万人以上が訪れ、 1億8000万人がテレ

ビ中継を見るアメリ力屈指のイベントであり、その場

所で花火を打ち上げることで、平和へのメッセージ、

花火の魅力も含めて長岡市を世界中へ発信するととが

できると期待される。

映
像
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ

ツ
シ
ヨ
ン

ブ
ラ
ン
ド
化

ス
ポ
ー
ツ

ホノルルフェスティ)¥ルへの参加

環

境

(3)世界に向けてPR拡大

長岡市は、ハワイ・真珠湾攻撃の指揮をとった連合

艦隊総司令長官 山本五十六の出身地であることもあ

り、平成19年かう、ハワイと恒久平和を願う交流を

進めている。長岡市も第二次世界大戦中に空襲をうけ、

双方とも悲惨な戦争の歴史を風化させす、平和の尊さ

を世界に向けて発信するための取り組みとして、この

交流を行っている。中学生22名がハワイに訪問し平 映画「この空の花Jの撮影風景

そ
の
他
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(4）花火映画で地域の魅力発信

長岡市のシティプロモーションの取り組みの一つに

映画製作支援があるが、ふるさとをテーマに数多くの

映画を手がけている大林宣彦監督による『との空の花

一長岡花火物語－jの撮影が平成23年夏かう始まっ

ている。長岡フィルムコミッションのメンバーが、大

林監督に長岡の花火が単なるイベント花火では芯く、

慰霊、鎮魂、復興、平和の祈りなどの意昧があること

を熱心に伝えたことによって長岡の映画づ、くりが実現

した。この製作支援を通して長岡花火の意義を全国に

発信するため、「長岡映画製作委員会jも発足した。長 B級グルメ「洋風力ツ則の売り出し

岡での撮影は、約70箇所で行われ、大勢の市民が工

キストラ、交通整理、撮影セットの制作・解体の補助

などに参加している。映画の上映により、日本各地に

長岡の魅力をPR出来る。

(5）花火関連以外のシティプロモーション活動

長岡市では、花火以外にも様々なシティプロモー

ションを実施している。主な活動は下記のとおりであ

る。

①エンジン01文化戦略会議（注）が主催するオーブン

カレッジを長岡市に招致

平成23年2月18日～20日の3日間開催され、茂

木健一郎（脳科学者）、秋元康（作詞家）、有森裕子（元

女子マラソン選手）氏など、発信力のある著名人が、

数多く長岡を訪れた。

注エンジン01文化戦略会議（エンジン01)とは、各分野

の第 線の文化人たちが、日本文化のさらなる深まり

と広がりを目的に参集したボランティア集団。その年

間最大イベン卜が「オーブン力レッジ」である。

シティプロモーション事業は、平成23年度から本

格的にスター卜したばかりであるが、これを契機に

様々な取り組みが進行している。主な成果は、下記の

とおりである。

(1)長岡まつり大花火大会の開催

古くから続く「長岡まつり大花火大会jはシティプロ

モーションを牽引し、今年も平成23年8月2、3日の

2日間開催され、約800.000人（ 1日420.000人、

2日380.000人）の観光客を集めた。また、茂木健一

郎、乙武洋匡氏う長岡ゆかりの著名人から芯る「越後長

岡応援団」60人によって、花火大会の様子はインター

ネットや各種メディアを通して国内外に発信された。

(2）エンジン01オープンカレッジの成功

同イベン卜では、シンポジウム、講座等が行われ、

140名を超える講師障を迎え、市内外かう約15.000

①B級グルメの開発 人の参加者を集めた。この成功体験を、次芯るシティ

長岡己当地B級グルメ化ブ口ジ工クト実行委員会 プロモーション事業の展開に結びつけたいとしている。

では、地元料理「洋風力ツ井」を活かして、

PRを行った。平成23年9月29日、長岡

市内の新産中央公園で、イベント「ながお

か食の陣」が開催され、長岡市「洋風力

ツ井」、新潟市「タレかつ井」、会津若松市

「ソース力ツ井Jが参加し、復興祈願力ツ井
対決を行った。また、 8月28日・29日の

2日間、新潟競馬場でも、「長岡の洋風力

ツ井vs新潟のたれ力ツ井j対決を開催し

た。

長岡市シティプロモーションのお話を伺った皆さん
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(1)今後の課題

長岡市では、花火のP円の強化を図ることによって、

集客や都市ブランドの向上も目指し、その実現に向け

て市各部局では以下の通り計画を有している。

①広域観光ルートセールスで集客

花火大会は、集客効果は高いものの年1回2日間し

が行われす、日帰り客も多い。長岡花火と連携し、観

光で地元経済を活性化するために、合併した市町村の

地域資源を活用して宿泊型の新たなルートを売り出し

たい。また、日本海沿岸部の寺泊地域と佐渡島をつな

ぐ観光プロモーションパートナー協定を推進したい。

(長岡市観光課広瀬弘之課長)

①国際交流を通じてファン獲得

平成24年、ハワイ(ワイキキ浜)とワシントン(ポ

トマック河畔)で長岡の花火をアメリ力で初めて打ち

上げる予定であるが、長岡の花火の持つ意昧(鎮魂、

祈り、復興など)の理解も深めたい。

開催場所の制限があるため、長岡のように大きな尺

玉を使えないのが残念であるが、今後、工夫をしてい

きたい。また、両国の文化の違いを理解しあって交流

を進めたい。その第一歩として、長岡市内の戦災資料

館で開催されている真珠湾攻撃の展示に続き、ハワイ・

真珠湾にあるアリゾナ記念館でも長岡空襲の資料展を

開催する予定である。(長岡市国際交流課 吉田正雄

課長)

③郷土の精神性も発信

観光客の集客のためには、長岡の花火自体の質の向

上、花火師・設宮担当の人材育成などが課題である。

人材育成は、郷土の偉人である長岡藩大参事 小林虎

三. ヨ ・'Jll'nii三略田

三郎の「米百俵Jの精神につ芯がることをアピールし
たい。(NPO復興支援ネットワーク・フェ二ックス

石田章副代表理事)

④映画でネットワークづくり

映画づくりで知り合った人たちときすなを深め、組

織の枠を超えてネットワークを広げ、長岡の情報発信

をしていきたい。(，長岡映画J製作委員会渡辺千雅
代表)

(2)今後の展望

シティプロモーションを統括する長岡市政策企画.

課、水内智憲 総括主査は今後の展望について次の通

り述べた。

「長岡市では、花火以外の地域資源の活用も積極的

に進めています。平成24年春にオープンする長岡市

の新庁舎『アオーレ長岡』もその一つです。長岡駅前

の中心市街地にあり、建築家・隈研吾さんが設計し、

市民が気軽に使うことのできるアリーナ、ナ力ドマ(屋

根付き広場)と市役所が一体と芯った市民協働-交流

の拠点となる施設です。近隣には、全国に先駆けて開

設した『子育ての駅』や平成23年に開館したばかりの

[長岡震災アーカイブセンター きおくみらい1もあ

り、施設を連携させることで、政策観光によるプロモー

ションの事業化も考えています。今後も、地域資源を

掘り起こし、住民参加を促しながら、長岡らしいシティ

プロモーションに取り組んでいきたいと思います。」

「花火jという地域資源を核にスター卜した長岡市

のシティプロモーションは、オール長岡体制で国内の

みならす世界に向けて広がりを見せている。一方、そ

の基盤と芯る「地域の誇りJも培われており、今後も市
民パワーによるまちづくりが益々期待される。
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F事 業名

2幹事業開始年度

>>事業主体

282.099人

890.911くm2

長岡大花火を活用したシティプロモーション

平成23年度

長岡まつり協議会、日米友好の架け橋実行委

員会、「長岡映画」製作委員会、長岡市シティ

プロモーション推進会議、長岡市

連絡先

長岡市政策企画課

E週 0258-39・2204 1m 0258-39・2275
Ga!ID http://www.citY.nagaoka.niigata.jp/shisei/city-promotion 
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匪宣宣 静岡県浜松市

映画製作による地域資源の魅力発信と市民参加の促進
~浜松・浜名湖地域振興映画製作プロジェクト~

「 ・・・ 浜松市の概要 … ~ 
浜松市は愛知県に接する静岡県西部に位置し、県内ーの人口と全国2位の面積を有する政令指
定都市であり、平成23年7月1日に市制100周年を迎えた。首都圏と関西圏のほぼ中間という地
理的な好条件、温腰な気候、豊富な工業用水など、産業の発展に必要な条件に恵まれ、日本有数の

「ものづくりのまちJとして発展してきた。また、ピアノや管楽器などの楽器製造を基盤とした「音
楽のまち」づくりにも力を入れている。近年では、うなぎや浜松儀子などの食資源や浜名湖といっ

た豊富な観光資源を活かしたシティプロモーションの取組みを市民と行政の協働で進めている。

(2)市民団体「浜名湖えんためJの活動
バブル崩壊後、全国的な景気低迷と観光地間の競争

かんざんじ

(1) r浜松市シティプロモーション戦略j が始まった頃、浜名湖畔の舘山寺温泉で旅館の後継者

浜松市は、これまでも様々な観点、かうまちづくりを として地域振興事業を進めていた稲葉大輔氏は、「こ

推進してきたが、岡市の魅力を効率的・効果的に圏内 れからは一つの旅館や舘山寺工リアだけでなく、浜松

外に売り込むためには、行政だけでなく様々な主体が 市・浜名湖全体といった大きなエリアでまとまって発

関わる市民運動へと発展させていく必要があるとも考 信していかないと取り残される。」という危機感を強

えていた。そとで、市町村合併及び政令指定都市移行 めるとともに、浜松市は多くの観光資源に恵まれてい

を好機として、平成17年度、「浜松市シティブロモー るにもかかわらす、観光のイメージが薄いとも感じて

ション戦略jを策定し、都市の認知度を高める段階か いた。

ら定住を志向する段階に至るまでを、「知って ・来て 平成15年、「浜名湖花博J、「愛・地球博Jといった大
もらうJr見て ・感動してもううJr好きになって・住 イベン卜を控え、観光・商工関係の若手有志15名が
んでもらう」の3つのキーワードに分けて、民間、行 地域連携による観光振興を目指し、「環浜名湖の観光振

政、官民協働など様々芯主体と手法により推進する戦 興を考える会J(通称「浜名湖えんためJ)を立ち上げた。
略を設定した。そして翌年以降、この戦略をもとに、 以降、浜名湖えんためは、浜名湖周辺の観光地として

首都圏での市長トップセールスや、浜松ゆかりの著名 の知名度向上、交流人口拡大を図るため、「遠州灘天然

人への「浜松市やらまいか大使」委嘱、浜松を応援する とうふぐ」のブランド化、グリーンツーリズムなど着

個人 ・団体による「浜松サポーターズクラブJによる 地型観光商品の開発などの取組みを推進してきた。
魅力発信、シティプロモーションの官民協働推進組織

rWe Love浜松会議」の設置など、民間企業及び団体、

市民活動団体等の市民と行政とが一体となったシティ

プロモーション事業を推進してきた。

「浜松市民には何か新しいことを試みようとすると

き、大変協力的で好意的芯気質があり、従来から多数

の市民グループがシティプロモーション事業に取り組

んでいる。Jといわれる。市では、乙うした市民主体の
事業に対する支援を積極的に行っている。

その一つが、市民による任意団体「浜名湖えんため」

が中心的役割を担った映画製作事業である。

，高高iio.f田 ーーー・蝿4・ーー同時輔e・m・曲・・宵<.

映画「天まであがれ lリのポスター



諮問日松市 l
平成16年、浜名湖えんためはさらに、浜松市・浜

名湖に対する全国的な認知度向上と訪問動機喚起、さ

ら芯る市民参加・連携促進を目的として、フィルムコ

ミッション事業「浜名湖えんためロケ応援団Jを開始
した。そして翌年、「地域におけるアー力イブ整備支

援事業J(経済産業省)を活用し、シティプロモーショ
ン戦略の一環として浜松市の協力も得て、浜松まつり

の凧揚げを題材とした映画「天まであがれ!!Jを製作

した。本事業は、厳しい時間的制約のなかでの製作で

はあったが、映画製作過程における浜松市の魅力再発

見、市民のネットワーク構築という成果を上げた。し 浜松市内での撮影の様子 (天竜二俣駅)

かしながら、上映に係る準備が十分にできす、浜松市

内のみの上映であったことから、浜松市の魅力の対外

発信という点については課題の残るものであった。

(1 H書道=新たな地域資源Jの発掘
第2弾の映画製作にいたるきっかけは、映画監督・

太田隆文氏が、浜松市における市民を巻き込んだ映画

製作の実績と、書道が盛んな地域であるという認識を

踏まえ、岡市で「書道jをテーマにした映画を作りたい

と考えたことであった。

当時、浜松市民にとっては、「浜松市=書道jという

地域イメージは余り強くなかったが、実際に調査した

ところ、書道科を設置している高校が2校あり、書道

教室の生徒は約2万人、書道教室は 142教室(事業所

統計)もあり、全国的にも書道が盛んなまちであるこ

とが分かった。こうして、新たに発掘された「書道」と

いう地域資源と浜松市の美しい景観の魅力発信を目指

し、映画「書道。ガールズ青い青い空Jの製作が始まっ
た。

(2)シティプロモーション人材の育成

①実行委員会の設置

平成21年1月、浜名湖えんためは映画製作の準備

を開始し、同年10月、映画制作事業を公式発表し本

格始動した。この映画製作は、地域資源の魅力発信と

ともに、制作を通じたまちづくりへの市民参加の促進、

まちづくりやシティプロモーションの担い手育成を目

的としていた。このため、浜名湖えんためは浜松市に 市民工キストラも参加しての撮影風景

協力を仰ぎ、映画制作の実行委員会「書道。ガールズ実 ③市民・市内企業による協賛金・寄付

行委員会」を立ち上げ、実行委員会メンバーは、浜松

市のほか、浜松商工会議所、(財)浜松市文化振興財団

など様々な市民が協働する体制とした。

浜松市内での撮影の様子(浜松湖畔・舘山寺)

①市民エキストラの参加

映画の撮影は、浜松市の美しい景観の魅力を発信す

るため、市内全域で行われ、多くの市民が工キストラ

として参加した。エキストラのオーディションには市

内小中学生かう大人まで約200名が応募し、このうち

半数近くが撮影に参加したほか、撮影において 1，000

名以上の浜松市民が協力した。

この第2弾映画が第1弾と最も異なる点は、市民や

市内の企業か5の協賛金・寄付だけで全ての製作を

行ったことである。協賛金は、一口 1，000円の個人協

賛、数種類の協賛金額の企業協賛の形態とした。企業
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協賛は、 1.000万円から5万円まで数段階とし、協賛

金額に応じて「呼称及び映画ロコ‘マークの使用権」、「工

ンドロールへの協賛社名表示」等の協賛メリッ卜を付

与した。

協賛金の募集について、告知・宣伝する費用が限ら

れていたため、浜名湖えんためや浜松市の担当者が、

市内企業を1社1社訪問して依頼したほか、浜松市が

新聞等の報道機関へ積極的に情報提供を行い、進捗状

況を伝える記事を100回以上掲載してもらったとい

う。この結果、企業協賛約90社、個人協賛約1.000

名を得ることができた。また、企業約15社からは、キャ

スト・スタッフの弁当、移動パス、宿泊先、衣装提供、

ホームページでのPRツール制作といったさまざまな

協力が寄せられた。

(1)地域外への浜松市の魅力発信

「書道。ガールズ青い青い空Jは、後に制作発表され

た映画「書道ガールズ~私たちの甲子園J(企画制作日
本テレビ放送網)との混同を避けるため、タイトルを

「青い青い空」として完成し、平成22年10月より浜

松市内の映画館で上映開始し、ローカル映画では難し

いとされる3力、月のロンク‘ラン上映を行った。総動員

数約20.000人という大きな成果を上げ、この盛況を

受けて関東地区での上映も決まり、平成23年3月か

ら4月にかけて、東京都・千葉県において上映が行わ

れた。また、同年4月、口サンゼ、ルスで開催された「ジ、ヤ

パンフィルムフェスティパル・ロサンゼルス2011J 
への出晶も行った。

映画「青い青い空jのポスター

映画「青い青い空」のワンシーン

(2)シティプロモーション人材の育成

本映画の製作過程においては、第 1弾にもまして多

くの市民の協力 ・参加が図られたことにより、浜松市

民自身が浜松市の魅力を再認識するとともに、まちづ

くりへの参加経験の場を得る又と芯い機会となった。

この市民の経験は、今後、映画製作以外のシティプロ

モーション事業をはじめとした地域振興事業の担い手

増加へと繋がっていくことが期待されている。

(3)新たな地域資源の創造

本映画を契機として、「浜松市=書道のまち」という

イメージが市内外に定着しつつあり、この成功に誘発

される形で、平成22年度には、緊急雇用創出事業に

より誕生したおもてなしPR隊「浜松でんぐりGIRLJ

が、浜松市内の各所において、う芯ぎ ・みかんといっ

た浜松市の特産物、浜松市のイメージを書道で表現す

るパフォーマンスを行う芯ど新たな取組みも誕生して

いる。浜松市の担当者によると、「市内での書道イベ

ン卜関連のニュースが市民の自に触れる機会が確実に

増加しており、多くの市民がますます書道に関心を持

つようになっていることを実感する。」という。

劇中の書道パフォーマンスシーン
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今回の映画製作においては、多くの市民や企業から

協力が得うれたものの、事業の採算としては厳しいも

のとなった。浜名湖えんための稲葉大輔氏は、「利益

を上げることが最終目標ではないが、最低目標ではあ

る。せっかく作った映画をこれからも公開していこう

という動きはある。一般上映は難しくても、地方の映

画祭や単館上映、出演者をフユーチャリングした企画

上映などを考えている。」と語る。

また、「ファンの人たちがロケ地を訪れてはいるも

のの、今はまだ観光客が増えたというような大き芯波

及効果はない。しかし数値化することは難しくとも、

映画製作による成果は必すある。今後も上映を続けて、

浜松の魅力を発信し、多くの人が浜松に来てくれると

いうところまで繋げていきたい。」と話す。

また、稲葉氏は映画製作事業について、「映画という

のはイベントのようにその日で終わるものではなく、

また発信して終わりというものでもない。また、映画

づくりは市民が誰でも自分のできる形で参加できる裾

野の広い事業であり、気付いたら地域のつながりがで

きて、地域づくりに無意識のうちに参加しているとい

う、大変意義のある事業。今後は生産高が全国で4位

という浜松市の農業を観光資源として活かすなど、さ

らに新しいことを仕掛けていきたい。」と話す。映画

製作は、その成果物を通じて地域の魅力を発信できる

とともに、その製作過程において、市民の連携が図ら

れ、シティプロモーション人材を育成するという意義

もあり、持続的な地域づくりを可能とする長期的芯効

果を有する事業であると言える。

浜松市広聴広報課の鈴木久仁厚氏は「行政としては

-E謹白歯ヨ.誼且長鑑車歯車.
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浜名湖えんため稲葉大輔代表

浜松市広聴広報課 左から樗世季奈氏、鈴木久仁厚副主幹、

田代智成主任

「お金だけ出して、あとは自分たちでやって下さい。J
というやり方ではなく、市民の方々と共に取り組んで

いかなければ一体感や連帯感はできないと思う。今回

の映画についても、資金面での援助はないが、市長と

市の担当職員は市民とまさに協働で取り組んできた。

今後もこの経験を活かし、可能な限り市民の主体的な

活動に協力していきたい。」と話す。

浜松市は、映画製作にとどまらす、様々な視点かう、

行政と市民とが力を合わせて、今後も積極的なシティ

プロモーションを進めていくという。
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F事 業 名 浜松・浜名湖地域賑興映画製作プロジェクト
~浜松発映画「青い青い空J-

F事業開始年度 平成21年度

》事業主体 書道。ガールズ実行委員会

連絡先

1:.. .. ] V ['..?...: ....... r 浜松市企画調整部広聴広報課シティプロモーション担当 -・

回調053・457・2293 rm053・457・2028
mamII http://www.shodogirls.jp/ 

23 



24 

雇言語 三重県四日市市

東京事務所「発」で仕掛けるシティセールス推進事業
~コンビナ}ト夜景クルーズなど新たな四日市市の魅力を発信~

f - 四日市市の概要 iii& ~ 

四日市市は三重県の北部に位置し、西は鈴鹿山系、東は伊勢湾に面した自然にも恵まれた温暖

な地域である。工業都市のイメージが強いが古くは、東海道の宿場町として栄え、市名は四のつ

く日に市がたつたことに由来し、現在も各地で市が聞かれている。昔かう商業が盛んな地域で、

特に地場産品は四日市高古焼をはじめお茶、素麺、酒、ハマグリなどが有名である。

現に向けての基本目標」として示している。その一つ

に、「いきいきと働ける集いと交流のあるまちjがあり、

四日市市は、古くから宿場町や市(いち)のまちとし その目標を達成するための基本的政策のーっとして

て栄え、近年においては、全国有数の工業都市として 「四日市の魅力の再発見と滞在・体験型観光」を掲げた。

発展してきた。また、お茶や近郊野菜などに代表され 四日市市は、バランスのとれた土地利用が行われ、

る第1次産業、製造業在中心とした第2次産業、大型 豊かな自然環境と都市・産業基盤など多くの資源に恵

小売庖や運輸・物流などの第3次産業と多様な産業が まれている。これらは、観光資源としても魅力あるも

集積している特徴ある地域でもある。なかでもその中 のとなっている。特に、市民に親しまれる港づくりが

心は、石油化学や輸送用機械、電子部品などの製造業 進められている四日市港、特徴ある産業遺産、コンビ

であり、 日本のものづくり産業を支える中部圏の中で ナー卜の工場景観等は、近年、産業観光の資源として

極めて重要な役割を担っている。一方、経済成長の過 認められつつある。しかし、市の調査では、「観光 ・コ

程で公害が発生し、その克服に向けて市民・事業者・ ンペンション」についての市民満足度は「やや不満jの

行政が一体と芯って環境改善に取り組んできている。 傾向にあった。

また、全国的に少子高齢化による人口減少が進むな 四日市の魅力を掘り起こし、市民が四日市の魅力を

ど、社会環境が大きく変化する中で、市民が安心して 再認識し、四日市として誇れるものをブランド化する

暮5せるように、 子育て支援や福祉の充実を図り、誰 必要があった。その取り組みにあたって、ます市や県

もが快適芯環境の中で生活できるまちづくりを行う計 の内外へ「四日市市の魅力リを発信することが求め

画をつくる必要があった。それが、 目指すべき都市像 うれた。その事業の中心となったのが、首都圏を中心

みんなが誇りを持てるまち四日市

句 、J臥向明司 十r k jλ員 視}{JM
安心 ) 元厩・魅力 酔

実現に向けての種本目線

。 師団網棚削るまち

@ 喝し唱と.時血、担蜘制問

。 健脚自由に移動じ怖い闘に臨時間

。問問問い闘で肘Sv唱出~，.!>

iヨ心・"穆・よ，，，.いち人."・.，，.ぢ

!II本目繍在連成宮るにあたっての5つの視点

S崎".主..‘ ... 纏If) ..，‘・化.・ ・.温富@ 符附....と
健.o...11 への"‘ .. ・金唱Z行財R・.

として「みんなが に活動している四日市市東京事務所(以下「東京事務

誇りを持てるまち

四日市」を掲げて、

平成22年度に策

定された「四日市

市総合計画」であ

る。そこでは、望

ましい都市像を実

現するため、まち

づくりを5つの分

野に分け、それぞ

れの観点かう目指

すべき方向を「実 四日市港の朝焼け
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(1)東京事務所の活動と「四の会Jの発足
東京事務所は、昭和39年の開設以来、首都圏とい

う立地条件を生かし、さまざまな人々とのネットワー

クを構築しながら情報の収集-発信などに取り組んで

きた。その主な役割は、次のとおりである。

①首都圏における政治・行政・経済に関する情報収集、 コンビナート夜景

各関係機関との連携・調整 進事例の調査を行い、工場鑑賞の専門家とともに観光

②四日市市に関連する人・もの・文化 ・情報などの 資源としての可能性について検討し、「コンビナート

所Jという。)による平成21年度にスター卜した都市

イメージ向上を図るための「シティセールス推進事業」

であった。

PR.発信

③四日市市にゆかりの方々や四日市市に関心のある

方々の情報収集・情報交換の場の提供

東京事務所は、四日市市の魅力をより多くの方々に

知っていただくため、首都圏在住の四日市市出身者の

方々やゆかりのある方々で構成する「四の会Jのメン
)¥ーが、ふるさと四日市市への思いなどを語り合う場

を、定期的に提供していた。

「四の会Jとは、四日市市出身の映画監督、瀬木直貴
氏が平成15年にふるさと四日市市でメガホンをとっ

た作品「いすれの森か青き海」の上映をきっかけに、東

京在住の四日市市出身者が定期的に集まるようにな

り、ふるさと四日市市をキーワードに世代を超えて親

交を深めている会である。幹事持ち回り制で、定期的

芯交流会を行っている。参加者の年齢層は幅広いが比

較的若いメンバーが多く、職業もミユージ、シャンから

会社役員まで多岐にわたっている。口コミによって参

加者が広がり、 100名近い会員登録がある。

(2)四日市コンビナ一卜夜景クルーズの開催

平成21年11月、「四の会」の「古里語る」の会合で、

参加者のひとりが「高校時代は、Eの上からコンビナー

卜を見るのが好きだった。「工場萌えJブームが来て
いるので、結構人を呼べるのではないか。Jと提案し

た。「四日市にしかないのが「港Jと「工場」だから、そ
れをウリにしないといけない。」と言う意見もあった。

また、翌年2月の会合に参加された方からは、「コンビ

ナ一卜の夜景つてなんて椅麗なんだ、ろう。カッコイイ

と思った。」という意見が出された。

東京事務所は、何回かの会合の意見から四日市市の

新しい魅力として、「四日市コンビナー卜の景観Jの魅
力を再認識した。そこで事務所では、川崎市などの先
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の景観」をテーマにシティセールス推進するための販

促ツールとして「シティセールス用ポスターJ150枚
を平成22年に制作した。

このポスターは、東京事務所職員が「日本には四日

市がある。Ji四日市は眠らないJというコピーを考え、
デザインもした上で、写真集「工場萌えJ著者で写真家
の石井哲氏とのコラポにより制作されたものである。

東京事務所の大橋剛氏によれば、「本市には過去の

公害問題などがあるため、告コンビナート企業や公害

患者の方々に、事業の趣旨を理解いただき、ご協力い

ただけるように、本庁の関係箇所とも連携しながう、

きめ細かい対応を行った。掲載写真に写っているコン

ビナ一卜企業に対しては、掲載承認について訪問し説

明を行った。また、 出来上がったポスターを告コンビ

ナート企業の事業所及び東京の各本社に配布した。告

企業の社内報やイントラネットにも各種情報掲載を

依頼する芯ど

事前事後の情

報提供に充分

注意をした。J

と制作にあ

たって苦労し

制 圃司

た点を語つ

.' 食
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環

信

明

た。

次に、ポス

ター制作とと

もに、どうす

れば四日市市

を観光スポッ

トとして紹介

できるのか、

日頃から見慣 シティセルス用ポスター

そ
の
他

25 
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コンビナー卜夜景クルーズ

れた光景に新

たな価値を付

けるには何が

必要なのかを

写真家の石井

氏に再度アド

バイスをいた

だき、四日市

観光協会・四

日市港管理組

合 ・四日市商

工会議所など

とも連携し、

「四日市コン

ビナー 卜夜

景Jを盛り込
んだ観光が企画された。それが、「四日市コンビナー

卜夜景クルーズ」の開催であり、平成22年7月から計

32回開催された。

夜景クルーズにおいては、かつてコンビナートで働

いていた企業OBの方にボランティアガイドをお願い

した。クルーズに参加している皆さんにコンビナー卜

についてもよく理解してもらえるよう、景色を見なが

ら、建物やプラントを始め、コンビナー卜の歴史、コ

ンビナ一卜で作られている製品などを幅広く説明を

行っても5ったことが、このクルーズの評価を高める

とともに結果的に四日市市の都市イメージアップにも

繋げることができたと評価しているという。

(3）物産イベントの共同開催

東京事務所では、夜景クルーズの他に、物産イベン

卜の開催をシティセールスの一環として行っている。

四日市市は津市と共催で物産イベントを平成21年

は上野公園、平成22年は代々木公園で開催した。開

催の目的は、四日市と津というまちを東京の人に知つ

四 国 岡田臨調

圃
鴨署

tt. 
－－〆r

物産イベン卜開会

物産イベント会場

圃圃

ぷ・ょ、司．，，

てもらうことである。

平成22年の代々木公園

での開催では、新たな集客

の取組みとして「セ力イ力

メラJを活用した「セ力イ
実験」を実施した。

「セ力イカメラ」とは、携

帯電話向けの iPhone、

Android上で動作する拡張

現実ソフトであり、起動す

セ力イカメラ「こにゅうどうくんj ると内蔵のデジタル力メラ

によって目の前の景色が画

面上に映し出される。

代々木公園での開催は、ます会場近辺のスマート

フォン（i Phone、And「oid）ユーザーに対してセ力

イ力メラを活用し、イベントを告知。そして、 会場を

訪れて専用の力一ドを手に入れた人に、セ力イカメラ

をプラットフオームとしたA円オンラインRPGゲー

ム「セ力イユウシャ」の限定アイテムとして、両市の

マスコットキャラクタ一四日市市の「こにゅうどうく

ん」、 津市の「シロモチくんJ他を配布した。
当日、イベン卜の最寄り駅である渋谷、原宿でセ力

イカメラを起動すると出店情報など、イベン卜の詳細

を見ることができた他、 「セ力イユウシャJを起動する
と、「こにゅうどうくんJが登場。会場までの道案内を
してくれた。

とのように新たなツールとして「セ力イ力メラ」を

活用したことがニュースにも取り上げられた結果、四

日市市をPRすることができた。

これまでの事業の成果について、東京事務所の新首

所長は次のように語っている。

「平成22年に実施した『四日市コンビナート夜景ク



ルーズj は、当初 7 月~9月の金曜日・土曜日の開催

計画であったが、 1ヶ月間延長し 10月末までの計32

回開催された。参加者数は、目標人員960名に対し、

915名の参加者であった。そのうち市外・県外から

の参加者は7割であったと四日市観光協会か5報告を

受け、市外・県外に四日市市の認知度向上効果があっ

たと考えている。また、平成23年も『四日市コンビナー

ト夜景クルーズjを実施中であり、産業観光のひとつ

として、四日市市のイメージ 認知度向上に寄与して

いる。Jと語った。
物産イベン卜では、 2日間で8万人が来場した。し

かし、セ力イ実験に関してはイベン ト告知期聞が短

かったこともあり、参加者数は予想を下回った。「こ

ういうゲームが好き芯ユーザーは発信力があるので、

そこから誘客につなげたかったが、告知が開催直前に

芯ってしまったことが反省点。」とのことである。

しかし、従来の取り組みでは得られなかった反響を

得ることもできた。カメラ、ゲームを提供してくれた

会社が共同でリリースを配信したことで、 IT系のメ

ディアに数多く取り上げられ、従来馴染みの少芯かっ

た方々にも「四日市市を知ってもらうことが出来たと

いう意味では、この取り組みも有効。Jと語った。

今後の課題と展望について東京事務所の新谷所長は

次のように語っている。

rr工場夜景』の人気が高まっている中、川崎市をは
じめ室蘭市や北九州市などでも『工場夜景クルーズj

が行われている。平成23年2月には、 [全国工場夜景

サミットJ() 11崎市・室蘭市・北九州市・四日市市)が

園調圏IIE!!E超国車亘書

川崎市で開催された。産業観光として定着したとして

も、 1つの市だけでは限界がある。一過性のブームで

終わらせないためにも、共通した魅力を持つ告都市の

連携がとても重要であり、顧客の回遊性を高めていが

なければ芯らないと考えている。今後は、四つの工り

アに留まることなく全国的芯大きなうねりとなる乙と

を目指す。四日市市ではシティセールスの新たな切り

口として、コンビナー卜景観を積極的に紹介していく

こととし、首都圏などで協力を得5れる場所やイベン

卜での掲示のほか、市のホームページへのアップなど

インターネットを通じて紹介を考えている。」

また、地元産品や本市の紹介イベン 卜については、

「これまでのように首都圏中心に開催していきたい。J
と語る。

四日市コンビナー卜夜景は、(1)海上から(クルー

ズ)(2)上空から(地上100Mの展示室)(3)陸上から

(霞ヶ浦緑地公園) 様々な角度から鑑賞できる3D夜

景であり、特色のある企画を実施していくことで、多

くの方が四日市に訪れることが期待されている。

食
・
グ
ル
メ

映
像
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
ド
化

ス
ポ
ー
ツ

四日市市東京事務所大橋剛主幹 (左) 新谷裕俊所長 (右)

》人 口 314.162人

予面 205.58Km2 f 
J 

I I 積 -・・

〉争事 業 名 シティセールス推進事業

2幹事業開始年度 平成21年度

》事業主体 四日市市政策推進部東京事務所

連絡先

四日市市東京事務所 下司宮、J.r.…・・・; /.，さ I 1 lそ
の

E謂 03・3263-3038 1m 03・3263・2070 3 I I ・

1m週http://www.city.yokkaichi.mie.jp
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伝言通 大阪府 箕面市

箕面に住む?Ready to move? 
~箕面営業課、走る!庁内横断情報でシティセールス~

「 … 箕面市の概要 … ~ 

箕面市は、大阪府中心部かう約30分の圏内にありながう、明治の森箕面固定公園を有し、 緑豊

かな自然環境に恵まれた近畿有数の住宅都市である。日本の滝百選に選定された箕面大滝と紅葉

は、関西地域では景勝地として知られ年間100万人以上の観光客が訪れる。

行われるイベン卜に参加した際、イベン卜主催側から

「市の展示ブースにはパンフレットがいっぱいあるが、

箕面市では、平成21年に全国でも余り例のない名 住みたい人が欲しい情報にたどりつけない」という意

前の「賞面営業課J(以下、営業課)が新設され、シティ 見が出た。それまで、市の告部署が各々に施策をPR

セールスの中心となって活動をしている。平成22年 するパンフレットを作成していたが、居住希望者向け

度には、「質面市住環境PRr箕面に住む?Ready to に必要な情報をまとめたものがなかった。そこで、営
move?JJ事業をスター卜させ、その市政のメインテ一 業課が庁内を横断して情報収集し、作成することに

マとして「子育てしやすさ日本一JI緑・住みやすさ最 なった。
先端H安心・支え合い最優先」の3つを設定している。 その際には、庁内横断的に情報をまとめるとともに、

箕面市のシティセールスの当面の重点目標は、新し シティセールスとして箕面市の優位性を強調しPRし

く宅地開発された賃面森町地区と彩都地区への定住促 た。例えば、以下のことを挙げている。(1)鉄道、パ

進であるが、 宅地のセールスだけではなく、箕面市の スなど公共交通網が整備され、中国自動車道、名神高

施策をアピールすることにより定住促進を目指す点に 速道路、阪神高速の至近距離にあり、大阪国際空港へ

特色がある。 も20分の距離に位置し、利便性がたいへん良いこと。

従来より、新しい宅地へのアクセス道のトンネル開 (2)住環境の良さは、大手新築マンションポータルサ

通、府内では箕面市に2校のみとなる施設一体型の市 イトのマンショントレンド調査「住んでみたい街アン

立小中一貫校の開校など周辺整備も進んでおり、並行 ケー卜(関西圏)Jで、平成23年lこ18位という人気地

して定住人口の拡大のため様々なセールス活動を行つ 区でもある乙とで裏付けられていること等である。

ていた。しかし、 大阪万博記念公圏内にある関西圏最

大級の住宅展示場 ・千里住宅公園(大阪府吹田市)で

「住宅都市箕面の風景j

営業課が取り組む「箕面市住環境PRW箕面に住む?

Ready to move?U事業の目的は、地域の情報発信

をすることによって、特に子育て世代ファミリ一層の

定住人口・交流人口の拡大を図ることである。その主

な活動は3つある。

(1)リーフレット「箕面に住むつJの作成、 (2)ホー
ムページ等の開設・管理、 (3)イベントへの参加、 (4)

民間企業との連携である。具体的な活動は、庁内で情

報や人を待つのではなく、積極的に外に営業に出て、

結果を出すことに重きをおいている。その際の、宮業



のツールとして、わかりやすいリーフレットやホーム フレットを見てより詳しい情報を入手したい人のため

(1)リーフレット「箕面に住む?Jの作成

ます、市の魅力や生活関連情報を発信するため、

理解しやすく、手に取りやすいリーフレット「箕面

に住むつJを作成した。A4三つ折り、両面カラーで
30，000部作成した。

①わかりやすい施策説明

IJ-フレットの内容は、市役所の各部署に照会した

施策の中から、営業課でPR効果の高いもの、居住希

望者が関心を持ちそうなものをピックアップし編集し

ている。加えて、市政のメインテーマである「子育て

しやすさ日本一Ji緑 ・住みやすさ最先端Ji安心-支
えあい最優先」ごとに施策を分類し、利用者の視点に

立って、わかりやすく事業の紹介を行っている。表現

方法も、行政用語は使わす平易な言葉で、親しみやす

くし、写真やイラストを多用してイメージが伝わりや

すくした。

②オンリ-1、ナンバー1で訴求

掲載内容にも工夫を凝らし、一番、唯一という地域

の優位性や先進的な取り組みを強調し、目に留まるよ

うにした。例えば、「私立幼稚園の保護者補助金(子ど

も一人当たり)府内 1位Jiすべての市立小中学校の耐
震化を達成府内初」などである。

③パンフレット設置で営業力発揮

このようにして出来上がったリーフレッ卜「賃面に

住むけは、市内外の不動産会社、金融機関、民間企業

におかれている。その一部では、展示棚「質面PRブー

スJを特別に設置しても5い、観光、イベント、グルメ
など箕面の様々な資料

も一緒に展示できるよ

うにする等より関心

を集める工夫をしてい

る。

④アフターフォローも

重視

リーフレッ卜「質面

に住むつJを作って配
るだけではなく、アフ

ターフォローにも取

り組んでいる。リ一 「ゆるキャラまつり In彦根Jの風景

ページを作成し、それらを用いて営業活動を行ってい

る。特に、不動産会社への営業では、箕面市の物件紹

介をする際に活用してもらえる事に最も留意してい

る。

属国

パンフレット類は営業ツール

に、「箕面の魅力いっぱい~知れば知るほど好きにな

る~JA4力ラ-24ページの補足資料を用意し、箕面

市内に物件を持つ不動産会社に配布し、活用方法もア

ドバイスしている。

観

光

(2)ホームページの開設

リーフレット「箕面に住む?Jなどの紙媒体で、興昧

を持った人に詳細情報を提供するために、ホームペー

ジも開設している。アクセス数を増やすために、不動

産会社のホームページにリンクを貼ってもらうよう営

業活動を行っている。

「箕面に住むつJU円L http://www.citY.minoh 

Ig.jp/brand/index.html 

※(1)で説明したリーフレッ卜もダウンロードでき

る。
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(3)その他のシティプロモーション活動

市内外に地域情報を発信するため、次のような活動

ッ
シ
ョ
ン

に取り組んでいる。

①近畿圏内のイベントへの参加

箕面のゆす、PRキャラクタ-i滝ノ道 ゆするjの

「ゆるキャラまつり in彦根J(滋賀県彦根市)への参加。
「御堂筋kappoJ(大阪府大阪市)、「千里住宅公園イベ

ン卜J(大阪府吹田市)、「大阪府庁咲州庁舎開放イベン

トJ(大阪府大阪市)等にも参加。

②特産品の開発販売

箕面FMまちそだて株式会社の協力を得て「箕面市

セールスプロモーション実行委員会」を設立し、 コラ

ボレーションして、箕面の良さを広く売り込み、箕面

の地域ブランド力を向上させることを通じて、観光害

や定住者の増加を図っている。主な活動は、特産品開

発 ・販売で、地元産柚子の加工品、もみじの天13¥う芯

ブ
ラ
ン
ド
化
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ポ
ー
ツ

環
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証明発行窓口のグッズ販売コーナー

どの食品、マスコットキャラクターのグッズ類(手ぬ

ぐい、携帯ストラップ、クリアファイル等)をイベン

ト会場、阪急質面駅かう箕面大滝へとつながる滝道沿

いの土産臣、市役所の証明発行窓口芯どで販売してい

る。

①ツイッタ一、ブログの活用

気軽で親しみやすいツイッターを開設し、市の情報

を発信している。

市公式ツイッター「箕面営業課Jhttp://twitter. 

com/minoheigyouによる情報の提供。フォロワー

数1018件(平成23年10月31日現在)。また、箕面

市公式ブログ「撮れたて箕面ブログ」でも随時、情報発

信を行っている。

これまでの活動について、箕面市役所地域創造部箕

面営業課 薮本正博課長は次の通り語った。「紙・ホー

ムページ・ブログ・ツイッターなど様々な媒体の他、

各地で行われるイベン卜を通じて大都市圏の良好な住

宅都市・観光地としての箕面をPRしており、より多

くの皆様に箕面というまちに興昧をお持ちいただくた

めに活動しております。ますは箕面大滝を始めとした

箕面の自然を体感しに訪れていただき、愛着をもって

いただきたいと思います。J

観光スポット「箕面大滝と紅葉J

住宅展示場の箕面 PR展示ブース

ス ツウ フェイスのつながりで信頼関係も生まれ、

υ-フレッ卜類の展示棚「箕面市PRブース」は、約
10居舗、「箕面に住むつ」は約150居舗に設置される

迄になった。銀行やスーパー銭湯では待ち時間に読ま

れることも多く、スーパー銭湯では、グルメマップが

1力月に約400部も持ち帰られた。

不動産会社か5も、リーフレット「箕面に住む?Jは

「市が発行している点で記載内容の信頼度が高いJi施
策がコンパク卜にまとまっていて使い勝手が良しリ芯

どの評価を得ている。

現在、ホームページ「箕面に住む?Jの閲覧者の

50%程度は約10社の不動産会社のホームページリン

「箕面市住環境PRr箕面に住む?Ready to クを経由しており、 ir箕面に住むつ のホームページ

move?JJ事業は、平成22年度から始まった事業では を見て、転居場所の照会などを直接電話で尋ねられる

あるが、飛び込み宮業もいとわない努力の結果、徐々 こともあります」と、営業課の家瀬将秀さんは語った。

に成果が上がってきている。具体的な成果は、下記の

とおりである。 (2)市民への施策の周知

「定住人口の増加という面以外にも、市のイメージ

(1)信頼を生みだす営業活動 アップや市の施策の周知に役立ちました。特に、既に

宮業課職員は、庁内の執務ではなく市内外でのセー 住んでいる市民の皆さんに地元の魅力を再認識してい

ルス活動に重点を置いている。民間企業とのフ工イ ただき、誇りを持っていただけたと思います」と同課
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の高橋弘樹さんは

語った。

(3)民間と連携し

た営業活動

不動産会社や民

間企業等との関係

構築も醸成されて

きており、様々な

情報交換をし芯がう活動に生かしている。最近の例で

は、彩都地区にある市立小中一貫校を見学したいとの

不動産会社かうの要望を受け、複数の不動産会社に対

して広く声掛けし、教育や子育ての市の取り組みを紹

介したことが挙げられる。

2011版箕面キャラクタ一手ぬぐい

(4)ク‘ッズの販売

箕面市セールスプロモーション実行委員会で実施

している特産品販売も好調で、 2011版箕面キャラク

タ一手ぬぐい(600円)は、8月に発売して1ヵ月余り

で1500枚を売り上げている。

事業が開始されて 1年半。シティセールス事業の継

続や拡大を今後どのようにするか。

営業課では、定住を考える人が、具体的芯イメージを

持てるような新しいリーフレットを現在作成中である。

高橋さんは今後について「不動産会社等への営業活

動を継続することが重要です。また、宮業活動を通じ

て、様々な情報を収集し、次の活動につなげていく必

要があります。」 と語る。新たな取り組みをする場合、

-ÊI~iS i* 蓮田盟理霊童軍司・

目標を達成には人材や資金も課題と芯ってくる。活動

資金面においては、箕面市セールスプロモーション実

行委員会のク、ツズ販売で収益を上げ、その収益を賃面

市のP円に資する商品の開発、チラシ、リーフレット

等の作成などの資金に充て、さらなる活動に弾みをつ

けるための工夫が実践されている。

また、市のセールスマンを束ねる薮本正博課長は、

今後の展望を次の通り語った。

「箕面に住んでいただけるように、フットワーク軽

くかっ地道に、市のメッセージである 『子育てしやす

さ日本一.1r緑 ・住みやすさ最先端Jr安心-支え合い
最優先jを実現する施策や日々創り出される新た芯箕

面のよさを伝えていきたいです。箕面営業課として、

市のセールスを積極的に行うことはもちろんのととで

すが、当課だけではマンパワーに限界がありますので、

箕面市役所の各部門のそれぞれが、ひいては、箕面市

全体で箕面の魅力を発信していける風土となるように

努めていきたいと考えています。J
役所を飛び出し工ンドユーザーから情報を収集し、

それを施策に反映するという宮業のセオリーを着実に

行う箕面営業課の今後の活動が期待される。
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活気に満ちた箕面営業課の皆さんと滝ノ道ゆする

》人 口 129.678人
-・・

.:.) 11 P面 積 47.84Km2 

一一一一~ .・・・・・・
>>事 業 名 質面市住環境PR

「質面に住む?Ready to move? J 
.' 、-

P事業開始年度 平成22年度 J 

》事業主体 箕面市(地域創造部貰面営業課)

連絡先

箕面市地域創造部箕面営業課

E週072・724・69051m072・722・7655
a.g http://www.citY.minoh.lg.jp/brand/index.html 
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E重 岡山県津山市

食・グルメを通じたまちづくりについて
~津山ホルモンつどんにみる地域ブランドの可能性~

r CIIJ 津山市の概要 ・・・ ~ 

津山市は、岡山県北東部に位置し、北は中国山地、南は中部吉備高原に接する、都市と自然が融

合する表情豊かな地域である。古くかう美作地域の中心であり、 713年の美作国成立時には現在

の津山市総社に国府が置かれていた。そして、江戸時代には津山城(現:鶴山公園)の城下町とし

て栄え、今もなお当時の遺構や古い町並みが残っている。

(1)ホルモンうどんによるまちおこし

人口減少、高齢化に悩む多くの地方都市から、まち

おこしの切り札として熱い視線が向けられているのが

18級ご当地グルメJである。津山市では岡山県唯一
のフルマラソン大会である津山加茂郷フルマラソン、

津山の音楽 ・文化を振興する音楽部市構想に基づく津

山国際総合音楽祭など岡市の魅力を発信してきたが、

新しいシティプロモーションとしての取り組みが、「ホ

ルモンうどんJによる地域の活性化である。
ホルモンうどんは新鮮な牛ホルモンと野菜を鉄板で

妙め、タレで昧付けした焼うどんだが、音から和牛の

飼育が盛んであった津山市周辺及び出雲街道沿いの

兵庫県佐用町周辺の特有の料理として、すでに50年

前には存在していたと言われる。当時は、男性たちが

食堂 ・焼肉屈で酒を飲んだ後、締めとして残ったホル

モン焼きとうどんを一緒に焼いて食べるという裏メ

ニューとして食べられていたという。岡山県内でも一

般に知うれてい芯かった地元だけの食文化だったが、

津山ホルモンうどん

平成17年の岡山国体(柔道会場)をキッ力ケに津山圏

域外にも広まることになった。

市の国体担当職員の間で、「地元料理でおもてなし

をしたい。おいしくてボリュームがあるものがいい

のではないか」と思いついたのが、「ホルモンうどんj

である。当初は、市職員と市民の有志4人で、ホルモ

ンうどんを通じて、「津山を良く知ってもらおう。ま

す屈のマップづくりから始めよう」という思いで発足

したのが「ホルモンうどんマップ作成委員会」である。

残念ながら、その当時は国体準備に忙殺されマップ作

成は間に合わ芯かった。その後、との作成委員会の間

では日増しに「ホルモンうどんでまちおこしをしたい」

という思いは強まっていき、津山市内で平成18年7

月にアマチユアバンドコンテストが開催されるため、

そこで紹介することにした。早速、市内食べ歩き調査

を始め、その結果を手作りマップとして作成し配布を

行った。好評だったことから平成20年3月には、市

内25屈を掲載し「津山ホルモンうどん地図(マップ)J

の初版が発行された。

(2)8-1グランプリ効果

いまや国民的ブームとなっているご当地グルメ。そ

の火付け役となったのは、東京に本部を置く 18級ご

当地グルメでまちおこし団体連絡協議会J(通称 :愛
Bリーグ)が毎年開催しているB級ご当地グルメの祭

典18-1グランプリJである。
この8-1グランプリで、ご当地グルメがブームに

なり始めた頃、津山のマップが新聞やテレビ芯どメ

ディアで取り上げられ、県内各地のイベン卜や祭りな

どから出展依頼が舞い込んできた。それとともに上記

作成委員会は「津山ホルモンうどん研究会J(以下「研



一一一一」出主主.

津山ホルモンうどん研究会ブースに並ぶ人たち
(8 - 1グランプリ In姫路)

は語っている。そして、 1年間は告地イベントへの出

展で技術を磨いてほしいと愛Bリーグからの要請もあ

り、積極的に告地のイベン卜へ出展し、経験を積んだ

上で、平成21年9月に第4回8-1グランプリ(横手

大会)に挑んだ。結果、堂々の第3位(ブロンズグラン

プリ)に輝き、翌年9月の厚木大会では第4位と連続

して上位入賞を果たしている。また、益々盛り上がり

を見せていく中で開催された、平成23年11月の姫路

大会では、過去最高の第2位(シルJ¥ーグランプリ)を

獲得した。

(2)ホルモンうどん屈は協力居

現在、研究会員は80名(市職員、会社役員、会社員、

自営業芯ど)のボランティアで構成されているが、そ

の多くは市の若手職員である。一方、市内のホルモン

うどん屈は非会員であり、あくまでも協力屈として協

力をいただいている。それは、研究会はまちづくりを

最終的な目的におこなっているため、この活動で利害

のある者は会員にしないとしているからである。当研

究会の乙だわりであり特徴的ともいえる点である。
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(3)市の財政負担ゼ口とまちづくり協力金

市の支援としては、研究会の実質的な事務局を市の

観光振興課の中に置いているが、直接的芯財政的な支

究会」という)へ改称した。依頼があれば、土日にも、 援はない。各地に出展する際なども、すべて自主運営

ブ
ラ
ン
ド
化

ホルモンうどんを焼く様子 (8-1グランプリ In厚木)

る存在になっていった。

積極的にPR販売に出かけたことから、徐々に知られ で行っている。

8-1グランプリ入賞後は、研究会に関連商品開発

(スナック・ふりかけ・レ トルト食品等)の協力-監

修の依頼が殺到した。開発した商品の売価の 1%を協

力費として受けとっているが、その全額を、研究会か

ら津山市!こ「まちづくり協力金」として寄付している。

これは、研究会としてホルモンうどんは市民が育んだ

(1)8-1グランプリへの挑戦

研究会の目的は、あくまでも食を通じた津山の知名

度の向上であり、ひいては市の活性化であるが、ます

会員のモチベーションを高めるために、平成20年6

月に愛Bリーグに加盟し、 8-1グランプリ出展をめ

ざした。各地イベントへの出展を重ね、県外への大き

なイベン卜「神奈)11フードバトル(厚木市)Jや18級グ

ルメスタジアム(静岡県袋井市)Jにも積極的に出展し

た。

「はじめは津山の知名度の低さから、興昧を持たれ

す客足は伸び広かったが、大き芯イベントの集客数に

救われた。このイベン卜で、 B級ご当地グルメの勢い

と、実際に昧わっていただきおいしいとの感想から手

ごたえを得ることができた」とホルモンうどん研究会

小坂田裕造副代表(津山市産業経済部観光振興課長) 津山ホルモンうどん関連商品
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ご当地グルメであり、利益は市民に還元しようと考え

ているからである。平成23年度の協力金は、 200万

円を超える見込みである。研究会は自らが出展し、汗

を流して売り上げたものだけを、その運宮費に使うと

ととしている。

(4)さらなる情報発信

平成22年3月から 1年間限定で、東京アクアシティ

お台場屈にてアンテナショッブを開設した。平成23

年4月には京都にアンテナショップを開設し、全国へ

情報発信を行っている。

また、吉本興業が地域を応援する映画を作る目的で、

研究会の実話をベースに30分の短編映画「ホルモン

女Jを製作、平成23年3月に第3回沖縄国際映画祭に

出品をした。この作品は、同年6月には地元津山市で

も上映され、 12月には東京銀座と大阪梅田にて 1週

間上映された。この映画口ケがきっかけで、出演者で

内で年間約8億円、市内だけで約4億円と推計されて

いる。 8-1グランプリ出場後の平成22年度には、

岡山県内で約27億円、市内では約12億円にのぼり、

市内年間来客数は33万人((財)岡山経済研究所調べ)

と大きな波及効果をもた5し、津山市のシティセール

スとしても評価できるものとなっている。

これまでを振り返って、「お金をかけてグルメを開

発すればうまくいくわけではない。かかわる人たちの

『まちを元気にしよう』という気概が最も重要である。

短期間でも理念と活動がしっかりしていれば、食のま

ちおこしで結果をだすことができる。また、食のまち

おこしは、メディアとの付き合い方がポイン卜になり、

いかに関心を持ってもうえるネタを提供しつづけるか

が重要である。」と小坂田副代表は語っている。

ある河本準ーさん(次長課長)が7月に、津山市観光大 また、小坂田副代表は、「研究会は任意団体のボラン

使に就任するなど、ホルモンうどんを核とした津山市 ティアでやってきた。当初は、 8-1グランプリに出

の情報発信が展開されている。 展して、全国から多くの出展依頼が寄せ5れたり、商

全国ネットのメディアからの取材が増加し、平成

20年か53年間で約3億円以上の広告宣伝効果があ

るとの試算もある。全国から研究会に出展依頼が殺到

し、それに応えるため積極的に出展していくことで、

確実に収入が増加した。

また、市内ホルモンうどん屈では県内外から来害者

が急増し、行列ができる屈もある。観光客数は、平成

21年で前年比12目5%増と確実に知名度があがってい

る。

ホルモンうどんによる飲食、観光、買い物等がもた

らす経済効果は、活動開始の平成20年度では岡山県

映画「ホルモン女J口ケ風景(津山城にて)

品開発依頼など予想もしていなかった。結果のほうが

先に走ってしまった状態に芯った。現在も、土日は数

力月先までほぼ、スケジ、ユールが埋まっている状態であ

り、平日働く職員にとっては、ボランティア活動にも

限界を感じてきている」とも語っている。今後は、津

山市観光協会へ事務局を移管するとか、研究会自体を

NPO 法人化し、専任の職員を雇い事務的対応するな

と、考える必要があるとのことである。

また、商標登録の問題も出てきている。かなり多く

の類似屈が出自している状態で、研究会が全く知らな

いところで、無関係の業者などが出屈して、そのこと

を知っているのか、指導しているのかと全国からク

レームが入ってくる。これについては、認定基準を定

めるなどの対応をするなど苦労があるようである。

ホルモンうどんによる津山市の知名度の向上に伴

い、津山に訪れる県内外者が増加してきた。お屈には、

今までは地元の人相手だったのが、若い女性、力ッフ

ルなど外からのお客さんが増え、おもてなしが求めら

れるように芯った。このため、協力自のレベルアップ、

コンブライアンス意識の向上を図る必要がでできてい

る。営業してもらうため各協力屈が他屈に迷惑がか力1

らないように危機意識を持っていただきたいと、食品

衛生、おもて芯しなどの講習会の開催を予定している。

来訪者の周遊化という大き芯課題もある。食事に訪

れるだけでなく、もう少し観光地を見てもらい、少し
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でも滞在型につなげていくよう芯観光施策が今後必

要である。おいしい料理を食べ、観光するといった滞

在型の来訪者を増やし、地域経済の活性化につ芯げい

くことが求められている。「津山ホルモンうどん地図

(マップ)J第2号からは、いままで掲載してい芯かっ

た市内観光地を掲載し積極的に津山市のPRを行って

いる。また、「市では映画『ホルモン女』のシーンに使

われた津山城の八一卜型の石垣を新たな観光資源とし

て売り出すことを考えている。Jと小坂田副代表は語っ
ている。

また、「ブームというのはいすれ去ってしまう。ホ

ルモンうどんだけでは芯く、他にもモモ肉を便った「干

し肉」、すじ肉を使った「煮こごりj、中落ちのように

骨かうそぎ落とした「そす、り肉」を使った「そすり鍋j

など、牛の頭から尻尾までのいろんな部位を食べるこ

とができ、それを使ったたくさんの料理もあるのだと

知ってもういたい。ホルモンうどんを突破口に食文化

をさ61こ発信していきたい。Jとも小坂田副代表は語っ
ている。
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津山ホルモンうどん研究会小坂田裕造副代表
(津山市産業経済部観光振興課長)

ブーム芯どに関係なく「津山」といえばホルモンう

どんに代表される地域の豊かな食文化が想起されるよ

うな、着実なシティプロモーション活動が続くととを

期待したい。
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津山減(鶴山公園)} ¥一卜の石垣

F人 口 107.387人

くくグ〉浄面 積 506.36Km2 

》 事 業 名 津山ホルモンうどん研究会

〉任事業開始年度 平成20年度

》 事業主体 津山ホルモンうどん研究会

連絡先

岡山県津山市産業経済部観光振興課

liD 0868・32・2082 1m0868・32-2154
EE調理 http://tsuyama.horumonudon，com/
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雇冨D 愛媛県今治市

今治タオルプロジェクト
~地域ブランド育成により「今治 imabariJを世界へ発信~

「 ・・・ 今治市の概要 ・・・ 1 
愛媛県東北部に位置する今治市は、瀬戸内海に突き出た高縄半島東部と芸予諸島の南半分から
なり、松山市に次ぐ県下第二の人口規模を擁する都市である。古くかう瀬戸内海の海上交通の要
衝として発展してきたこともあって、海運業、造船業が盛んで、今や大型船の建造実績は圏内の4
分の1を占めている。また、繊維産業、中でもタオル産業が圏内生産量の5割を占めるほか、石材
業や製塩業などの各種製造業が集積しており、四国一の製造品出荷額を誇る「ものづくりのまちJ
としても知られている。
今治市は、これまでも地場産業の一つであるタオルのブランド化を推進してきたが、その加速
化により、産業振興を図りつつ、キラーコンテンツであるタオルを通じて「今治Jの名が全国に発
信され、シティプロモーションにつながることを期待している。

の事業の対象となる主体が商工会議所等に限られてい

た乙とから、今治商工会議所に協力を依頼した。また、

今治地方では、瀬戸内の温暖な気候の中で古くか5 今治市も「市の活力の源は多彩な“ものづくり"にあり、

綿花栽培が行われ、江戸時代中期には白木綿という綿 地場産業のブランド力向上は地域全体のイメージアッ

織物が生産されるようになり、その後、今治藩の奨励 ブと地域外へのPRにつ芯がる。」と考えた。そして、

もあって綿織物業が盛んとなった。明治期に入ると、 組合、商工会議所及び今治市の三者の連携による「今

タオルの製造が開始され、晒しゃ染めに欠かせない良 治タオルブロジ、工クトJが平成18年にスター卜した。
質の水にも恵まれた環境で、圏内最大のタオル産地へ

と発展を遂げた。しかし、バブル崩壊後は、中国をは

じめとした安価な海外製品の流入に押されて、生産数

量、製造業者ともに減少の一途をたと、っている。

このような状況を打開しようと、今治のタオル製造

業者が加盟する四国タオル工業組合(以下「組合」とい

う)では、経済産業省に繊維セーフガード発動を要請

する一方で、平成13年に策定した構造改善ビジョン

に従って独自に人材育成や新商晶開発芯どに取り組ん

できたものの、なか芯か浮上することができなかった。

平成16年、四国経済産業局が今治タオルの認知度

について、全国を対象としたインターネット調査を

行ったところ、日本最大のタオル産地にもかかわうす、

「今治」の認知度はわす力'36.6%にとどまっていた。

産地として余り認知されていないことが課題であると

考えた組合は、付加価値の高い商品であることを全国

にアピールすべく、今治タオルのブランド化に向けて

動き出した。

ちょうどその頃、地域が一丸となって行う、地域の

今治タオルプロジェク卜では、世界に通用するタオ

ル産地としての今治のイメージを確立するために、著
かしわ

名芯アートディレクターである佐藤可士和氏を起用

し、ブランド化全体のコーディネートを任せ、平成18

年からの3年間で、圏内での認知度向上及びブランド

確立を目指した。

強みを活かした製晶等の価値・魅力を高めるための取 口ゴマーク付きタオル

組みを支援する中小企業庁のiJAPANブランド育成
支援事業Jという制度があることを知った組合は、こ
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みが、今治タオルの技術力を向上させ、産地としての 能検定制度である「四国タオル工業組合社内技能検定」

レベルアップへと繋がっている。 を平成23年に新設し、第 1回の検定試験を実施した

が、マイスターはアドバイザーとしてその中に加わる

(3)世界観のある話題づくり など、人材育成において中心的役割を果たしている。

メディアに取り上げられる効果を重視し、次々と新

しい取組みを行うことによる話題づくりを行ってき

た。その取組みには、世界的な産地としての今治のイ

メージを確立する狙いもある。

①タオルに関する知識を広める取組みータオルソムリ工

「タオルソムリ工資格認定制度Jは、小売業などでの
タオルアドバイザ一育成を目的として創設された、世

界初のタオルに関する資格認定制度である。平成19

年から組合は、毎年、今治商工会議所と連携して認定

試験を実施し、これまでに全国で936人のタオルソ

ムリ工を誕生させた。乙の取組みにより、世界的なタ

オル産地として今治をPRできると同時に、知識が広

まることで今治タオルが高品質であることが理解して

もらえるほか、全国のソムリ工たちがブランドの発信

者になってくれる効果も期待できる。

(1)ブランドマーク・ロゴの導入

ます初めに取り組んだのが、ブランドマーク・ロゴ

作成と品質基準の策定である。「今治タオルJである
ことが一目でわかるアイコンを作成するとともに、「ロ

ゴが付いた商品=品質の高い今治タオル」という認識

を広めるために、高い吸水性や脱毛率の低さなど組合

が独自に設定した厳しい品質基準をクリアした高晶質

なタオルにのみ、この口ゴマークの使用を認めること

とした。業者が口ゴを使用するには、検査機関の検査

に合格し、その証明書を添付して組合に申請を行う必

要があり、さらには、口ゴ付きで市場に出回っている

タオルについて組合が事後検査を行うなど、ブランド

の品質管理を徹底している。

当初、口ゴの有益性が十分にタオル業者に認知され

す、5社でのスター卜であったが、市場でブランドが認

知されるに従って、口ゴを導入する業者は加速度的に

増加している。

(2)新商品開発

多様化する消費者二一ズに対応した新商品の開発に

ついても、積極的芯取組みを進めてきた。これまでに、

織りや柄に頼らない高品質タオルの「今治生まれの白

いタオルJや様々なデザイナー、アーテイス卜と業者
とのコラボ商品などが誕生した。今治のタオル業者は、

独自性と魅力ある商品を提供するため、日々新しい素

材-デザインを探索・検証している。この日々の取組

組合では、合格したソムリ工を対象としたスキル

アップ研修会を各地(東京、大阪、今治)で開催し、常

に進歩していくタオル技術などの情報も発信してい

る。
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ソムリ工認定証授与式の様子

①人材育成、技術の伝承・革新

組合は愛媛県繊維産業技術センターや今治高等技術

専門校などと連携して、人材育成や技術伝承・革新に

向けた取組みも進めている。

その中でも「タオルマイスター制度Jは、ブランドの
維持・向上のための技術革新と次世代への技術継承を

目的として創設された、タオル製造における熟練技術

者を組合が認定する制度である。認定条件が厳しく、

これまでわすか4人のみが認定されている、まさにブ

口中のブ口を認定する制度である。

また、組合では、マイスター制度を支える新しい技
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マイスター叙任式の様子

市では、他にも、市民に地場産業を知ってもらうた

めに市庁舎1階にタオルを展示しており、その展示終

了後、業者の協力のもと、市内の幼稚園・保育園や福

祉施設にタオルを寄贈する取組みも行っている。タオ

そ
の
他
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ル産地としての誇りを業界だけでなく、市民にも共有

してもらうことで産地を支える力を育てようとしてい

る。

市庁舎のタオル展示コーナー

タオル寄贈の様子

(4)メディアプロモーション

様々な話題がメディアに取り上げうれるのと並行し

て、新商品の展示商談会や講演会を行う「今治タオル

メッセ」の開催、各種展示会への出展、首都圏の百貨

屈での今治タオルの常設販売開始、今治へのメディア

招致など、組合は各種プロモーション活動を実施して

きた。

(5)海外展開

3年間の取組みの結果、 平成21年度は、JAPANブ

ランド育成支援事業の中でも優秀と評価された事業

をさらに 1年間支援する「先進的ブランド展開支援事

業jに選ばれ、これまでの圏内での事業活動により培っ

たブランド力を基盤とした海外展開事業として、組合

は海外見本市(ヘルシンキ国際家具・インテリア見本

市1)¥ビターレ09J)や、圏内展示会(東京インターナ

ショナルギ、フトショー)への出展を行った。

ヘルシンキ国際家具 インテIjア見本市 [")¥ピターレ09Jの様子

さらに平成22年度は、中小企業庁の「地域資源活用

新事業展開支援事業」、平成23年度はJETROの「地

場産業等海外見本市出展支援事業」を活用するなど、

市からの支援と併せて、海外市場開拓の環境整備をさ

らに進めている。

平成16年に実施した調査では36.6%だった今治

のタオル産地としての認知度は、事業実施3年目の平

成20年には50.2%まで上昇した。乙の結果は、今治

市自体の知名度向上もあらわすものである。組合では、

平成24年に再度調査を行うこととしており、その際

はさらなる認知度向上が期待できると考えている。

また、消費者の要望を受けて今治タオルの販売を開

始する百貨居等も増加し、取り扱う庖舗が増えること

で、眼にとまる機会が増え、さらに消費者の認知度が

高まるという好循環を生み出している。

90年代以降減少が続いていた今治のタオル生産量

は平成22年度に入って微増に転じた。各業者の売り

上げも伸びており、例えば、財団法人今治地域地場産

業振興センターの運営する「いまばりタオルブティッ

クJの売り上げは、平成18年度の932万円から平成
21年度は2億1793万円にまで伸びた。

ロゴマークの配布枚数も、平成18年度の6，200枚

から平成22年度には2，500倍の15.496，920枚に

まで増加した。そして、乙のロゴマークの販売による

利益で、松山空港や羽田空港、渋省駅での今治タオル

の広告掲載等が実施され、さらなるブランド発信につ

なげている。

このようにタオルの認知度が上がることで、今治市

を訪れる観光客の増加にもますます期待が高まってい

る。実際に、組合が毎年今治市で開催しているタオル
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フェアの客数は年々増加し、特に県外客数がここ数年

増えている。

海外見本市 (マチ工フ 2011)の会場風景

四国タオル工業組合の宇高福則氏によると、今後の

取組みにおいては、海外展開を進めることと、これま

でに得うれた信頼を維持するためのブランド管理が重

要だという。また、タオルマイスターなど熟練技術者

の平均年齢が60歳を超えており、技術を継承する人

材の確保が今後の課題の一つである。

また、タオル業者である株式会社藤高の杉山亮太氏

は、「ブランド化が進むといつかそれが当たり前にな

る時が来る。その時までに個々の業者の名前を知って

もううための各業者による努力が今後一層必要とされ

てくる。」と話す。

市担当者は、「人材育成などの取組みの中で、常に地

域との連携を視野に入れ芯がう産業振興事業を進めて

きた。今後は、その連携の中から市民の聞にタオル産

-E雪胃E富司1m寄宿富冨酒司・

地としての誇りが醸成され、産業界、市民、行政が一

体と芯ったシティプロモーションにつながっていくこ

とを期待している。市としては今後も地場産業振興に

対する支援を継続していきたい。Jと話す。
今治タオルのブランド化を進める中で「今治jの名

前が広く認知されるようになり、高品質の製品を生産

できる地域というイメージを国内外に発信してきた。

それが「ものづくりのまちJ今治市のシティプロモー
ションにつながっている。今後は、乙のブランド産地

としてのイメージが、今治市全体のさらなる魅力向上

につながることが期待される。
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今治市商工労政課越智純氏

》人 ロ 170.048人 。。
ヨト面 積 419.85Km2 

P事 業 名 今治タオルプロジ‘工クト

》事業開始年度 平成18年度

〉争事業主体 四国タオル工業組合、今治商工会議所、今治市

連絡先

今治市産業部商工労政課 E、 もグ / 
・・・・・・・'.・"- ~ :........1 1そ

E謂 0898-36・1540 1m0898・25・2961 てま 「ミ 〆 ¥dI I ~ 
Gi盟理http://www.imabaritowel.jp/index.html
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E宣3 熊本県天草市

天草市地域ICT利活用モデル事業
~ICT によるシティプロモーシ ョ ン「天草Web の駅」から全国へ~

「 … 天草市の概要 … ~ 
平成18年3月、天草下島の本渡市、牛深市、有明町、御所浦町、倉岳町、栖本町、新和町、五和町、
天草町、河浦町の2市8町が合併し新設された天草市は、総面積683.07k師、熊本県内で最も広い
市域を誇り、東京23区とほぼ同じ面積となっている。天草諸島は、東シナ海、有明海、八代海に
固まれた熊本県の南西部に位置し、天草上島、天草下島、御所浦島など、大小120余の島々かう
できており、美しい自然景観、南蛮文化やキリシタンの歴史など、多くの観光資源にも恵まれて
いる。

(1)天草市総合計画の策定

天草市諸島の島々は、昭和41年5つの橋(天草五橋)

で結ばれ、昭和49年には天草上島と本渡市(現天草市)

がある天草下島との間に天草瀬戸大橋が完成したこと

から、キυシタン文化ゆかりの豊富芯観光資源なども
あって県内外からの多くの観光客が訪れたが、その観

光客も年々減少を続けていた。また、本土への人口の

流出、少子高齢化などの影響と合わせて、地元商居街

の活力低下芯どの問題を抱えていた。

更に平成18年に実施された市町村合併により生活

圏の拡大によってコミュ二ティの希薄化も顕著になる

などの事態に直面したことか5、告地域が抱える諸課

題の解決のため「天草市総合計画Jを平成19年に策定
した。この「天草市総合計画Jの中にある、 6つのまち
づくり基本方針のうち「豊かな産業づくりJr魅力ある
観光地づくりJr快適な生活環境づくりJr地域を担う
ひとつ、くりjの一環として、ICTの利活用によるシティ

プロモーションを通じた地域活性化が図られることと

芯った。
.訓・ .~.. ... n 

Web:Jロン‘ -rでア'開園田開園・・帽・・・咽開園町田園開園田

「天草Webの駅基盤システムJが各地lこ普及することにより、rWeb
の駅=天草」というシティプロモーションに繋がる

(2)総務省「地域ICT利活用モデル構築事業Jの採択
天草市はシティプロモーションによる地域の活性化

を行うため、総務省が推進する「地域ICT利活用モデ

ル構築事業J( 3 力年補助/平成 19年~21 年度) に 「地

域活性化課題解決モデルrWebの駅J天草'情報タワーJ

を提案し、採択を受け、システムの構築を行った。

採択を受けた「地域活性化課題解決モデルrWebの

駅」天草情報タワー事業jは、天草の情報の総合ポータ

ルサイトとして「天草webの駅Jを構築し、「道の駅J
のように、仮想上の地域の入り口として、これまで個々

のサービスやコミュニティ毎に持っていた地域'情報を

一元化し、天草のイベントや観光地、宿泊、行政情報

芯どの情報を総合的に広く外部に発信すると共lこ、コ

ミュ二ティ支援のための様々な機能を提供することを

目的としている。

当初は天草市として独自のシステムの構築を検討し

ていたが、その検討をしているときにタイミング良く、

総務省のモデル事業の話があり、これを市の構想実現

に採用することとした。天草市情報政策課 塩先敏

彦係長は当時を振り返り「総務省の提唱する地域情報

プラットフォームと天草市の考え方が合ったことによ

り、採択されたのではないかと考える」と語る。

「地域情報プラットホームJとは、自治体や民間企業
芯どの情報システムを相互に接続・連携できるように

あらかじめ各々のシステムが準拠しておくべきルー

ルも定めた共通基盤をいう。天草市の構築した「天草

Webの駅基盤システム」は、乙の「地域プラットホー

ムJに準拠した構成や仕組みを取っており、 webの
サービスの基本となるシステムをモジ、ユール(部品)

化し、それらの組み合わせで全体システムを構築して

いる。機能やサービス単位での差し替えの自由度が高
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(1)天草Webの駅とは

天草市の情報の総合ポータルサイトとしての「天

草Webの駅」は、既に説明したとおり、天草のイベン

卜や観光地、宿泊、行政などの情報を総合的に広く外

部に発信することを目的としたものであるが、「天草 情報タワーのイメージ

Webの駅Jが他の市で行われている情報の外部発信と
大きく違う点は、情報発信者は市民であることである。

個人や団体の活動情報を積極的に提供する乙とで地

域コミュ二ティが活性化し、そのことによって「天草

Webの駅」に参加する会員が増え、蓄積される情報量

が次第に多くなり、それに伴い外部へ発信される情報

量も多くなることから、それが更なるシティプロモー

ションに繋がるという相乗効果が発揮されている。こ

の点が他の行政が運営するHPと遣う点である。

く、他団体への汎用性も高いことから、既に熊本市や

与論町において「天草Webの駅基盤システムJを使用
したシステムの構築が行われている。

コミュニティ活性化に 情報量の奮積による
よる 情報・ の蓄積 可圃唱，・V アクセスの i包110

シティプロモーション・地減の活性化の縫進

天草Webの駅の果たす役割

(2)1天草webの，lRJ情報タワーの事業イメージ
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ステムは行政タワーとして、シティプロモーションに

繋がる観光や商業、 市民の活動に関連するシステムは

市民タワーとして構築され、これらを連携し、行政、

観光、物産、文化歴史などの情報を双方向に発信を行

うものである。

①「行政タワーJについては学校等に関連するシステ
ムを中心に次のシステムが構築されている。 01

(ア)あまくさスクール(保・幼・ 小・中学校情報共有

システム)

・学校、家庭、地域間のネットワークづくり

先生同士、先生と保護者、学校と地域、学校内と

学校聞の学校内の双方向コミュ二ケーションを実

施し、安心で安全な教育学習環境を構築

(イ)あまくさ元気ネット(健康天草支援システム)

-高齢者のネッ トワークづくり

高齢者の生きがいや、健康、仲間づくりを推進す

るための情報交流の支援

②「市民タワーJ観光や商業、 市民活動に関するシステ
ムを中心にシティプロモーションに繋がる次のシス

テムが構築され、各システムにおいては、会員登録

を行うことにより、個人、団体等が簡単に情報発信

できるようシステム構築がなされている。
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「天草webの駅」は、会員管理機能、インフォメ一 (ア)あまくさライフ(田舎暮うし応援システム)

ション機能、コミュ二ケーション機能、予約機能、 0後継者候補への情報提供の充実

ショ ッピンク‘機能、一斉配信機能、地図機能等の基本

モジ、ユール上に「あまくさナビ(観光ガイドシステム)J

をはじめとした活用システム群を積み重ねた仮想の

「情報タワーJをネット上に構築し、シティプロモー
ション、コミュ二ティの活性化を行うものである。

(3)1天草webの駅」情報タワーについて

「天草webの駅」における情報タワーは、行政タワー

と市民タワーに分けられ、行政や学校等に関連するシ

環

境

田舎暮らしや農業参入を希望する都市住民や企業

に対し、情報提供を行うと共に、育成者(農業従

事者)と候補者をマッチングするサービスを提供

する。

Oネットショッピングによる新たな販売ルートの確立

「天草Webの駅Jにおいて天草の物産に関する情
報交換の場を提供し、天草の産品情報の統合化を

図り、さ5にフランド化についても推進する。

(イ)あまくさモール(商居街活性化システム)
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匪司1
0仮想庖舗における情報発信

インターネット上に仮想庖舗を作成、紹介や商品

PR等の情報を発信

0ネットショッピンク‘による販路拡大

新たな販売ルートのーっとしてネットショ ッピ

ングを構築し、天草の住民や企画が自らインター

ネット上で商品を販売できる仕組みを構築。

天草の産品が全国どこからでも買えるよう支援を

T寸つ。

買い物に来れない高齢者や、遠方の人が時間や場

所にとらわれ芯い買い物を支援する。

(ウ)あまくさナビ(観光ガイドシステム)

O観光情報の統合管理
歴史、文化、景観、施設、特産品、レジャー等様々

な観光資源をインターネットの地図上に集約。ま

た、告情報はそれぞれの団体や施設から直接発信

が可能

0宿泊予約サービスの提供

0観光ボランティア活動支援

観光者の希望条件と観光ボランティアガイドの

マッチングを行う。

(工)あまくさブランドJ¥ーク (生産加工ネットワーク

システム)

O情報の統合化による天草ブランド化推進

a

ムベ
色
W-8 
あまくさライフ

ネットンョッピンヲにより
天草の産品が全国どこからでも
買えるようになり.ブランド化が

図られる.

あまくさナピ

観光情報の統合管理を行うことで
効率的な情報発信が可能となる.

また、宿泊予約サービス噂により‘
観光客の増大に繋がる.

p 
&、ハ.，8
8〆〉、&
あまくさブランド11ーヲ
商品開発に係る意見交換

飯13鉱大に向けたマッチンヲ
を行う.

天草Webの駅(市民タワー)におけるシティプロモーションの例

rrー・

「天草webの駅Jを通じ、自ら情報発信することで住民全体で天
草を PR
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0新た芯商品開発に向けたアイディア募集や商品に

関する意見募集

。販路拡大に向けたマッチング

(オ)あまくさ子育てネット(子育て支援システム)

O子育て支援情報の統合化

子育て情報を統合化し、行政情報、子育てサーク

ル、保育施設芯どの団体からの情報発信を行う。

(力)あまくさポイン卜(ポイン卜管理システム)

あまくさモール等での購入を行うことでポイン卜

を付加する。

※ポイントの管理方法、付加方法について検討中で

あり稼働準備中

「天草Webの駅J稼働後4年間の実績は次の通りで
ある。(平成23年10月末現在)

システム年間アクセス数 158万件

「天草Webの駅」トップページのアクセス数

会員登録数 個人 778人

団体 358団体

あまくさモール出届者 24届舗

あまくさナビ宿泊予約可能施設 37 J2l舗

(準備中を含む)

年間のアクセス数については、年々増えており、「天

草Webの駅jによるICTを利活用したシティプロモー

ションを実施したことにより、減少傾向であった観光

客も徐々に増え、あまくさモール、あまくさナビ等の

利用についても着実に増加傾向にあり、また、 ICTを

活用したシティプロモーションの成功事例として、 他

の地方公共団体からの視察等が相次いでいる。

胃・Webm圃 D 溢凶血血血1.11温..，且""'"

天草観光ガイド .
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観光情報の一元管理、宿泊予約システムの導入等により、観光客
数の増加が図れた

また、副次的な効果として、会員登録を行うことで、

ホームページを無料で開設できることを知り、これま

でインターネットを利用したことの無い人が、自宅の
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ネット環境を整備し、個人のホームページを立ち上げ

た事例もあり、住民のIC化推進のきっかけにもなって

いる。

また、パソコンのスキルアップや情報化に関する導

入支援を行う民間企業等が新たに設立される芯ど新し

い動きも出てきている。

'"・WebCD田
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会員登録を行うことで簡単に天草の情報を発信することが出来る

天草市は、「天草webの駅j構築事業の最終段階と

して、システムの民間事業者への管理運用の委託を目

指している。現段階では、収入面が不透明でサーバー

の管理費や人件費といった負担の側面しか見えてこな

いことから、民間事業者は手を上げにくい状況にある。

この点について、天草市情報政策課松本雅隆主査

はIIT部門に手が出せなかった人たちが中間支援業者

により手が出せるようになってきた。行政が手を貸す

と継続して手を貸し続ける必要があるため、中間支援

業者との連携も視野に入れ今後検討を行っていきた

い」と語る。ホームページの加入者数の増加や情報更

新頻度を高めることで更なるアクセス数の増加につな

-圃言J?-n歪司圃~睡蓮皇邑竜三面調・・

げ、さらなるシティプロモーションを行うことで、パ

ナー収入等の新たなビジネススキームを構築していく

考えである。

また、 ICTを活用した「天草webの駅jによるシティ

プロモーションと並行して、平成23年11月には神奈

川県横浜市に熊本県天草市の産晶を集めた「あまくさ

宝島市場jをオープンさせる芯ど、積極的なシティプ

ロモーションを展開する天草市の今後の活動が注目さ

れる。 食
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グ
ル
メ
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天草市情報政策課塩先敏彦係長(左)松本雅隆主査(右)

帝 人 口 91.866人

>>面 積 683.15Km2

2幹事 業 名 天草市地域ICT利活用モデル事業

浄事業開始年度 平成19年度

〉争事業主体 天草市

連絡先

天草市企画部情報政策課

E週 0969・23・1111(内線1351) 1m 0969・24司3501
1m週http://amalくusa-web.jpl
http://www.city.amakusa.kumamoto.jp 
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北海道 室蘭市

産業夜景と食・ものづくり観光の連携プロジェクト
観光資源の連携がもたらす経済効果と地域の活性化

北海道でも有数の工業都市として発展してきた本市

は、工場群が湾内に建ち並び、港口には、東日本最大

のつり橋「白鳥大橋」が白く優雅芯姿で架かっている。

日暮れとともに、工場は白やオレンジの保安灯で照5

されるとともに、白鳥大橋はイルミネーションとライ

トアップで彩うれる。

平成21年9月、市の広報紙「広報むろうんjで夜景

特集を組むとともに、毎年行っていた市民夜景見学会

の参加者を募集。例年は2倍程度の応募状況だったが、

今回に隈つては定員の5倍以上の応募があり、夜景観

光への手ごたえを感じた市は、夜景観光への取り組み

に力を入れ始めた。

本市には、ご当地グルメの「室蘭やきとり」や、北海

道の自然100選に選ばれている「地球岬」、「イル力 ・

鯨ウオッチングjなど、多くの観光資源を有している

が、これらの観光資源を単体でPRするにとどまって

おり、思うように経済効果が上がらない状況が続いて

いた。

今回注目を集めている夜景においても、それだけの

P円では集客力が弱く、経済効果も上がりにくいとい

う見方が多かったため、平成21年12月、市商工会

議所・観光協会が、任意団体「室蘭観光推進連絡会議J
を設立。夜景に、食とものづくり観光をかうめた総合

的な観光振興策をスター卜した。

白鳥大橋の夜景

室蘭観光推進連絡会議の年間予算は、構成団体の負

担金と北海道観光振興機構から受けた補助金を合わせ

て約300万円。

同会議の下には、夜景とものづくり、食の観光を推

進する作業部会を設置。作業部会には、市-商工会議所・

観光協会以外にも、市民団体や旅行事業者などもメン

)'(ーに加え、事業内容に応じて、適したメンバーで活

動を進めた。

これまで、市内での夜景写真展開催や、全国各地で

のプロモーション、日本夜景サミットへの参加、ご当

地グルメギフトの販売など、観光資源のPRを目的と

する活動のほか、夜景専門サイトの開設や、 夜景紹介

動画と夜景ガイド、フ、ツクの作成といった見る観光から

知る観光への取り組み、モニターツアーによる二一ズ

調査など、様々な取り組みを展開。

広報活動にはメディアを積極的に活用。限られた予

算のなか、広告費をかけす江、どのように観光資源を

PRするかが課題だ、ったが、情報の話題性と鮮度を常

に意識し、過去

に名刺交換した

記者などへ積極

的に情報提供す

ることで、新聞

や雑誌、テレビ、

ラジオ等に数多

く掲載された。

なお、紙媒体の

メディアにおい

ては、求められ

たときにすぐに

提供できる、質

の高い写真の有

無が、記事にな

工場夜景)白鳥大橋と JX日鉱日石工ネル
ギー(紛室蘭製油所

るかどうかのポ 工場夜景)新日本製鍬紛室蘭製銭所のタ夜景
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観光客の満足度を上げるには、地域のホスピタリ

ティが重要。市民の観光に対する意識の醸成や、各種

ツアーに現地添乗員として同行できる現地観光ガイド

の育成、観光案内板整備などが必要と考えている。ま

行政が主体と芯った活動では、様々芯しがらみによ た、リピーターを獲得するためには、随時、新鮮な情報-

D動きが鈍かったと思われるが、任意団体を設立し、 体験ができるように取り組む必要がある。

メンバーを自由に設定できる作業部会を設置したこと 室蘭観光推進連絡会議の23年度事業計画において

で、フットワークが軽く、かつ告団体の持つ人脈やノ は、上記の課題を解決する取り組みを進めることとし

イントであるとともに、読者のインパク トを左右する

ため、常に新しく質の高い観光素材の写真を多く所持

していることが重要である。

ウハウをもって、最善 ・最短の手法で取り組みを進め

ることが可能となった。

各種メディアによって室蘭の夜景が頻繁に報道さ

れ、知名度が上がるにつれて、ナイトクルージングや

各種間晶の販売など、市内事業者による夜景に関連し

た動きが活発化。旅行業者による夜景鑑賞と、ものづ

くり体験、ご当地グルメを組み合わせたツアーが次々

と造成されたほか、ボルタ※の製作体験等、ものづく

り体験を目的とした修学旅行も増加。夜景をきっかけ

とした経済効果は、着々とあがっている。

平成23年2月には、全国でも先駆けて工場夜景観

光に取り組んでいた川崎市で第1回全国工場夜景サ

ミットが開催され、室蘭・川崎・四日市 ・北九州の4

工リアが「日本四大工場夜景Jを宣言。今後の工場夜
景観光の話題性と相乗効果が期待される。

※ボルタ ボルトやナッ トを半田付けした人形

全国工場夜景サミット

-E雪胃E歪ヨB1寄顎霊苦言冒司・

ている。また、24年度においては、第3回全国工場夜

景サミットを本市で開催し、北海道の工場夜景都市と

して、全国にP円する予定である。 ナイトクルージン

グやボルタの製作体験では、団体ツアーへ対応できる

体制作りが進められるなど、民間企業や団体において、

次々と新しい取り組みを展開しており、リピーターの

獲得にも期待が持てる。

ただし、最も重要なことは、事業を進める担当者の

熱意である。特に、定期的に人事異動がある自治体に

おいては、熱意の継承が難しい。今後とも、この流れ

を継続していくには、いかに人材育成を行うかが最大

の課題であると感じている。

室蘭港の夜景

》人口
浄面 積

主・事 業名

》事業開始年度

》事業主体

連絡先
室蘭市経済部観光課
E週 0143・25・3320(直通) 1m 0143・25・2478
m圃 http://www.muro-kanko.com/yakei/
http://www.citY.muroran.lg.jp/main/org6400/yakei.html 

94.216人(H23.4.1現在)

80.65Km2 

産業夜景と食・ものづくり観光の連携プ口ジ‘工ク卜

平成21年度

室蘭観光推進連絡会議(室蘭市・室蘭商工会議所・室蘭観光協会)
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青森県八戸市

八戸前沖さばブランドPR事業
北の海の厳しさが育んだ旨さ「八戸前沖さば」

八戸市は、北緯40度30分、圏内のサパの主漁港と

しては、最北端に位置しており、昔から全国有数のサ

パの産地となっている。

サパは、一般的に海水温が低いほど、おいしさの決

め手と芯るEPA.DHAという不飽和脂肪酸を含む粗

脂肪分が高くなると言われており、八戸前沖は、例年

9月に入ると海水温が急激に下がるため、晶質・食味

ともに市場から高い評価を受けていた。

そこで、この八戸前沖で漁獲されるサパに着目した

八戸商工会議所「はちのへ観光誘客推進委員会事業開

発部会」では、平成22年12月の東北新幹線全線開業

を見据え、平成19年より観光誘客促進による経済波

及効果を創出するため、地域ブランドの振興策につい

て検討を重ね、サパの価値、消費者の認知度を高める

地域ブランド形成事業を促進することとした。

その後、はちのへ観光誘客推進委員会を中心に関係

機関、業界の参画のもと、平成20年7月に「八戸前沖

さぱブランド推進協議会Jが組織され、水産・観光・
飲食等の各業界が一体となって地域ブ、ランドの形成を

目指し、観光誘客促進や水産業振興など地域経済の活

性化に取り組むことになった。

さぱの水揚げ

この事業の目的は、組脂肪分や栄養素が豊富に含ま

れ晶質面でも優位性がある八戸前沖さぱを地域内外に

積極的に発信し、その価値や消費者の認知度を高める

ことによりブランド化を構築し、ブランド化により交

流人口の増加、観光ブランドの構築という相乗効果を

生み出すことである。

「八戸前沖さばjとは、協議会が認定した期間に三陸

沖で漁獲し、八戸港に水揚げされたサパのことであり、

ブランドとして認定する漁獲期間は水揚げ状況、粗脂

肪分、重量等を参考に、協議会が毎年判断し決定して

いる。さらに、八戸前沖さぱの中でも特に大型のサパ

のことを「銀鯖」ブランドとして認定し、重量(550g 

以上)を目安に判断し水揚げ状況等を加昧し毎年協議

会が決定している。

ブランド認定開始に合わせ、"旬"のスター卜、流通

のスター卜を発信する「ブランド認定出発式」をはじ

め、八戸前沖さぱの普及・促進を図るため、地域内外

での各種イベン卜や物産展に出展している。また、ブ

ランドロゴマークを策定し認知度向上を図るととも

に、水産、観光、飲食等の各業界が一体となって地域

ブランドの形成と観光誘害促進や水産業振興芯ど地域

経済の活性化を目指し取り組んでいる。

ブランド認定出発式



青森県八戸市

「八戸前沖さぱ」に関する消費動向等の実態把握を 平成14年の東北新幹線八戸駅開業時、当市をはじ

目的に平成22年度、八戸大学・八戸短期大学総合研 めとした沿線自治体や告種団体が八戸せんぺい汁等の

究所とブランド推進協議会が連携し、地域住民等を対 観光資源の掘り起こしと観光誘客誘致等に取り組み、

あるなど地元でのブランド波及効果として食育の観点 が求めうれており、今後の地域活性化を促進し都市聞

からも取り上げられるようになっている。また、回数 競争に打ち勝っためにも、地域の豊かな“食材”である

を重ねるごとに応募作品のクオリティも上がっている 「八戸前沖さぱJの普及促進はもちろんのこと、食の安
ζとから、八戸前沖さぱの料理普及にもつながってい 全性のPRにも努め、魅力的で個性的芯地域ブランド

る。 商晶をできるだけ多く全国に送り出し、幅広い業界へ

の経済波及効果を高め、更芯る地域活性化につなげて

いきたいと考えている。

象にアンケー卜 ・ヒアリング調査を実施した。その

「jl戸前沖さぱ」ブランドの活動については、「評価で

きる」が全体の42.5%、「大変評価できる」が19.2%

であり、 約6割の人かう「評価できるJとの回答があっ
た。また、「jL戸前沖さぱjブランドは、今後発展して

いくと思うかについては、「思う」が41.8%、「非常に

思うJが11%あり、約5割の人が今後発展していくと
思っているとの回答があり、 「）＼戸前沖さぱ」ブランド

に対する期待の高さがうかがえた。

平成22年度で4回目となった「八戸前沖さぱアイ

デア料理コンテスト」では、応募数が過去最多の175

作品にのぼり、中でも中学校からの団体応募が初めて

アイデア料理コンテスト

~陸軍奮ヨ・E霊謂賓贋ヨ司・

観

光

積極的にPRを行い、開業後の当市への観光客入込数

は堅調な伸びを見せていたととか5、平成22年12月

の東北新幹線東京一新青森間の全線開通は、当市にお

いては、 “第二の開業”と捉え観光・産業振興に取り組

んでいた。

その矢先、当市においても東日本大震災による未曾

有の人的・物的被害に見舞われ、基幹産業ともいえる

水産業や臨海工業地帯が大きな被害を受け、地域全体

の経済基盤をゆるがす深刻なものと芯り、その影響も

あり、観光客が減少傾向の状況にある。

こうした状況かう早期に脱却し、当市の復興を全国

にアピールするよでも、観光誘客事業に取り組むこと

ツ
シ
ヨ
ン

八戸前沖さばロゴ
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ー
ツ

銀鯖ロゴ
環
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予人 口

》面積

2幹事業名
F事業開始年度
》事業主体

連絡先

240,789人

305.17Km2 

八戸前沖さぱブランドPR事業（市委託事業）

平成22年度

八戸前沖さぱブランド推進協議会

八戸前沖さぱブランド推進協議会（八戸商工会議所内）

E週 0178・43・5111（代表） 盟国0178-46・2810
回国 http://www.Ssaba.com
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山形県 真室川聞

真室川ブランド推進事業
町の魅力を内外に発信「真室川ブランド」の取り組み

地域経済の弱体化、雇用の場の縮減、人口の減少、

地域コミュ二ティの機能低下など、近年多くの問題が

自に見えるようになってきた。

そんなマイナス要素の表出化が続く中にあって、地

域の自立と個性化をしっかりと図りながら、町なうで

はの魅力を高め、地域をまるごとプラス化できる方策

はないだろうか。

そこで真室川町は、地域住民の地域に対する愛着と

誇りを高めながう、結果として外部からも支持を得ら

れるような地域ブランド化を目指し、平成20年度「真

室川ブランド推進プランJを策定し事業展開を進めて
いる。同プランでは、単に特産品開発や商品のブラン

ド化にとどまらす、全ての町民が関わりを持ちながら

様々な地域資源をつなぎ合わせ「真室川の暮らし」そ

のものの質、価値を高めていき、経済面ばかりではな

く、自然環境や社会生活にまでも好影響を与えていく

ことを視野に入れている。

真室川町という地域のブランド‘化を目指すにあたっ

て、古くから農林業によって育まれてきた地域である

という歴史に立ち返り、「森林に育まれた豊かな暮5

し方」を真室川ブランドの根幹に据えて、 3つの基本

的目標を掲げた。1つ目は、どこに紹介しても恥す、か

しくない自信と誇りの持てる確かなものにしていくこ

と。2つ目は、新たに発掘して育て上げ、地域内外の支

持や信頼を獲得できるものにしていくこと。3つ目は、

経済的な価値や産業振興につなげていくことである。

こうした真室川ブランドの理念や町の魅力を内外に

分かりやすく伝えるために手始めとして、自に見える

形でこれらを体現してくれるよう芯産品を町が認定す

る「真室川ブランド認定制度J(平成20年度~)を創設

した。対象は農林水産物とこれらの加工食品、地域資

源を生かした工芸品などで、真室川うしさや町内産、

安全-安心への配慮などを認定基準としている。平成

23年末現在ですでに27品目が認定され、様々な場面

で活用されている。

ただし認定制度創設当初は、せっかく認定を受けて

も、外に売り出していくのに、 経費面で二の足を踏む

ケースが多く見受けられたことから、認定事業者の販

路拡大対策として県外で聞かれる見本市などへの参加

費の一部を負担する「真室川ブランド販路拡大活動支

援事業J(平成22年度~) を開設することで、一歩踏

み出すきっかけづくりとし、成果を上げている。

また、認定制度と並行して将来的に認定晶となるべ

く新商品の開発に対する 「真室川町特産品開発支援事

業J(平成20年度~) や、 真室川の暮らしがわかる郷

土料理本「娘に伝えたい郷土食あがらしゃれ真室川」

l 泊三!?;I
「暮らしJそのものを「ブランド化』

ちI
園

真室川ブランドHP

ブランド認定交付式
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の発刊や町の歴史を物語る伝承野菜をまとめたリ一 感、継続の積み重ねであり、ほんの数年の実績は、単

フ、ブランド認定晶リーフ、真室川ブランドホームペー

ジ等の整備、告種推進イベン卜の開催など、地域内外

に対し様々な形で情報発信している。

認定制度と並行して開設した特産晶開発支援事業へ

の申し込みが多数寄せられる状況が、開設以来続いて

おり、その条件として地域資源を活用することなどが

盛り込まれている関係上、将来的に真室川ブランド認

定晶となり得る真室川うしい新商品が次々生まれると

言う成果を生んでいる。中には、何にも活用されすに

いた素材や、意外な活用法で利用の幅が広がったもの、

J¥ッケージを工夫してすっかり生まれ変わったものな

ど、資源の掘り起こしと磨き上げといった観点で真室

川ブランド‘の基本目標に沿った効果も驚くほど次々と

生み出されている。

また、開発支援事業に関しては申請の受理と審査、

なる“つかみ"に過ぎない。これからの取り組みが重

要である。
観

光

現段階では、ブランド認定などの取り組みが目立つ

状況となっているが、これらをひとつのツールとして、

その他の地域資源と組み合わせ芯がら地域外の方々

との交流が生まれる次の段階へと進み、地域経済に好

影響を生む仕組みづくりと、芯おも並行して地域外の

人々が魅力に感じるような地域へと磨きをかけていく

取組を矢継ぎ早にかつ地道に進め、常に注目を浴び続

けていくことが必要と芯る。

そのためには、行政だけではない積極的な事業展開

主体の育成と、それらとの連携の強化が必要で、あり、

併せて'巴常的かつ戦略的な情報発信も継続し、何より

も町民が誇りに思う「真室川アイデンティティJの確
立が重要である。事業着手かう5年、地域の暮うしの
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決定等にとどまらす、事業者の求めに応じ、事業計画 豊かさと良さを積極的に感じている人はまだまだ少な

へのアドバイス、専門家や先進事例の紹介、材料供給 い。地域への愛着と誇りが地域プラン

先の紹介など、より事業効果を高め、洗練された特産

品が生まれるために、様々な手立てをおこなっている。

こうした特産開発の素材は地域内で供給されること

が多いため、原料供給元の農家や他事業者のやる気に

もつながり、震商工の連携や事業者間の連携にも発展

し、地域に活気を生み出し

ている。

そうした活動全体は、た

びたび地元マスコミにも

取り上げられるようにな

り、活気ある町、真室川ブ

ランドのまちとしての知

名度もあがっている。しか

し、ブランドとは信頼や共 「まむろがわ逸品展Jの様子

-雪胃Z冨彊E罰町宮罵霊ヨn冒置

ドづくりの基盤であり、豊かさに気づ

いたり、確かめたりできる場を積み上

げ、更に高めようとする意識づくりや

努力がまち全体に広がっていくことが

求められている。

ブランド認証ロゴ

》人口 9.184人

>>面積 374.29Km2

F事 業 名 真室川ブランド推進事業
予 事業開始年度 平成19年度

>>事業主体 真室川町

連絡先
真室川町産業課

E謂 0233-62之111[内線:266] 1m 0233・62・2731
m!l週 http://www.yume-net.org/mamurogawa-brand/index.htm
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置藍ヨ111・圃既・盟副.

ブランドのぼり
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福島県 福島市

「花もみ(実・味・美・見)もある福島市J共通ロゴ8キャッチフレ回ズ事業
またこらんしょ、花もみ(実・味・美・見)もある福島市

福島市は、福島県の中通り地方北部に位置する県庁

所在都市で、都市の利便性・快適性と豊かな自然をあ

わせ持つ、季節の移り変わりがとても美しい人情昧豊

かなまちである。

市内には、飯坂・高湯・土湯など個性豊かな数多く

の温泉があり、盆地特有の気候と地形によって、さく

らんぼ・もも・なし ・ぶどう・りんごなどの美昧しい

くだものが豊かに実り、四季折々には美しい花々が咲

き誇る。日本を代表する写真家(故)秋山庄太郎氏が、

市内の花の名所「花見山」を何度も訪れ、 『福島には桃

源郷があるJと絶賛されたほどである。
平成15年秋、市長が豊かな「自然」や果物の「実り」、

「美しい」原風景、「見どころ」満載の祭りや名所といっ

た市の魅力を"花もみもある福島市"と表現したとこ

ろ、分かり男く的を射たフレーズとして好評だったこ

とか5、市の魅力を発信する統一イメージとして活用

することと芯ったのが始まりである。

車の左右両側に貼り付けた。100台以上の公用車が

市内中を走るわけだから、その効果は大きなものがあ

り、市民の聞には r r花もみも~J のステッ力ーを貼っ

ている車=市の公用車Jというイメージが徐々に浸透
していった。

ある時、市民から公用車に貼ってあるステッ力ーが

欲しい、という問合せが寄せられたことから、市民や

民間事業者にも広く活用してもらえるよう、平成17

年4月に「共通口ゴ使用取扱要領」を定めた。共通口

ゴ決定の趣旨に沿うもので法令あるいは公序良俗に反

しないものであれば、可能な限り使用を認め、積極的

に市民からも発信してもらうこととした。現在まで約

80件の申請があり、大手コンビニチ工ーンの企画商

品やお土産晶、市内で生産されている花井類の出荷用

ダンボールなど、様々な商品に共通口ゴと市の概要な

どが掲載された。

平成20年度からは、共通口ゴ&キャッチフレーズ

をモチーフとしたタペストリー(大判の壁掛け)を作

成し、各支所や学習センター、図書館、スポーツ施設

芯ど約60箇所の公共施設と、全ての小 ・中学校に設

置した。ひとりでも多くの市民の目に触れるとと、小-

中学生にもアピールすることによって、市民としての

平成16年春、市の統一イメージを表現する共通口 アイデンティティ形成につなげたいとの考えからで

ゴとキャッチフレーズを正式決定した。 あった。

もともと、“花(はな)もみ(実)もある"というフレ一 一方、市観光振興計画の中に「また、こうんしょ (ま

ズは故事ことわざとして広く用いられ、外観だけで芯

く内容も備わっていること、人情と道理をともに兼ね

備えていることの意昧で使われている。そこに“福島

市"をつなげ、市の様々芯魅力を表現する統一イメー

た来てください)。また

来たくなる 『花もみもあ

るj!:)¥くしまへ」を掲げ、

「花見山」に代表される

ジとし、あわせて視 「花」をテーマとした誘

覚的表現としての共 客の推進や、広域連携に

通口ゴを作成した。 よる観光地域づくりに

市民協働で取り組んで

いる。市観光物産協会で

は、観光パンフレットな

-fukushima Cit' 

花;LZA
市の統一イメージ共通口ゴ

ます、共通ロゴ

をいれた大判のス

テッ力ーを作成し、

それを全ての公用 どの誘客ツールに共通 共通口ゴ入り印刷物
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ロゴを入れ、県外での観光プロモーションや物産展な 果何らかの経済効果が生まれることを期待している。

どで本市のPRを行っているほか、商工会議所や農商

工団体など様々な団体でも幅広く活用されている。

近年では、ヒトやモノなどあらゆるものが観光素材

となりうるととから、「花Jと「み」は単に言葉の意昧
としてだけでなく、福島ならではの"宝"を表現し発

信する有効なツールとして継続的に活用し、対外的な

PRのほか市民による地域資源の掘り起こしにもつ芯

しかし、時間の経過と共にその意義が薄れ、イラス

ト的な使われ方をされている現状にある。今後も福島

市の魅力を象徴するイメージとして活用していくため

には、再度意昧づけを確認してもらうことが必要なの

ます目指したのは、福島市に住む自分たち自身がふ だが、どのようすれば良いのか苦慮している。

げたいと考えている。

るさと福島の良さを再発見・再認識し、郷土に対する

誇りを持つ乙と、自分たちが暮らすこのまちに愛着を

持ってもらうことであった。共通口ゴ&キャッチフ

レーズを定めてから7年が経過し、「福島市といえば

『花もみもある福島市jJというイメージが、市民の聞

に少しづっ定着してきたと感じている。

前述したとおり、共通口ゴ&キャッチフレーズは、

市の様々芯魅力を表現する統一イメージであり、ふる

さと福島市に対する愛着心の醸成と魅力発信のために

生まれたものである。

また、現在の共通口ゴにこだわらす、より良いデザ

インに変えていく勇気も必要だと思う。もとより、共

通口ゴ&キャッチフレーズを広めること自体が目的で

は芯く、市民自身のアイデンティティ醸成や福島市の

イメージ発信が目的であることからすれば、より“福

島らしさ"を表現・発信できるデザインに変えていく
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そのうえで、住んでいる自分たちが素直に、自信を ことも大事である。

持って“素晴うしいまちだよ"と言うことで、全国の人

が福島市に目を向け、足を運んでもらえるようになれ

ば素晴うしいと考えている。農産物や観光施設・旅館

芯ど様々な地域の資源に共通口コ、&キャッチフレーズ

がプラスされることで、市のイメージが発信され、結

今後も、「自治体版CI(コーポレーション アイデン

ティティ)勺の視点から、積極的に展開していきたい。

※Corporate Identityの略。会社の個性・目標の明確
化と統ーをはかり、社内外にこれを印象づけるための
組織的活動を指す。ロゴデザイン芯ど視覚的要素に
より、企業理念や行動芯どあらゆる面を含めた企業イ
メージの統ーを図り、他社との明確定正差別化を図るこ
とが目的。
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県外物産展

-E雪習E軍司E軍司ヨ罵司書調・

291.732人

767.74Km2 

f花もみ(実・昧・美・見)もある福島市J共通口ゴ8キャッチフレーズ事業
平成17年度

福島市

》人口

浄面 積

>>事業 名

浄 事業開始年度

予 事業主体

連絡先
福島市政策推進部企画経営課

E翠 024・525・3708(直通)1m 024・536・9828

そ
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他
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茨城県 高萩市

市民ボランティアと協働のロケ誘致
「ロケの街高萩」を目指して

茨城県は、全国でも有数の撮影支援件数を誇り、そ

の中でも当市には、自然豊か芯海岸や山間部を有する

ため映像素材となる撮影候補地が数多く存在し、また

日本有数の規模を誇る廃工場などもあることから、時

代劇から現代劇まであ5ゆるジャンルの撮影の支援を

行ってきた。

乙のような地域資源を利活用して、「高萩市Jの知名
度の向上、地域活性化、新たな観光資源の発掘、交流

人口の拡大等を目指し、平成21年度にフィルムコミッ

ション推進室を設置したが、撮影支援件数の増加とと

もに、映像制作の現場からは、さまざまな支援要望が

増加していた。

特に、工キストラやボランティアスタッフ等の人的支

援の要望が多く寄せられるようになったが、個人的に参

加してもらえる方のみで、常に人材不足lこ悩んでいた。

そのような状況下で、今後、撮影誘致のさらなる増

加を目指すためには、このような映像制作からの支援

要望を叶えることが重要と考え、それまでエキストラ

活動していた個人を、平成22年度より市民ボランティ

ア団体「たかはぎフィルムサポーター」として立ち上

げ、協働しての口ケ誘致を現在行っている。

で行い、映像制作側からの要請があれば「たかはぎフィ

ルムサポータ-Jに連絡調整を行い、ともに撮影支援

を実施している。

フィルムコミッションにおける市民ボランティア団

体は数多く存在するが、多くは工キストうとしての支

援程度であり、臨時のスタッフとして制作現場まで参

加している市民ボランティア団体は少ない。

「たかはぎフィルムサポータ-Jの主な活動として
は、ボランティアスタッフとしての参加、エキストラ

募集など多岐にわたるが、ボランティア団体のメン

)'(ーについても、映像制作に関わった経験のあるメン

)'(ーは数少なく、大部分は家庭の主婦の集団のため、

iOOが来るなら手伝う」とか「役者のサイン貰えるな

ら行くJなど、目的が個人的な趣昧の延長かうのスター
トだった。

そのような状態でのスタートではあったが、多くの

現場での失敗を重ねながら、映像制作側のニーズに応

えうれるような体制作りに努めていった。

当初数名かう活動を始めた団体も現在は20名程度

になり、長期の撮影支援にも対応できる体制が整って

きたため、少しす、つではあるが映像制作スタッフから

も頼りにされる存在と芯ってきた。

現在では、撮影支援としての活動として前述のとお

り、映像制作現場でのボランティアスタッフとしての、

工キストラの募集・取りまとめや撮影現場の環境美化

(撮影現場の清掃)、撮影現場の雑踏警備、スタッフの

撮影誘致については、フィルムコミッション推進室 食事などの世話係りなど、幅広い活動を行っている。

海岸での撮影セット設営 ボランティアスタッフによる猿影現場セット工キストラの参加
設営

E 
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フィルムコミッション担当職員も市民ボランティア

団体同様、経験のない業務のため、どのような支援を

映像制作側は期待をしているのか、当初は試行錯誤の

連続だった。

フィルムコミッション推進室設置後、 2年が経過し

市民ボランティア団体との連携も徐々に軌道に乗り始

めている。映像制作側からのボランティアスタッフと

しての依頼も徐々に増えつつあり、ロケ誘致件数の増

加にも貢献している。

特に、平成22年度に撮影支援を行った作品で、2か

月にわたる長期の映画撮影期間の中では、ポランティ

食
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工キストラの取りまとめ

平成22年度はフィルムコミッション推進室として

撮影支援した46作晶中10作品程度の撮影支援を協

働で行い、映像制作会社においても大変好評であり、

アスタッフとして昼夜を問わす活動し、また、急な工 映像制作サイドにおいても徐々に認知度も上がってき

キストラの募集についても無難に対応するなど映像制 ている。

作スタッフからの信頼も厚く、その映画の工ンディン

グではスタッフとして名前が紹介されるまでとなっ

た。

当初、趣昧の集まりであった団体ではあるが支援活 今後も「口ケの街高萩」を自指し、より一層の撮影

動を重ねるうちに、会員数も増加し、さまざまな年齢 誘致活動に努めるため、行政においては、口ケ地マッ

層が集う団体となっている。

そのよう芯住民主体での活動だからこそ、自分たち

に合わせた活動内容で、無理の芯い自由な活動となっ

ているため、撮影支援活動においても柔軟に対応して

いるものと考えうれる。

ボランティアスタッフによる撮影現場の清掃風景

5 ;J~~:，~1..~冒~.~;

ブの作製やホームページのリニューアルなと、PR活動

を積極的に展開し、またボランティア団体についても、

積極的芯情報発信やPR活動として、撮影支援活動の

PR紙の作製やブログでの活動内容の紹介芯ど、地元

の強みを活かしたきめ細かい撮影支援活動を行うこと

により撮影誘致のさらなる増加を目指していきたい。

また、その自主的な活動を行政として支援すること

により、官民一体となって撮影誘致件数の増加を推進

したい。

しかしながら、映像制作側の二一ズは前述のとおり

多岐多様にわたり、現在でも全てのこーズに応え5れ

芯い状況である。

そのため今後については、会員の増強とともに、組

織の強化を図り、あらゆる映像制作側のニーズに応え

られるような体制作りが急務と考えている。
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予人 口

予面 積

>>事 業名

>>事業開始年度

浩 事業主体

連絡先

30.767人

193.65Km2 

市民ボランティアと協働のロケ誘致

平成21年度

高萩市

日-
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高萩市建設経済部まちづくり観光課内フィルムコミッション推進室

E週 0293・23・7316(直通) 1m 0293-24・0006
(lghttp・//www.city.takahagi.ibaraki.jp/index.php?code=822 
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栃木県足利市

人が集い、産業が元気なまちづくり ~まちのにぎわいプログラム~
シティセールスにぎわいプロジェクト

本事業は第6次足利市総合計画後期基本計画の策定

に際し、重要芯ブロジ、工クトのーっとして定めたもの

であり、 ①より多くの観光客に来ていただき、 ②「足

利ブランドJの知名度アップを図り、 ①まちの魅力を
アピールするという3つの目的を掲げ、各種事業を構

成している。

この目的を達成するための方策について、関係各課

によって組織した部会のなかで検討した結果、首都圏

か5801くm圏内にあるという点が本市の強みとなる

反面、観光のスタイルが「日帰り・短時間滞在」になる

傾向がみられたととか5、滞在時間の増や満足度の向

上を目指すことがデメリットを解決する、という結論

となり、自治体からの一方的な情報発信などでない「体

験」による双方向の交流を推し進めることとなった。

また、体験を提供するための具体的な事業としては、

日本最古の総合大学と言われる「史跡足利学校jを生

かした「論語素読体験Jや里山の魅力を生かした各種
体験プログラムを行う「足利・名草ふるさと自然塾事

業Jといった、本市でしか昧わえない地域資源を活用
した「体験型プログラムの展開Jにより、多くの観光客
の誘致やまちの魅力アップに取り組むこととした。

足利学校 足利名草ふるさと自然塾

現在、本市では「史跡足利学校」で当時学ばれていた

儒教の教えが体験できる「論語素読体験Jや、里山の魅
力を生かした告種体験プログラムを行う「足利・名草

ふるさと自然塾事業」、足利氏発祥の社寺を含めた街

中散策コースやハイキングコースの整備など、「体験

型プログラム」を中心とした事業を展開している。

これら事業のPRについても従前と異なる手法で実

施しており、 『ここでしかできない、昧わえない体験j

を意識したPRを行うことで、「実際に足利に訪れ、足

利でしか昧わえない感動」を想起させ、多くの観光客

の誘致やまちの魅力をアピールしている。

また、 PRする対象についてもこれらの「体験」につ

いて価値を見出すと思われる層への掘り起こしを意識

しており、首都圏からの地理的優位性や交通の優位性

を活かし、本市の重要な交通手段である東武鉄道や平

成23年に開通した北関東自動車道の沿線にある小中

学校に対し、修学旅行や遠足での「足利市でしか昧わ

えない学びの体験」としてPRを行ったところ、春や

秋の修学旅行や遠足シーズンにおいて多くの来訪者増

につなげている。

足利ー名草ふるさと自然塾 田んぼの学校



一一一一一」佑旦回市I

これらの取組を進めたこともあり、本市における観

光入込客数は平成 17年度の年間3.015千人に対し、

平成22年度には3.309千人と芯る芯ど成果が着実に

表れている。

また、この観光入込客数の増加に伴い市民への波及

効果や協働といった酉で副次的な効果も生まれてい

る。

本事業は本来交流人口の増や地域への経済波及など

を狙った取組であったが、市民がこれらの取組を多く

自にしていったことにより、自身が住む地域の魅力の

再発見・再認識にもつながることとなった。これは本

年度実施した市民アンケート調査において、これらの

取組に対する満足度が大きく上昇したととや各種取組

を評価する声が多数あったことなどからも見受けられ

る。

また、足利・名草ふるさと自然塾事業においては、

事業開始当初は行政主導であったが、現在は地域住民

による協議会が運営を行うなど、より市民と行政との

協働が進んでいるといえる。この状況についても市外

かうの観光客が多く訪れ、満足する様子を直接目にす

ることで、結果的に自分たちの取組に対する

思い入れを深め、やりがいにつながったこと

なども要因にあるものと考えている。

「漢字試験」体験

-Eヨ胃E霊ヨ.. 諸冨賓軍司E司・

前述したとおり、本市は首都圏から80km圏内とい

う距離にある。これは首都圏住民に対し、気軽に訪れ

ることができるという地理的なメりットである反面、

観光スタイルが「日帰り・短時間滞在Jになりやすく、
一人当たりの経済波及効果が低いという課題も抱えて

いる。

「体験型プログラムJの展開により、波及効果の増と
いう一定の効果につながっているものの、依然として

経済波及効果が低いという課題が存在している。その

ため、今後は民聞からの協力や低価格で宿泊可能とな

る施設の整備など、新たな展開を進めることで、これ

までとは異なるスタイルを本市の魅力として提案する

必要を感じている。

本市の観光スタイルにおいて新たな選択肢を増やす

ことは、単に観光客1人当たりの経済波及効果を増加

させるだけでなく、これまでターゲットとならなかっ

た層に対する機会創出やこれまでのターゲッ トに対し

ても選択の自由を提供することとなるため、今後はこ

ういった取組を契機とした更なるまちの魅力の創出に

取り組んでいきたい。
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体験紹介パンフレット
環

境

F人口
》面 積

F事 業名
〉任事業開始年度

浄 事業主体

連絡先
足利市企画政策課

E謂 0284・20・2103 (直通) 1m0284・21-1384
llD http://www.city.ashikaga.tochigi.jp/page/grand-plan2.html 
http://www.ashikagagakko.jp/taiken/ 
http://www.ashikaga-nagusa.com/program/program.html 

153.766人

177.82Km2 

人が集い、産業が元気なまちづくり ~まちのにぎわいプログラム~

平成18年度

足利市、足利・名草ふるさと自黙塾運営協議会、足利学較論語素読運営委員
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一一一一一ーー一一一ーー一一一一ニーー-
群馬県 桐生市

フィルムコミッション活動
「協働」によるシティプロモーション

本市の人口は昭和50年をピークに減少を続け、中

心商居街などにも空き居舗や空き住宅が目立ってい

る。全国的な人口減少社会の中、今後も人口の減少傾

向が続くことが予測され、この状態が続けば、まちの

活力や活気が芯く芯り、地域によっては、地域コミュ

二ティの存続も危うくなる状況が危慎されていた。

近年、映画やテレビ番組等の撮影を地域で行う、い

わゆるロケーション撮影に関連した消費活動や、知名

度向上により観光振興の経済効果、地域文化の

サービスを提供し、直接・間接の経済効果のほか地域

イメージの向上を図りながら、住民の交流促進、文化

振興、元気づくりに寄与している。また、口ケ隊を支

援するため、当市での美昧しい食事を、「ロケ弁jとし

て提供できるよう「ロケ弁J業者を募り提供している。
また、市民には、各イベントにおいて「口ケ弁Jを提供
する芯どして、その活動をPRしている。さらに、オ

リジナルの「桐生人」という文字をプリン卜したTシャ

ツを作成し、活動の資金とするとともに、その口ゴマー

クで、郷土「桐生」への誇りを示している。さらには、

再認識による文化振興、地域間交流の活性化に

よる社会的効果、地域プロモーションの推進に

よる情報発信機能力t認識されてきた。そのよ

うな中、桐生市の若手職員による研究会の検討

を経て、民間主体による地域活性化が提唱さ

れ、映画撮影等を通じて観光事業の振興発展と

観光資源の開発利用を図り、併せて地方産業の

振興に寄与することを目的に、平成14年9月

に公的芯目的に従事する民間団体として「将来

子どもたちが自分の育ったまちを誇りに思い、

映像を見た人が桐生市周辺地域を訪れて見た

いと感じてもらう。」ことを理念に、「わたらせ
口ケ弁PRイベント「口ケ弁フェアj

フィルムコミッショ、ン」が設立され、桐生市役

所観光交流課に連絡窓口を設けて活動してい

る。また、平成20年3月には、地域づくりに

優れた成果をあげたことが認められ、平成19

年度地域づくり総務大臣表彰「団体表彰」を受

賞する芯ど、その活動は地域社会の活性化に大

きく貢献している。

「わたらせフィルムコミッション」は、映画

等映像制作のロケーション誘致や支援はもと

より、制作に必要な各種許認可のワンストップ ロケ弁フェアに出品された「口ケ弁」の数々



J-古一一画一ーと一
地元大学生によるフィルムコミッション活動へのサ 地域の経済振興にも大きく貢献している。

ポートを通じて、地域と大学との交流、人と人との交

流を大切に、地域にさ5なる「元気jを創出している。

一方、市では、このよう芯フィルムコミッション活動

に対し、連絡窓口を設け、またその運営費の一部に対

し補助金を交付し支援するとともに、市営住宅の一部

観

光

平成14年に設立して力'510年が経ち、市のPRさ

らには市民の市域への愛着や再発見さらには直接 閏

を改修し、事務所として使用できるよう無償で提供し 接的経済効果等の一定の効果はもたらされているが、

ている。 映画撮影に関わり、さうなる市域の情報収集や、映像

場所を観光資源としたさらなる観光振興を図るための

仕掛けづくりが必要である。また、映像文化を通じて、

まちづくりに寄与できる事業の実施により、市民に桐

生市の魅力を再発見してもううとともに誇りに思うよ

うにしていきたい。また、「わたらせフィルムコミッ

ション」は民間団体として設立されたことから、行政

はその支援をどのように行っていくか。民間団体とし

てのフットワークの良さをなくすことなく、行政の信

用性をも絡めて両者のもっている良い点をどのように

融合させ支援していくかが今後とも課題であり、行政

と民間の融合がさらなる発展へと繋がっていく。

全国の自治体で、映画のロケ撮影を受け入れる組織、

フィルムコミッションが相次いで設立されている中に

あって、「わたらせフィルムコミッション」は民間団体

として設立されており、その存在は異色といっても過

言ではない。官は宮でしかできないことがあり、民は

民でしかできないことがある。それぞれが別々に行動

したら、それ以上の広がりはない。官には官のルール

があり、融通性がきかない面を持っているが、民間よ

りはるかに大きい「信用jという大きなメりットを持っ

ている。一方で民は官にはできない多くの

ツールをもってフットワーク良く行動できる

というメリットを持っている。行政はとの団

体を支援し、民間団体としてのフットワーク

の良さと行政の信用性をもって活動すること

から、他に類のないフィルムコミッションで

あり、その存在意義は大きい。

映画やドラマ等の撮影活動の支援を通じて

地域の魅力を全国にPRするとともに、市民

に地域資源を再発見してもらう中、設立以来

桐生市内での撮影件数が顕著に増え、年間平

均約20本が撮影されている。そして、とれ

らの映像場所を観光資源とするなど、観光振

興にも寄与するとともに、その経済効果は、

食
・
グ
ル
メ

ブ
ラ
ン
ド
化

ス
ポ
ー
ツ

撮影スタッフの宿泊費や弁当代等を考えると わたらせフィルムコミッションの会議の様子

-E腰s富司E 羽謂罵rnu軍司・

環

境

桐生市産業経済部観光交流課

mJ  0277-46-1111 (代表)[内線:367] 1m 0277-40・1283
m!l週 http://www.watarase-fc.com

浩人 口

F面積
浄事業名

F事業開始年度
F事業主体
連絡先

124.317人

274.57Km2 

フィルムコミッション活動

平成14年度

わたらせフィルムコミッション
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埼玉県 鴻巣市

i JII幅日本一Jグルメ PR事業
r JII幅日本一」を活用した観光振興による地域活性化

鴻巣市は、中山道の宿場町であり、古くから「ひな

人形と花のまち」として、また、東京から501くm圏内

に位置するといった地理的条件にも恵まれ、県央部の

中核都市として発展している。

しかしながら、市内には、主たる観光資源が少なく、

観光振興によるまちづくりを行っていく上で、大き芯

課題となっていた。

このような中、平成20年2月に国土交通省荒川上

流河川事務所により、鴻巣市と吉見町の聞を流れる一

級河川「荒JIIJの河川敷力'i2，537mあり、fJII幅日本一」

であることが確認された。

このfJII幅日本一」を、鴻巣市の知名度アップや観光
に活用するため、行政、観光協会及び商工会などの関

係団体と協議を重ね、観光の重要なファクターとなる

「食jの分野で、このfJII幅日本一Jにちなんだ鴻巣の

川幅日本一(摺水時)

新名物となるグルメを開発することとなった。

開発にあたっては、気軽に楽しめる「食」であること、

また、鴻巣市が小麦の産地であることなどに着目し、

市民に馴染みの深い「うどん」を、新しい観光資源であ

るfJII幅日本一」とコラボレーションするために創意

工夫を重ね、麺の幅が5cm以上もある「超」幅広の手

打ちうどん「乙うのす川幅うどん」を商晶化した。

この「とうのす川幅うどん」を市内外にPRし、地域

に定着させるため、平成22年5月に開催された第6

回埼玉B級ご当地グルメ王決定戦に初参加し、準優勝

したほか、その後も入賞を果たすなど、独創的な幅広

うどんに、テレビをはじめとするマスメディアからも

注目されたととにより、市内はもとより、県内・県外

からの観光客の誘致に大きく貢献している。

現在は、市内 10のうどん屈にまで拡がり、独自の

工夫を凝らした「こうのす川幅うどん」が販売される

までに成長し、鴻巣のご当地グルメとして定着してい

るほか、 fJII幅」をキーワードとした乾麺、せんぺい、

ケーキ、どう焼き、ょうかん、パン、まんじゅう、漬物、

ラーメン、ハンバーグ、やきそば、鉄火井など、多種多

様芯「幅」にこだわったグルメが延べ29グルメにまで

拡がっており、地域経済の活性化に貢献している。

また、 fJII幅日本一」の荒川河川敷には、 12.5haも

のポピ一畑が造成

され、「ポピー栽培

面積日本一」として

日本一ネットにも

掲載されるなど、

「日本一」の相乗効

果により、観光客の

増加に大きく貢献

している。

「超j幅広のこうのす川幅うどん B級グルメでも大人気



埼玉県鴻巣市

当初、「Jll幅日本一」の認知度は低く、市民や商店の

反応も鈍かったが、「こうのす川幅うどんJのブレイク
により、新たな「川幅グルメ」を開発する個店も多く

なっている。

とのような新商品については、観光キャンペーンや

イベントで販促晶として活用するなどの支援を行い、

「川幅グルメJとしての定着を図っている。
また、この「Jll幅」を地域のまちおこしに最大限活用

していくため、商標登録を行い、「Jll幅」のネーミング

「Jll幅」をキーワードとした各種の「食」の開発をきっ が乱用されないよう対策を講じたところである。

かけとして、観光協会内に「Jll幅グルメ会議Jが組織され、 「こうのす川幅うどん」については、県内・県外からの

面積日本一のポピー・ jlッピースク工ア

個店の枠を越えた新たなコミュニティが倉lj出された。

「Jll幅グルメ会議Jでは、月 1回の定例会により情報
交換を行っているほか、埼玉B級ご当地グルメ王決定

戦をはじめとした各種イベン卜への「こうのす川幅う

どんjの出展調整やホームページでの「Jll幅グルメ」の

紹介、のぼり旗の作製芯と‘の活動を行っている。

また、平成22年度からは、鴻巣市と川幅の対岸に

位置する吉見町、埼玉県、関係商工会で「Jll幅日本一

地域元気アップ実行委員会Jを組織し、埼玉県の支援
のもと、市町の枠を越えた広域的な視点での観光振興

へと視野も拡がってきており、「Jll幅日本一Jをキー

イベント出展要請が多いことかう、既存の個店での出展

に加え、観光協会に「Jll幅うどんサポーターす倶楽部」

を組織して、ボランティアによる出展をめざしての取り

組みを開始し、個店への負担を軽減するとともに、市民

活動による「川幅グルメ」の盛り上がりに期待している。

このようなボランティアや団体等のポランタりーセ

クターと行政が役割と責任を分担しつつ協働を図って

いくことが今後の観光振興には重要であり、特に、そ

の中心的役割を担う観光協会の自立が当面の課題と

なっている。

今後は、「Jll幅日本一」グルメを契機として、広く鴻
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ワードlこ、新たな観光への取り組みも開始され、広域 巣市の魅力を全国に発信していくとともに、市内に点

的な交流のきっかけとも芯っている。

実行委員会では、「Jll幅日本一jの荒川を中心とした

散策マップやポスター、顔出しパネルを作製し、管内

の駅や公共施設に配置するなどの広報活動を行ってい

る。

平成23年度には、埼玉県のイベントや市町相互の

イベントにも出展し、「Jll幅日本一Jをはじめ、両市町
の特産品をPRする活動を開始したところであり、今

後、より多くの観光客の誘客や周遊を期待している。

－雪理窟蒲田署軍慧煙室司・
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川幅日本一散策マップ
環

境

》人口 120,841人

》面積 67.49Km2

≫事 業 名 「Jll幅日本一JグルメPR事業
》事業開始年度 平成22年度

≫事業主体 鴻巣市、鴻巣市観光協会

連絡先
鴻巣市環境産業部商工観光課

ml048・541-1321（代表）［内線： 2401] m3 048-542・9818
am http://www.city.kounosu.saitama.jp 
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千葉県 館山市

館山アルバム
館山市自慢のビジュアルプロモーションツール

館山市は、首都圏にありながら、海－山など手っか

すの豊かな自然環境に恵まれ、優れた景観など様々な

秀逸な資源を有し、「日本の道100選J（房総フラワー
ライン）や「白砂青松百選」（平砂浦海岸）、「日本の夕

日百選」（北条海岸）など、全国 ・関東規模での多くの

百選lこ選定されている。

また、館山市は、我が国の海上交通の要衝である東

京湾の玄関口に位置し、 31目5kmに及13＼海岸線や温暖

な気候を活かして生産される果実・花井などの農産物、

寿司のまち館山を演出する新鮮な海産物、戦国大名里

見氏ゆかりの史跡や神社仏問、戦前の要塞地帯の歴史

を物語る戦争遺跡芯ど、数多くの地域振興に活用でき

る素材を有している。

但し、こうした地域素材を一括して紹介するツール

が今まで存在せす、様々な地域素材があるにも関わら

す、包括的にPRすることが出来ていなかった。そこ

で、 1冊で館山市の地域素材を網羅でき、見るだけで

館山市に来てみたくなるような「館山市を紹介・ PR

するためのドアノックツール」とすることをコンセブ

卜に、館山アルバムを作成した。

館山アルバムは、「千葉県ふるさと雇用再生特別基

房総フラワーライン 洲崎灯台の夕景

金事業」を活用し、平成21年度・平成22年度の2ヵ

年事業として、民間の業者に委託し、委託業者にて非

常勤職員2名を雇用し、作成した。

素材となる写真は、委託業者が写真撮影したものと

館山市が保管している写真データを使用しており、館

山市の春夏秋冬の織り成す多彩な風景など、 200枚余

りの写真を掲載し、文書よりも画像で視覚的に館山市

をアピールするようにしている。館山アルバムの写真

の選定において特に注意したことは、人を掲載しない

ようにしたことである。人が掲載されていると、人の

服装等で何年か経つと時代に合わなく芯ってしまう可

能性があるため、 5年から 10年は継続して使用する

ことを見越し、なるべく人を掲載せす、時代を感じさ

せないようにしている。また、館山市の地域素材を網

羅するために、写真の選別及び順序については、特に

委託業者と検討を重ね、各テーマごとに写真を配置し、

万人に見やすい冊子になるように努めた。

他のどの自治体にも例をみない、「館山市自慢のビ

ジ、ユアルプロモーションツールJを目指し、上質感を
出すために紙質にもこだわり、手に持ったときの質感、

ページ、を捲ったときの紙の落ちる速度も考え、紙の選

定を行っている。

館山アルバムは、海外に向けての情報発信を見据え、

4ヶ国語（日本語・英語版、日本語・韓国語版、日本

語・中国語（簡体字）版、日本語－中国語（繁体字）版）

を作成しており、全ての内容について2ヶ国語で掲載

している。写真の

説明文については、

短くまとめるよう

にしており、なおか

つ2ヶ国語で掲載

することを念頭に

おき、告言語で同じ

ボリュームになる

ように注意して作

成した。



」一一一一山山一一一.一一一一空目的 l
アルバムの して活用することにより、館山市への国内外からの来

巷末には写真 訪者の拡大に繋げられると考えている。

を収録したC

Dがついてお

り、館山ふる

さと大使の深 館山アルバムの今後の活用方法としては、主に海外

津純子さんの からの観光客誘致の宮業ツールとしての活用を考えて

フルートの音

館山アルバム 色を聞き芯が

ら、写真のスライドショーを楽しめるようになってい

る。館山アルバムのデータは館山市のホームページ

上からもダウンロードできるように芯っており、イン

ターネット上で館山がどのような市であるか知りたい

という方や、館山アルバムのデータが欲しいという方

の要望にも応えることができるようになっている。

館山アルバムは従来の観光プロモーションとしての

活用方法に加え、企業誘致やポートセールス、また、

いる。海外で開催されるイベン卜等での配布や、館山

市のホームページの英語サイトに館山アルバムの情報

を掲載するなど、館山アルバムを活用した海外への情

報発信に積極的に取り組んでいきたい。また、圏内に

おいては、ポートセールスの場において、館山アルバ

ムを活用したPRを行い、館山港多目的観光桟橋への

大型客船寄航誘致に活用していく予定である。

また、館山アルバムの冊子だけで芯く、データをホー

ムページ上で広く配信し、今後もインターネット上で

館山市をPRするツールとしても役立てていきたい。

館山アルバムを包括的な「館山市を紹介・ PRする

ためのドアノックツールJとして配布することにより、
市民に館山市の魅力を再認識していただくとともに、
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圏内・海外からの来訪者、移住・定住希望者に対して 市外の方に館山市に興昧を持っていただくきっかけを

配布している。

海外に向けた具体的芯活用としては、館山市の姉妹

都市であるアメリ力 ・ペリンハム市及びオーストラリ

ア・ポートスティーブンス市への配布や、館山市の高

等学校の生徒が海外研修に行く際にホームステイ先に

館山アルバムを持参し、告ホームステイ先にて館山市

の説明をするために使用するなど、市民レベルの交流

促進や魅力発信ツールとして役立てている。また、移

住・定住希望者には、館山アルバムを配布することに

より、市の魅力を知っていただくことで、移住・定住

に繋げるよう活用している。旅行会社や船会社に対し

ては、館山への誘客の宮業ツールとして館山アルバム

を配布したところ、大変好評であった。

とのように、館山アルバムを市の魅力発信ツールと

-園芸官~n歪沼田彊E孟ヨ豆lIiヨ四E司・・

作ることで、館山市への国内外からの来訪者の増加を

図り、市の活性化のきっかけつ‘くりとなるように働き

かけていきたい。
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海外への配布
環

境

》人口 49.971人
》面積

>>事業名

》 事業開始年度

》 事業主体

連絡先
館山市市長公室企画課

E謂 0470・22・3147(直通)

110.21 Km2 

館山アルバム

平成21年度
館山市

1m 0470・23引 15
r::Il!IilI http://www.citY.tateyama.chiba.jp/ 
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東京都練馬区

練馬区地域共存型アニメ産業集積活性化事業
ジャパンアニメーション発祥の地「アニメのまち練馬区j

練馬区は、日本初のカラー長編アニメ映画「白蛇伝j

(昭和33年)や30分連続テレビアニメ「鉄腕アトムJ
(昭和 38年~)が製作された日本アニメ発祥の地であ

る。また現在も、区内には多数のアニメ製作関連会社

があり、圏内最大の集積地となっている。

一方、アニメ、マンガ、映画、ゲームなどに代表され

るコンテンツ産業は、情報通信技術の進展などを背景

として、国際的に市場規模を拡大しており、今後の成

長が見込まれている。そこで、練馬区のアニメ産業集

積を重点産業として戦略的に強化することにより、地

域経済全体に波及効果をもたうし、区内産業全体の活

性化を図るとともに、区民の地域への誇りを醸成する

ことを目的として、平成21年1月に「練馬区地域共存

型アニメ産業集積活性化計画」を策定した。さらに、

平成21年12月には「練馬区基本構想」を策定し、そ

の中で区内のアニメ産業を重点産業として位置づけ、

区内のアニメ事業者団体である練馬アニメーション協

議会と連携を図りなが5、その振興を図っている。

区では、区内産業全体の活性化と、区民の地域への

誇りを醸成するため、「練馬区地域共存型アニメ産業

集積活性化計画Jにもとづき事業を実施している。
1 国際ビジネス支援

平成21年4月22日に、フランス・アヌシー市およ

びアヌシ一都市圏共同体とアニメ産業交流協定を締結

した。日本のアニメ発祥の地であり、圏内最大のアニ

メ企業集積を誇る練馬区と、世界最大規模のアニメ映

画祭「アヌシ一国際アニメ映画祭Jが開催される国際
都市アヌシ一市との閏で行われるこの産業交流は、ア

ニメを通じた海外の都市聞による初めての試みであ

る。この協定に基づき、両区市のアニメ会社による国

際的なビジネス展開のための情報交換や相互協力、練

馬区とアヌシ一市で行われるイベントや映画祭での連

携などの取り組みが行われている。

2 作晶製作支援

・アニメ制作企業等立地促進助成

区のアニメ産業集積強化につ芯がるアニメ関連事業

者を募集・選定し、区内に事務所を開設する費用の一

部を助成する制度を平成23年度に新設した。

3 アニメ文化普及事業

-練馬アニメ力一二J¥)レ

アニメ事業者や関係企業との協力により、練馬アニ

メカーニバルを開催している。アヌシ一国際アニメ映

画祭の受賞作品の上映、アニメ制作体験教室、アニメ

ソングライブなどアニメのまち練馬区ならではのイベ

ン卜で、平成22年度は2日間開催で 18.000人が訪

れた。

アヌシ一市とのアニメ産業交流協定調印式

練馬アニメカーニバルの様子



了一竺品主立二今一一一一一一一一.. 空E.
その後、練馬区がアニメのまちとして各種メディア

で取り上げられるなど地域の観光資源としても定着し

つつある。

今後、より一層のPRに努め、認知度の上昇を図る
とともに、アニメ文化が区民の誇りと芯るよう事業展

聞をしていく予定である。
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さらに「ねり丸」のアニメーションを制作し、イベン

卜での上映や練馬区公式アニメホームページ「練馬ア

平成18年度に行った区民意識意向調査では、「練馬 二メーションサイト」で、の配信などを行っている。

-アニメ産業と教育の連携事業

区内小中学校の教育活動の中でアニメ産業を取り上

げ、体験学習や就業体験の場を設けることに取り組ん

でいる。

. i練馬アニメーションサイト」を開設し、広く情報発

信を行っている。

4 人材育成支援

若手アニメ制作者の発掘・育成を図ることで、区内

アニメ産業の振興を図るため、練馬アニメクリ工イ 平成23年3月に、区の公式アニメキャラクター「ね

ターズアワード(アニメ脚本コンテスト)を実施して り丸」が誕生した。本区のPRツールとして活用する
いる。 ことはもとより、区内産業の活性化や地域コミユ二

5 地域産業連携事業 ティの増進に寄与することを目指している。

日本アニメ発祥の大泉学園駅周辺で、商届街や地域 6月には練馬区プレミアム付き共通商品券のデザイ

と連携したイベント、アニメブロジ、工クトin大泉を開 ンに使用され、その後も各種イベン トPRやポスター
催している。アニメーション上映、人気キャラクタ一 等に活用されている。8月には、「ねり丸」の着ぐるみ

ショーなどを行い、多くの区民が訪れている。 が完成し、区内商居街や地区祭等のイベントでも活躍

中である。

区がアニメ発祥の地である」ことを知っていると答え

た人の割合は約25%であり、一般区民への認知度は
低かった。

その後イベン卜開催や各種PR事業により、平成21

年度の同調査では、「アニメ発祥の地である」ことを

知っていると答えた人の割合はおよそ51%まで上昇
し、認知度が大幅に上昇した。
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練馬アニメーションサイト

-E匪u四 E 事軍軍覇冒圃

今後、「ねり丸Jのアニメキャラクターという特徴を活
かして、区のPR大使として、より一層の情報発信に
活用していく考えである。

ね
リ
@

浄人 口 708.488人

P面 積

>>事業名

》事業開始年度

予事業主体

連絡先
練馬区産業地域振興部商工観光課アニメ産業振興係

E謂 03-5984-1276 (直通) 1m 03-5984・1902
ll1!IllI h ttp・//www.animation-nerima.jp/ 

48.16Km2 

練馬区地域共存型アニメ産業集積活性化事業

平成21年度

練馬区

ふい

。練馬区
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神奈川県 南足柄市

NPO法入金太郎プロジェクト推進委員会
金太郎のふる里の新名物 まさカリーシリーズ上陸!

小田原、箱根という2大観光スポットに挟まれ、か 南足柄市は、箱根、小田原よりも観光における名所

つ企業城下町という歴史的な背景により、これまでは 旧跡が多く残されているが、企業城下町という性格上、

シティプロモーションの必要性を感じてこ芯かった。 そのような必要性を感じてこなかった。

しかし、バブル崩壊を機に税収の鈍化が続き、行政、 近年の景気低迷による企業からの税収減少と、それ

企業に頼う芯い草の根的地域活性化が必要となってき にとも芯う行政の支出削減から、南足柄市の観光資源

た。 を見直し、南足柄市の知名度向上とそれにともなう観

そこで、 NPO法人金太郎プロジェク卜推進委員会 光客増加と観光収入の増加を狙い、金太郎という古来

を2008年に発足させ、行政主導では芯く、民間レべ からの郷土のキャラクターを活かす活動を開始した。

ルで地域活性化に取り組んでいる。 方策としては、昨今のブームとなっているB級ご当

委員会のメンバーは、商居主、会社員、主婦など多 地グルメによる話題づくりに目を向け、金太郎が持つ

岐にわたっている。 Iまさかり」と力レーの英名「力リ-Jとをひっかけた、
委員会では、事業の総称を金太郎にちなみ「ブロジ、工 足柄まさ力りーを開発した。

ク卜AXJ(AX はまさかりの意)と名付け、この第一弾 足柄まさ力リーシリーズの力レーは富士屋ホテル総

の主軸となるのが、「足柄まさ力リ-Jシリーズの開発 料理長の監修のもとに作られた本格派力レーで、地元
である。 産足柄牛と、金太郎の息子金平(きんぴら)が語源に

食べると fまさか』の
ご利益があるかも?

足柄まさ力リ

なったとされるきんぴらごぼうにちなんで、ゴボウが

入っているのが特徴。

費用面においては、行政に頼ることができないため、

B級己当地グルメの大会に参加し、そこでの販売によ

り活動資金を調達している。

81グランプリへ出庖
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足柄まさ力リー亭

B級ご当地グルメの全国大会r8 -1グランプリ」へ
出展した成果として、テレビ、雑誌、新聞で広く取り

上げられ、アンテナショ ッブ「足柄まさ力リー亭Jの
オープンに至った事などがあげられる。

メディアに取り上げられることにより、足柄まさ力

金太郎キャラクター

E開 E四1m関Dlkm';i回話置

リーを目当てに、地域外の観光客が南足柄市を訪れる

機会が増加した。

2011年 1月には、全国の小中学校で一斉にカレー

給食が出された「カレーの日(1月22日)Jにちなみ、

市内を巡るスタンプラリー後に1円でカレーが食べら

れる「華麗(力レ一)なる感謝祭」を開催し、市内外か

う多くの参加者が訪れた。

観

光

B級ご当地グルメとともに、地域を売り込むととが

大切と感じている。

今後は、足柄まさ力リーに加えて南足柄市、とりわ

け全国的にも知名度の高い金太郎をご当地キャラク

ターと位置付け、地域全体を売り込むための情報発信

を行っていく。

また、地域外への売り込み以上に、地元地域に根付

かせる活動も行い、地盤強化を図っていかなければな

らないと感じている。
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キンタローマン 関

境

予 人 口 43.837人

浄 面 積

>>事 業名

》 事業開始年度

》 事業主体

連絡先
南足柄市企画総務部企画課

E謂 0465-73・8001(直通)

76.93Km2 

|¥JPO法人金太郎ブロジ、エクト推進委員会

平成20年度

NPO法人金太郎プロジ‘ェクト推進委員会

1m 0465・73-4110

• • • • • • • • • ・.......... .
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新潟県 南魚沼市

南魚沼市女子力観光プロモーションチーム
女性の視点で観光を考える、女性だけの観光振興チーム

南魚沼市では、 NHK大河ドラマの舞台になった平

成21年に観光客が大幅に増加し、これを契機として

継続的な誘客が課題となった。

観光の際の行き先や目的などの決定は女性主導であ

るととが多い。そこで、女性の視点から観光を考え、

イベント企画立案や観光関連事業などについて提案を

行う女性だけのチーム、「南魚沼市女子力観光プロモー

ションチームjを平成22年11月に結成した。

女性芯らではのアイディアを取り入れ、感覚を生か

すことで観光資源に新たなる価値や魅力を生み出すこ

とができ、「女性に人気のある観光地づくりJとして女
性観光客が増加し、それに伴い全体の観光客の増加が

期待できる。

また、女性のチームが結成されたということも一つ

のこだわりとなり、観光客も興味を持ち、発信する力

も期待できると考えた。

とのチームの目的は、女性の視点で南魚沼市の観光

を考え、イベン卜企画立案や観光関連事業などについ

とである。

幅広く柔軟な意見を求めるためにメンバーは一般公

募にて選出し、観光業以外にも栄養士-看護師・教員

資格保有者・主婦 ・会社員・会社経営者など、様々芯

職種での構成と芯っている。

結成より月 1回の会議や随時行われる研修会を通し

て意見交換や学習を重ね、都度テーマを設けて市長へ

の提言を行っている。内容は、平成24年度オーブン

の観光交流拠点施設(道の駅へ登録申請予定)のトイ

レ、市の観光施設についてなどで、いすれも女性うし

い配慮の行き届いたアイディアが数多く出された。

一般公募によるメンバーのため、提言に際して自由

て提言を行い、誘客促進や持続的な観光振興を図るこ 市長提言

会議の様子 市内観光施設見学
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芯発想を抑制することなく、行政の仕組みゃ事業の進

め方などを理解してもううことに苦心したが、提言ま

でのプロセスを通して相互理解を深めているところで

ある。

また、ホームページを立ち上げ、ありきたりの観光

案内ではない、「極上の南魚沼Jを紹介することで、南
魚沼市の魅力を発信している。
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支援物資(子供服)

光に関する意見や協力を求められることも多くなった

ため、それらの声にも応えながら活動を継続する中で、

家庭や仕事との両立という課題も浮き上がってきた。

そこで、平成23年8月には新たなメンバーが加入

し、より活発芯意見交換と活動が期待されるところで

ある。

今後も、女性ならではの様々なアイディアを提言し

ていくことにより、観光交流活性化の基礎となる 『お

もてなしJの地の確立に向けたスキルアップと情報の
共有・発信を行いながら、農・商工・観光などの業種

を越えた異業種連携を推進していきたい。

酒蔵見学

一般公募で結成された女性だけの観光プロモーショ

ンチームは全国的にも珍しく、結団式や提言時にはマ

スコミにも取り上げられ、注目を集めた。

また、ホームページを継続的に更新することにより、

県内外からのアクセスや問い合わせがある芯ど、南魚

沼市の魅力発信に貢献している。

市長へ提言を行った内容については、今後、市や関

係機関と連携し、実現可能なアイディアを取り入れた

施設の見直しを図っていくところであり、 最近では、

市内酒蔵研修を経て、「日本酒に合うメニューJと題し
た料理を考案し、実際に市内の飲食屈で酒蔵の地酒と

併せて女性にも気軽に日本酒での食事を楽しんでもう

うことができるようになった。

その他、東日本大震災発生時には若い女性や乳幼児

がいる母親への支援物資について提言し、南魚沼市災

害ボランティアへも加入。観光に必要とされるfおも

てなしJの心で避難者への支援活動を継続的に行って
いる。

今後も、女性芯らではのアイディアを提言し実現す

ること、また、それを発信することを通して、女性に

選ばれる観光地づくりの推進ができると考えられる。
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現在では注目が高まり、市内の団体や企業などかう観

v
…

“

…

 

60.885人
584.82Km2 

南魚沼市女子力観光プロモーションチーム

平成22年度
南魚沼市女子力観光プロモーションチーム、南魚沼市

帝 人 口

》 面 積

>>事業名

》 事業開始年度

浄 事業主体

連絡先
南魚沼市女子力観光プロモーションチーム事務局(南魚沼市商工観光課内)

E謂 025・773-6665{直通)自国025・773・6710
ID濁 http://joshトryoku.jp/

園吉宮E軍司..  沼需L~.軍票罰司圃
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富山県 魚津市

魚津おさかなブランド化事業
魚津寒ハギ如月王

冬場、魚津港で水揚げされるウマズラハギは、富山

県内の漁獲量の半分以上を占める程、大量にとれる。

そのため、安く取引され、またブリなどの高級魚をと

る定置網に一緒にはいってくることかう、やっかいも

のとして扱われてきた。

定置網とは、海面に網を施設し、回遊してきて網に

迷い込んだ魚を漁獲する方法で、操業時間は、夜中の

1時2時ぐらいに出港し、朝の4時ぐらいに帰港する。

水揚げして5時には競りにかけ、地元のスーパーマー

ケットには 10時の開屈には届頭に並び、その日とれ

た魚が当日の夕食に食べうれる。

ウマヅラハギは、地元では干物や鍋物の具材として

よく食べていたが、刺身や肝を食べる習慣があまり芯

かった。食べてみると昧は絶品で非常に美昧であった

ことから、魚津漁協では、このウマズラハギに目をつ

け、ブランド化をすることにより高級魚としての位置

づけを確立し、消費の拡大により地元漁業の活性化を

図ることにした。

魚津寒八ギ

魚津港で漁獲量が多いウマヅラハギを多くの方にお

いしく食べていただくことを目的とし、魚の名称をウ

マヅラハギではなく「魚津寒ハギjとし、さうに25cm

以上の大物については身や肝の臭みをとり身の鮮度を

保つため、活け越し活け締め脱血処理したものに限っ

てプレミア商品の「魚津寒ハギ如月王(ウオツカンハ

ギキサラギオウ)Jとして扱うことにした。

ブランド化以前は、船上作業や流通に向けての扱い

が丁重ではなかったが、ブランド化後、水揚げした寒

ハギを氷や冷海水で十分保冷し、セりに並べる容器も

しっかり保冷できるタイプのものに変えた。

また、魚津飲食業組合と連携しながらメニューの開

発や参加協力屈を募集し、おいしい「魚津寒八ギ如月

王jを提供している。学校関係では、魚津市学校給食

の食材に「魚津寒八ギJを提供するとともに、魚津水族
館との連携により骨格標本制作を行い理解を深めた。

広報活動として、市の広報紙に掲載するとともに、「魚

津寒ハギ如月王」を食べにいとうパンフレットを作成

して関係各所の配布だけでなく「魚津タクシー協会J
と連携し、車内にチラシを設置するなどして観光客や

県内外へ情報発信した。

魚津寒ハギの骨格標本づくり
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魚津寒八ギを使った学校給食

事業開始より3年目であるが、インターネッ トやパ

ンフレット、マスコミ等での広報により、魚津市民は

もとより県内外の観光客が「魚津寒ハギ如月王」を目

的に来るようになり、今後冬場の観光客の増が見込ま

れる。また、魚価の向上により低迷している漁業の活

性化が見込まれる。
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.，・市民の・・=おいしく.ぺτいたI!I1るよう
盲は岬守司噂ワマズラ，悼を
rl・2・・H字・掴月王』としτヲランFlt
・2・市炉問飲食w.lどを陪じめ主する・力・圃~"τ
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0.，，"跡1 ~)2008 ~帳簿IlaかtJブランド化署員会州，跡t.'...r晴d

定じ章おさかなブランド化事業公式ホームページ

www.jf-uozu.or.jp/uob/ 

，Jf~魚津
魚津寒ハギHPの作成

ウマズラハギを年中食べられる方法が芯いかを研

究するとともに、おいしく加工する方法の開発や、 ウ

マヅラハギだけでなく今後、季節の多種他品種な魅力

ある品目(甘工ビ、パイ員、べ二ズワイガこなど)をブ

ランド化し、一年を通じた相乗効果により漁業関係者

のみならす地域全体の活性化につながる事を期待した

い。また、認知度を上げるために積極的な情報の発信

や高度衛生的なせり市場(うおづおさかなランド)を

紹介し、魚津の魚は安心、安全であることを広く広報 魚津寒八ギを使った加工品の数々

したい。

-E寄胃E喜望..  事開票護軍司・

予 人 口 44，692人

》面積

》事業名

浄事業開始年度

F事業主体
連絡先
魚津市産業建設部農林水産課

E週 0765・23・1033(~通) 1m 0765・23・1053
E遭遇http://www.citY.uozu.toyama.jp

200.63Km2 

魚津おさかなブランド化事業

平成20年度

魚津漁業協同組合
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|置|石川県、輪島市、珠洲市、穴水問、能登町

奥能登ウェルカムプロジェクト推進事業
「能登井」をはじめとした地域資源発掘による地域振興

奥能登は、能登半島の最北部に位置し、全地域(輪

島市、珠洲市、穴水町、能登町)が過疎地域と芯ってい

るところである。

本県でもとりわけ週疎化が進んでいる奥能登の地域

振興にあたっては、単一市町ではなく広域的な連携と

いう視点を取り入れながら、これまで整備してきた能

登空港や能登有料道路などの交通基盤を最大限に活か

し、元来持ち合わせている地域資源を掘り起し、麗き

をかけることにより、奥能登地域全体の活性化や交流

人口の拡大に取り組んでいく必要がある。

とうしたことから、平成19年5月に、県、奥能登2

市2町、民間事業者、地域づくり団体等で構成する「奥

能登ウエル力ムブロジ、工ク卜推進協議会」を設立し、

地域資源の掘り起し・有効活用・高付加価値化を目指

し、「食」や「風景」などをテーマに取り組みを行って

きたところである。

行政 ・民間の若手によるブロジ、工クトチームを立ち

上げ、地域資源の掘り起しと利活用について議論をし

ていったが、広域的な取り組みということもあり合意

形成や意見の集約までに時聞がかかることもあった。

また、これまでにない取り組みであったため、地元業

者の反発芯どもあっ

た。しかし、能登半島

地震の後でもあり、復

興そして地域振興へ

の思いは強く、議論を

重ねることで実現に

近づいていった。

そして、「食Jをテー
マにした取り組みと

'RE72n-，;2.閉 山ヲー? らllir..... 
と獄。恕恐慌乎志向:主主主ご側、基:'j，
習日~:;:: .明 治安三ヶ7

翠箆玄;明言hzn:!間
して、奥能登の多彩芯 オーブンガーデンパンフレッ卜

食材と輪島塗・珠洲焼などの地場伝統工芸を結合させ

た「能登井」を開発するに至った。

「奥能登産のコシヒ力リ・水を使用するJrメイン食
材に地場でとれた魚介・野菜・肉等を使用するJr能
登産の器・箸を使用するJr使った箸をプレゼン卜す
るJr地域内で調理 ・提供する」といった定義を定め、
その定義に沿って缶百舗がオリジナルの井を作ること

かう、海鮮のみならす、能登牛や臆なども使った多種

多様な井が用意されているのが特徴である。

また、期間限定で地元素材にこだわる能登井と地元

ブランド食材である海女採りのさざえ、あわびを使っ

たプレミアム能登井『海女採り井Jを開発、販売するな

ど新たな取り組みも行っている。

食材や器・箸芯どを地元産にしたととにより、井を

提供する飲食屈だけではなく、飲食屈との取引業者へ

も効果が波及すると考えている。

「風景」をテーマとした取り組みも行っている。石

川ゆかりの写真家織作峰子氏による「能登回廊100

選」の制作のほか、思わす寄り道をしたくなるような

能登の原風景を味わえるスポットを季節己とに紹介し

たマップrnotoいろ道」を作成するなど、奥能登の新

たな地域資源を発掘し、視覚に訴求する情報発信に取

り組んできている。

また、奥能登の春を彩る「のとキりシマツツジ」を地

域外の方々にも鑑賞してもらうため、個人宅の庭を開

放する「のとキりシマツツジオーブンガーデン」など

プレミアム能登井 1;毎女採り鉾J
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を実施している。

奥能登2市2町の広域的な取り組みを行うことによ

り、市町聞のみならす、民間レベルでも市町の垣根を越

えた横の連携が図うれるようになるなど、奥能登が一

体となって取り組む体制ができてきている。

「能登井jについては、パンフレッ卜やホームページ

などによる情報発信や、県内のみならす県外のイベン

卜へも積極的に参加しP円に努めた結果、徐々に知名

シー協会と奥能登ウ工ル力ムブロジ、工クト推進協議会

が中心となり観光ガイドタクシーを実施することと

なった。

fnotoいろタクシー」という統ーしたイメージのも

と、ドライバーの「おもて芯しJ力のレベルアップを図
りながら運行を行っている。

食
・
グ
ル
メ

「能登井Jについては、魅力の更なる知名度向上のた
め、県内のみならず、全国に向けた効果的な情報発信

度も上がり、平成 19年12月に販売を開始して以来、 が必要である。

198千食、 3億4千百万円を売り上げており、地域ブ

ランドとしての地位を固めつつあると言える。

また、全国で同じように井を使った地域活性化を目

指している地域との連携も進んだことから、平成21

年度には6地域が集まり「全国井サミットいしかわj

を開催するに至った。その後も開催地を変えながら、

規模を拡大し、開催されているところである。

いまだ残る原風景などの奥能登の魅力的芯景色の掘

り起し、見せ方や活用を検討してきたところであるが、

これらを活用した観光コースを企画し、旅行客が安心

して利用できる受け皿づくりを行うため、石川県タク

全F射訓いι
.咽阻…-一..……
..，陶24目{飼j・・a・-凪..・s・・
・tI:I:KD ーー
1116""''''_ 醐 ・園川崎山・・M ・剛..，・・.叩叩山・ ..山4・一一 ・田I→a…~・.目、.町
田申叫四・鳴l..一。町ー自制
"山田園町 一 一一 ・・-_.凶庖・……一一均一 一"一回目柏戸山一 回、 ，

由即時山山岡山田

若君主ぷJLfZL3k鵠ら司百

全国井サミッ トいしかわ

E謂~næ~:tlll呈思:it商船翫l岡面目別働組咽

平成22年12月に能登井提供庖舗を組合員とした

「能登井事業協同組合Jを設立し体制強化に乗り出し
たところである。今後は、組合を中心にブランド力の

向上に努めていかねばなら芯い。

また、今年度動き始めたばかりのfnotoいろタク

シ-Jであるが、ホームページでの発信のほか、ホテ
ルや民宿にチラシを置いてもうう芯ど情報発信を行っ

ているが、まだまだ利用率は低い状況である。さらに

情報発信を強化し、誘客につなげていきたい。

本事業は県が提唱し、地元自治体や関係団体と協働

しながら推進してきた事業であるが、今後は、地元の

意思のもとに事業を継続していくために、地元・民間

主体の体制への移行を検討していく必要がある。
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notoいろタクシーチラシ
環

境
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・・》人 口 74.415人

》面積

2幹事業名
浄 事業開始年度

》 事業主体

連絡先
奥能登ウエルカムブロジh工クト推進協議会(石川県奥能登総合事務所企画振興課内)

E週 0768・26・2303(直通) 1m0768・26-2305

1130.26Km2 

奥能登ウェルカムブロジ、エクト推進事業

平成19年度

奥能登ウェルカムプロジ、エク卜推進協議会

園田http://www.okunoto-ishikawa.net/
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福井県 大野市

越前大野城築城430年祭
悠久の時を経て…今、城下町に新しい風が吹く

大野市の中心市街地は、織田信長の家臣、金森長近

が、大野盆地が見渡せる亀山に越前大野城を築き、東

西6条、南北6条の碁盤の自の城下町を建設したとと

に端を発したものであり、現在も当時のまち割りが色

濃く残っている。大野市では、平成20年度lこ「大野市

中心市街地活性化基本計画」を策定、「原点への回帰~

人が集う、活気に満ちた城下町の再生を目指して~J

をコンセブト!こ、各種施策を展開してきた。

とのような中、市民のシンボルでもあり中心市街地

の原点でもある越前大野城が、築城されて平成22年

に430年を迎えるとととなり、この機を捉え、「越前

大野城築城430年祭J(以下「築城430年祭Jという。)
を開催することとなった。

築城430年祭は、約 1年の期間中に様々な事業を

大々的に行うことで、中心市街地だけでなく市域全体

への誘客を図り、交流人口の拡大を推進するとともに、

大野の持つ魅力や宝を再認識することで、市民がふる

さとに愛着と誇りを持ち、市民総ぐるみで一丸となっ

て記念イベン卜を実行することを目的に開催されたも

のである。

行委員会を組織するとともに、市民から企画を募集す

るなど、計画段階から市民参画を図った。

事業は、 ①実行委員会主催事業(実行委員会が主催

するもので、節目や柱となる事業を実施)②市主催事

業③実行委員会支援事業(市民団体、商居街、各種団

体が実施している既存事業のうち、築城430年祭の

基本理念に合致するもの)④市民自主事業(市民自ら

が企画し実施する事業に対し、実行委員会が支援、助

成するもの)の4つに大きく分類し実施された。様々

な主体が事業を実施することで、多彩な事業を 1年間

切れ目なく実施することができた。

実行委員会主催事業であるメーンイベント(記念式

典、記念パレード、おまつりステージおまつり広場、

魅力体感展示館)では、参加者やボランティアスタッ

フを市民から募るとともに、友好関係、交流関係のあ

る都市からも参加を得て、市民参画と交流を図るとと

ができた。市民自主事業では、実行委員会が事業費の

2分の 1を補助する助成事業18事業、広報支援事業

1 1事業が市民により実施され、まさに市民総ぐるみ

(市民の輪)の事業となった。

その他に関連事業として記念ク、ツズ認定制度を実施

し、市内事業者等からの多数の応募により37商品が

認定された。記念グッズは特産品プレゼン卜企画とタ

イアップさせ、販売促進と特産品のPRを行った。

また、市民のお祭りムードを約 1年間継続させるた

実施に当たっては、関係機関、団体等で構成する実 め、商庖街と連携し、各商庖街に築城430年祭のシン

越前大野城

平成22隼3月21日~平成23年2月6日
築城430年祭シンボルマーク

ボルマーク等を

あしうった峨旗

等を設置しても

らったほか、マ

スコットキャ

ラクターを、地

区や学校行事

といった築城

430年祭の関

連事業以外にも
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テレビ出演するマスコッ トキャラクターのうぐピー (左)
とうめピー (右)

出向かせることで、市民意識の醸成を図った。

一方、対外的芯活動として、公式HPにおいて最新

情報を提供したほか、各種マスメディアやガイド、プ、ツ

ク等の印刷物を活用するとともに、高速道路SAでの

誘客活動、県外旅行業者への商品企画の提案を行う芯

と、積極的な広報宣伝活動や誘客活動を行った。

自主事業の実施により「市民力Jr地域力Jを高めるこ
とができた。それぞれの事業内容は、大野の魅力や宝

となるものに着眼したものも多く、市民のふるさと意

識の醸成にも一役買うことができたと考えている。特

に、市民の間で「とんちゃんJとして親しまれているホ

ルモン焼きに着目し、若者有志により初めて実施され

た、ホルモン日本一を決定する「とんちゃん祭り」は、

B級グルメイベントとして新聞やHPで全国的に取り

上げられるなど、市内外で話題を呼ぶことと芯った。 I食
このイベン卜は、築城430年祭が終了した平成23年

度も継続実施され、前年以上の来場者を得るなど、大

野市を代表するイベントとして定着しつつある。

グ
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今後は、築城430年祭で高まった、市民参加の機運

を一過性のものとすることなく、継続させる必要があ

る。特に、市民自主事業に見られる市民自ら企画運営

する事業を、行政として市民の自主性を尊重しつつ支

援することが課題である。また、約 1年かけて様々芯

イベントが実施され、多くの参加者を得ることができ

築城430年祭の実施により、 1年間の市内全域の観 たが、大野の持つ魅力や宝(大野ブランド)に磨きをか

光入込客数は 183万人を超え、前年に比べ約35万人 けて、イベン卜に頼らすに誘客できる環境整備を進め

もの増加となり、目的の一つである交流人口の拡大を 芯くてはならないと考えている。

図ることがで

きたほか、マ

スコットキャ

ラクターを図

案としたクケ

ズなどが開発

され、新たな

土産商品を生

み出すことが

できた。

また、市民記念、グツズ

-E雪胃rIヨ.. 曙 E翠軍事司・

とんちゃん祭

予 人 口 36.972人

浄面 積

>>事業名

>>事業開始年度

>>事業主体

連絡先
大野市秘書政策局行政戦略課

E謂 0779・66・1111(代表)[内線:433]

872.3Km2 

越前大野城築城430年祭

平成21年度

越前大野城築城430年祭実行委員会

. .・..・.....

/V ゾ

llEllI http://www.city.ono.fukui.jp/kanko/index.html 
1m 0779-65・8371(代表)
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山梨県 申州市

甲州市原産地呼称ワイン認証制度
原料ぶどうの出自を明らかに

山梨県甲州市では、日本におけるぶどう・ワイン発

祥の地として、その振興を図るため、「甲州市原産地呼

称ワイン認証制度」を創設。

この制度は、甲州市内及び山梨県内で収穫されたぶ

どうを甲州市内の自社で醸造、原料ぶどうの「原産地」

を消費者に保証することで、そのワインの供給と普及

を促進することを目的としている。

甲州市が制度の導入に踏み切ったのは、輸入ワイン

の消費増加や日本圏内においての他産地の追撃など産

地間競争が激しくなったためである。そのため、甲州

市においては、出自のはっきりとしたワインを産出し、

消費者の理解を得ながら制度を確立していくととも

に、甲州市におけるぶどう・ワイン産業の一層の進展

を図ることを目指していく。

当制度は、山梨県甲州市内で自社醸造(原料ぶどう

を破砕した段階かうキャッブシール及びラベリングま

での作業工程を市内の自社内で行う。)されたワイン

が対象と芯り、原料ぶどうの栽培地及び認証基準に応

じて、以下二つのカテゴリーに区分する。
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ます、はじめに区分①「甲州市産原料自社醸造ワイ

ン」は、甲州市内産のぶどう(甲州種、欧州系醸造専用

品種(ヴィティス・ヴィ二フ工ラ種)、園内改良晶種(マ

ス力ット・べーリ-A種))を対象とし、搾汁後の果汁

の段階における糖度は、甲州種が16度以上、欧州系

醸造専用品種が18度以上、圏内改良品種が 17度以

上でなければならない。収穫地名として、市、地区(塩

山、勝沼、大和)、大字及び小字(圃場)の表示が認めう

れる。

次に区分②「山梨県産原料甲州市自社醸造ワイン」

は、甲州市外の山梨県内産ぶどう(品種及び搾汁後の

果汁糖度)は、区分①との整合性を取るため同一。し

圏場現地確認審査の状況

官能 (利き酒)審査の様子



一一一一一一一一ー さ.
かし、収穫地名は、県名のみの表示となり、県名以外

では表示出来ないこととしている。

両力テゴリーにおいて、甲州種以外は、他品種(他

分類を含む)とのブレンドを認めているが、区分①に

おける地区(地区以下の名称地を含む)、また収穫年

(ヴィンテージ)等の表示にあたっては、当該表示のぶ

どうが75パーセント以上で芯ければ芯う芯い。酸化

防止剤については、亜硫酸(ピロ亜硫酸カリウム及び

無水亜硫酸)のみを認めている。

認証にあたっては、はじめに震家、ワイナリ一等の

代表かう組織する市原産地呼称ワイン認証審査会書類 世界のワイン産地には共通する3つの条件がある。

等審査部会による圃場現地確認審査を当該圃場にて行 1)ぶどう畑の景観がある。 2)個性多彩なワイナリー

い、その後書類審査を行う。書類審査をパスしたワイ が多数存在する。 3)高品質なワインが造り出されて

ンは、有識者等から組織する同審査会官能審査部会に いる。甲州市ではこれら3つの条件を兼ね備えている

よる官能(利き酒)審査を行い、官能審査をパスしたワ が、当制度によって、更なる基盤づくりを促進させる

インのみ行うラベル表示の審査を経て、最終的な認証 効果が期待できる。

を得るシステムとなっている。 適地、適作、適醸造によるワインづくりを進化させ、

国産ワインとしてのオリジナリティーを確立すれば、

消費者に対して産地を明確に主張できる。

そのためには、原料ぶと、うの 卜レサビリティーの徹

甲州市が原産地を明確にしたワインを提供すること 底を図り、長い目でみる必要があるが、告工リア、ま

は、日本におけるぶどう・ワインの発祥地としての使 た地域から醸し出される共通した明確な個性を見出す

命であり、将来、「甲州ブランド」を確固たるものにす 必要がある。

甲州市原産地呼称ワイン認定書交付

-E爾 E園田明彊富市司・

ることに繋がり、伝統ある産地として、圏内ワイン業

界に与える影響は大きいものと考える。また、良質ワ

インを産出させるため、 J3iと、う生産者とワイナリ一両

者の聞に信頼と共生の鮮が生まれ、 E恵関係が確立さ

れる。肝心な消費者には、ワインの品質はもとより原

産地が保証され、ぶどう生産者、ワイナリーへの信頼

感も醸成される。
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ワイン認証マーク
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境

帝 人 口 35.147人

F面 積 264.011くm2

浄事 業 名 甲州市原産地呼称ワイン認証制度

浄事業開始年度 平成22年度

>>事業主体 甲州市

連絡先
甲州市産業振興課ワイン・商工担当

E謂 0553・32・5092(直通) 1m 0553-32-5174 (直通)

' . . 
.・
.ー ・目白...・

ベ〆γ

.¥ 
そ
の
明

77 



78 

長野県 高森町

タウンセールス雄進事業
プライド、ファン、LOVEをつかむためのタウンセールス!

長野県南部、いわゆる南信州、ICみ芯みしんしゅう)と

呼ばれるとの地域は少子高齢化や人口流出などの影響

で5年間で約6.000人、年間では約 1.200人減少し

ており(平成22年度国勢調査結果より)、中心市の飯

田市そして当町を含む周辺町村にて定住自立圏協定を

締結している。最近では当町が発祥の地である「市田

柿jも全国的に周知されるようになり、また南信州地

域ではリニア中央新幹線中間駅設置の動きもある。そ

の中で高森町の持続可能性を高めるためには町内外の

人たちが「高森町を誇りに持つことJi高森町を好きに
なることJi高森町のファンになること」が重要だと考
えている。そのために「空き家活用ブロジ、工クトJiCI 

キャラクター・キャッチフレーズコンテストJi高森
町公式TwitterJi体験型広報(町内めぐり)Jなど、複

数の事業を展開する。

町内外の「高森町を誇りに持つ人Ji高森町を好きな
人Ji高森町のファン」を増やし、地域の魅力再発見や、

そこからうまれるまちづくりへの参加意欲の醸成を目

①「空き家活用プロジェクト※AKY48Cあきやしょ

う)ブロジ、工ク卜JH23.7 ~ 

=今高森町に住みたい人と空家情報を結びつけ、関連

企業と役割分担・協働にて行っているプロジ工ク

卜

①iCIキャラクター・キャッチフレーズコンテストJ
H23 . 9 ~ C予定)

=今H24年の町制施行55周年にあわせてキャラク

ター ・キャッチフレーズを募集。

③「高森町公式TwitterJ H23.4 ~ 

キ新しし1情報媒体のーっとして、町の情報をリアル

タイムに発信。

的に下記事業を展開。 高森町公式Twitter

帰省学生向け町内めぐり 町内めぐり「市田柿ツアー」



L-ー一一一一一一一一一一一一-2 日翌I
④「体験型広報(企画型町内めぐり)J H23.4 ~ (H22 が出ており、地域の魅力の再発見につながっている。
年度より実施) また転入者向けの企画では「自然がすばらしいJIこど
=争854年から開始している体験型広報「町内めぐり もたちがあいさつをしてくれる」などの意見を頂き、

事業Jに「帰省学生対象JI転入者対象JI市田柿」 中に住んでいると当たり前であまり気づ、かなかった当
などのテーマ別町内めぐりを追加| 町の魅力を掘り出していただくなどの効果が出てい

いす、れにしても行政が行う事業としての意義を忘れ る。

す、単なる空家情報の提供、観光案内などでは終わら

せす、あくまでも「プライドJIファンJILOVEJをつか
み、まちづくりへ参加して頂くことを目的としている。 食

事業実施の際に、単なる「観光地めぐりJI空家情報 グ

の提供」ととうれてしまうことが多く、事業実施前に Jレ
メ

しっかりとした情報提供を行い、目的を理解してもら

既住者に対しては、キャラクターやキャッチフレー うことが課題となっている。

ズコンテストを通じて、高森町の魅力を再発見しそこ また16年後のリニア開通を視野に入れ、距離が離 像B!A' 

から「愛着Jや「誇り」を持つことを期待している。ま れがちな既住者と転入者の人間関係やコミュ二ティの フ
イ

た町外者に対しては体験型広報(町内めぐり)などを あり方をどう創りあげていくのかっこのような情報を lレ
ム

通じて、内側かうとは別の視点や違った価値観で地域 どんな情報媒体を利用すれば効果的であるのかつを常 コ
.:::. ー

の魅力を掘り出し磨いてくれることを期待する。それ に検討していく必要がある。単なる前述事業の実施で ‘ン
ソ

が結果的にUIJターン者を増加させ定住等にも結びつ はなく、常に「何が目的か?Jを忘れすに実施していく ヨ
ン

くと考えている。 ことが重要。また上記事業を「やって終わりJI作って
実際、体験型広報の参加者に実施したアンケ一卜 終わり」ではなく、 PDCAサイクルでまわしながら、

かうは「町にこんな施設や史跡があったなんて知らな またその成果をしっかり公表していくことも必要と考 ブ
フ

かったJI市田柿の魅力をもっと伝えたいJなどの意見 えている。 ン
ド
化

町内めぐり水道施設見学

三 ä~~二 時当主旨 a

ス
ポ
ー
ツ

転入者向け資料館長説明
環

境

》人口
》面積

F事業名
P事業開始年度
予 事業主体

連絡先
高森町経営企画室

liD 0265-35・9441(直通) 1m 0265-35・8294
DJ!I置http://www.town.takamori.nagano.jp/contents/02000177.html
http://www.town.takamori.nagano.jp/contents/02000018.html 
http://www.town.takamori.nagano.jp/contents/02000168.html 

13.496人
45.26Km2 

タウンセールス推進事業
平成23年度
高森町

乙
.・. . 
・. 
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岐阜県 美濃市

仙寿菜ブランド化事業
仙寿菜生産とブランド化による地域活性化を目指す

食の安全安心が求めうれる中、特色ある健康に良い

農産物をブランド化し流通させることができれば、地

域経済の振興、地域の活性化、住民の健康促進につな

がると考え、美濃市と包括協定を結i)¥岐車大学で開発

された新規野菜赤色アマランサス「仙寿菜J(せんじゅ
さい)に注目した。

新た芯特産品の開発を検討していた本市と、大学ブ

ランドとして「仙寿菜Jを広めようとしていた岐車大
学の思いが一致し、平成21年2月に岐車大学が商標

登録した「仙寿菜」を、周年8月に3年間の「仙寿菜」

商標登録使用許諾契約を美濃仙寿菜研究会と岐車大学

が結び、産・学・官の協働によるブランド野菜の生産

販売を開始した。

平成21年度には2戸の農家で栽培を始め、平成22

年度には5戸、平成23年度には6戸の農家で栽培し

ている。

平成22年度には、総務省「緑の分権改革j調査事業

の委託を受けブランド化に向けて、特徴となる栄養素

を知るための成分分析、知名度・問題点を知るための

アンケート調査、販売

促進のための旗・はっ

ぴ・チラシ等の作成を

行い、各種イベントや

即売会に参加してPR

を行った。

また、野菜の生産だ

けでなく加工品開発

のため市内料理屈や製

菓屈などを対象とした

講演会を開催し、平成

イオン仙寿菜売り場

美濃市産業菜 仙寿菜PRイベン ト

入りのゼリー、シャーベット、餅などを販売している。

特に、シャーベット、餅については仙寿菜の生産力、

ら加工品の生産販売まで一貫して行う6次産業化とし

て生産販売を行っている。

それまで直売百数か所での販売を中心に行っていた

が、周年9月から、共同出荷により大手量販庖への販

売が始まり安定した販売先の確保ができた。同年10

月には、栄養価の高い食材として学校給食への使用を

行った。今後は、さらに健康食材としての販売が期待

できる。

仙寿菜の生の葉の販売については、健康野菜として

仙寿菜 23年7月かう仙寿菜 の販売を安定したものとするために直売所、既存の量



一一一一一一一一一」監査111
販屈を大切に

している。こう

した取り組み

によりにマス

コミなどの影

響もあり新規

販路の開拓が

見込まれ、生産

者の安定収入

が期待できる。 仙寿菜料理試食会

一方で、新規加工品としてヨーグル トや健康飲料な

どの開発についても、企業からの打診もあり新しい販

路の可能性を検討している。

また、仙寿菜の栄養素を有効に利用した、健康食品

一番の課題は生産の確立であるが、夏野菜のため寒

さに弱く、生育が気温の変動に左右されるので夏季に

生産を集中させる必要がある。

栽培方法によっては、生育の段階で原種の緑色の野

菜に戻ってしまうこともあり、また、病害虫に弱い点

などの課題を克服するための研究が必要である。

平成22年度に実施したアンケ一 卜調査結果から「知

名度が低い」との意見が多かったので、健康に良い点

や老化防止に効果がある点を強調してPR活動を行う

こととした。

これは、成分分析の結果、ホウレンソウやキャベツ

などの健康に良いと言われる野菜と比較してもミネラ

80 
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含まれることが得られたことによるものである。

「食べ方がわからないjとの意見も多かったので、平

成23年7月に美濃青年会議所が地域の特産品開発と

グルメによる地域おこし事業に協賛し、仙寿菜を使つ

切

柑

m

m

m

o

凶
¥
凶
ト

-E
E
R
g
s
-
a胃
・
恕
県
)0
4
E
O

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
弓
ン

ルやビタミンが豊富であること、また、仙寿菜の赤色

には非常に強い抗酸化活性があるベタシア二ンが多く 仙寿菜を使った学校給食

の開発芯ども視野に入れ生産量の増加、販売量の拡大 た料理レシピコンテストを開催した。 200点あまり

を目指すことにより、美濃市の特産品としての知名度 の料理メニューの応募があり、大賞には飯子「花仙寿」

を上げ、「仙寿菜と言えば美濃市Jと言われる野菜とし が選ばれた。試食会などの催しも聞かれイベントは大

たい。 盛況であった。集まったすべてのメニューは、実用化

に向けて市内飲食業者と協働して進めていく。

また、今後は道の駅「美濃にわか茶屋」をはじめ、市

内料理屈・商白等で仙寿菜や仙寿菜を使用した料理を

販売してもらい、知名度のアップを図っていく。販路

拡大では、量販屈のさらなる安定出荷を図るため、生

産者組織の強化と栽培方法の確立を目指していく。

-E雪胃E冨ヨII!魔ヨ聾ヨ蓮司・

>>人 口 22.693人

F面積 117.05Km2

〉争事 業 名 仙寿菜ブランド化事業

予 事業開始年度 平成21年度

2P事業主体 美濃仙寿菜研究会

連絡先
美濃市産業振興部産業課

mJ  0575-33-1122(代表)[内線:264] 1m 0575-31-0052 
(:mllI http://www.citY.mino.gifu.jp 
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静岡県 富士市

つけナポリタン推進事業
「つけナポリタンjから富士市を発信

平成20年9月に、吉原商居街が街の活性化を図る

ため、テレビ番組とタッグを組み、新しいご当地グル

メとして、「つけナポリタン」が開発された。テレビ放

映後の週末には、関東一円かうつけナポリタンを食べ

に多くの人がやってきて、吉原の街が多くの人で溢れ

かえった。

その後、富士TMOタウンマネージメン卜吉原では

ブ口ジ、工クトチームを発足し、つけナポリタンを街の

活性化、賑わいにつなげようと検討を重ね、広くつけ

ナポリタンを発信してきた。

次第につけナポリタンの勢いは吉原地区に留まら

す、市内全域へと広がっていったため、平成22年11 

月に、ボランティアスタッフを募集し、大学生、 OL、

主婦、サラリーマン、届主、行政職員芯ど、市民有志で

構成する「富士つけナポリタン大志館Jという組織を
立ち上げた。つけナポリタン大志館では、中心市街地

である、吉原地区のにぎわい創出に寄与するとともに、

富士市全体のシティセールスに結びつけようと日々活

動している。

め、マスコミの反響により市外からの来街者が多かっ

たものの、地元の盛り上がりに欠けていた。その点を

打開すべく、ボランティアスタッフを市民から公募し、

スタッフ会議を繰り返す芯ど広く意見を取り入れてい

る。また、地元でのイベン卜開催、食べ歩きマップ(4

回更新)の作成、スタンブラリーの実施など、市民を

巻き込んだ活動をしている。地元小中学校の給食でも、

つけナポリタンが出され、子ども達の話題はつけナポ

リタンで持ち切りとなり、楽しいお昼のひとときを提

供すると同時に、食育の一端を担った。

取扱庖舗の増加を目的に、オリジナルレシピを公開

しながら調理講習会を開催しており、取扱庖舗は着実

に増加し続けている。

さらに周知を広げるため、キャラクターを考案し、

つけナポリタンは、「開発型ご当地グルメ」であるた つけナポリタンイベント

富士つけナポυタン B級ご当地グルメイベントの様子



のぼりやストラップ、卜一卜)¥ック、といったク‘ッズを

作成した。市内の子ども達やボランティアスタッフメ

ンバーによる、オリジナルソングやダンスも作られ、

イベント等で披露している。

また、大手コンビ二や大手食品会社から商品化され、

全国でも身近につけナポリタンが食べられるように

なっている。

事業開始から3年が経過し、地元の人が「開発型ご

当地グルメjであるつけナポIjタンを認識するように

なった。市内で行われたイベントにてアンケー卜を実

施したところ、約98%がつけナポリタンを知ってお

り、約65%がつけナポリタンを食べたことがあると

回答する結果となった。

提供自舗数も、平成23

年12月現在で50J;5舗ま

で増えている。食べ歩き

マップやスタンブラリーと

いった仕掛けをつくったこ

とにより、つけナポリタン

目当ての来街者が街なかを

回避するようになった。
be ambitious. 
ナポリン大志をいだけ

ナポリンエンジェル

三. 習 指自主一 " 

様々な職種・年齢層で構成される、市民有志のボラ

ンティアスタッフは50人近く集まった。会議を重ね

る中で、歌やダンスといったPR方法、イベン 卜の企

画、販売戦略などを検討し、多角的に意見を取り入れ

ている。

また、テレビ ・雑誌・ラジオ等多くのメディアに取

り上げられ、市外や県外で開催された大型グルメイベ

ン卜への出展、大手コンビ二や大手食品会社からの商

品化の実現等により、つけナポリタンを全国発信する

ことができた。

公式ホームページのアクセス数も月を重ねるごとに

増す結果となったことから、つけナポリタンが注目さ

れ始めたと実感している。

観
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像
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ョ
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今後は、個々のイベントや、ひとり一人のヒトとの

貴重芯出逢いを大切にし、積極的に「富士つけナポリ

タンJの名を全国へ広めていきたい。その結果として、

富士市へ訪れる来街者が増加し、地域へ経済波及効果

が期待される。

そのために、富士市内で多くの来街者を受け入れら

れるような体制が必要不可欠となる。富士つけナポリ

タン大志館としては、案内所等の役割を担う拠点を整

備するとともに、多くの市民を巻き込みながらボラン

ティアスタッフを増やし、活動の幅を広げていきたい。

また、提供自舗としては、初心を忘れすに、サービス-

昧等で常に最高のおもてなしを心がけるようにした

し1。

さSIこ、最終的な展望としては、「つけナポリタン」

により富士市全体が活性化することで、市民のシビ

リックブライドが向上し、市民が「我がまち、富士市J
を全国へPRできるようにしたい。

市民に “，}，じのじ，}，(富士の自負)を根付かせよう !
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261.335人

245.02Km2 

つけナポリタン推進事業

平成20年度

富士つけナポリタン大志館(事務局・富士商工会議所)

>>人口

F面 積

>>事業 名

>>事業開始年度

2幹事業主体
連絡先
富士市商工農林部商業労政課

E週 0545・55-2907(~通) 1m 0545・51・1997
1m週 http://www.city.fuji.shizuoka.jp/

そ
の
他
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愛知県 西尾市

三河・佐久島アートプラン21f祭りとアートに出会う島」
島がアートを引っぱり、ア}トが島を引っぱる

ゆったりとした時間の流れ、自然、家並や路地、独

特の風景。信号機もコンビ二もない島。

かつて、 1，200人あった島の人口は、過疎の一途を

たどり、将来に対する不安が島民に浸透しはじめたこ

ろ。

時を同じく(平成5~7年)国土庁が離島振興のあ

り方を模索。佐久島を資源調査のーっとして、モデル

離島に選んだ。その調査で島にはすばらしい資源があ

ることを島民は知ることとなる。

資源調査の委員会メンバーの一人、アートディレク

ターのアドバイスで、見捨ててきたり、不便であった

りするものが、アートによって輝きを放つ資源に変身

した。今まで当たり前の風景が資源になることを島民

たち自身が気づき、「アートという文化的な要素を地

域活性化のキーワードにすること」とし、平成8年に

島民による島おとしの団体(島を美しくつくる会)を

立ち上げ、行政と協働の「アートによる島おこし」の事

業を展開することとなった。

アートによる情報発信を通して交流人口の増大を図

る目的で、事業はアート関係者がリーダーシッブを執

アート作品「かもめの駐車場J木村崇人

り、島の人たちは事業協力者として進めていた。しか

し年を重ねるうちに、自に見える結果を求める声、アー

トの可能性に疑問を持つ声が出始め、アート関係者と

島民がぎくしゃくし始めた。

島民がどうアートと関わり、島の活性化に生かせる

かをもう一度考え決断。アートディレクターを代え平

成13年から、島の伝統や歴史をアートと融合させ「祭

りとアート」をキーワードに展覧会やワークショ ッブ、

ボランティアプロジェクトなどを実施。開催時期や内

容は佐久島でおこなわれる祭事や伝統行事と合わせ島

民と観光客双方が交流を図れるように企画した。

江戸時代かう

続く盆踊り会場。

その会場まで観

光客を導くのは

提灯行列。 1キロ

はある会場まで

いかに飽きさせ

す、導くか、明かり

の少芯い島の道

で提灯を持ち歩

かせることを企

画。盆踊り会場ま

での期待が高ま

る。 50年ぶりに復活した山車

提灯行列



島の人口が減り途絶えていた山車がアートにより

50年ぶりに復活する。お年寄りから当時の様子を聞

き取り、作品を制作。昔の風景がよみがえる。

祭りを中心としたこのプロジェクトで、島民は外か

ら訪れる人たちに知識や経験を伝え、そこがコミュ二

ケーションの場となり、双方が島に関する認識を深く

することができるように芯る。

平成 16年には島内に常設作品も登場。今まで観光

客が足を運ばなかった場所に作品が置かれ、くまなく

島を回ることができる。いつ島を訪れてもアート巡り

ができるアートピクニックが誕生。スタンブラリーを

楽しむことが出来るようになっている。

若者のファッション誌の表紙にモデルとともに登場

したおひるねハウス(海岸に建つアート作品)。それ

にあわせるかのように今風のファッションに身を包ん

だ若い女性グループや力ッブルが訪れるようになって

いる。事業開始から 10年が経過し、アートの島とし

て知名度もあがり、雑誌、テレビのオファーは途絶え

ることがない。

平成13年度には

39.000人だった観

光客数(市営渡船利

食
・
グ
ル
メ

佐久島を紹介する雑誌

用客数)もここ数年右肩上がりで、平成22年度では

69.000人となり、毎年赤字だった決算額も初の黒字

となった。

平成22年4月には、島の玄関と芯る船のりぱも新

設。駐車場も完備された。 1日6便の船のダイヤにも

4本のパスがリンクし、アクセスの向上を図ることも

整った。
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アート作品「おひるねハウス」南川祐輝

島民がまだやれる、ときちんと目標をもって自分た

ちの島と向き合うようになり、これまでの「ないもの

ねだりJが「あるもの探しjへと意識が変わり、行動に
も現れ始めた。

また、交流人口が増えたこと

で、民宿など観光業にたずさわ

る次の世代のUターン者や、カ

フェを開業する若者の|ターン

者も現れた。

次へのステッブとして、島で

の生活基盤を確立し、人口の流

出の歯止めをし、定住人口を増

やしたいと考えている。
環
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アート作品を手入れするワークショップ

三 ã~~~]ll.~wl~;II，

169.163人

160.34Km2 

三河・佐久島アートプラン2H祭りとアートに出会う島J
平成13年度

西尾市・島を美しくつくる会

予人 口

F面積
>>事業名

浄 事業開始年度

E事業主体
連絡先
西尾市地域振興部佐久島振興課

E謂 0563-72・9607(直通) 1m0563司72・3731
Gl!llII www.japan-net.ne.jp/̂benten/ 

そ
の
他

85 



滋賀県 湖南市

こにゃん市まちづくり事業
観光振興と動物愛護思想の普及を図る

行った。こにゃん市に現実社会を反映させる試みの一

つである。この秋には、猫と同じように保護された犬

湖南市内には、滋賀県動物保護管理センターがあり、 の救済を目指す「こわん市長選挙Jを実施した。
また、それを運営する滋賀県動物保護管理委員会にも

湖南市長が役員を務めるなど、動物愛護の機運が高ま

りやすい土壌がある。また、近年、猫駅長に代表され

る動物による観光振興が盛んであるが、湖南市でも、

湖南三山を始めとする観光振興に重点を置いており、

それを更に発展させるためには、市自体の知名度の高

まりが必須であった。湖南市観光物産協会では、乙の

両者を取り結び、観光振興と動物愛護思想の普及を図

ることを目的として、バーチャルシティ「こにゃん市J
をネット上に立ち上げた。

平成23年4月に観光振興と動物愛護思想、の普及を

図ることを目的に、湖南市観光物産協会が、バーチャ

ルシティ「こにゃん市」を立ち上げ、その中で、猫の代

表を決める「第 1固とにゃん市長選挙Jを行った。選
出された猫は、キャラクタ一化するなど

し、市の観光振興のPRに活躍している。

さらに、平成23年6月には湖南市に所

在する滋賀県動物保護管理センターで

保護された猫を市議会議員候補猫とし

て「第 1回こにゃん市議会議員選挙Jを
実施し、全国かう投票を受け付けた。ま

た、投票と併行して候補猫の譲渡希望を

受け付け、候補猫とマッチングした譲渡

希望者へ猫を譲渡した。夏には、 HPの

来訪者には市民登録ができるようにし、

)¥ーチャルシティとしての機能を強化

した。夏まつりといった市内の大きな

イベントや市外のイベン卜にも参画し、

PR活動を行った。また、猫の回線で世

相を見るという猫川柳の募集・投票を こにゃん市長選挙当選授与式

86 

平成23年4月に事業を開始したばかりであるが、

第1回こにゃん市長選挙や、こにゃんキャラ絵を市内

小中学生に募集し、その中から選考された20作晶を

湖南市観光物産協会のWEBサイトで人気投票を実施

. 

-
e

・

•• •• 

こにゃん市HP

選挙



一一一一一一一一ー一一一-J 主主.
し、選ばれた絵を元にキャラクターを制作した。全国

的に珍しい取り組みであるととから、マスコミ等の注

目度も高く、 NHKiおはよう日本」をはじめ読売テレ

ビや関西テレビ、毎日放送といった在阪マスコミや共

同通信、朝日・中日・読売といった大手新聞社により

取り上げられた。観光物産協会WEBサイ トのアクセ

ス数も、今年度上半期のみで、昨年度1年間の十倍近

いアクセス数を記録した。市の広報P円としては、格

段の効果を発揮したといえる。

今後は「こにゃん市のまちJとしてより一層のPRに
努めるとともに、関連グッズの作成、市のイベン 卜等

に、こにゃん市長を登場させて「こにゃん市のまち湖

南市」のイメージを定着させ、観光振興と動物愛護思

想の普及を図りたいと考えている。また、湖南三山事

業やとなんマルシ工(湖南市の特産

物販売施設)事業といった現実に行

われている観光物産振興の取り組

みを、「こにゃん市」上でも展開した

い。具体的には、市民登録を受けた

ユーザーが、上記の施設で優待され

たり、また、マルシェ取り扱い商品

のネット販売を行う等の構想があ

る。このように、バーチャルシティ

である「こにゃん市Jのまちづくり
と湖南市における現実のまちづく

りとを連携させることで、湖南市の

より一層の発展を目指していくと

ともに、 IT社会の進展に対応した新

しいまちづくりの手法を全国に提

示させたい。

甲西駅30周年記念式典
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新たに「こわん市」 を立ち上げ

-E雪胃E冨ヨ..  寝室室開票軍司・

1.D'1"，.ril:il豆亘日

猫}II柳

:争人 口

:争面 積

》 事業 名

浄 事業開始年度

3・事業主体
連絡先
湖南市観光物産協会

E週 0748-71-2157(直通)1m 0748・72-9622
園田 http://www.burari・konan.jp/

55.268人

70.49Km2 

こにゃん市まちづくり

平成23年度

湖南市観光物産協会
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京都府 長岡京市

白黒竹食街道

伝統と革新のコラボレーション「食による街の活性化」

長岡京市では、長期化する不況や深刻化しつつある

後継者問題などの様々な社会的影響により低迷する地

域商居街と、地域経済不調のあおりを受ける観光関連

産業の、中長期的芯視点での活性化を図るため、様々

な商土業の発展や観光振興の充実を見据えた取組がな

されてきた。そんな中、平成21年度に実施された「観

光基礎調査」において、「長岡京市には、食にまつわる

観光ブランドがないJr名物が気軽に食べられるお屈
がないjなど、食がまちの活性化の鍵を握るという意

見が住民、観光客の両者から多く寄せられたことを受

け、「食jの検討会やイベントなどを経て、平成22年

11月、若手飲食居オーナー等が集まり、「食」でまち

を元気にするためのブロジ工クトを立ち上げた。当初

は、行政からの声掛けで始まった取組であったが、参

画した飲食屈のオーナーたちのモチベーションが高

く、自分たちのまちは自分たちで元気にするというコ

ンセブトをかかげ民間主体で活動を展開している。

長岡京市は古くから「竹Jr笥jのまちとしてのイメー
ジが定着し、特産物として様々な場面で「竹」や「笥J

を活用してきた。その内容は、食としての利用だけに

京都 ・長岡京竹だけプロジェクト実行委員会

春の観光イベン ト 「白Jvs r黒」 食対決 Ir白黒つけたろかリ

はとどまらす、「竹jをモチーフとしたまちのハード事

業の整備や「笥jのキャラクターを使ったソフト事業

の展開など多岐にわたり、市民や近隣住民にとっての

「竹(笥)Jの認知度は非常に高い状況にある。しかし

ながう、一方で、イメージが定着しすぎたととによる

「観光ブランドJとしての限界もあり、マンネり化した
「竹(笥)Jの活用法に新たな工夫を求める声もあった。

このような状況の中、立ち上げられた『京都・ 長岡

京竹だけブロジ、工クトJは、平成23年3月1日に 『白

黒竹食街道』事業をスタートさせた。現在では、市内

の約50庖舗の飲食屈が集まり 3つのルールにそった

「白黒料理jを提供している。

①「“笥"のイメージ力ラーである“白色"Jと、 「“竹炭"

のイメージ力ラーである “黒色"Jをアイキャッチと
した白黒料理にする

②「竹」や「笥Jにまつわる素材を使用する
①「長岡京市を食で元気にするJという思いに賛同し
て事業に参加する

“白黒竹食街道マップ"を市内外の各所で配布し、 参

加屈が一斉に“白黒竹食街道のぼり"をかかげ、「白も

んH黒もんj料理を提供することで「白黒竹食街道」事
業を展開している。また、春の観光まつり会場では、

rr白Jvsr黒」食対決!r白黒つけたろか!J.Iを実
施し、多くの住民や観光客で賑わうまつりを盛り上げ



た。さらに、市や団体などが実施する様々な事業やイ ることに成功した。マスコミからの注目度も高く、様々

ベントにも目黒ブースを出屈し、白黒竹食街道事業の なメディアへの露出が増え、昔から伝わる特産物が新

認知度アップに取り組んでいる。 しいスタイルでPRされるようになった。

また、この活動を通して、市内飲食居同士のつなが

りが生まれ、「食jという大きなくくりで様々なまちお

こし事業に取り組めるようになった。さらには、既存

の団体(商工会、観光協会等)とのコラボーレーション

事業が実現するなど、まちを活性化するための新たな

元々、その晶質の高さから市内外から人気の高かっ

た「笥」ではあったが、高級感のあるイメージにより比

較的年齢の高い層に好まれる傾向が見られた。今回は、
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ムーブメン卜が見え始めている。

「笥Jシーズンの終了とともにマスコミへの露出が
減少したり、旬素材を使用した料理の提供ができなく

なるなどの課題もあり、事業の継続・展開には創意工

夫が必要である。また、さらなる事業の発展を目指す

うえで、ご当地グルメの開発や地域特産ブランド化の

定着は必要不可欠であり、そのため

の活動資金の調達や人材の発掘な

どは大きな課題であるといえる。

本業である屈の宮業の合聞を

ぬっての活動であるため、一部のメ

ンバーだけに負担がかからないよ

う、実行委員会、参加居、行政、あら

ゆる立場からの協力が事業の継続

と発展の鍵を握る

白黒メニュー ガラシャそぱ 白黒メニュー 竹炭入り笥と牛スジのコ
ロッケ
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ということを念頭

に置き芯が5、今

後は地道な活動と

斬新なアイディア

で、市民や観光客

を巻き込んだ様々

な活動を展開して

いきたい。

ス
ポ
ー
ツ

白黒メニュー 竹炭のロールケーキ 白黒メニュー 竹炭入マーブル出し巻きと白黒八ン

パガ

三. ヨ ー三 官山田ー，

:争人 口 79.873人

:争面 積 19.18Km2

>>事業名 白黒竹食街道

:争 事業開始年度 平成22年度

>>事業主体 京都・ 長岡京竹だけプロジ‘工クト実行委員会

連絡先
長岡京市環境経済部商工観光課

E週 075-955-9515(直通) 1m075・951・5410
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兵庫県 篠山市

「ふるさと篠山に住もう帰ろう運動」フ。ロジェクト

一「篠山の時代」をつくろうー

京阪神の大都市圏かうほど近く、電車や車で1時間

ほどにあるにもかかわらす、篠山市には、今なお日本

の原風景ともいえる素晴らしい景観や豊かな暮らしが

残っている。しかし、市民意識の都会志向は根強く少

子高齢化の中で人口は減少傾向にある。

他方、篠山市には先人が育んできた「丹波篠山Jに込
められる食や農の魅力がたくさんある。これを内外

に発信することで地域ブランドを確立し、ふるさと篠

山に住む人、帰ってくる人を増やしたいと考えた。と

きは、市のシンボルである篠山城が天下普請により築

かれて400年を迎える平成21年を前にしてのことで

あった。

そこで、丹波篠山築城四00年祭をきっかけに、市

民 ・行政が一緒になって「ふるさと篠山に住もう帰ろ

う運動Jを展開し、「幸せは篠山の暮らしの中にあるJ
という新しい価値観をもって、「篠山の時代Jをつくろ
うと動き出した。

厳しい財政状況の中で丹波篠山築城四00年祭は、
市民の手で開催し盛り上げる「まちづくりの祭りJと

して位置づけられ、「暮らしと住まいJi歴史と文化Ji観
光」をテーマに、ここに暮らす人々や丹波篠山に魅力

.... 
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篠山暮らし案内所

日

を感じる人々とともに新たな価値を創造することを基

本理念とした。

なかでも、空き家の増加、耕作放棄地の増加、文化

財活用が不充分、ブランド化の立ち遅れ、高齢化・担

い手不足、厳しい財政状況などといった弱みを歴史的

な町並み、美しい田園風景、多様で豊富な文化財、豊

かな農産物、力強いコミュニティといった強みとして

捉え直して取り組んだ。

具体的には、神戸大学と連携しながら地域コミュ二

ティの再生と活性化を目指すまちづくり協議会の設立

支援。篠山らしい環境や景観を保全 ・創出する景観

法の導入や環境基本計画の策定。集落にある「宝jを

再発見する「丹波篠山の家Jの提案や歴史文化基本構
想の策定などを祭りと連携させながら進めた。特に、

定住促進に向けて「篠山暮うし案内所Jの設置をはじ

丹波篠山のシンボル篠山城跡 集落丸山 (集落 NPOによる古民家宿泊施設)

め、空き家パン

ク登録、古民家

再生、子育てし

やすい環境づく

り、ふるさと教

育の推進、企業

紹介、ふるさと

応援団 ・ふるさ

と大使芯どの取

り組みを総合的
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に行った。

まちづくり協議会は、市内すべての地区で設立され、

学童クラブの運営やボランティア輸送芯ど、それぞれ

の地域課題を自ら解決する動きが出てきた。また、環

境基本計画の策定や景観法の導入とあわせて、市民参

加型のお濠浄化プロジェクトゃれJPO法人集落丸山に

よる古民家再生ブロジ、工クトが動き出し、篠山城外濠

の清掃を行ったり古民家を活用した宿泊施設がオーブ

ンした。対外的には、全国各地で活躍する篠山に縁の

ある方を「丹波篠山ふるさと大使」に任命し、それぞれ

の活動を通じて篠山のPRに努めている。

このほか、丹波篠山築城四00年祭協賛事業では、
市民アイデアにより60団体77のイベン卜が主体的

に実行された。かつて賑やかだ、った西町通りを再現し

た「昭和縁日ときめき -夢 通りプロジェクトJ、国の
重要伝統的建造物群保存地区の妻入り商家群・河原町

通りの町家25軒では「丹波篠山-まちなみアートフエ

スティJ¥)レ」がそれぞれ開催され、こうした地域でお

屈を開いたり、移り住む人が出てきた。また、ゲンジ

ポタルの生息地である曽地中地区では、森林の保全活

動に取り組むNPO法人工ゴラ倶楽部と協力し、河川

に生い茂る竹林整備を行い、農産物の直売所が開設さ

れる芯ど、地域活性化にもつ芯がった。

さまざまな市民や行政の取り組みにより、平成22

年には過去最高の人が篠山を訪れるとともに、テレビ

や雑誌で数多く取り上げられ、 外からの視線が注がれ

ることによって、市民に誇りとまちづくりへの自信が

芽生えた。

日本の人口が減少週程に入り、多くの国民、市民が

利便性や効率性などの経済的な価値観に重点をおく中

で東京や大都市と競争するにはハンディが大きい。こ

のため、少子高齢化、人口の減少という当初の課題が

抜本的に解決されたわけではない。しかし、篠山で暮

らしてみたい、就農 -起業してみたいという話は確実

に増えている。また、篠山のよさを発見し、大人に芯っ

ても故郷の地で暮らしたいと考えている子どもたちも

増えている。

丹波篠山築城四00年祭というシンボりックなイベ
ン卜が終わって、今篠山市では食文化をキーワードに

した創造都市を目指している。地方都市の多くが画一

化、無個性化してしまった中で、篠山らしさを大切に

し芯がら、新しい篠山うしさを創造し内外に情報発信

していきたいと考えている。こうした創造的なまちづ

くりを通じて、市民が誇りと自信をもって暮うし、そ

の暮らしぶりを内外から評価されることで、観光を体

験交流に、そして定住促進へとつ芯げていきたいと考

えている。

観

光

食
・
グ
ル
メ

映
像
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
4

ン

ブ
ラ
ン
ド
化

昭和縁日ときめき夢通りプロジェク ト 丹波篠山 まちなみアートフェスティJ¥ル 篠山市マスコットキャラク
ター「まるいのJ

-E言首都歪ヨ..m事耳目1111司圃
》人 口 44.756人

》面積 377.61Km2 

》 事 業 名 「ふるさと篠山に住もう帰ろう運動」プ口ジ、エクト I .~.ノ
》 事業開始年度 平成 19年度

〉炉事業主体 篠山市

連絡先
篠山市政策部企画課篠山に住もう帰ろう室

mJ  079-552-5106 (直通) 1m 079-552-5665 
E遭遇 http://classo.jp/
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奈良県 橿原市

橿原・高市広域行政事務組合(橿原市・高取町・明日香村)
による映画製作および、映画を用いた観光PR事業
~住民参加型映画製作による地域活性化への取り組み~

橿原・高市広域行政事務組合(橿原市・高取町・明

日香村で構成される一部事務組合)では、圏域内の歴

史遺産群の世界遺産登録を目指す取り組みの一環とし
はね づ

て、飛鳥地方を舞台とした映画『朱花の月Jの製作を
行った。同映画の監督を手がけた河瀬直美氏は、当組

合の事業である飛鳥地方観光音声ガイドにて音声案内

のナレーターを担当したとともあり、圏域への関心-

理解が深い監督である。当事業は、飛鳥地方を是非映

像化したいという監督側からのオファーと、組合側の

世界遺産登録を目指す機運が合致したことにより、実

現に至ったものである。

当映画製作の目的は、 ①世界遺産登録に向けての飛

鳥地方の世界的な知名度・ブランド力の向上と、 ②地

元の魅力の再発見および観光誘客の増加による地域活

性化である。そのためにも、カンヌ国際映画祭に出品

するととは同映画製作における大きな目標の一つであ

り、河瀬氏は、カンヌ国際映画祭にて力メラ・ドール(新

人監督賞)やグランプリを受賞した実績もあるという

点で、非常に適任であると考えうれた。

はねづ

映画『朱花の月』は、地域・自治体の密接芯協力のも

と製作された映画である。参画において、地域活性化

の効果をより高めていくために、製作・展開の面で様々

な工夫を行っている。

①住民参加型の映画撮影
はね づ

映画『朱花の月』を製作するにあたって、地元の人々

の理解・協力は不可欠であった。映画の中では、地域

住民も多数出演しており、地元の協力のもと、極めて

自然な形で飛鳥地方が映像化され、表現されている。

また、映画製作の趣旨・目的について広く理解が得ら

れるよう努めることで、撮影場所となった家屋やス

タッフの宿泊所の提供など多くの支援を受けており、

映画製作のコスト削減にも大きく寄与している。

加えて、主演の二人には、撮影の一ヶ月程度前から

舞台と芯る家屋に実際に居住し、住民と積極的に交流

を持ってもらうなど、地域コミュ二ティに溶け込むよ

う努力していただいた。とれにより、圏域の魅力を内

部から伝える映画づくりが可能となっている。

②自治体による積極的参画

映画製作での自治体の役割は、単なる出資のみにと

どまらない。ロケーション等の情報提供・交渉業務か

ら撮影許可申請、出演者への協力依頼、一部広報業務

など、全面的な製作への参画を行うことによって、圏

域の魅力を最大限に引き出す映画づくりに積極的に尽

力している。

しかしながう、製作に際して自治体側かう具体的な

内容・撮影箇
.-2011 匂 'b;.，;1I叫I'.IIl肉ヤコJへ予~;..1.:..1!門dAm.l

li問

幽圃幽唖璽E彊
映画 『朱花の月j完成発表記者会見 映画 『朱花の月jリーフレット

所の指定等

を行うこと

はしていな

い。これは、

監督の自由

な撮影に委

ねることで、

映画自身の

完成度をよ

り高め、単な



奈良県橿原市

上子島神社（高取町）での地元住民との撮影 天の香久山（橿原市）での撮影の様子

風景の様子

る観光映画ではなく、多くの人々に永く愛されていく

映画を目指したためである。

はねづ

平成23年4月、映画『朱花の月jは、全世界の映画

の中からその年の20本に選出され、当初の目標であっ

たカンヌ国際映画祭に正式招待されるに至った。同映

画祭では、約60社の海外プレスからの取材を受け、

飛鳥地方の美しい風景は、映画を通じて世界へと大き

く発信されることとなった。国内においても、全国

37劇場での上映が決定しており（平成23年10月現

在）、新聞－雑誌等への掲載機会も多く、非常に大きな

宣伝効果を生んでおり、今後の観光誘客への影響力t期

侍される。

同時に、地元住民にとっても、自分達が暮うす地域

が映画化され、全国、ひいては全世界の人々に評価さ

れていくことを通じて、自分たちの地域の魅力を再認

第64回カンヌ国際映画祭への正式招待

－署胃E四 E回調書靖司・

飛鳥川飛石（明日香村）での撮影の様子

識し、地域を愛する心や地元への誇りを育むことへと

つながっていくと考えうれる。

また、同年9月の映画の公開に合わせて、観光キャ

ラパン隊を結成し、日本全国告地をめぐり、映画とと

もに飛鳥地方のPR活動を行う事業も併せて実施し

た。その中で、同時期に発刊される飛鳥地方の観光情
きわみ

報誌「極・飛鳥」と一体化したキャンペーンを行い、相

乗的な宣伝効果を図るとともに、映画で飛鳥地域に興

昧を持った人々が実際に圏域に訪れやすくするよう芯

動線づくりにも注力している。

125,493人

39.52Km2 

橿原 ・高市広域行政事務組合（橿原市・高取町・明日香村）
による映画製作および、 映画を用いた観光PR事業

平成22年度

橿原・高市広域行政事務組合

口

積

名業

人

面

事

》
》
》

》事業開始年度

浄 事業主体

連絡先
橿原・高市広域行政事務組合事務局（橿原市役所企画政策課内）

E謂 0744-21-1108（直通） Im 07 44-20-1528 
E遭遇Ihttp://www.city.kashihara.nara.ir〕／ataka/
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和歌山県 有田市

原産地呼称管理制度
選りすぐりのプレミアム有国みかんを公的部門で認定

にフランスワイン芯どでそのブランドイメージの確立

に成功している原産地呼称管理制度を生の果物に導入

和歌山県はみかんの産地として全国に知5れている でき芯いかの検討が始まった。

が、その中でも400年来の歴史と伝統を持つ有田み

かんは、古くから全国にその名を馳せている。有田市

の農業生産の90%以上を柑橘類が占め、その多くが

温州みかんである。

みかん農家の情勢は、全般的には消費の減少等によ

り非常に厳しい状況にあり、和歌山県の温州みかん

の生産量は、平成17年が195千トン、平成18年が

153千トン、平成19年が185千トン、平成20年が

174千トンと減少傾向となっている。有田市におい

ても他産地と比べると緩やかではあるが、同様に減少

傾向が見られる。

また一方では、みかん農家の高齢化が進み目つ後継

者もいないという課題も抱えている。有田市のみかん

農家戸数は、平成2年の1.618戸かう平成17年には

1.165戸と芯り、現在においても減少傾向となってお

り、組織形態においても農事組合法人が少なく、事業

組織としても大きな問題を抱えている。

そのような状況の中、「有田市の特産品、特に有田み

かんブランドをもう一度築きEし、需要を拡大してい
きたい。そうすることで、有田市民や有田市出身者が

地元に対する誇りを再確認し、地域の活力・活性化に

つなげていきたい。ま

た、頑張る農家・頑張

る生産者が実績を上げ

られる仕組みを作りた

い。Jという思いで、既

認証口ゴ 認定みかん PRポスター

「有田市で生産されたものJを自信と責任を持って
消費者にアピールすることにより、消費者の信頼を得

ながら生産者の生産意欲を更に醸成し、有田市産農産

物を更にフランド化していくことを目的とする。

[方策及び事業実施状況]

制度を運営する組織として、全体を統括する 「有田

市原産地呼称管理委員会」、認定みかんの基準を検討 ・

決定し、申請から審査までの運宮を行う「みかん委員

会J、官能審査を実施して認定品を決定する「官能審査
委員会j、認定申請されたみかん園地を現地確認する

「園地審査技術員」を設置。各委員は生産者、 流通関係

者、消費者、学識経験者、食に関する専門家芯どで構

成し、申請のあった商品について基準を満たすものか

どうかについて公正厳格に審査し認定する。

「大きさ・色・形」等の既存の規格ではなく、価値を

計る基準を「昧覚・栽培方法・生産方法」等に求める。

特に味覚審査は有田市出身者以外の食のブ口である官

能審査員が実食することによる「絶対評価方式」にす

る。農産物の体裁ではなく、味覚や生産過程に着目し、

本当に高い品質のものに対して長期的な視野でブラン

ド化につなげていく。

全国初の生の果実の認定であったので、認定基準の

策定や制度運用、抽出方法の検討に苦心した。木や個

体によってばらつきがあることは容認し、抜き打ち検

査等を実施することで対応することとした。

[H 22年度活動状況]

ブロジ、工クトチーム(制度設計、運用検討) 計12回

制度管理委員会 計1回

みかん委員会 計5回

園地調査 計4回
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そして、「消費者に

喜んでもらえる、美昧

しいみかんをつくろ

うリ と頑張る農家・

頑張る生産者がこの制

度を通して実績を上げ

ることで第一次産業の

活性化に繋がるものと

して期待している。
園地現地審査風景

全国でも初となる生の果物を対象にしたチャレンジ

であったため、認定基準の策定や制度運用、抽出の方

法芯ど検討に苦心した点も多く、抜き打ち検査等の適

正な実施や実際に初年度運宮してわかってきた問題点

に対する改善が課題となる。

今後は、消費者の回線に立った厳格芯制度管理 ・運

営を徹底していくとともに、市場や消費者等へのさら

なる制度PRを行うことで、市特産品の販路拡大や販
売価格の上昇に繋げていきたい。

また、温州みかんの果実以外に、農産物加工品等に

ついても、順次本制度の対象品目に加えることを検討

しており、平成23年度は有田みかんジ、ユースの認定

を目指している。

サンプル糖酸度検査 計3回

官能審査 計3回

関係機関、市場、農家等への説明会や打ち合わせなど

計 17回

官能審査風景
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平成22年度は3回の認定審査を行い、 13農家36

園地、 3団体3銘柄が認定された。実績としては約

170トンが認定みかんとして出荷され、市場で高い評

価をいただいた。

市の基幹産業であるみかんに関する先駆的な取り組

みということで、みかん農家のみならす一般市民の関

心も非常に高かったこともあり、制度設計や説明段階

から、震家、JA等農業関係機関、行政、議会など様々

な立場からの意見交換や協議が行われ「みかん」をテー

マにしたコミュ二ティー活動の活性化が図うれた。

事業の効果という点では、制度を導入したからと

いって目に見えて価格が大幅に上昇するといったもの

では芯いが、継続的に公的機関による厳しい基準を満

たす品質の良いみかんを市場へ提供していくことで、

有田市原産地呼称管理委員会認定みかんの美昧しさが

一般消費者にも広く認知され、新たな販路拡大や価格

上昇につなげるプラスのサイクルへ変えていくことが

期待される。
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認定マーク及びオリジナルダ
ンポ-)レ箱

原産地中入れチラシ

-医院s歪ヨB!i害畑町軍司冨E司・

浄人 口

浄 面 積

F事業名
>>事業開始年度

》事業主体

連絡先
有田市市長公室経営企画課・経済建設部有田みかん課

liD 0737-83・1111(代表)[内線:215・261] 1m 0737・82・1725
[mllI http://www.citY.arida.lg.jp/1くikaku/gennsanntilくoshou.html

31.575人

36.92Km2 

原産地呼称管理制度

平成22年度

有田市





6万5干人の来場があった。

平成23年度に開催した「とっとりパーガーフエス

タvol.3Jでは、県外28.県内10の合計38Qi舗が

平成22年度に開催した「とっとりパーガーフエス 出展し、一般の来場者と特別審査員の投票により「全

観

光

タvol.2Jでは、前夜祭としてrJ¥ーガーサミット」を
開催し、出展者間の交流と懇親を図った。更に、出展

者間の連携・意見交換・情報発信を行う組織として「全

国ご当地パーガ一連絡協議会」を立ち上げた。

ハンバーガーは、パン生地-異材・ソースの組合せ

によって無限の可能性があり、今後も、全国各地でご

当地食材を使った「ご当地パーガ-Jの開発・商品化
が進むことが考えられる。

この「全国ご当地パーガ一連絡協議会」において情

報を共有し、 各出展者の技術力向上を図り、「ご当地

J¥ーガ-Jを通じて全国各地において地域振興に繋が
ることを期待している。

御当地パーガーの数々

-E四E酒田憲司軍陣ヨ冒圃

国パーガーグランプリ」を決定した。

過去3年間、イベントの規模や内容を少しすつ進化

させ、グランプリを決するまでのイベントになった。

この3年間、プロモーション活動・情報発信の手法

等によって、イベントへの集客規模はいくらでも大き

くなることを実感した。

しかし、イベントを運営する上で、会場、駐車場、ア

クセス道路等インフラの規模に見合ったイベン卜の規

模が望ましく、このバランスを保つことが重要である

ことも実感した。

出展者、来場者、周辺の観光事業者それぞれが満足

したイベン卜と芯るには、課題や改善すべき点は多々

あり、急速に進化したものの完成はされていない。

また、イベントが大きくなると、イベントの開催が

目的となり、本来の目的を見失いがちになる。「ご当

地パーガー」をとおした「食のみやこ鳥取県Jの推進で
あり、まちの観光振興であり地域振興であり、イベン

トの開催はそのための手段であることを忘れてはいけ

ない。
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とっとりパーガーマップ
環

境

く〉
〈チ

139.5Km2 

とっとりJ'I.ーガーフエスタ全国ご当地パーガーサミット

平成21年度

ザ人 口 11，745人
与面 積

'.予事業名

古:p事業開始年度

.ザ 事業主体

連絡先
伯誉町商工観光課

E週 0859・68-4211(直通) 1m 0859・68・3866(代表)

とっとりJ'I.ーガーフエスタ実行委員会

CJ!:iiI http://houki-town.jp/ 
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島根県 雲南市

雲南ブランド化プロジ、エクト

「幸運なんです。雲南です。」を合言葉に合併6町村が一体化

雲南市は、平成16年 11月、島根県東部の中山間地

域6町村が合併して誕生した。東京23区にも匹敵す

る553knfという広大芯面積を有し、求心力のある大

きな町もなく、それぞれのまちが横一線。結果として

旧町村の意識が強く残り、市の一体感の醸成は、合併

当初からの大き芯課題となっていた。

また、出雲市の南にあることから、この地域は古く

から「雲南」と呼ばれてきたが、一般的には「中国の雲

南省」の方が圧倒的に有名である。そのため、知名度

向上も課題のーっとなっていた。

それらを解決するために取り組んだのが、雲南ブラ

ンド化プロジェクトである。合言葉は「うんなんJを
もじって「幸運なんです。雲南です。Jと決め、市内に
ある「自然、歴史、食、人jの幸(地域資源)に感謝し、

雲南ブランドロゴ

誇りを持って

まちづくりを

進めようとい

うコンセブト

で、平成19

年度か5ブロ

ジ、工クトに取

り組んでい

る。

.1幸運なんです。雲南です。j見える化作戦
平成19年7月に実施したキックオフイベン卜を契

機に「見える化Jに取り組んだ。「幸運左よんです。雲南
です。Jと大きくかかれたパスを走らせ、市内各地には
ポスターや看板を設置した。作成した写真集.WEB 

サイトでは、雲南市の素晴らしい地域資源を具体的に

示した。更に雲南市を舞台にした映画「うん、何?J、

映画にあわせたイベン卜やク、ツズ制作などを行った0

・子どもたちが「雲南Jを学ぶ
子どもたちの勤労観や職業観・ふるさとへの愛着等

を地域全体で育てることを目的としたキャリア教育プ

ログラムをつくり、雲南市に住む子どもとして最低限

学んでほしい地域の事柄を選び、全ての小中学校で学

ばせている。また、小中学生が夏休みに300円で市

民パスを乗り放題にできる「きよろパス」をつくり、子

どもたちが主体的に市内を巡り、地域を学べる環境を

つくった。

・地域一体化イベントの開催

例年10万人以上の人が訪れる雲南市で最も集客力

のある桜まつりにあわせて、市全域から食の団体があ

つまり「雲南食堂Jを開屈させた。普段は人通りの少
ない商白街の中に長さ100mのテープ]レを設置し、 空

き庖舗などに雲南の素朴でおいしい食を提供するブー

スを出屈し、商庖街は大盛況。市の一体感を醸成する

象徴的なイベントと

なった。また、子ども

たちも市内全域かうボ

ランティアに参加し、

イベントを盛り上げて

くれるようになった0

・「雲南」ならではの

商品づくり

ラッピングパス 一体化イベント「雲南食堂」

日本有数の生産量

を誇る「とうがらしJ



スパイスプロジ工クト

芯どを活用したスパイスブロジ、工ク卜をはじめ4つの

ブロジ、工クトをたちあげ、地元素材を使った農商工連

携事業を推進し、ヒット商品を生み出している。また、

この活動には70団体が参加しており“みんなでつく

る|うんなんのほんもの"を合言葉に業界の垣根を越

え、大き芯市民運動になっている。

当初、 「この不況下になにが幸運だJと批判をうけ発
足したブロジ、工ク卜も、今年で5年目、市内にじわじ

わと定着してきた。

映画「うん、何つ」に感激し、わざわざ雲南市で婚姻

届を出したカップル、市内全小中学校で行う「弁当の

日」で地域食材の素晴らしさに気づいた子どもたち、

遊休施設を改修してでき

た食材にとだわる農家レ

ストラン、今まで地域の食

材に興昧がなかったのに

「地域の素材が個性、それ

が武器に芯る」と言いだし

たケーキ屋さん・ーー。

雲南の良さを感じる子

ども達、地域資源を活かそ 就労体験をする子供たち

うとする大人たちは着実に増えている。ブロジ、工ク ト

はこれらのことに大きく寄与してきたのである。

観

光

5年目を迎えたブロジ、工ク卜は浸透する一方で、新

鮮昧を失い風化していく。市民の共感を得られる新し

い「見える化Jが必要であると考えている。
特に平成24年度は、中国自動車道までの高速道路

の開通があり、また、古事記編纂かう 1300年にもあ

たる年でもある。古事記に記されたヤマタノオロチ伝

説の伝承地が数多く残る雲南市としては情報発信のま

たと芯い機会であり、日本で唯一残る永代たたら「菅

省たたら山内」の3D映像化やブランドWEBサイト

改修などに取り組んでいる。その他、神話にちなんだ

市民参加の演劇作晶づくりやスイーツづくりなど、こ

の期間に神話・歴史資源の活用を集中的に展開し、雲

南市の認知度向上を図ることとしている。

さらに、学生や子どもたち、地域貢献をしたい若者

など、地域に新たな力をつなぐ交流活動・ネッ トワー

クづくりも重要な取組みと考えている。市内外の交流

による口コミの効果はソーシャルネットワークの普及

により、影響力を増している。今後、市の所縁のある

方や応援していただける方との新たな紳づくりに取り

組んでいきたい。

食
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-E軍事歪ヨ.. ヨ1ヨ~薯藷司・
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映画の撮影風景
環

境

く〉
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》人 口

》 面 積

》 事 業名

》 事業開始年度

》 事業主体

連絡先

42，957人

553.4Km2 

雲南ブランド、化プロジェクト

平成19年度

雲南市

雲南市政策企画部政策推進課
E週 0854-40-1011 (直通)1m 0854-40-1 01 9 
lmII [雲南市HP]http://www.citY.unnan.shimane.jp/ 
[雲南ブランドWEB]http://www.co-unnan.jp/ 
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広島県 呉市

シティセールス推進事業
つなぐ手に海・技・人が光るまち 呉

呉市は、広島県の西南部に位置し、戦前は海軍工廠

のまちとして、戦後は、瀬戸内工業地域の中心的都市

として発展し、日本の経済成長を支えてきた。

平成17年には、海軍工廠で培った科学技術を後世

に伝える「呉市海事歴史科学館（大和ミユージアム）J

が開館し、これまでに650万人を越える来館者が訪

れている。

また、同年には周辺8町との合併が完了し、これま

で「ものづくりのまち」だった呉市に、農水産業を中心

とした島しょ部が加わることにより、新たな魅力を持

つ地域に生まれ変わった。

このように多くの資源を手に入れた新生呉市で

は、その魅力を広く全国に発信していきたいと考え、

シティセールスに取り組むことになった。

i題留露盤鞠S団副
ます、平成18年度に、呉市の都市イメージを知る

ため、都市ブランドの調査・分析を行った。また、呉

市ゆかりの人から様々芯意見をもらうため、キーマン

ヒアリングを実施して意見をとりまとめた。その中で、

呉市には「海jや「戦艦大和jというイメージが定着し

大和ミユーシ、アム

ているものの、全国的な知名度は低いということがわ

かってきた。

平成19年度には、事業推進のための基本方針を定め、

続いてシティセールスの拠り所と芯るキャッチフレー

ズを公募した。全国から、 5.456件の応募があり、そ

の中から「つなぐ手に海・技－人が光るまち」が選ばれ、

口ゴマークも作成した。とのキャッチフレーズを広め

るため、横断幕や懸垂幕を作成し、市民センターや公

民館芯どで掲出している。また職員の名刺や公共の印

刷物には必すこのロコ、マークを入れるとともに、呉市

の広報番組でも使用して認知度の向上に努めている。

平成20年度からは、シティセールスのガイド本を

作成するため、情報収集と整理を行っている。その中

で呉市の魅力を7つに分類し、それぞれの特徴をピッ

クアップしている。特に「戦艦大和Jや「ものづくり」、
「グルメJや「観光スポットjのように、みんなに知っ
ておいて欲しい基礎知識とともに、「言い伝えJや「）＼
ワースポット」、ちょっと笑えるような小さなネタも

掲載したいと考えている。この本の最後には、 O×ク

イズまで盛り込んで、呉市のことを話題にするときの

手引き書になるように整理していこうとしている。

つなぐ手に海・技・人が光るまち

キャッチフレーズの口ゴマーク

呉市を支えるものづくり（造船）



一人一人がシティセールスを担う大きな力になると考 うボランティアガイドになった人もいて、市民レベル

えている。 の動きが出てきている。

呉市は、現在、市民協働に取

り組んでおり、各地区の住民も

自分たちが住んでいる地区のま

ちづくり計画を策定する芯ど、

住民主体のまちづくりを進めて

いる。シティセールス推進事業

が、この市民協働の流れと連動

し、前述の「知って・好きになっ

て-自慢する」という市民セー

ルスマンの養成に繋がっていく

ことに期待している。

呉市のシティセールス推進事業は、現時点では多額

の広告費等を使うものではなく、市民一人一人がセー

ルスマンに芯るという取り組みを中心に進めている。

地域住民に直接呉市の取り組みなどを説明する「出

前トークJという制度の中に「もっと知って|くURE(呉
の魅力)Jというテーマを加えて、地区の自治会、婦人

会で説明したり、子ども向けのプログラムも作成し、

小学校を訪れ、子どもたちに呉市のととをわかりやす

く説明したりして、ふるさとのことをもっと知っても

らうように取り組んでいる。

呉市をPRするには、ます市民が呉市のことを知る

ことが第一。我が町のことがわかってくると、好きに

なってくる。そうすると、人に話して聞かせ、自慢し

たくなる。これこそがシティセールスの根本を支える

ものだと考えている。

広告宣伝費を使い、市外への情報発信していくこと

も基本的な施策のひとつだが、住んでいる人が話す我

が町自慢は、聞いている人の心に直接響く。今は、イ

ンターネットが発達し、ブログやツイッター芯どを使

い、個人で情報発信ができるように芯ったので、市民

呉市は平成24年10月1日に、市制 110周年を迎

える。この記念事業への取り組みは、旧呉市と合併町

の紳を深めるチャンスだと考えている。シンボルイベ

ントは、呉市全体を巻き込んで行う大きなものになる

が、住民自らが作り上げる地域イベン卜は、それぞれ

の地区が持つ歴史や風土を反映した特色溢れる内容に

なっている。

市制 100周年のときは、大規模なイベン卜や式典

等を行い、周辺町にも協力してもらったが、合併する

前だったため、周辺8町には当然「我が町・呉jという

意識はなかった。しかし、このたびの 110周年は、同

じ呉市民として、一緒にお祝いをすることに在るので、

ふるさと意識を高め、我が町・呉のことを好きに芯る

きっかけになって欲しいと考えている。

また、平成24年1月からNHKの大河ドラマで放映

されている「平清盛jは、呉市にある音戸の瀬戸を一日

で切り聞いたという伝説が残っている人物である。乙

のタイミングを、市内外へ呉市をPRする絶好の機会

と捉え、様々な取り組みを行っている。平清盛をテー

マにした公開講座にも多くの市民が参加し、その中か

観
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市民が整備したプロムナード

-・E三首都歪:~副司~';.. ~同調・・

平清盛田招像
環
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244.714人

く〉
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予人 口

:::?面積
::;:・事業名

古r事業開始年度

353.84Km2 

シティセールス推進事業

平成18年度

呉市も事業主体

連絡先
呉市総務企画部企画情報課

mJ  0823・25-3226(直通) 1m 0823・21・8849
ロJ!lJIhttp://www.city.kure.lg.jp/ 
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山口県 萩市

萩市産品パワーアッププロジ、エクト事業

萩市産品を首都圏等の大消費地にPR・拡販!

萩市は平成17年3月6日に、 1市(萩)2町(田万

川町・須佐町).4村(旭村・福栄村-川上村・むつみ村)

で合併し、新「萩市jとなり現在に至る。

萩市の産業別就業人口は、第一次産業16.2%、第二

次産業19.6%、第三次産業64.1% (平成17年国調)

となっている。萩市は全国有数の観光都市として有名

だが、第一次産業の就業者数や生産額のウ工一卜は高

く、県下でも有数の農林水産業地域と位置づけられて

いる。

しかし芯がら、状況は「田園将に蕪れなんとすjであ

り、第一次産業をはじめ先行きが見通せす、ために漁

業従事者の75%以上が50歳を超える状況になるな

ど、後継者の確保が困難という悪循環が続乙うとして

おり、その対応が必要となっていた。

さらに、観光業においても「萩まちじゅう博物館と

いう構想Jを軸に観光振興を図るが、観光地間競争芯

どにさらされ厳しい状況が続いていた。

萩市特産品パワーアップブロジ工ク卜事業の目的

は、農林漁業従事者の所得向上であり、そのために次

のような取組を行った。

①首都圏百貨居 ・食品専門白及び業務用需要のへの販

路開拓

②萩市産晶プロモーションツールの整備及びPR活動

③低利用・未利用魚種を活用した新商品開発

この取組で大切にしたのは、プロダクトアウトでは

ないマーケットインの視点である。

ますターゲットであるが、本事業の目的が生産者の

所得向上であることから、価格にあまり左右されない

実庖舗での試食アンケ ト

の二一ズを知る食品スーパーのバイヤーの他、飲食関

係者並びにマスコミ関係など、 在京者の協力のもと、

デザインやパッケージ、芯どを選定していった。

さらには、首都圏スーパー芯どに実際に商品を持ち

込み試食によるアンケー卜を実施し、商晶について多

くの消費者から意見聴収も行った。

また、情報発信においても、当事業を理解していた

だけるよう各出版社やマスコミへ積極的かつ継続して

働きかけた。

「金太郎J(標準和名:
ヒメジ)という魚。こ

れまでは地元でもあま

り重用されておらす、

地元の食卓で食べられ

る程度で、魚、価も 1キ

ロ当たり200円前後

で取引されるような魚

食材にこだわりを持つ層に絞り、エリアもますはその だった。

ょう芯層が最も多いと考えられる首都圏に絞った。 しかし、フレンチの

そのうえで商品開発では、タ ゲットとなる消費者 高級魚として重宝され オイル・ルージユ



る「jレージ、ユjの近縁種であるというサプライズな部 事業者が復活させたり、「オイル・ルージ、ユJ（金太郎
分、そして愛らしい名前とそのオリジナル性が、地道 のオイル漬け）というこれまでの金太郎の加工品では

に働きかけを行っていた雑誌社やメテ‘ィアの自に留ま 考えられなかった洋風の加工晶が登場するまでになっ

り、マスコミ告社で取り上げ5れるようになり、今で た。

は高級フレンチやホテルなどでも取り扱われるまでに 結果、現在では、魚価は1キロ当たり350円前後ま

なった。 で上昇するなど魚価の上昇がみられるまでになった。

また、地元飲食店には、金太郎を目当てに来る観光

客が現れるように芯り、お店側もこれまでの金太郎の

料理法とし

ては考えら 魚、価の上昇や観光客の来訪など成果が出つつある

れないお刺 が、これうの事業予算の多くが国や市からの助成に支

身や力ル えられている。

）＇＼ッチョ芯 昨今、行政の予算も大変厳しく、このような支援が

どで提供す なくなった後もしっかりと事業継続ができる体制づく

るところも りが今後の課題であろう。

増えてき その課題を解決するためには、現在、水産業を中心

た。 に事業を展開しているが、農林業でもこの取組を進め

さらに、 るとともに、「震林×水産j並びに「萩市×他地域」と
1; 
，シ

近年、姿を の連携も視野に入れた検討を行うことが必要と考え
i ヨ

L三
消していた る。

金太郎の－ 多種多様なヒ卜・ モノが、消費者回線を忘れす‘連携

夜干しであ を深めていくことで、消費者に喜ばれ、生産者が笑顔

る「桜干し」 に芯る新た芯アイデアも生まれるのではないだろう

金太郎パスタ を地元加工 か。

金太郎桜干し

三.＇：ュ・ E；乳 ，，

》人 口

：争面 積

》事業名

：争事業開始年度

：争事業主体

連絡先

ス
ポ
ー
ツ

金太郎工スカベシユ
環

境

勺
q' 

54,506人

698.79Km2 

萩市産晶パワーアップブロジ‘ェクト事業

平成21年度

萩市 そ
の
他

萩市商工課萩ブランド流通開発室

E週 0838-25-3811（直通） an 0838-26-0116 
CIJ!llll http:/ /seamart.axis.or.jp/contents/jizakana-mottainai/index.html/ 
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徳島県 阿南市

野球のまち推進事業
地域で盛んな「野球」で活性化を目指す！

平成19年に関係者がその完成を待望した「アグリ

あなんスタジアムJ（徳島県南部健康運動公園内にナ
イタ一照明付両翼100m中堅122mプロ野球の試合

も可能）が完成したことと、独立リーグ徳島球団（徳島

インディゴソックス）の阿南市進出芯どから、阿南市

では、政財界が連携して「野球のまち阿南推進協議会J
設置し野球によるまちづくりに着手した。

地域で盛んな野球を一つの産業として捉え、全国規

模の野球大会の開催や大学野球部の合宿の誘致等の事

業に取り組んで来た結果、ある程度の成果を達成する

ととができたので、平成22年4月に全国初となる「野

球のまち推進課」を設置した。

四国は野球の盛んな地域として有名であるが、その

中でも本市は、現在、少年チームが19、中学9、少年

硬式1、高校4、高校軟式上一般36、壮年9、実年2、

還暦9、古希1、早朝10、ナイタ－8のチームがそれ

ぞれの野球連盟に登録し活動している。少年から古希

まで、早朝から夜間まで市民に野球というスポーツが

浸透し愛好されている。

野球は比較的年齢に関係なく楽しむことができる競

技であり、競技力を競うよりも楽しむことに重点を置

いた、生涯スポーツとしての取組が盛んになりつつあ

ることから、まちづくりに活かしたいと考えている。

' • 

／／ ＼  

唱［1~

！？、－~....喧4ヨタ
アグリあなんスタジアム アグリ開場スタンド風景

1 全国規模野球大会開催と誘致

野球大会の開催は、各地の野球連盟等によるボラン

ティアによって開催されている。しかし、昨今の経済

事情と人材の高齢化等もありその運営に苦慮してい

る。本市では、そういった悩みを野球連盟・行政・商

工関係者が連携することにより大会を円滑に開催でき

るようにしている。

2.野球観光ツアーによる集客

野球を楽しむという目的を持った観光。何年も一緒

にチームを組んで競技をした経験のある人であれば、

誰もが考えるととは、「球友と一緒に旅をして、人生を

語りあい、できれば旅先で地元のチームと野球ができ

たら最高リである。阿南市はこの夢を叶えるために、

プロ野球もできる球場で、スコアボードに名前を入れ、

ウグイス嬢に名前を呼んでもらう、という最高の舞台

を用意した。また、試合のあとは、地元チーム等との

歓迎交流会が待っていて、地元の料理を楽しみながら、

阿波踊りを堪能するととができる。

3. 野球のまち推進事業を支える取り組み

野球大会を運営するには多くの人材が必要（審判員・

放送員・記録員 ・係員等）となる。現在32チーム8会

場の運営を目標に取り組んでいるが、かなり不足して

いるので審判員・放送員・記録員の養成を行っている。

4 野球関係グッツの展示

地元出身の水野雄仁さん（池田高校～巨人軍）のユ

ニフォーム等市民の皆さまかうお寄せいただいたク、ツ

全国でも珍しい野球諜の設置



最近市民のみなさんから激励や励ましのお言葉をい

ただくことが多くなった。タンスの奥に眠っていた

野球のユニフォームを探してきて、展示して欲しいと あなんくん

観光ツアー阿波踊り 野球観光ツアー

ズが250点余りになった。

観光ツアーで本市に来たチームから選手全員のサイ

ンの入った監督のユニフォームも多数寄せられるよう

になり、これらの展示についても本市の新しい名所と

なるよう創意工夫を凝らした計画を立案中である。

5 合宿誘致と市民の協力

本市は、 温暖な地にあるため春先の野球合宿地とし

ては適地であるととから、「アグリあなんスタジアムJ
が平成 19年にオーブンしてから、関係者に働きかけ、

平成20年度かう近畿学生野球連盟に所属する大阪市

立大学硬式野球部の毎年春と夏の約60名の合宿を誘

致した。また、 今年の3月には、全国高校選抜大会に

21世紀枠から出場した新潟県佐渡高校が合宿を行っ

た。雪国のチームの練習場所として、甲子園に比較的

近いという本市の立地条件を活かした取り組みであり

今後の発展に期待したい。

6. r野球のまち阿南」を活かした商品の開発
阿南商工会議所・県南菓子工業組合と連携し「野球

鰻頭 ・球(きゅう)Jを商品化した。野球大会で訪れる

人達のお土産等、その波及効果にも期待したい。

-E雪沼E歪ヨ.. 認ヨヨ酉匪軍司・

持ってきて くだ

さる方も増えた。

全国的な野球

組織かsr野球の
まち阿南」を応援

したいという申

し出もいただく

ようになった。

地球の向こう

側のオーストラリアから、「野球のまち阿南Jでマス
ターズ大会を開催したいという要望も来ている。

野球というスポーツは、日本人の一番好きなスポー

ツであるだけにその広さは計り知れないぐらい広い。

取り組み方一つで「野球のまち阿南」を全国に通用す

るブランドにできるかもしれない。これからが勝負だ

と思っている !

観

光

食
・
グ
ル
メ

映
像
フ
ィ
ル
ム
コ

ツ、ン
J

ン
野球によるまちづくりのソフト画については、ある

程度の方向付けができてきているが、アグリあなんス

タジアム以外の施設の整備と、野球を核とした観光商

品の開発等新しいアイテ、アも必要になってくる。何よ

りも大切なことは、より多くの市民に「野球によるま

ちづくりについて」理解しもらうことが成功への道で

あるという確信をもって、今後とも努力を続けて参り

たい。

ブ
ラ
ン
ド
化

環

境

く〉
~ 

-b人口

百・面 積

:争事業 名

主:・ 事業開始年度

》 事業主体

連絡先
阿南市産業部野球のまち推進課

mJ  0884-22・1297(直通) 1m0884・22・6772

77.521人

279.47Km2 

野球のまち推進事業

平成22年度

阿南市 そ
の
他
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香川県 観音寺市

観音寺・伊吹いりこ普及推進協議会
うららの(伊吹)島の「いりこ」から、地域の活性化ヘ

讃岐といえば「うどんj、そのうどんに欠かせないの

が、濃厚で旨昧の強い「いりこだし」で、観音寺市の沖

合3里(約 10キロ)にある伊吹島は古くかう「いりと」

が名産であったものの、そのブランド力を活かせてい

なかった。

平成21年末に聞かれた伊吹漁業協同組合の忘年会

で、「伊吹いりこ」を使用した酒の飲み方が紹介された

ことがきっかけとなり、地元酒造メーカーにおいて、

いりと酒に適した「おいしい酒」を開発することとなっ

た。また、地元旅館では漁師から習った「いりこ酒」を

お客に振舞ったところ、評判が良かったととなどから、

素材としての「いりこjとしてだけでなく、「いりと酒」、

「いりこ料理Jを観音寺市の新しいブランドに育て上
げ、地域活力の向上につなげようとする動きが本格化

した。

観音寺市民にとって「いりこ」は、あまりにも身近で、

その良さをこれまで意識していなかった。そのため、

観音寺市の特産品である「いりこJの持つ要素を再認
識するとともに食育を行うことで、地域の活性化やま

ちづくりを推進することとした。いりこの素材を生か

いりごといりと酒

した料理の普及 ・開発、いりこ等の特産品を活用した

イベントの実施及び観音寺いりと酒の普及等に取り組

み、平成22年8月には漁協をはじめ、市や商工団体、

観光協会などが参加する横断的な組織「観音寺 ・伊吹

いりと普及推進協議会」を発足し、 次の普及 .PR活動

を展開している。

1 観音寺伊吹いりこの普及

(1)伊吹漁協による伊吹いりこの地域団体商標(地

域ブランド)の申請

(2)いりこ酒の普及

2 いりこ祭り等のイベン卜の開催

(1)いりと料理の試食会

いりこ酒マイスター制度

いりこの PR活動



(2)いりこ酒マイスター講習会

(3)第 1固いりこ祭り

(4)いりこ提灯

3 いりこと特産品を使ったいりこ料理の開発(8級

グルメ等)及び紹介

(1)試食会

(2)小学校での研究発表

(3)食育部会によるいりこ料理の講習会 まだまだ「伊吹いりこ」の知名度が低いため、地元か

(4)これまでの告種団体の取り組みとの連携 う盛り上げる取り組みが必要である。いりこ酒や料理

(商工会議所青年部のB級グルメ企画として伊 を食べられる屈が一目でわかるよう「提灯」の製作や

吹いりこを使った「おむすびJをコンビ二工ン
スチェーンで販売。おさかなフ工スティJ¥)レで

は、漁協との連携によりイベン卜を開催)

(5)お土産等の商品開発

(いりこせんぺい、いりこクッキ一、いりこ酒の

素、実りいりと酒)

伊吹いりとの差別化を図るための講習会、子どもた

ちに郷土料理の普及を図るなど、 (本市酒造メーカー

が、地元・伊吹島産のいりこを使用した「実りいり乙

酒J、「いりこ酒の素」を発売。)地域を挙げて、伊吹産
いりこの消費拡大、地域の活性化に取り組んでいる。

また、平成22年2月に地域団体商標(地域ブランド)

第1固いりこ祭り(いりこ料理)

-E罪寝室ヨ"::111宿署主宰司・

とすべく登録を申請していたが、平成23年度に「伊吹

いりこjとして商標登録することができた。さらに、

横断的な組織の発足により市民への理解や、他産業と

の連携が期待できるようになった。

いりこ酒マイスター制度芯どに取り組んでいるが、さ

らに伊吹いりこを核にした地域活性化策を関係団体が

中心となり、市民を巻き込みつつ展開していく必要が

ある。

また伊吹漁業協同組合では「伊吹いりこjを普及推

進するため、中小企業と連携した製品を開発し、地元

イベン卜や県外物産市、見本市などに出展し、販路開

拓を行うなど「いりこJを再認識し、地産地消を促進す
るなかで、地域の活性化につなげようとする動きがあ

る。

さらに、いりこを通じ観音寺市、伊吹島を知っても

らうなど、観光に結び付けるためには、観音寺を訪れ

ないと体験でき芯い様々芯仕掛け、イベント等の企画

が必要になってくると考えている。

いりと会席料理

く〉
〈与

予 人 口 63.706人
予面 積

ヨ:・事業名

》事業開始年度

〉任事業主体

連絡先
観音寺市経済部商工観光課

E謂 0875・23-3933(直通) 自国0875-23・3920
ロ耳目Ihttp://www.citY.kanonji.kagawa.jp/ 

117.47Km2 

観音寺・伊吹いりと普及推進協議会

平成22年度

観音寺・伊吹いりこ普及推進協議会

観

光

映
像
フ
ィ
ル
ム
コ

ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
ド
化

ス
ポ
ー
ツ

環

境

そ
の
他

107 



ー 一 QUUZ @Qー←一一一一一一一一-=一一一-

108 

高知県 南国市

長宗我部元親ラリー
ゲームファンヘ情報発信、地域や事業の連携につなげる

当観光協会では、県外観光客や若い世代への集客が

以前からの課題であった。

平成22年は、 NHK大河ドラマ「龍馬伝」が放映さ

れた年であり、上記の観光客を集客するチャンスで

あった。 そこで、同年 2 月 20 日~5 月 31 日、市内の

龍馬ゆかりの史跡をめぐってクイズに答え、はがきで

応募する「南国幕末史跡・花めぐり」を実施した。「龍

馬伝」は好調、高知県へ来る観光客も増えたにもかか

わうす、このイベントの参加者は非常に少ない数にと

どまった。チラシを観光施設等に置くだけなど情報発

信力の弱さが課題となった。

「南国幕末史跡・花めぐり」終了後、今度は長宗我部

元親に関するイベン卜を行うことになった。長宗我部

元親は四国をほぼ統ーした戦国武将で、居城は現在南
おこう

国市の「岡豊城Jであった。ゲーム芯どをきっかけに、
戦国ファン、長宗我部ファンとなる若い女性が多いと

とに注目した。
おこう

岡豊城跡には現在、高知県立歴史民俗資料館が建っ

ている。平成22年5月には歴民館主催で「第 1団長

宗我部フェスjが開催され、コスブレ大会や戦国グッ

ズ販売を行って好評であった。

「南国幕末史跡・花めぐりJと同じ結果に終わらせ
ないために、たどりついたのは、インターネットの活

用と、大手ゲームメーカー「株式会社力プコンJへの協
力依頼であった。

長宗我部元親ラリーの目的は、長宗我部氏と南国市

の知名度アップ、「長宗我部元親=南国市」というイメー

ジをつくり、県外観光客の集客を図るととであった。

参加者はパンフレット掲載の史跡から最低5ヶ所を

まわり写真撮影。南国市観光協会あてにメールで送信

すると応募完了となり、後日抽選で景晶が当たる。携

帯電話で気軽に応募できる形態は若者かう好評を得

た。

しかし本ラリーが成功した理由として最も大きいの

は、株式会社力ブコンの協力者E得たことだろう。株式

会社力ブコンは、近年の戦国ブームの火付け役ともい

えるゲーム「戦国BASARAJシリーズを開発し、若い

年齢層のファンを全国に多く持っている。今回、チラ

シや景品に「戦国BASARA3Jのキャラクター画像

を使用することや、戦国BASARA公式HPIご当地情

報Jのページから南国市HPI長宗我部元親ラリー」の
ページにリンクを貼ることで、ゲームファンやネット

ユーザーを主体とする若い長宗我部ファンに全国発信

することができた。

もちろん、課題もあった。「写真を南国市観光協会

に送信し、 5枚で一応募Jというのは今風であったが、
当協会にはノウハウが芯かった。平成22年は職員が

一枚す、つ写真を確認し、 5枚そろった時点でキャラク

タ一待ち受け画像をおまけとして添付した「応募完了

のお知らせメール」を手動で返信していた。この作業

には非常に時間がとられたため、平成23年は11枚の

長宗我部元親ラリーPR用チラシ(H22 土佐の戦国史跡巡りと元親ラリーの合同開会長曾我部元親などのコスプレイヤーと若武者も
年度) 式 (H23年度) とちか君 (H23年度)



写真で一応募Jとし、おまけ画像はチラシからQRコー
ドを読み取ってダウンロードすることで解決した。

平成 22年 7 月 31 日~ 8 月 31 日にかけて行った本

ラりーの参加登録者数は392人となった。そのうち、

県外かうの参加者が約 6 割、 10~ 30代の参加者が約

8割を占めた。

これまで長宗我部氏に関するPRは、居城のあった
おこう

本市岡豊地区と、初陣像の建つ高知市長浜地区とで

今後も、参加者に飽き5れ芯いように内容を工夫し

ながら、本ラリーを継続開催して集客-情報発信して

いきたいと考えている。

さ5に、単なる元親ファンへのイベントとして終わ

らせないために、新たな活性化事業や他事業とも連携

していくことが必要である。

本ラリーで同意が得5れた参加者には、「南国市観

光サポータ」に登録してもらうようにしている。南国

市観光サポータには、南国市の観光イベントをメール

食
・
グ
ル
メ

別々に行われてきた。本事業では行政区にとうわれす、 で配信するほか、特産品開発のモニターにもなっても

両地区の史跡をラリーの撮影ポイントに設定した結

果、両地域での交流が増え、連携したイベン卜も可能

になった。

好評であった本ラIjーは平成23年も企画した。平

成23年は、期間を9月17日~翌年 1月15日までの

4ヶ月間に延ばし、長宗我部氏と戦った高知県下の戦

国武将ゆかりの史跡をめぐる内容に芯っている。チラ

シは宝の地図風に作成し、ゲーム感覚で楽しめる。対

らっている。そのほか、観光商品の開発にも役立てた

いと考えている。現在は年に数度、イベン卜前のメー

ル配信がメインだが、今後、自前の集客と情報発信網

として確立させていきたい。

また、平成23年6月にガイド組織「南国市観光案内

人の会Jが発足しているが、これを活用するととも考
えたい。南国市の観光資源には、長宗我部元親のほか、

えんたい

人物としては紀貫之や坂本龍馬、戦争遺産の掩体、龍

映
像
フ
ィ
ル
ム
コ

ッ
シ
コ
ン

象と芯る史跡は全部で9ヶ所あり、めぐった史跡ごと 馬の先祖の地である才省などがある。これうのガイド

に、その地の特産品が抽選で当たる可能性がある。こ をイベントの中に取り入れることで、参加者が楽しめ

のことにより、平成22年のラリー参加者も、飽きる るだけでなく、ガイド組織自体の認知度もあがること

ことなくもう一度参加できること、また、高知県全体 を期待している。

で長宗我部氏の魅力を

発信できることを期待

できる。再び株式会社

力ブコンの協力を得う

れたこともあり、平成

23年11月1日現在、

こちらは県内外329

人が参加登録してい

る。
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ツ

元親ラリー初陣編のコースをガイドとともに歩く

タクシーにマグネッ トシートを張り付けPR(H23年度)企画の実施風景 (H23年度)

-E軍事軍司a覇軍ヨ罰冒E司・

環

境

く〉。
》人口 48.966人

》面積

:争事業名

活・事業開始年度

予 事業主体

連絡先
南国市観光協会

E週 088-880-6560(直通) 1m 088-863-11 67 (代表)

125.35Km2 

長宗我部元親ラリー

平成22年度

南国市観光協会、高知県立歴史民俗資料館

(lJ!IilI http://www.citY.nanlく01くu.kochi.jp/

そ
の
仙
川
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福岡県 みやま市

あいさつ日本一宣言都市 みやま市
あいさつ日本一運動で温もりある街づくり

みやま市J;を全会一致で採択。周年7月に「あいさつ
推進準備室」、 9月に市の告種団体の代表による推進

みやま市は、平成19年1月29日に3町(瀬高町、 委員会を設立し、運動の推進に取り組んでいる。

山川町、高田町)が合併して、誕生した市である。

合併後、聞もない平成20年6月市教育長は、みや

ま市社会教育委員の会に対して、少子 ・高齢化の急速

芯進行、住民意識が高度化・多様化し、子どもたちを

取り巻く環境も大きく変容する中、特に家庭教育力の

低下が懸念されることに鑑み「家庭教育のあり方jに

ついて諮問を行った。周年12月社会教育委員の会は、

家庭教育の原点はあいさつにあるとの認識に立ち、あ

いさつを中心とした「家庭教育のあり方Jについて答
申をおとなった。

乙の「家庭教育のあり方 あいさつ日本一宣言都市:

みやま市J(答申)をきっかけに、あいさつ運動を展開
する機運が盛り上がりを見せ、翌21年の3月議会に

おいて、みやま市議会は、「あいさつ日本一宣言都市

「あいさつ日本一宣言都市みやまT引をアピール

するために、あいさつボランティア協会と連携した「小

学生あいさつチャンピオン大会Jを毎年11月に開催
している。そのほか、市内の小学生・中学生それぞれに、

あいさつワッペン、あいさつバッジを無償配布。一般

市民向けに、あいさつパッジの斡旋を行い、その他協

力団体に対しては、あいさつの峨旗の設置をお願いす

るなど全市民への啓発活動・広報活動を行っている。

また、毎月 1日.15日を「あいさつの日jとして、市

の中心やJR駅や西鉄駅、各小学校などでの街頭あい

さつ運動を展開している。

本来あいさつは、

強要されるもので

はなく、あいさつを

交わすことにより、

お互いの気持ちが

よくなる基本的芯

コミュ二ケーショ

ン手段である。ま

推進室の設置 チャンピオン大会 た強引な事業の取

組みや、事業分担で

は、運動の展開は望

めない。地道に、各

団体・組織が、自主

的な運動を続ける

ことによって、運動

の広がりを見せる

ことが大切である。
τr・E

-直-
三円‘mJ

推進委員会の結成 ワッペン登校



l ---==----~~ -~ ----------~---~---~--------~- -------~--_._._-- ニニ品品謹墜2wl

あいさつ運動の広がりは、早晩になせるものではな

い。本年度は、小学生チャンピオン大会をはじめ、現

在取り組んでいるものを継続し、新た芯取組みとして、

1月には、初めて大人のチャンピオン大会も予定して

いる。一方で、あいさつ運動を展開する中での課題も

見えてきた。

①小中学校の学校外でのあいさつ運動・校内でのあい

さつ運動が浸透しつつある反面、校外でのあいさつ

が今、一歩である。放課後の近所の人や見知らぬ人

にあいさつできるかが今後の課題である。

②あいさつ日本一運動推進委員会の各種組織聞の連

携:告組織・団体・事業所等は、それぞれ独自の取

組みを行っているが、今後は、告組織が互いに協調

した運動体制を期待したい。

③全世代でのあいさつ運動の展開・幼稚園・保育園、

小学校、中学校、高等学校、各職場-地域へと成長

に合わせたあいさつ運動の展開が求められるが、現

在のところ、高等学校については、推進委員会に未

加入で、弱い部分であり、今後加入を呼びかけ、

全世代での運動推進としたい。

市が実施した次世代育成支援活動計画(H22

策定)に向けた実態調査において、市民の約7

割が「子育てがしやすい、どちらかといえば子

育てがしやすい地域」との回答を得た。今後と

も、あいさつを通して、さらに温もりを感じる

みやま市になれるよう「あいさつは、いつでも、

どこでも、だれにでも」を合言葉に、あいさつあいさつ運動を全国的に展開している、「みんなであいさあいさつ日本一の
つをしよう会」かう表彰 垂れ幕 運動を継続することが肝要である。

「あいさつ日本一宣言都市 みやま市Jとしてのあ
いさつ運動は、次のとおり徐々にではあるが広がりを

見せている。

①あいさつ運動参加の団体、個人での立番啓発等の増:

1日.15日の市内要所の立番啓発の箇所数の増、

参加の団体数 -個人数が増加している。

②あいさつ運動推進費の予算化'平成22年度よりあ

いさつワッペン・あいさつバッジの小中学生への配

布等、市は30万円の補助金の予算化を行った。

③みやま市あいさつ日本一運動推進委員会の組織化:

市長・議長をはじめ、教育委員会・行政区長・あい

さつボランティア協会・小学校長・中学校長・市

PTA連合会・女性倶楽部等の各種団体の代表によ

る市内でも指折りの大きな推進組織ができた。

④子ども達や市民のあいさつの変化:市民の閏で、朝-

タあいさっする人が増えた。告小中学校への来校者

より、さすが「あいさつ日本一ですね。」との声が聞

こえるように芯った。

⑤市職員があいさつ運動の模範:ます、市役所職員が

あいさつ運動の模範に芯るように、市役所各庁舎で

の始業時のあいさつ放送(あいさつをしようの旨)

かう業務をスター卜させている。

こうしたあいさつ運動の広がりは、地域で希薄になり

初九砂 L京ろ正22'SF

つつあるコミュ二ティの再構築や家庭での親子関係の

あり方、子どもたちの規範意識の高まりや自尊感情の

形成へと繋げながう、今後さらに、住民同土が親近感を

持ち住みやすい温もりのある街になることを期待する。

圃寄寓E四E闘酉ME~軍事置

主:・人 口 41.531人

:字面 積 105.12Km2

:争事 業 名 あいさつ日本一宣言都市みやま市 I A 
:争事業開始年度 平成22年度 I 1'1， ~ 
F事業主体 みやま市あいさつ日本一運動推進委員会 ・v 
連絡先
みやま市総務部企画財政課企画係

m:J0944・64-1504(代表・直通)[内線:344] 1m 0944・64-1507
回国 http://www.city.miyama.lg.jp
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佐賀県 佐賀市

動両(映像)を活用したシティプロモーション事業
映像コンテスト、イメージアップCM、徐福関連ビデオ

佐賀市では、これまでも告部門において様々芯行政

情報の発信を行ってきたが、平成22年度に高度な専

門的スキルを持った広報専門員を雇用し、市政記者へ

行政情報を提供する際、より専門的な手法で内容の見

せ方や伝え方をコーディネー卜するようにした。

その結果、以前に比べて新聞、テレビなどにより多

くの行政情報が取り上げられるようになり、効率的、

効果的な情報発信が可能となった。

平成23年度からは、広報専門員の映像関係のスキ

ルを生かし、本市が保有する様々な魅力(食・文化・

芸能・自然など)を活用した「佐賀市映像コンテストJ、
「佐賀市イメージアップCM制作」、「徐福関連ビデオ

制作」によるシティプロモーションを行う乙ととした。

佐賀市映像コンテストチラシ

" ・....."".'...静.，・・・8・....“.， ・・d・....，..帽j・.‘噌刷網"・・.. 
......・.....・且L.....・.，・・...........-..........-....ー..山町開一日.. ...u・・"・r'.''''・・・..........・...-・会・・..・同""" _ .. ・・・~ .， .• .. ・・・・同網.......
.... ・ ........... . ， . . ' .剛一…・ ・……….~.... ...句"・・.“・.....，・・....・.......，....，.・・........-......・"".. “・・・・冊・.........銅山川町・ .~.... ....・・・ ・四日... .....・....・..・...・...叩・"，...蜘・・・・・H・.........い....・・8・l・h" 山町・・.，九..........・.，....・ ........._..'M ・..'"

ー・聞・ "・....・町 一……m• 
.・・840-1501.."'Il'lI.''I帽市岡醐 .11..11>..岡鳳 '.問.."'_:l:;'''̂時
一 一…一一…一一

1 佐賀市映像コンテスト

rOiscover Saga (佐賀再発見)Jと題し、佐賀市
内外の人たちに佐賀市の多彩な魅力をプロモーション

ビデオとして作成してもらい、佐賀市の魅力を映像を

通して再発見しようとするものである。

作品形式は、ド、キュメンタリ一、ドラマ、記録、アニ

メーション、 CG等の動画で、作晶の長さは、本編5分

以内で募集している。

なお、入賞作晶については、賞金(金賞20万円、銀

賞10万円、特別貰5万円)を授与する。

また、入賞作晶は市の広報映像として活用し、佐貫

市ホームページ、佐賀空港や福岡市内の大型ビジョン

などで動画配信を行う予定である。

2 佐賀市イメージアップCM制作

佐賀市が保有する様々芯魅力を素材に、佐賀市を

PRする映像CMを制作し、市ホームページや各種メ

ディア等を通じ全国に情報を発信する。

3 徐福関連ビデオ制作

徐福は、今から約2200年前、中国秦の始皇帝の命

を受け、不老長寿の薬を求めて日本を訪れた。佐賀市

には、多くの徐福にまつわる話がある。そこで、中華

人民共和国、大韓民国及び圏内に向けて、佐賀市が徐

福とのかかわりが深い地であることをPRするため

に、佐賀市、中華人民共和国連雲港南・慈渓市、大韓

民圏西帰浦市にお

ける徐福ゆかりの

地とそれぞれの徐

福とのかかわり

を紹介した日中韓

3ヶ国語による宣

伝OVOを作成し、

告種団体に配布す

る。

佐賀市映像コンテスト応募作品の内容確認 中国徐福ゆかりの地を取材するスタッフ



佐賀市映像コンテスト

映像コンテストの公募は、地元マスコミでの告知の

ほか、コンテスト情報誌やポータルサイ トで全国へ向

けてt情報発信を行った。その話題性だけでも、市内外

への有効なシティプロモーションに芯ったと考える。

今後は、映像撮影を目的とした市への訪問者の増加が

期待できるとともに、入賞作品を各種媒体で配信する

ことにより、市のイメージアップを図りたい。

また、行政以外からの回線で佐賀市を見つめてもら

い、これまで行政側があまり認識していなかった市の

魅力を発見することができれば、今後の市のPRに活

用していきたい。

2 佐賀市イメージアップCI\~ 制作

映像コンテストとは逆に、行政側からの視点で佐賀

市の魅力を映像で表現したCMを制作し、映像コンテ

ストのコンテンツと補完しあいながら情報を発信でき

れば、より効果的芯佐賀市のイメージアップにつなが

るものと考える。

3 徐福関連ビデオ制作

徐福については、 日本以上に中華人民共和国や大韓

民国での知名度が高い。

今から2200年前の中国秦時代に実在した徐福を

テーマに、日本・中国・韓国を舞台とした映画 ・ドラ

マの制作が現実昧を帯びてきている。全国に20数箇

所点在する徐福伝説地の中で『徐福ゆかりの地佐賀j

をアピールし、映画・ドラマの撮影の舞台として誘致

できれば、佐賀市の知名度の向上とイメージアップを

図ることができる。
観

光

佐賀市映像コンテスト

他のコンテストの状況をみると、何年か継続し知名

度が上がっていかないと応募作品数も増えないし、作

品自体のレベルも上がっていかないようである。 24

年度は、 23年度に行ったコンテストの告知方法など

の有効性を十分に検証し、応募作品の質と量の向上に

努めたい。

2 佐賀市イメージアップCM制作

CMを制作する場合、静止画よりもCGなどを使用

した動画で制作するほうがよりインパクトのあるもの

に仕上がるが、当然費用も余計にかかる。今後、限う

れた予算の中で動画での制作を維持していくために

は、行政側からCM内容の企画提案や素材の提供を行

う芯ど、コスト削減のための工夫を行っていく必要が

ある。また、 23年度は、制作したCMを各種媒体で配

信するための費用もかなりかかっているため、費用対

効果を意識した媒体の選別を行っていきたい。

3 徐福関連ビデオ制作

今後は、全国に向けて効率的lこ情報を発信していく

ために、ユーチューブ‘

やユーストリームな

どの新しい媒体も利

用し、できるだけコス

トが掛からない有効

な方法を検討してい

きたい。
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ベストアメ二ティースタジアムで佐賀市CM放映中 佐賀空港で佐賀市CM放映中

園芸Jr.l~歪沼田:IIfJ電霊回蝿軍司圃
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234，926人
431.42Km2 

動画(映像)を活用したシティプロモーション事業

平成23年度
佐賀市

》人口

》面積

三:・事業名

::任 事業開始年度

》事業主体

連絡先
佐賀市総務部秘書課広聴係

E週 0952-40・7024(直通) 1m 0952-24-3463 
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長崎県 島原市

島原市特産品創出事業
島原のこらやっちゃよかばい事業

本市には優れた農水産晶はあるものの、ブランド晶

として価値向上推進の動きが鈍く、土産品などとれま

での定番商品についても新たな動きはあまり見5れ

す、これまでの本市特産品の特長として、伝統的なも

のや土産晶として利用されている商品が多かったた

め、消費者の購買意欲を掻き立てる商晶が欠如してい

ると考えられた。

雲仙・普賢岳をはじめ、島原城や武家屋敷など、多

くの観光資源を有する本市にとって、特産晶の質の向

上は急務であると考えられたため、地域経済の活性化

を図ることを目的として、島原の顔となる特産品の創

出を推進するために島原市特産品創出事業制度を創設

し、事業を開始するに至った。

理を対象として実施している。

事業開始当初は、特に優秀芯商品に対し、「ゃっちゃ

うまか大賞」として賞金50万円を、優秀な商品に対し

ては、「こらうまか大賞」として賞金20万円を贈るこ

ととなっていたが、相談や問い合わせはあったものの、

結果的に応募がなかった。

その結果、応募者にとって魅力ある事業ものとする

ため、平成21年度から、 「ゃっちゃうまか大賞」の賞

金を 100万円に増額するとともに、「こ5うまか大賞j

の賞金を5万円に減額して実施したところ、 多くの応

募があった。

また、事業開始当初は、商品部門のみで実施してい

たが、出品商品に料理が数多く出されてきたため、平

成22年度から新たに料理部門を設け、商品部門と料

理部門に分けて審査を実施した。(ただし、 料理部門

についての表彰は、優秀な商品に対して贈うれる「こ

らうまか大賞J(賞金5万円)のみ。)
審査方法及び表彰については、専門家による審査と

本事業については、島原市内に本社又は本屈を置く、 市民モニターによる満足度調査を実施し、受賞商品を

中小企業者、組合等及び市民(個人又はグループ)を対 決定している。

象に実施しており、「商品部門」については、新商品ま 受賞者に対する受賞後のサポートとして、商品の魅

場軒汗(1)1・""".. 司回沼:cJI!'-jill匝.唖晶"'，
-眼の・となる裕直昂の・幽を測量進、実園しさま，-.
みなさんが聞宛レTt.c.自.の新砲畠.il!l鹿島.ま疋..の食"
を伺いた剥還を<50るって...ください.お待ちしています.

...~ .. の包のが、鏑尼r;:""t..1:!・，u~'e.rall修￠滴i!lEilll l..ol:!・a. el:!. 
門町内・・・ヨIC...使mレ足細.で椅ζ・nた包のζついて・・閉じまY.
ロ叩
1目
的…"'"一回……
守山・・…一一山地M叫同山町叫【..1;1.::"'.....1'1IJ'.) 出・"."._V:t:OS<<1岡崎町民
間間
……闘として…

ロ・・・・
… ………一…
叩畑町山噸日間目。"
一一帽〈皿皿m

~崎一一0・・‘-...圃酬明0<0<__
，……………・"..，
閣と圃

'輔副
…・，..…..陣100Jl!ll'J
・-，ζ.，~船舶 2由同四

2 ・・・肉
・四 'C6~lJÞlI'.~・ 2四回四

，~ヨち・う-，Þ1e:日い箇Jel:!ca rζ らうanい・ を受買さず1疋~C俗、... 
... ・ヵ・J包・・晒・""'~質問翌週."います.
ロ7t'ltof"ー岨…一民ヨーヨーIH'1-tOv rl'lnU  
・ヲ〈机聖書....，ぃ.‘戚ζ，.，..司
0・・‘~・・……，、曲目…レピヌ向叫岨田町一軒闘い
"《山町九回 z・，。開.

企a・lllIi
。‘_..&23a'IMSl日〈局》
C港・0"附唱.. 鴻.舟‘に.，‘'‘<l!e1ol.【舗遜・3

・柑岡~-bl'(-9 (t1rtnlf_d<u伺伽・""・h・.o).t!''=>
。タワシロード<・...

C凋幽.・・剤師・・a同・嶋温麗盛クルーフ
時 1噌即閣官劇1327..

"'"・'"維輔1111 f'A.X儒梅市抱
...・・・・・.ウzプ宅，イトr・・.ら."ゆもの』で..，・a・.D........してい曾す
乙らやっちゃよかばい事業案内チラシ

たは既存の商晶を 力向上、販売戦略等について助言を行うアドバイザー

改良した商品で、

ある程度量産可能

芯ものとし、農林

加工晶、畜産加工

品、水産加工品、

菓子類、陶磁器な

どを除くその他の

商品を応募の対象

としており、「料

理部門」について

は、原則と して、

島原市内産の震畜

水産物を使用した

麺料理または井料

派遣や、商品を広く市場へアピールするための販路拡

大補助金を交付できるようにしている。

最優秀賞である「ゃっちゃうまか大賞J(賞金100
万円)を受賞した商品はまだ出ていないが、これまで

に20者42品目の応募があり、 6者6晶目が優秀賞で

ある「こらうまか大賞」を受賞している。

事業開始から3年が経過したが、 続けて応募される

事業所や事業所内でク、ループを作って応募商品の開発

を競わせるなど、新商品開発に意欲のある事業所が出

始めており、今後は事業所閏での競争意識が高まると

ともに、技術の向上が予測される。
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また、審査

の際に出され

た意見や感想

などについて

も、商品ごとに

取りまとめて

出品事業所に

フィー ドパ ッ

クしており、そ

うした意見や

!曹洞などを基 H 22年度受賞商品眉山の龍黒ご H 22年度受賞商品 島原ローストオイルサーディン
に商品の改良 ・ まひじき麺

改善を行ったり、品質の向上に努めていく事業所が増

えていくことが予測される。

さらに、これまでは、自社商品のみの販売しか行わ

れていなかったが、 受賞商品を数種類組み合わせ、詰

め合わせ商品として販売する事業所も出てきており、

今後も受賞商品の取り扱い居舗が拡大していくことが

見込まれる。

島 11.田週明抜かれた逸品をn~'.

『島原のこらやっちゃよかl心、事業』
優秀賞受賞商品

島原市は、島原の繍となる特産品の創出を推進.糞凪し、 地岨経

済の活性化を図ることを目的に、 島原市特産品創出事量f島曜の

こ句や勺ちゃよかばい事量Jを実睡しています. 島原か ~ P.>

Ji~t省
平成22年度受賞
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現在、 「商品部門」と 「料理部門Jの2部門で実施し
ているが、これまでに最優秀賞である「ゃっちゃうま

か大賞」を受賞した商品が出ておらす、支援制度を活

用した事業所もない。また、「商品部門jについても、
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事 人 口

》面積

》事業名

》事業開始年度

:争事業主体

連絡先
島原市産業振興部物産流通グループ

E謂 0957-68-1111 (代表)[内線 :573] 1m 0957-68司1232

48.387人

82.78Km2 

島原市特産品創出事業

平成20年度

島原市

回国http://www.yokabai-shimabara.com

これまで食べ物しか出品された例

が芯いため、 今後は、 様々な商晶が

数多く応募できるよう部門の見直

しゃ受賞後の支援制度の見直しな

どを行い、より効果的な事業推進を

図っていく必要があると思われる。

また、新商品の開発には、 費用と

時聞を要する場合が多く、現在の社

会情勢を考えると、開発したくても

できない状況が発生していること

が予測され、 今後、応募が少なくな

ることが考えられるため、 今後、ど

のようにして応募を確保していく

かが課題であると思われる。
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大分県 別府市

別府「食j観光推進プロジェクト
ご当地グルメで別府観光の底上げを!

平成20年、それは「おおいた国体Jの開催の年であ
り、全国から多くの選手が別府市に集結する。選手た

ちが別府に来て何を求めるか|と考えたときに、やは

り「食」であろう。それも高級食材ではなく、安くて、

美昧しくて、ボリューム満点のものを食べて良い記録

を出してもらいたい、という思いが高まった。

幸いにも別府市は観光地という土地柄、一流の料理

人が集まり互いの腕を磨き、旅館では最高の素材を最

高の料理で提供してきた。そんな料理人が町へ出て独

自の昧を追求し、市民、観光客に愛される庶民的な料

理もたくさん生まれ人々の舌をうならせてきた。数あ

る料理の中か5、地域性、歴史・文化性あふれる料理、

特に「別府とり天」と「別府冷麺」を取り上げ、食を活

かした観光振興、別府「食」観光推進ブロジ、工ク卜がス

ター卜した。

冷麺団

し、マスコミ等の取材

時に素顔が明かされ

ると居舗選定等に影

響を及ぼすのではな

いかという懸念かう、

扮装をして登場する

ようになった。それ

が「とり天BメンJで
あり「冷麺団Jである。
この怪しい感じがう

け、キャラクター化さ

「とり天Jは昭和初期に別府のレストランで提供さ れ、着ぐるみを製作す とり天Bメン
れたものが最初と言われ、大分県の郷土料理として認

知度が高い。一方「別府冷麺Jは、戦後旧満州、|から伝え
られたと言われ、そば粉入りの自家製麺と和風ダシ、

自家製キムチというのが一般的な特徴である。

本ブロジ、エク卜ではます食べ歩きマップを製作する

ことに力点を置いたが、そこでポイン卜となるのは約

30名かうなる「とり天BメンJr冷麺団」の存在である。
マップ製作のためには、どのお屈で提供され、その

昧は、ルーツは、とい

うことで、実際に缶百

舗を食べ歩き、調査し

なければならない。そ

の調査は、とり天、冷

麺好きの市民有志が

るに至った。

マップに続き食べ歩き企画に取り組んだ。平成22

年度は25居舗を、平成23年度はとり天、冷麺に加え、

女性を意識した「プリン」に「温泉Jも加えた35居舗
を食べ歩く「スタンブラυ-Jを実施した。これによ

り、特にブログなど情報発信力の高いマニア層へのア

ブローチができていると考えている。

これらの活動に注目が高まる中、平成22年3月、

口一ソンの呼びかけでタイアップ商品「別府冷麺」の

開発を行なった。冷麺団が6固にわたり試食を繰り返

し、麺の太さ、固さ、トッピングなど試行錯誤を重ね

て完成させた。その名も「別府冷麺団監修 別府冷麺」。

)¥ッケージにはキャラクターも登場した。7月末から

約1ヶ月という短期間ではあるが、九州内の口ーソン

冷麺園、 とり天Bメンマスコット 担っていった。しか 923庖舗で販売され7万食を売り上げた。平成23年
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度も更に改良を重ね、 6月末から9月末の長期間にわ

たり販売され12万食を超える大ヒッ ト商品となった。

また、とり天もセブンイレブンとの共同開発を行な

うことと芯り、これも肉の部位、下昧、衣のはがれ具

合などの研究を重ね、平成23年2月9日(肉の日)よ

りとり天Bメン監修の「大分名物とり天」が発売され

た。こちらは大分県内のセブンイレブン8016舗で5

月末まで販売し、 2万食を販売した。

これまでの取り組みを通じて次の3点について効果

が見出せる。

1 告居舗の集客増'マップ、食べ歩き企画、取材等

により来客者が伸びることで各自舗の売り上げ増に

つ芯がっている。マップ等に掲載している庖舗はい

わゆる観光客向けのお屈ではなく、長年にわたり市

民の胃袋を満たしてきた地域住民向けの届舗が中心

である。ますは市民がリピー卜するととで地域経済

の活性化へ直結する。

2 観光客の誘引 缶百舗の情報を観光客が知ること

になり、観光客が普段行かないような地域や居舗を

訪れる機会になる。地域に根付いた居舗だからこそ、

地域と観光客との交流も生まれる。また、観光客が

消費する交通機関、観光施設、温泉、宿泊など観光

産業への波及効果が図られる。

3 ブランドの創造・と

り天や冷麺が告種媒

体を通じ全国へ情報

発信されることは、日IJ

府の名前が全国へ広

がることである。老舗

の温泉地であり年配

者や家族連れの観光

客が多い別府におい とり天食べ歩き

て、旅行における重要

なコンテンツであるグ

ルメが加わることで、

若年層にまで情報が伝

わることになる。新た

な別府のブランドイ

メージの創造は別府観

光の底上げ、そして新

たな来訪者別府ファ

ンの獲得に結び付くも

のと考えている。

観

光

別府冷麺

映
像
フ
ィ
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本プロジェクトは、とり天Bメンや冷麺団といった

形で市民との協働のスタイルは作っているものの、行

政中心の感は否めない。しかし行政主導には限界があ

り、継続性を考えると事業者の関わりが重要となって

くる。現在、個別に連携をとっている事業者はいるが、

業界としての盛り上げを作っていくことが今後の課題

である。

情報発信の面では、九州内では一定の認知度は得5

れてきたが、全国的にはまだまだ、というのが現状で

ある。引き続き様々なメテ‘ィアを通じて情報発信を行

い、本プロジ工ク トの目的である「別府に訪れて」もら

えるように取り組んでいきたい。

三.圃，..彊 ~iill:r; lii

ブ
ラ
ン
ド
化

スタンプラリー記者発表

》人口

》面積

》事業 名

》事業開始年度

:争事業主体

連絡先
別府市ONSENツーリズム部観光まちづくり課
E週 0977之1・1111(代表)[内線:4435] 1m 0977・23・0552
lIl!lllI http://www.bepputoriten.com/ 
http://beppu.reimen.info/ 

120.069人

125.382Km2 

別府「食J観光推進プロジェクト
平成20年度
別府市
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宮崎県 国富田1

「真冬のたなばたj及び「光り輝くまちづくり」事業
星空のキャンパスに輝く! きらめきイルミネーション

21世紀まちづくりフォーラム(以下「フォーラムJ)

は、まちづくりをテーマに、職場も年齢も異なる町民

が参加し、誇りを持てる夢のあるまちづくりを目指そ

うと平成5年8月11日に結成されたまちづくり団体

で、町内の各種イベント等への参加・研究により、子

どもから高齢者までが楽しめる元気のあるまちづく

り・夢のあるまちづくり・美しいまちづくりを目指し、

先進地視察等により、メンバーの自己研鑓・地域交流

に努めてきた。

フォーラムメンバーが主体となって開催している

「真冬のたなぱたj事業は、役場庁舎周辺に 11月下旬

から 1月中旬まで、毎年約 10万球のイルミネーショ

ンを設置し、 12月にはイベン卜も開催する手作りの

事業。平成12年から実施された商士会の「光り輝く

まちづくり」事業(県道宮崎須木線沿道街路樹にイル

ミネーションを約20万球設置)とともに、イルミネー

ションが輝く街の光景は、すっかり本町の冬の風物詩

と芯った。
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真冬のた芯ばたーチラシ

真冬のたなぱた実行委員会は、フォーラムが主体と

なって、町青年団、婦人会、商工会青年部、町内の高校

生ボランティア、その他のまちづくり団体など、多彩

なメンバーで構成され、イルミネーション設置・撤去、

イベント運宮のすべてを業者に委託せす、自ら行って

いる。

クリスマス時期には、太鼓やダンスチームの出演に

よるステージイベントを開催し、サンタさんからのプ

レゼン卜、町内の家庭・企業を対象にしたイルミネー

ションコンテストの表彰も行う。暖かな光で見る人の

心を癒すことをコンセプトとし、派手ではないが心に

残る配置を、設置時から意識している。また、イベン

トの最後に行われる花火大会では、花火とイルミネー

ションの光の共演を楽しめ、一見の価値がある。

様々な団体が共同で作業することにより、お互いの

協力・連携を高めることに役立っている。同じ町内の

まちづくり団体同士が協力し合い、新たなイベントを

生み出す効果もあり、イルミネーションコンテストは

町内全域にイルミネーションを波及させてきた。また、

イルミネーションの設置状況



三三三竺日立立ごと土一一一」旦里.'

真冬のたなぱた実行委員会による設置

イルミネーションイベン 卜を町の風物詩として定着さ

せた効果も高く、毎年、メディア等からの問い合わせ

が多くあり、遠くは首都圏や近畿圏などからの問い合

わせ ・写真提供の依頼がある。事業の効果として、数

値的にハッキリとしたものはないが、来場する力ッブ

ル、親や祖父母に連れられて「光のトンネル」ではしゃ

ぐ子供達の様子には心温まるものがあり、イルミネー

ションの光のみな5す、来場者を含めた光景そのもの

が訪れた人の心を育んでいる。

人口減少・事業の長期継続による参加者の固定化等

に伴い、参加人数の確保に苦慮している。また、マン

ネリ防止策として、今後も新たな取組を実施していけ

るかも課題。平成22年は宮崎県内の口蹄疫被害への

配慮による中止も懸念されたが、鎮魂の意昧も込めて

例年通り開催した。平成23年は東日本大震災による

節電の影響により期間-時聞を短縮して開催。グリー

ン電力証書の活用や太陽光発電の導入なども検討した

が、まちづくり団体の手作りイベン卜のため、潤沢な

三. ヨ ::::..... 1盟 主包 ー~~

予算がなく、蓄電の面から困難な点もあり、導入

は見送った。今後も環境保護の観点、から積極的に

LED球の導入などの取組には、引き続き取り組ん

でいく。

また、将来的に婚活イベン トを実施する案もあ

る。参加男女がイルミネーション設置等の共同作

業によってお互いのコミュ二ケーションを図り、

作業後のイルミネーション点灯式では、お互いの

雰囲気を盛り上げてくれること間違い芯い。成

立した力ッフルには、是非、町内に住んでもらい、

人口減少・少子化の歯止めに一役かつてもらいた

いと、光り輝くまちづくりへの希望はふくうむ。
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「真冬のたなばた」
環

境
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》人 口 20，576人

》面積

:争事業 名

古・事業開始年度

:争 事業主体

連絡先
国富町企画財政課

mI 0985-75-3111 (代表)[内線:235] 

130，7101くm2

「真冬のた芯ぱた」及び「光り輝くまちづくり」事業

平成5年度

21世紀まちづくりフォーラム

1m 0985-75・7903
lIElII http://www川 n.kunitomi.miyazaki.jp/modules/contentO03/index.php?id=17
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一一時十-当型型些」品謹」

鹿児島県 出水市

新・ご当地グルメによる観光まちづくり事業
鶏のまちの出水「いずみ親子ステ}キごはん」

鹿児島県出水市は、世界的なツルの渡来地として有

名で、毎年1万羽を超えるツルが出水で越冬する。ま

た鶏専門の農協を2つ抱え、鶏の農業産出額も全国2

位である。

平成21年秋、九州、|新幹線全線開業を平成23年3月

に控えて、市の職員グループが地域活性化策として2

つの事業を提案した。一つは「鶏のまちJを活かした
「新・ご当地グルメの開発」。ツル観光で訪れる通過型

の観光客に昼食をとってもらい、少しでも滞在時聞を

長くして、地域に落とすお金を増やそうという狙いで

ある。

もう一つはその新-ご当地グルメを出水代表として、

九州新幹線全線開業日に出水駅で「鹿児島ご当地グル

メグランプリ」を開催。その企画が市長の目にとまり、

ご当地グルメの開発と新幹線開業イベントにGOサイ

ンがでた。

時を同じくして、平成22年農林水産省が、新規事

業として創作料理の開発支援などを行う「食文化活用・

創造事業」を公募したことから、応募し採択された。

ご当地グルメを開発するにあたり、最初に課題に

なったのが、ブロテ、ユーサーを誰にするかというとと

で、あった。九州じゃうんの担当者から、北海道を中心

に新 ご当地グルメをプ

ロデユースしていた(株)

リクルートじゃらんリ

サーチセンターのヒ口中

田氏を紹介された。ヒロ

中田氏が提唱する地産地

消型「新・ご当地グルメJ
で交流入口を増やし、地

域を元気にする「食によ

る観光まちづくり」推進

運動は、我々の考えとー プロデユーサー ヒ口中田氏

致。また北海道で開発した新・己当地グルメを一同に

集めたご当地グルメグランプリ北海道を平成22年7

月に初めて開催することも聞き、グルメグランプリの

ノウハウを学ぶため北海道に飛んだ。

北海道かう帰って数日後、ヒロ中田氏による講演会

を実施。講演会の中で出水の新・ご当地グルメのメ

ニューは「いすみ親子力レ-Jでいくと電撃発表され、
その提案に 10id舗が賛同した。平成22年8月、 10

E舗と行政、商工会議所、観光協会、農協芯どと「出水

の新・ご当地グルメを創る会」を立ち上げ、ご当地グ

ルメ開発に取り掛かる。平成23年2月テ‘ビ‘ユーを目

標に開発を進めていたが、 11月にブ口テ、ユーサーが、

主役である鶏肉鶏卵がどうしても力レールーに負け

る、カレーをやめると宣言。鶏肉はシンプルに焼いて

ステーキで、鶏卵については、卵かけごはんで食べて

もらう「いすみ親子ステーキごはん」に方向転換した。

鹿兜島ご当地グルメ GP いす、み親子ステーキごはん

この方向転換により

4居舗が抜け、残り

6盾舗で開発するこ

とに芯った。雨降っ

て地固まる、「親子

力レ-Jから「親子
ステーキごはん」に

方向性が変わって、

チームの結束力が高
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まり、トントン拍子で開発が進んだ。ところが、 22年 これまで、ご当地グルメが存在しなかった中、今回新

12月、出水の観光資源であるツルに鳥インフル工ン たにご当地グルメが誕生したというととで、積極的に

ザが発生。23年1月には恐れていた最悪の事態、出

水の鶏にも発生し、鶏肉鶏卵が移動制限になり材料の

入手も困難になった。幸い 1件で終息したことから2

月中旬に解除となり、 2月26日「いす、み親子ステーキ

ごはん」が誕生した。暗いニュースが続く中、テ、ビ‘ユー

したことで多くのマスコミが取り上げ、出水の鶏肉-

鶏卵のイメージアップに繋がった。

また屋外イベン卜用に「いすみ親子ステーキごは

ん(イベントパージョン)Jも開発し、九州新幹線全線
開業イベントとして鹿児島ご当地グルメグランプリ

2011 in出水を開催し出場。鹿児島のご当地グルメを

一同に集めたグランプリ大会としては初の大会であっ

たが県内から 11のご当地グルメが参加。「いすみ親

子ステーキごはんJもテ、ビ、ユーしたばかりであったが

準グランプリとなった。

鶏肉(親)は焼いて食べる。そして、鶏卵(子)は卵

かけごはんで食べる。このシンプルな親子の組み合わ

せに、親サラダ(チキンサラダ)と子スープ(たまごスー

プ)をつけた、これまでになかった、まったく新しい

親子メニューであるいすみ親子ステーキごはんは、

16のルールにそって、食材のほとんどを地元出水産

を使用して ~ーー園 田ー ー

いる。食の安

心安全が取

りざたされ

る中、徹底的

に地元産に

こだわった

ご当地グル

メとなった。 完成発表会試食会

PRしている。また地域住民からも地元産鶏肉がこん

なにおいしかったのかという声があがっている。

販売数は、23年11月末現在食数は、約8500食(イ

ベントパージョン含む)であり、年間 1万食を目標に

取り組んでいる。 90%以上を出水市内の食材(重量

ベース)を使用している屈もあるなど、徹底的に地元

産にこだわっていることから、食数が伸びるほど、地

元産農産物の消費拡大につながるとともに、食による

交流人口の増加を期待している。

なお、 23年8月には、「いすみ親子ステーキごはん」

で商標登録も取得した。

観

光

誕生してまだ間も芯いということで、知名度をいか

にあげるかが課題である。1つの方策としては、南九

州に誕生している3つの新・ご当地グルメ、日南市・

出水市・都城市が連携と競争により、お互いに創客し

ていきたい。

また鹿児島ご当地グルメグランプリは、県内の市町

が持ち回りで実施し、鹿児島県の食のPRの場として

定着していければと考えている。
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23・人 口

》面積

:争事業名

》 事業開始年度

:辛事業主体

連絡先

55，705人

330.06Km2 

新・ご当地グルメによる観光まちづくり事業

平成22年度
いすみ親子メニュー推進協議会

出水市産業振興部観光交流課

E週 0996・63・4059(代表・直通)0国 0996・63・1331
lI1!IlII http://www.izumioyalくo.net/index.html
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沖縄県 南城市

なんじよう・ハートプロジェクト推進事業
「ハートの地形jをなんじようブランドヘ

沖縄県南城市は、本島南部の東側に位置し、総面積

49.76平方キロメートル、人口約4万1干名で、平成
さしき たまくすく

18年元E31こ近隣の4町村(旧佐敷町、旧玉城村、旧
おおざと ちねん

大里村、旧知念村)の合併により誕生した若くて新し

いまちである。

合併により恵まれた自然環境と、琉球開聞神話にま

つわる多くの史跡、個性豊かな伝統芸能、世界遺産で

ある聖地・斎場御獄や神々の島・久高島芯ど、多くの

地域資源に恵まれている。

現在、これらを活用し、「癒しと健康」をテーマとし

た南城ウ工ルネス事業や体験滞在型観光等の様々芯事

業を展開している。

本市には、もう一つの特筆すべき魅力がある。それ

は、合併により地形がIJ¥-卜形」へ変化したことであ

る。偶然のできごとではあるが、昨余曲折を経てやっ

と実を結んだ合併の経緯や、 4つの地域に住む市民の

未来への想い、さらに本市のこれから目指すべき方向

性を考えると1)¥ートの地形」の意味するものは大き

し1。

点在する本市の地域資源を一つのストーリーとして

つなげ、内外へ発信する 1)¥-卜の地形jのブランド化

に向けた取組みは、このような経緯のもと始まった。

合併当初かう、すでに市長をはじめ市民や職員の間

で話題となっていたことから、「つぶやきを形に!想

いを仕組みに」するブロジ工クトがいよいよ始動した

のである。

南城市の地形

本プロジェクトの実施に当たっては、 ①八一卜のま

ち南城のPR、②南城市民の一体感の醸成、 ③本市の

文化 ・産業の活性化という三つの目標を定めた。

さ5に行政としての1)¥一卜への徹底的こだわりと

実践jである。市役所が先導するかうには、行政内の

告セクションで徹底的にこだわることで、市民や事業

者にも本気度が伝わると考えたからである。

今年度は、主に関係の深い行政セクションや商工会、

さらに観光協会を構成メンバーとしたワーキングチー

ムを組織し、「協働jによる以下の取組を展開している。

[平成23年度の取組]

①八一卜をモチーフとした口ゴマークとイメージキャ

ラクターの全国公募

以下は、採用された口ゴマーク及びイメージキャラ

クターを活用した取組。

②観光案内誘導板の整備

①県内初!オリジナルナンバープレートの作成

④市独自の結婚認定証の発行

⑤着ぐるみや携帯ストラップの制作

⑤商工会を中心とした特産品等の開発

⑦南城市推奨品制度の検討

③市民への周知

・市制施行5周年記念シンポジウム1)¥ートのまち|

第2回ワーキング会議風景



南城のいま ・未来j

※本ブロジ、工クトの市民への周知を行う。

) ¥一卜をモチーフとした口ゴマークとイメージの全

国公募は、本市としては初めての試みながら、 2.645

点もの作品が全国から寄せうれた。さらに嬉しかった

ととは、高知県の高等学校の先生からの応募用紙に添

えられた一通のお手紙である。「この募集のお陰で生

徒の活躍の場・学びの場を得ることができました。遠

く離れた沖縄と高知ですが、生徒にとって、まちを盛

り上げる取組に参加できたことや他の市がどのような

地域であるかを知ることは、重要な学びであると考え

ます。感謝します。」

審査の結果、ロゴマークは、東京都在住の方、イメー

ジキャラクターは、石川県在住の方の作品がそれぞれ

採用された。

平成23年10月に行われた「市制施行5周年記念シ

ンポジウム-八一卜のまち|南城のいま未来Jでは、
入賞したお二人をお招きし、ロゴマークとイメージ

キャラクターのお披露目や表彰式を実施した。あわせ

て、応募していただいた方々への感謝の気持ちから、

応募作品の一部の展示を行った。

本プロジェクトの第一弾である全国公募の試みは、

本市のイメージアップに貢献し、全国に新たな南城

ファンを育むきっかけを生み出すことができたと考え

ている。

平成23年度の取組を踏まえ、次年度以降も引き続

き、行政各セクションでの取組や、特産品やグッズ等

の開発販売、市推奨晶認定制度の制定などによる経済

の活性化に向けた取組を推進していく予定である。

-E間宮ヨ四冨霊IHllA審理・リ
-:::'・人 口

三:・面 積

三:・事業 名

古事業開始年度

三:・事業主体

連絡先
南城市総務企画部まちづくり推進課

E週 098-948-711 0 (直通) 1m 098-852・6004
lI1!IlII http://www.citY.nanjo.olくinawa.jp/

4.0811人

49.77Km2 

なんじよう・J¥ートプロジェクト推進事業

平成22年度

南城市

採用された作品

また、ハート (8月10日)にちなんだ平和の日の制

定や、イベントの開催などについても検討していきた

し1。

さらに、本ブロジ、工ク卜は、本市の総合計画の柱で

ある「人の輪が支える市民主役の協働のまちづくりj

の具現化でもある。今後芯お一層、市民、事業者、行

政が連携し「協働」することで、さらに大きな波と芯り

広がっていくものと期待している。

) ¥一卜の地形には、真心、愛、平和、信頼、感謝、な

ど、若い南城市の豊かな未来と世界の人々の幸せを願

う市民の想いが込められている。この願いを実現させ

ることこそが私たちの目指すブロジ、工クトの到達点で

ある。
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岡山県新庄村・ ...........・..一一 ・・・・・・・・・…ー・・・・目165

山口県下関市一........一…・・・…ー・…・・・・・・・ー・… ・.....166 

佐賀県大町町一一................・..…一・ ・・……ー・・170

長崎県佐世保市一… ・ー・…ー…ー…・・……ー・…・・ ..170 

熊本県水俣市一一一一 一 ••• • 一一・一....…・・…・・…一.172

鹿児島県薩摩川内市一・…・・・・…・ー・…・・…一 •••• 一一 174

沖縄県伊江村一一一一…・・・・ー・・・・…・…・・・・…- 一176

-映像・フィルムコミッション 4事例

千葉県旭市....... ・一一・・・・・・・・・ー・ー・・・・田・一......... 一140 

千葉県流山市田・一.........…・・…・・ -・....・- 一- ・・ー・・141

東京都調布市…………・…・………・………・・......142

兵庫県高砂市・・・ー・…・・ー・ー ・・・ー…・....… …一…・・・ 161

-ブランド化 17事例

青森県つがる市 ...........…- ・・一一-一・・・・・・田・一...133

秋田県湯沢市・・・・・…ー…............. 一・・ ・・一一・・ 133 

埼玉県朝霞市・・・・・・・・.......…...............一一…ー…・・138

東京都豊島区一-一・・・・田・・…・…ー・・・・・........・...........142

東京都狛江市..........・・・…・…..........….........143

神奈川県横浜市・・ー・ー・・・・ -・- …-….........…・・・・143

神奈川県海老名市....一…一一........…一 ....…....144

長野県須坂市一一一….• • • • • • • • • • . • …・・・・・…・……ー・151

滋賀県草津市・・田・・…・・…・-… -一-…-…・ … ....157 

大阪府枚方市…・・ ・-…-…....... ……・…・……159

大阪府寝屋川市・・・・ー・・・……一一回…・一一一・・........160 

兵庫県宍粟市一 .............・一一・・ー・…・…・…・ー…..162

岡山県新庄村田・・・…...............…- ・・・ ・・・一…ー..165 

徳島県徳島市…………・・・・……… .......…-….....166 

愛媛県四国中央市一一一一........…一 ー・一一.......168

福岡県久留米市…・…・・……・・………… -ー-… ..169 

鹿児島県薩摩川内市一一…一 ・・・ ・・・ ー・ ・ー…一....174

-スポーツ 3事例

福島県喜多方市・……・ ー・・ー・ ・-・....・一 ..........135

129 



130 

岐阜県岐阜市・・・・…・・・・・......................................152

三重県津市・・・・・・…・…・・・・・…...........… ...............156

-属境 12事例

北海道下川町・..........・・・・・・田・・・.............................132

秋田県湯沢市一…一 ....一一一....一 ....…一一133

茨城県取手市・....................・・・・・・・・・・…・・・・…・・・…・..136

埼玉県戸田市ぃ・一一................. 一一・・・・ -一一一138

埼玉県ときがわ町一・田・ー・・・・…..........…・・…...........139

山梨県山梨市...........・..…....... …........ 一・一一149

長野県伊那市一.......一……一一…....….......一一一152

静岡県松崎町一….... 一一....一一.......一 一一154

滋賀県守山市ー一・ー ー・・・ー・ー ー…一一・・・・・・・・・…...158

兵庫県丹波市..…....・-…....・-… .................162

岡山県新庄村・..........・…・・・・・・・・・・…...............・…・・・165

鹿児島県志布志市 -…..…....一一・..................175

-その他 16事例

北海道滝川市......一…・・・・・・…・・….. . . . . . . . .・…-… ...131 

山形県村山市... 一・・ー・・・・・ー・・ー・ ー・・・・・・・・・ー…・…・・・・・ 0・・・l34

山形県南陽市田・・田・・田・・・・・・・・・・・…・・・・・・・ ・・ー...............l34 

群馬県前橋市 ー…....・....・....・....・・..................137

富山県富山市.................................…・…・......147

福井県鯖江市 -・・・・・・・ー・ー・・・・一.........…・・・・・・148

福井県あわら市一...............................・-… ......148

長野県諏訪市....・....・.............…..............••. .151 

静岡県伊豆市・・・一..........一・・・・・・・・・・・・・・・ーー・ー 一一 ...153 

京都府城|湯市-ー・ー ....…-……・一・・…・・一一一 158 

鳥取県南部町………・…・・………… ・・ー .........164 

香川県三豊市・ ・.......…ー・・・・・・・・田・・・・・田・・・・・一...........167

福岡県北九州市・・・・・・・・・・・・・・…・・ー・ー・…....……・・ '168 

宮崎県日向市 -・・ ・・・・ ・・・ーーー・・・・・・・・・…・・・・・・・・・田・・173

宮崎県三股町一....一・・・・・・ー . . . . • • . . • . . • .一-・一….......173

鹿児島県鹿児島市 ....・....・..…- …-…・・・ー…......174



とたたかう子どもたちに夢のキャンプ場を~

ケア付常設キャンプ場そ5ぷちキッズキャンプ:

日本に約20万人いると言われる小児がんや心臓病などの
難病と闘う子どもたちは、体調の急変や感染症等の様々な

リスクを負うため、自由に野外で遊べす、楽しし1思い出を

得る機会を失っている。

こうした状況を知った医療者、行政関係者、学識者らが

結集し、自然豊か芯滝川市丸加高原に医療ケア付常設キャ

ンブ場を創るため2004年3月に「そう13¥ちキッス咽キャンブ
を創る会」を立ち上げた。

全国の病気の子どもたちを招待したブレキャンブ(通算

16回)を開催し、キャンブ運営手法の検証や人材育成を進
めてきたほか、そう13¥ちキッスーキャンブをテーマにしたテ

レビドラマが製作され、全国26地域にとの活動が紹介され

た。

キャンプ場の施設建設費や運営費は、企業や団体あるい

は個人からの助成金や寄付金で賄われており、キャンブス

タッフは全国からのボランティア参加である。

任意団体が社会的信用を得ることは難しく、スポンサー

探しが難航する中、高原基金の森づくり事業かう1.7億円
の助成を受けられたことが大き芯弾みと芯り、さらに平成

22年2月に北海道知事から公益財団法人に認められたとと
をきっかけに、東京の複数の財団から助成を受けることが

できた。

そら13¥ちキッズキャンブを支援する農家団体「そら13¥ち

フアーマーズ」は、地元の農産物(お米、長いも、ごほう

等)を全国の支援者に販売し、売上の一部をそら13¥ぢキッ

ズキャンブに寄付する活動を行っている。農家は自慢の農

産物を全国ヘPRでき、購入者は北海道の恵みを食しつつ
そう13¥ちキッズキャンブを支援できるという「買い支え-

売り支えJの仕組みによるものであり、今後も企業や地域
団体と連携を深め、こうした特長と魅力のある支援商品の

開発を進めるとともに、様々芯分野でそう13¥ちキッス喰キャ

ンブを起爆剤として街の活性化を図りたいと考える。

キャンブをサポートするスタッフの多くは仕事を持つ社

会人であり、キャンブスケジュールに合わせて自由に参加

できる人は少芯いと考えられるため、ボランティアの量的

芯確保を進めるとともに、安定運宮に不可欠な継続的支援

の輸を拡げるためにもメディア等を有効に活用し全国へ

PRを強化していく。

》自治体名

》人 口

F面積
F事業開始年度
F事業 主体
連絡先

滝川市行政経営課

北海道滝川市

43.281人

115.82Km2 

平成16年度

公益財団法人そうぷちキッズキャンプ

mJ  0125-28-8009 固盟理0125-23-5775

tmII http://www.solaputi.jp/ 
' ー， '. 守、
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石狩鍋復活プロジ‘エクト

郷土料理「石狩鍋」は全国的にも知名度は高いが、 市内

で提供している飲食庖が少芯く、 市外においても様々芯調

理法及び食材による石狩鍋が提供されている。

そのような現状の中、発祥の地石狩において伝統的芯昧

を次世代に継承し、本場の「石狩鍋Jを多くの市内飲食庖
で提供しようと「石狩鍋復活プロジェクトJを石狩市観光
振興計画の重点ブロジ、工クトに位置付けた。

このプロジェクトにおいて伝統的な「石狩鍋J本来の昧
を復活させ、全国に広めることにより「石狩」の知名度の

向上、市内への誘客を図ることを目的とする市内飲食JdJd

主達が立ち上がり、ブロジ‘工クトの中心的団体「あき昧の

会」を結成した。

同会各庖では、伝統の昧、本来の昧の復活のため、数少

ない老舗屈に指導を仰ぎ定義付けをし、それを遵守し芯が

らも、各庖が個性のある鍋を作っている。

現在「石狩鍋Jは市内13の飲食屈で提供されており、石
狩で獲れた鮭や地元の野菜などの積極的な活用により市民

の地域への誇りと、愛着が芽生え「石狩鍋」発祥の地とし

て郷土愛の醸成に繋がっている。また、市との協働により

道内のほか首都圏のイベン卜などに積極的に参加し、活発

なPR活動を展開している。
9月15日を「石狩鍋記念日」として日本記念日協会から
認定を受け、多くの市民や観光客をサポーターとして巻き

込んだ一層のPR活動を行っているほか、地元企業が冷凍
保存技術を使った商品を開発し、お土産や贈答晶として提

供している。

更には「石狩Jイコール「鮭」のまちの気運の高まりを受
け、市内3地区において鮭の即売会や、つかみどりが催さ
れる「さけまつり」などを開催するだけで芯く、鮭の漁獲風

景を見学する「サケ定置網漁見学クルージング」、鮭の卵を

活用した「イクラ醤油漬けづくり体験」が行われ始めた。

また道内の大手水産加工会社が鮭を原材料として使う

「鮭醤油Jを開発し、市内13居舗がその醤油をベースとした
スープで「あっさりヘルシ-Jをコンセブ卜とした個性豊
かな「石狩鮭醤油うーめんjを提供するなど、ツアー観光

客などの誘致コンテンツのひとつとして効果が発揮されて

いる。

今後は郷土料理としての効果的なPR，提供屈の拡大、
誘客に係る仕組み作り、さらには鮭のまち石狩として、各

事業を点、力、う面ヘ複合的に展開させることが課題である。

>>自治体名 北海道石狩市

浄人 口

》 面 積

》事業開始年度

60.878人

721.86Km2 

平成19年度

F事業 主体 あき昧の会等
連絡先
石狩市企画経済部商工労働観光課観光担当

mJ  0133-72-3167阻mt0133-72-3540 
回調http://www.city.ishikari.hokkaido.jp/sightseeing/sightseeing!syoukou倒l.html
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森林づくり寄付金の取り組み(あなたの寄付が地球環境の保全に役立ちます)
ぷ/い.-晴I周賓..“山川川11川川l川川11川t

これまでの産業は、経j済斉性を重視した生産活動を行つて 寄付金の使途を明らかにするため、毎年町有林整{備蒲状況 Z 

三 きた。その結果、資源が枯渇し、環境破壊が進んでいる。 を寄付者に報告している。これまでに個人や企業、団体か

132 

現在、地球環境は、温暖化現象が原因と言われる異常気象 らの寄付のほか、中には下川と無縁の人からも寄付が寄せ

や希少生物絶滅の危機、病害虫の異常発生など非常に深刻 られており、町有林整備事業を進めることで、地元での雇

な事態となっている。 用が創出し地域経済にもメリットが生まれている。

こうした状況下において、地球温暖化の防止に向けた京 寄付金の一部を活用した植樹祭や森づくりに関するイベ

都議定書が平成17年2月に発効され、森林の持つ二酸化炭 ントなど、寄付者参加のもとで開催して寄付者との繋がり

素を吸収する機能が社会的に注目を集めている。 を大切にしている。

そのような中で、下川町は、みどり豊か芯森林を築くた 今後も趣旨の PRに努めるとともに、地球温暖化防止に

め、長年にわたり森林の整備に取り組んできた。そして、 向け、持続可能な森林整備を進める。

これからも循環型林業を中心とした持続可能芯桑称づくり

を進めることにより、森林の持つ多面的芯機能が継続的に

発揮され、経済、社会そして環境との調和を図り芯がら山

村地域としての役割を果たしていく。

議称づくり寄付条例を制定(平成17年)下川町森称づく

り寄付金は、このよう芯取り組みに賛同される個人や企業

等から、広く寄付金を募り、町有林整備の財源の一部とし

て活用することを目的としている。(平成田年9月30日現

在 466件 27.574千円)寄付条例が無くても本来寄付は
もり

可能であるが、あえて「下川町森林づくり寄付条例Jを制

>>自治体名

F人 口

》面積

2幹事業開始年度
F事業 主体
連絡先

北海道下川町

3.641人

644.2Km2 

平成17年度

下川町

下川町建設林務課林業振興推進室
定するととで、森林が環境保全に果たす役割を寄付者に理

liaI 01655-4-2511 固901655-4-2517
解してもらえ、また、財源不足の中、町の産業の柱である

E国!htt旬tp:lν:I/w州WW.t旬口W附n.s凶訓訓h州附im叩n町no旧[口Jk陥aw附a.h同ok刷k陥al蜘d此ω[口J.川jp/
林業を生わか、して新たな財源を確保に取り組んだ。

odb-get.exe?wit旬mplate=AC0200J&Cc=70514日151030&OM毛布=upqjdt&IM=
， 、
~、
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監国逼血盟圃 十和田ブランド向上プロモーション事業
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十和田市は十和田湖 ・奥入瀬渓流などの景勝美やイベン

トのイメージが定着し、中高年の客層への浸透は図られた

ものの、若年層へのアプローチに課題がある。十和田市現

代美術館の芸術美、ご当地グルメの「十和田パラ焼き」な

ど多様な魅力を組み合わせたブロモ ションを行い、幅広

い年代へのアプローチを図り、十和田市の認知度を高め、

旅行者に魅力を伝える戦略的 総合的芯プロモーションの

実施による観光客の誘致を目的とし、市長特別枠事業の一

環として「十和田ブランド向上プロモーション事業」を平

成23年度に取り組んでいる。季節ごとに旅行会社パンフ

レット ・旅行雑誌への掲載やテレビ番組を活用した広報番

組を制作するとともに、平成23年度東北新幹線全線開業後

の効果並びに震災後の観光客誘客促進に向け、本市の認知

度の向上と旅行者の心を動かす魅力を伝える総合的 戦略

的芯観光プロモーションを行っている。PRするサ ピス

の磨き上げのため、事業開始後から、市内の観光事業者が

集まるワークショッブを密に開催し、掲載媒体ごとの締切

を意識した企画内容確定に向けたスケジ、ユール管理・取り

組み内容の整理を進めている。市街地・奥入瀬・十和田湖

の各工リアに異なる特色 (体験や施設内容、宿泊施設のタ

イプ)があることを踏まえ、わかりやすい PRテーマ(夏

であれば親子で楽しい夏休みメニュー、など)を意識し、

毎回市全域の PRをすることではなく、季節により PRし

やすいテーマ-工リアを使い分けた発信に取り組んでいる。

プロモーション事業を進める中で、「観光客に喜ばれるサー

ビス」の開発に向け、体験 -交通宿泊事業者が連携した

検討の場づくりが進んでいる。提供中のサービスに加え、

新たに生まれたプログラムも広く全国に発信できることが

動機づけとなり、既存のサービスの磨きあげや新規ブロク

ラム開発が進み、新しい当市の情報発信につながると見込

まれる。震災の影響もあり、当初予定していた前年度以上

の入込数の確保は困難な状況にあるが、発信を通じ、当市

への来訪者を一人でも多く増やしたいと考えている。ま

た、今回活用するメディア媒体の効果検証芯どを行い芯が

ら、満足度の高い滞在エリアとしての当市イメージを継続

発信したい。

:争 自治体名

》人 口

浩 面 積

浄事業開始年度

F事業 主体
連絡先

青森県十和田市

65.694人

725.67Km2 

平成23年度

十和田市

十和田市観光商工部観光推進課

liaI 0176-5ト6772 ..  0176-22-9799 
宅 、

九 一企
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つがるブランド推進事業

‘週"~J'F....t岨辰ー~誼If・

つがる市の基幹産業である農業の、後継者不足の解消や

農業者の所得安定・向上を図るため、「米、りんご、メロン、

スイ力、ネギ、ナガイモ、ゴボウ、 トマト」の農産物8品

目を中心としたブランド推進活動を開始し、つがる市の安

全 安心な農産物の PRを行うと共に、つがる市産農産物

の有利販売(ブランド化)を行っている。

つがる市のマスコットキャラクタ一「つが一るちゃん」

を用い、首都圏を中心として農産物のトップセールス及び

試食宣伝会を開催し定期的に PR活動を行っている。

農産物のほかに、つがる市の伝統-文化観光等から22

を厳選した「つがるの宝jを制定し、地域ブランドとして

の位置づけを行い、それをテレビCMの制作-放映等、マ

スコミを利用した PRも行っている。

また、安全・安心主主震産物をテーマに減農薬等独自の栽

培基準を設け、「つがるブランド栽培基準策定委員会J、「つ
がるブランド認定委員会J等の各種委員会を設置して管理
することで、晶質の維持 -向上に努めている。

これまで、県内外においてつがる市産8品目の農産物の
おいしさについて情報発信を行ってきたが、さら主主る PR

効果を求め、東北新幹線全線開業を機として夏はメロンの

「一坪地主J、秋はりんごの「一枝オーナー」と称した農産
物のオーナー企画をH23年度から開始した。とれには人数

を限定し、希望者のオーナ から抽選で優待する「収穫体

験ツアー」も併せて企画している。

これまでと同様、品質向上に努め芯がう PR活動を継続

すること、そして、地域ブランドとして農産物のみならす

つがる市の魅力を情報発信していく活動は、地域の活性化

につながると考えている。また、つがるブランドの確立に

よって農業者の所得安定 向上、そして担い手育成にもつ

ながっていくものと考えている。

ブランド推進活動も6年を経週し、これまでの活動内容
を検証し芯がら、より効果的な推進活動を展開することが

必要芯時期と芯ったと考えている。

今後はプレミア的芯ランク付けをしていく等、新たな取

り組みも検討し、全国に「つがるブランドJの情報発信を
継続していく予定である。

》 自治 体 名 青森県つがる市

》人口 37.094人

〉争 菌 積 253.85Km2

》 事業開始年度 平成17年度

》 事業主体 つがるブランド推進会議

連絡先

つがる市経済部地域振興対策室

lmI 0173-42-2111 liI理10173-42-3069
盟国Ihttp://www.tsugarubrand.jp 
， 、
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量調ii屋監幽圏 美の郷ゆざわジオパーク構想
会、日、i、、、
-・.m品百・・咽屍益事圏直l司・・・情調・・
湯沢市には、豊かで特有の自然や歴史文化、豊富な地熱

資源、地力のある特産晶芯ど活用すべき魅力的芯資源があ

ふれているが、あまりに身近芯存在であるため、市民がそ

の価値に気づいておらず、十分に活用できていなし)0

本市の抱えている諸問題を解決するためには、この気づ

いていた主い豊富な資源をいかに活用できるかが鍵であり、

そのためにも、市民一人ひとりが地域の資源の持つ素晴う

しさに気づき、一致団結して、資源活用を目指す必要があっ

た。

市民へのジオパーク思想の浸透による郷土愛の高揚に伴

う地域活力の向上と、地域資源の活用による地域経済の活

性化を図り、地域資源の活用の仕方について、まちまちだっ

た市民一人ひとりの考えのベクトルを合わせる旗印として

「世界ジオパークの認定」を目指している。

まだまだ認知度の低い「ジオパークJについて、市民へ
の普及を図るために講演会や説明会等を開催してきたが、

今年度からは、更に地域資源の素晴らしさを理解してもら

うための「市民ジオツアーJなどを頻繁に開催している。
平成17年の市町村合併で市域が広く芯ったことに伴い、

豊富にある地域資源の全体像まで知っている市民が少なく

なった。もともと本市は様々な資源のつ左よがりでも地域的

につながっていたし、現在もそのつながりlこよって市民の
生活が成り立っている。

このつながり(ストーリー)を大切にし、市民に伝えて

きた。地域資源の持つ学術的根拠に基づいた物語の再発見

や掘り起しが必要で、資源同士がどうつながって現在の市

の文化や生活を創ってきたかというストーリーを築いてい

くことに配慮したが、専門家が少なく苦心した。

豊富に存在する地熱エネルギー芯ども理解が進み、現在

の電力生産にかかわる世相と相まって、地熱発電への期待

が高まり、新た主主地熱発電に向けた調査が民間レベルで行

われ始めたことなどがあげられる。

現在も十分でないが、地元大学08のネットワーク組織
に協力いただき、改善してきている。更に強力に普及を図

ることで、大勢の市民の郷土愛高揚につ芯げ、市内に元気

を取り戻したい。

平成24年度に「日本ジオパークネットワーク」への登録

申請を予定しているが、それまで飛躍的に市民一人一人の

理解度を上げ、資源の保全活動と教育や研究活動につなげ、

ジオツーリズムを活発化するなど、ジオパークとしての進

化を続ける必要がある。

》 自 治体 名

》人口

F面 積

F事業開始年度
>>事業 主体

連絡先

秋田県湯沢市

52.0刀人

790.72Km2 

平成22年度

湯沢市ジオパーク推進協議会

湯沢市産業振興部まるごと売る課

lmI 0183-73-2111 日9 0183-79-5057 
ØlilI http川S.Clty.yuZ側a.~/content糊刷zawa.nsf/d∞抑制-geopa市Jop?OpenD刷ment

、
守j 
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全国初の「読書シティ宣言j事業
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村山市においては、長年、図書館の整備が課題であったが、平 宣言はあっても市レベルではほとんどなかったととから、全国 E 
成22年5月、総合文化複合施設「甑葉(しようよう)プラザ」の 初の事業や名称を意識し、さまざまなアイディアが出された。 三

中核施設として、市立図書館がオーブンした。この図書館は、 WEBのドメイン名が、村山市はcltY.murayamaと表記され = 

市民に活用されて初めて有意義なものと芯るが、いかにして図 ており、「シティJという市の英語表現が、「しゃれた都会的芯感
書館の活用をまちづくりにつなげていくか、ということが課題 じ」を表現できることから「読書シティ」という表現に結びつい
であった。市立図書館がオーブンした平成22年は、国をあげて た。村山市は、かねてより教育に熱心な地域であったが、 「教育」
読書に励もうとする「国民読書年」の年でもあったことから、こ と「読書、図書館活用」は、きっても切れない関係にある。その
の図書館を核として、生涯学習を盛ん芯まちにし、そこから市 意昧で、読書を推進するという政策、「読書シティ宣言都市」と
の発展につ芯げようとしていた。そのような背景もあり、子ど いうス口 ガン、キャッチフレーズは、市民かう好意的に受け
もからお年寄りまで、市民全体で読書活動を盛んにし、まちを 止められた。また、小中学校の現場でも、読書推進活動がとて
盛り上げようと「読書シティ宣言J(，読書」によって、市民が、 もやりやすい環境が形成されている。さらに「読書し創造する
言葉や感性、表現力を磨き、創造力を高め、そしてよりよく生き 市民が住むまち」といったインテリジェンスなイメージを内外
ることができる、そん芯市を目指すこと。)を行うこととし、宣 に発するととができている。今後は「読書シティJとして、より
言を行うことで、市民の読書意欲を喚起し、併せてシティブ口 一層の PRに努めるとともに、読書推進につながる全国初の事
モーションにも活用するとととした。 業の展開により、「読書シティ村山市」のイメ ジをより定着さ
・国民読書年の平成22年10月1日 『読書シティむらやま宣言j せるとともに、「読書de創造力」がつくような展開に発展させ
宣言式 ていきたいと考えている。
10月を「むらやま読書月間Jとする
ー読書シティ宣言したととを PR (第 1回全国読書川柳コン
クール)(10/1-10/31) (全国で初めて)
-生まれてくる赤ちゃんのために、母が手づくり絵本をプレゼ
ン卜する 〔ブレママ絵本づくり講座〕
新入学児童(小学1年生)に絵本をプレゼントする [はじめ
の1冊]
新中学生(中学1，年生)に本をプレゼン卜する [飛躍の1冊]
「宣言jのみなうす、それに付随して考えだされた読書推進の
ためのさまざまな事業(アイディア)が全国的にも珍しい事業
であったことから、新問。テレビなどの取材を多く受け、それが
シティセールスにつながった。全国各地をみると、「読書のまち
づくり宣言」、「子ども読書のまち宣言」などを行っているとと
ろは複数みられるが、少なくとも山形県内では、まだどの自治
体も宣言しているところは芯く、また、全国的にみても、町での

/-E卸同.'. "川"川"山川川川"川川川"川川"川"川川1

浄 自治体名

浩 人 口
》 面 積

>>事業開始年度

F事業主体
連絡先
村山市立図書館

山形県村山市

27.249人
196.83Km2 

平成22年度
村山市

園調 0237-55剖 33 自国0237-55-7251
回iIIhttp://www.shoyo-plaza.jp/libray/ 

E 青年と地域のつながりのf託告;奪等化や、少子高齢化で若い世 なテ一マコミユ二テイと口 力ルコミユ二テイを形成し

可弓免

三 代自体が地域にいない芯どの現状課題がある。希薄な人間 た。それは、地域に目に見える変化を生み、仲間が仲間を E 
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関係と若い世代不在の地域社会では、年功序列と自治会役 呼んで活動が広がり、ほかの世代や他の地域までも波及し

員偏重の公民館活動が硬直化につながり、若い世代の積極 ている。その結果、地域と若者がそれぞれお互いにうまく

的人材育成志向と地域の若者への関心をますます遠ざけて 使う関係が少しずつ見え始めている。

いる。 市の魅力として「若者」を資源化し、彼らが主体的多角

まちづくりに主体的に参画する若者の発掘と育成を図る 的に南陽市の魅力を外にアピールしていく本事業は、 4年

ため、 20代の青年を対象にしたまちづくり講座を開催し、 自の今年、本格的に「情報発信Jと「そとからの資源獲得」
地域とのつながりや「まちづくりJつながりの仲間づくり 「地域活性化」を目的とした、「全国青年まちづくりフォー

を目指し、「夢はぐくむ故郷(まち)南陽コンペティション ラムin南陽」を実施する。これは、南陽市の青年がゼ口か
(賞金100万円のまちづくり企画競争)Jを実施した。また、 ら創造する新たな全国大会プロジェクトであり、 ζの開催

2年目は、まちづくり企画競争に“実践"をプラスし、さ を通じて、若者によるさらなる地域の活性化を実現したい0

SIこ3年目は既存グループによる新規グループへのアドJ¥

イザー要素を加えるなど、その実施にあたり改善を行った。

この事業の特徴としてはい)rドゥー (do)タンクjの
形成 (2)オンリーTwenteenブ口ジ‘工クト (3)グルー
プ参加の原則がある。初対面の若者たちの仲間づくりを促

すため、 コミュ二ケーション重視のワークを多用するとと

もに、 Mしでの参加者の情報共有環境を整え、メールマガ
ジンを発行して情報提供と毎回の学習内容をフォローし、

各グループに担当職員を置き個別アドバイスとグループ

ワークのサポートを行った。

>>自治体名

F人口
浄 面 積

》事業開始年度

》 事業主体

連絡先

山形県南陽市

34.104人

160.70Km2 

平成20年度

南陽市

自らの学習成果を相対的に比較し、それを客観的に評価 南陽市教育委員会社会教育課

される仕組みとして、公開審査を行い、 3年間で100人を超 園調0238-50-1140日mt0238-50-1139 
える若者がまちづくりのもとに集い、 10を超える多種多様 園調http://www3.omn.ne.jprn-yukil

¥ j 
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Ei孟長箇箇圃 太極拳によるまちづくり事業
Sw・M・日程:::IV.. ・川IIIUlUlIlHlllltIIUUlUllIlllIUtllUIHUllUlIUlllll1ll1UIIUlIIllllll1I川t“川』
平成1凶4年の「うつくしまねんりんピツク太極拳交流大会J あたつては、前例のないものを開発するため、介護予防の
の開催をきっかけに、太極拳でまちづくりをしようという 効果と動作の融合に苦心したが、繰返し専門家からのアド

機運が高まり、平成15年3月には全国で初めて「太極拳の パイスを受けるとともに改良を重ねた。高齢者の運動不
まち」を宣言し、太極拳に親しみながら、「健康 -福祉 -教 足・閉じともり解消へのきっかけつ、くりとなったほか、 オ

育交流」の調和のとれたまちづくりを目指すとととなっ リジナル体操であることがマスコミ等からも注目され、講

た。太極拳を高齢者の介護予防に資するため、福島県立医 習会を受講するために全国各地か5参加者が集まるように
科大学会津保健所との協働で「太極拳ゆったり体操」を なった。しかしながら、 市内ではゆったり体操の愛好者は

開発し、市民の健康増進、介護予防に取り組んでいる。「太 増えているが、太極拳の愛好者が伸び悩んでいる。ゆった

極拳による健康づくり」として太極拳を学ぶことによる り体操を「正確に、安全に、効果的!こ」普及するために質

チャレンジ意欲の醸成、「太極拳ゆったり体操」の開発によ の高い指導員の育成に取り組んでいくとともに、太極拳の

る介護予防のほか、太極拳関連イベントを実施し交流人口 愛好者を増やすため、健康効果や魅力をこれまで以上に積

の増加を図った。市内外からの「なぜ太極拳なのか?Jの 極的に発信していきたい。
疑問に答えるとと、理解してもらうことに苦心したが、太

極拳のまち宣言に先立って重ねた議論の内容を根気強く発

信することを心がけた。全国的にも珍ししi["太極拳のまち

宣言Jによりマスコミ等でも取り上げられ、「ラーメンのま
ち喜多方」に「太極拳のまちJという新たなイメージも加
わり、認知度向上による観光客の増加が図られ、大極拳と

いう一つの種目を愛好することを通して、スポ ツの持つ

効果のみ芯うす、着地型観光など、さまざまなまちづくり

への波及が図られた。これうの事業により、太極拳愛好団

体が結成されるなど、市民の閏でも広がりをみせるととも

に、太極拳フェスティパル芯ど太極拳関連のイベン 卜の開

催により、市外からも多くの愛好者が訪れるように芯った。 喜多方市市民部高齢福祉課

また、介護予防のための「太極拳ゆったり体操Jの開発に 園理0241-24-52421m 0241-25-7073 

名

口

積

体品目白

人

面

F
F
F
 

福島県喜多方市

52，033人

554.67Km2 

〉争 事業開始年度 平成15年度

予 事業主体 喜多方市

連絡先

-h 
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置亘書彊E語圏 あぶくま高原そばによる地域振興事業
〆/、年=司却11~II川川i

E あlぶ五くま高原産のそぱによるシテイブ口モ一シヨンの一 独特の魅力と希少性を競わせるイベン 卜を開催する乙と E 

E 環として、あlぷ五くま高原産そばの普及.振興や地域活性化、 で、多くの観光客を呼び込むことに成功した。東日本大震 三

震災復興などを目的に「あぶくま高原そlef振興協議会」を 災及び福島第1原子力発電所の事故によりあ13¥くま高原地

平成22年度に発足させた。福島県はそばの産地として有名 域の住民が被災者と芯り、中には避難生活を余儀芯くされ

であるが、その中心は今まで会津地方であった。近年、あ

13¥くま高原において気候や土壌がそばの栽培に適している

ことからそばの栽培が年々盛んになり、良質なそばの産地

として知名度が向上しつつあることが発足の背景にある。

通常市町村単位で開催される新そぱ祭りを、あ13¥くま高原

地域の複数の市町村が連携して開催している。平成22年度

に開催された新そばまつりでは、あ13¥くま地域はもとより

遠方かうも多くの方が新そぱ祭りに参加し大変盛り上がっ

た。この祭りでは2日間で2，280食を売り上げ、あ13¥くま

高原そばの知名度向上や普及 ・振興、地域活性化等に貢献

した。今年度はそばを通して、震災で被害を受けたあ13¥く

ま高原の住民が元気を取り戻し、地域に活気が戻るような

活動をしていきたい。あ13¥くま高原地域は変化に富んだ地

形と気候で、広大な面積ゆえその土地に適した様々な在来

種のそばが栽培されていることから、品種を統ーしてブラ

ンド化を目指すのは困難である。そこで、あえて在来種の

ている住民もいる。とのよう芯状況の中でそば打ちを通し

た震災復興のイベントを実施することにより、地域コミュ

ニティの鮮を取り戻し、被災者に元気と勇気を与えること

ができる。あ13¥くま高原産そばを利用した新商品開発やそ

ば打ち教室の開催などを行い、そばのおいしさ、魅力を

PRすることで交流人口の拡大を図り地域の活性化に貢献

していきたいと考えている。

>>自治体名 福島県小野町

》人口 11，450人

〉長 菌 積 125.11Km2

F事業開始年度 平成22年度
主・ 事業主体 あ13iくま高原そぱ振興協議会

連絡先

小野町企画商工課

，〆 J

'//'''111111111111111111山川1111111111111川11111111111111川II1UlllltllIIIII1I1I川川111111111111111111川111111川川川川山川川川川1111111111111111111111111山山Itlllll川"'川1IIIItltllll11111111111111111111111111H111lilllllntlllllllllllllllllllllllllll川川111111111111111111111111111111111川 1111111111111¥¥¥¥"

‘i3I 0247-72-6938 自彊10247-71-1037
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現在、食と健康への関心が高まり、生産者の顔が見えて

産地の状況と安心安全が確認できる産直農産物が評価さ

れている中、平成20年から協議会を立ち上げ「農業・観光・
環境の共生による地域振興」を目的に「ふるさと“わっしょ

い"プロジェクト」をスタートさせた。朝市の PR活動や

移動販売等で、利用者数や売上の引き上げ、自然環境を活

かしたイベン卜や PR販売など、都市交流の推進による販

路拡大と遊休農地を活用した景観づくりと、農産物の特産

化を行っている。下高井I地也区で

ルケ一スとし、平成20年に「震山漁村地域力発掘支援モデ
ル事業J(農林水産省公募)の交付を受け、地産地消による
朝市の運営や休耕農地対策などの事業に取り組み (平成21

年度末事業廃止)、平成22年度「広域連携共生 ・対流等推進
交付金J(農林水産省公募)の交付を受け、都内への販路拡
大や、環境に配慮した農業への取組みとして農業残浮によ

る堆肥生産などを推進した。都心部への PR活動を複

数ヶ所行い、その中でも代表的なものが青山国連大学前で

開催されている「ファーマース'マーケット」への補助事業

での定期出庖である。現在も 1農家が自主事業出屈を継続
し、固定客も増えて有名レストランとの契約も獲得するな

どアンテナショッブとしての実績も伸ばしている。消費者

が何を望んでいるか具体的に把握するために、近隣住民を

対象にアンケート調査を行い、その結果、地産地消にこだ

わり下高井地区産のみの季節野菜を販売するために、晶揃

えが偏りがちに芯っていたり、朝市会場の場所がわから広

いなどの問題点がわかった。これを参考に収穫時期をす、ら

したり、珍しい野菜を生産するなど改善した。またアン

ケー卜を行ったことが PRとなり来場者が増加した。事

業開始かう3年が経過し、取手市の農産物 PRや農家の経

営基盤など一定の効果が得られた。今後は、地産地消など

農家の経宮基盤を確立していくことで震産物の生産体制の

充実が図うれ、農地の保全と共に自給率の向上につながっ

ていくと考える。また、協議会に地元の若い人達を取り込

むことにより、世代聞の交流が生まれ事業がスムーズに行

えるように芯った。荒廃が進む遊休農地を復旧、保全し、

これを活用した景観づくりなどで地域の好感度を高め都市

交流を行い、農産物生産で地域ブランドの構築を図り、都

市部の有利性を活かした販売戦略や農産物の特産化などに

よる魅力ある農業経営の提案により若者の農業離れを抑制

し定住化を図っていきたい。

F自治体名
浩 人 口

>>面 積

F事業開始年度
F事 業主体
連絡先

茨減県取手市

110.428人

69.96Km2 

平成20年度

下高井地域振興協議会

取手市まちづくり振興部産業振興課産業活性化推進室

回型10297-74-2141(内1444) 自彊10297-74-0257

盟国Ihttp://toride-asaichi.com/ 
， 、
~、包含，、
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EWi~霊園司・ ラジオ放送局観光情報等発信事業
pts・_i苦品百・・UlumIlIIlIllIIlIlIIlIllWIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIII1tIIlIIlIllWlllllllllllltI川川川t“川川t“:
E 日光市の観光ブ口モ一シヨンに関しては、主に東京など い事を逆手にとつて、ぜひ日光を訪れて00の風景を見て E 
県外で実施していたが、平成23年度より集客向上を図るこ みたいという気持ちにさせるような放送に努めている。毎 E 

とを目的に、栃木県を中心に情報発信を行うため週1回の 週木曜日に、日光市のタイムリー芯情報を得ることができ

ラジオ広報番組の放送を開始した。ラジオ番組において、 るため、週末に当市への旅行を計画している方はもちろん 一

観光施設及びイベント等タイムリ な情報を得られるた のこと、週末に面白いイベン卜があるから日光までいって

め、リスナーも増加している。ラジオ番組は毎週木躍目、 みようという方の開拓につながり、また、一度来ていただ

一 15 : OO~ 15 : 54 (生放送)を基本とし、日光トレジャー(観 くことで、リピーター増にもつなげることができる。毎週
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光、イベン卜情報)、日光グッテ"ィーグッディー (お庖、旅 放送のため、大きなイベントの少芯い時期には情報量が少

館の生リポート)、日光ミュージックスケッチ(日光の季節 なく芯りがちだが、ローカルな情報を流すことで、新たな

感あふれる音を録音し、それに詩をのせて放送する癒し 観光客の開拓につながると考えており、ローカル芯情報を

コーナー)、キラリ日光(つり体験など、実際に体験した模 いかに収集するかというととに力を入れていきたい。

様を伝える)、日光インフォメーション(日光市の情報を伝

える)の5つのコーナーにより構成されている。聴取エリ
アは、栃木県の他、茨城県全域、福島県 ・群馬県・埼玉県・

東京都-千葉県の一部で聴取可能となっている。エリア内

人口は800万人、エリア内世帯数は240万世帯、イベン卜、

お知らせなど、放送日時点で一番伝えたい情報を流すこと

が可能であり、また、番組内でリスナープレゼントを実施

し、日光の特産晶の PRを行うととも可能である。ラジオ

放送のため、音声だけで日光市の魅力を伝えられるかとい

う不安があったが、リスナーに十分伝わるように、担当課

と委託先放送業者とで綿密主主番組内容の打合せを行い、日

光の魅力を発信できるよう心がけている。また、映像が無

F自治体名 栃木県日光市
浄人 口 91.113人

》面積 1.449. 87Km2 

>>事業開始年度 平成23年度

》事 業主体 日光市

連絡先

日光市企画部秘書広報課

‘iD 0288-21-5135日mt0288-21-5109 
臨調http://www.city.nikko.lg.jp/hisho/gyousei/shisei/kouhou/index.html

， 
ペ ミご
ラ仏 ζP 
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シティプロモーション用チラシ fまえぱしのチカラJ作成業務
//y/付川岨、も.~:副E叫i他b圃."川川川』川川州州11川川11川111川川11川川11川川11川1111川?川'

前橋市は、平成2包2年度の行政経営方針を「住んで安lι心じL¥、 チラシを作成したことにより、本市の特性が広く周知さ

暮らして満足。生命都市前橋の魅力を発信します。」とし、 れたことはもとより、現在は、本市を訪れる方への紹介チ

市民の暮らしやすさや、市民力 ・地域力を高める施策とあ ラシとしても活用されている。また、チラシを送付した本

わせて、「前橋の魅力発信jを重点施策に掲げた。 市ゆかりの著名人のうち、数名の方から、本市のPRにご
これを受け、「暮うしやすさ」をはじめとする前橋市の「魅 尽力いただける旨ご連絡をいただくととができたことも、

力Jと円盤みJを、市内外に向けて分かりやすい形で積極 チラシ作成の効果と捉えている。
的に発信し、前橋市に対する認知度・愛着度の向上を図る 今後は、チラシを見た人が知人や友人などに広く本市を

とともに、定住促進に向けた PRを目的として、「訪れた PRする芯ど、良い影響が派生することを期待したい。ま
い 住んでみたい」都市としてのブランド力向上に向けた た、平成22年度より、庁内ワーキンググループ「シティブ
プロモーションチラシの作成に取り組んだ。 ロモーションWGJを立ち上げ、分野横断的な検討体制が
実際に本市は、 2008年の行政サービス調査(日経)にお 整ったところである。今後さらに、シティプロモーション
いて、全国14位、県庁所在地では全国トップの評価を得て 施策の充実を図っていきたい。
いる。とうした強みや本市特有の魅力を「前橋うしさ」と

して押し出すため、作成にあたっては、多くの人に興昧 ・

関心を抱いていただける構成を心がけるとともに、チラシ

を見た人が誰でも気軽に手に取れるようなフリーペーパー

風のデザインを意識した。 >>自 治体 名 群馬県前橋市

チラシは、駅や集客施設へ配置し、広く前橋市をPRす 》 人 口 339，509人
るとともに、関係機関や本市ゆかりの著名人等に直接配布 F面 積 311.64Km2
することにより、本市への愛着や興味を喚起することとあ

>>事業開始年度 平成21年度
わせて、 1，3¥るさと納税Jについても周知を行った。
行政が作成するチラシは硬いイメージになりがちである F事業 主体 前橋市
が、雑誌調の言い回しを多用したり、表紙にTONTONの 連絡先
まち前橋のPRキャラクター「ころとん」を使用するなど、 前橋市政策部政策推進課

見た目やデザインには特に留意した。 園理027-898-65131m 027-224-3003 

九'" 川 111111111111111"1111111111111 ， ...11111""11111'"111. ，， 11.11. ， 111111111.11'1 ， 11111111111川1'11'111111111111111111"1111111111111111'1""111111111111111111.111\11111111111111川川111111111111111""'111\11川\11\1 11川 11111111111川川1111111111111111111111'川 111111111111仰 1111111111111山川II'IIIIIIII\\\'~

「夢あるまちづくりj宣言ゆるキャラ⑥さみっとin羽生
sut--明司ー111111111111111111""""111111111111111""111111111111111"1111111111111111111111111'1111111111111111111111111111111111111111111111111""1111111111111111111111111111111¥11111111111""tlIIllHllllllltltlll1111111 llIlIlIlIIllittllllll 111111川 1州川11川川11
羽生F市行のイメ ジキヤラク夕一である「ムジナもん」と いを行しい1、ステ一ジ前にレツド力一ペツ卜を設け、ステ一 E 
「しい1がまんちやんJ芯ど全部でアキヤラク夕一は、埼玉県の ジでキヤラ PR=司中レツド力一ぺツ卜を歩く乙とでお披露 三

「ゆる玉応援団jにも加入しており、市内夕外+の各種イべン卜 目=司中物産ブ一スで来場者と交流という動線を作ることで解

や広報等で活躍している。市のイメージアップだけでなく 決した。来場者は予想の倍以上となる約5万人が来場し、
燭玉県の観光 ー物産等の魅力のPRに貢献している。市内 市外から羽生市は足を運ぶきっかけを作ることができた。
外に親しまれ、浸透しつつある「ムジナもんと仲間たちj 今後継続的にイベントを開催することで、「西の彦根、東の

のキャラクターを有効活用し、「羽生らしさ」を伝えキャラ 羽生」と羽生市が全国各地に知ってもらうと共に、市内の

クターを活用したイベン卜の開催による観光客の誘致及び 観光客の増加を図りたいと考えている。夢のある個性豊か

羽生市の認知度向上、地域が元気になる観光を基本方針に、 芯まちづくりの実現のため、観光交流人口の現状の把握や

市長公約である観光交流人口100万人を実現するため、羽 観光資源の掘り起こしを行い、それをどのように観光振興
生の魅力を伝え、来る人も迎える人も元気にするイベン卜 に生かすか検討する。また、今後のイベントの内容をどの ー

「ゆるキャラ併さみっとIn羽生」を開催した。このイベン ように充実させ、観光化していくか、また、どのように市

卜|こは「まちおこしJIこ積極的に取り組んでいる各地のキャ の活性化に結び付けるかが課題である。

ラクタ が着ぐるみで参加し、と当地の物産やグルメなど

のブースでご当地のPRを行った。また、市民より募集し

たレシピで、羽生市ならではの己当地グルメをこの日に合

わせて開発し、イベント当日販売した。全国の「まちおこ

しJに積極的に取り組んでいる公共団体だけでなく、民間
団体も参加できるので、来場者は様々主主キャラクターに会

うことができた。また、キャラクターだけでなくご当地グ

ルメも併せて楽しめたので、来場者の満足度が高かったと

思われる。1都18県かう85キャラの参加があったため、隈

》 自治体名 筒玉県羽生市

F人 口

浄 面 積

》事業開始年度

56，962人

58.55Km2 

平成22年度
>>事業 主体 ゆるキャラ@さみっと in羽生実行委員会

連絡先
羽生市経済環境部商工観光課

られた時間内でどのように各キャラクターの魅力を発信す 園調048-560引 11 自国 048-560-3110
るか、またキャラクタ によっては動きにくいものもあり、 阻盟Ihttp://www.city.hanyu.lg.ip/kurashi/maωguchi/syoukou/02_ωIture/ 
イベントの内容に苦心した。そのため実行委員会で話し合 02_kankou/yuruchara/yuruchara.html非chara

d 司、
d戸 、

ラ .<'
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ぷ州・・・静岡・・・1111111111111111111111111111111川11川』
昭和3泊9年の東京オリンピツクでポ一卜競技の会場となつ いては承知していたが、どの程度の能力力がtあるのか、市で

た戸田ボートコースは、日本唯一の静水コースであり、ボー は科学的芯分析の資料が広かった。しかし芯がら、協力を

卜競技者の聖地と称されている。また、都市近郊の水と緑 依頼した国立大学法人埼玉大学科学分析支援センターの調

あふれるオアシスとして市民の憩いの場とも芯っている。 査研究の結果、科学的・生物学的に浄化能力が明うかとさ

しかし、外部から導水の芯い構造から、オリンピック開催 れ、その実用性が実証された。国立大学法人埼玉大学科学

以降約50年間、水の入れ替えがされておらず、水質の汚濁 分析支援センターの調査研究により、イケチョウ貝の水質
が進んでいる。このため、水質浄化能力が高いイケチョウ 浄化能力が明らかとされ、コース内においても毎年発生し

貝というこ枚員を投入し、専門機関による科学的立証のも ていたアオコが減少する等、本活動の成果が認められてい

と官民 産学連携による水質浄化活動に取り組んでいる。 る。また、淡水産真珠を使った携帝ストラップも好評で、

また、活動本体も希有であり、さらに員からの副産物とし 市制45年を迎える戸田市からの記念品としても活用されて
て淡水産真珠が採取できるととから、シティセールスとし いる。現在まで国の委託料と、県補助金をもとに事業を推

ての展開が見込める。 進してきたが、今後の活動資金の確保が大き芯課題といえ

・平成18年度から現在まで、約4.000個のイケチョウ貝を る。

コース内に投入。

効果を立証するため、国立大学法人埼玉大学科学分析支

援センターによる水質分析等の調査。

活動の普及と周知を目的に「淡水産真珠アクセサリ一教 》 自治体名 崎玉県戸田市

室」を開催。 >>人 口 124.429人
・活動を広報するためのパンフレツトを作成。 >>面 積 18.17Km2 
平成20年度内閣府地方の元気再生事業採択、平成22年度

>>事業開始年度 平成18年度
情玉県地域元気アップ協働事業採択、平成23年度埼玉県
市町村と地域団体との協働事業採択 F事業主体 戸田ボートコース水質浄化実行委員会
環境問題への「関心度」、活動場所がオリンピック会場と 連絡先
いう「知名度J、海なし県で真珠が採取できるという「魅力J 戸田市政策秘書室
が有機的に連携した取り組みとして、名メディアかうの注 目週048-441-1800(内線434)自国048-431-6790
目度も高い。イケチョウ貝に水質浄化能力があることにつ

l!IiII h社p://www.city.toda.sai旬majp/OATlLlBIW臼/l/2Otodasshihoukokωhosaishuupdf
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朝霞ブランド事業

朝霞市では、 市長のマ二フエストにおいて「朝霞ブラン
ドを暗玉ーにリが目標のーっとして掲げられており、市
民が誇るととのできるような朝霞市のイメージ向上を図
り、市民の郷土意識の醸成を推進すること、 市内商工業の
活性化に資するととを目的として、「市民が誇りを持って
自慢できるまち、朝霞Jを実現するため朝霞ブランド事業
を新たに創設した。
「朝霞ブランド」を商品の PRや産業振興施策に留めず、
「朝霞市jを広く周知するための広報戦略の核と位置付け
て研究を行うため、平成22年度まで実施していた、朝霞ブ
ランド晶を新規に認定する「朝霞ブランド選定事業」は、
見直しを図るため平成23年度は実施しないこととし、朝霞
ブランドプロモーシヨン事業と朝霞ブランド効果測定事業
を実施した。前者は市内及び市外への朝霞ブランドの
PR、後者は朝震ブランドに認定された業者に対して反響
や売り上げ等の調査を行い、実際の効果を測定することを
目的としている。また、両者に関する方策として、ふるさ
と納税を行った個人に対して、朝霞ブランド晶を贈呈する
事業も行っている。
そのほか、市と朝霞ブランド選定事業者との年数回の会
議を行い、連携や協力体制、今後の展開を話し合う場を設
けている。現在、朝霞ブランドの認定業者数は18商昂であ
る。できるだけ、朝霞らしさ、朝霞市内で息づいている歴
史を感じられるものを朝霞ブラン ドとして認定することを
心がけ、朝霞産の素材を使ったものを選んだり、伝統の技
が生きるような晶目を認定したり している。
朝霞ブランド事業を始めた頃は市民への認知度は低く、
市民へのプロモーション活動に苦心しが、打開策として、

市民まつり 彰量薬をはじめとした市が実施するイベン卜
でブースを出展し、ブランド品の PRやパンフレット配布
をすることで市民へ朝霞ブランドの周知を行った。また、
お盆に故郷に帰省する市民かうのお土産物の問い合わせに
対してブランド晶を勧めるなど、細かな点にも気を配って
PRを実施した。
事業の結果、朝霞ブランドの存在は市民に浸透し、 認定
業者の売れ行きは上昇を見せている。また、市民に浸透し
たことで、お土産等に利用されることによる市外への PR
や、市のイベントに参加した他市区町村民が朝霞ブランド
のブースでブランド晶の存在を知ることによって朝霞市外
への認知もこれから広がっていくと考えられ、目的に掲げ
た市民の郷土意識の醸成も進んでいくのではないかと考え
られる。

》 自治体名 崎玉県朝霞市

》人口

>>面 積

》 事業開始年度

F事業主体
連絡先

130.764人
18.38Km2 

平成18年度

朝霞市

朝霞市市民環境部産業振興課

liD 048-463-1903 自彊1048-467-0770
I!IiIIhttp目//www.city.asaka.saitama.jp/brand/index.html 
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E置費車覇軍司32木材の活用から進める林業振興・「ときがわ方式jの発信
4PN・E自主E.lllIltlllIIUlllllllllllllHtlllllltlllllllltlllll川 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川H川川1
町の面積の約ア割を占める山林は、木材需要の低迷とと が必要で、自治体の財政負担も大きく実現が困難だつた。

もに生じた木材価格の長期的な下落により放置され、荒廃 このため、町では財政負担が小さくかっ最大限の効果を上

が懸念されてきた。乙うした状況の中、町の貴重な財産で げる「ときがわ方式」を選択した。

ある木材を積極的かつ有効活用することで、林業振興に大 小中学校舎の内装木質化は、木材の持つ調湿機能による

きな活力を与える方法を模索してきた。近年の環境問題ヘ 健康面への効果や安全性の向上芯どに効果が見られた。と

の関心の高まりに伴い、小中学校に通う子どもたちの精神 うした観点かう木材を積極的に活用し、伐採後は針葉樹と

状況の不安定さやシックスク ルなどの問題を解決するた 広葉樹をバランスよく植樹すれば、水の酒養、二酸化炭素

め、教育環境の整備を目的として、木材を活用した内装木 の吸収効果等が期待され、環境モデルとして機能する可能

質化を進めることとした。 性を持ち合わせている。公共建築物木材利用促進法施行に

校舎を内装木質化すると同時に、耐震補強を施し、外装 伴し1、埼玉県内の自治体で初となる「町有施設の木造化-

を塗り替えて、屋上に防水加工をすることで、ほぽ新築と 木質化等に関する指針Jを策定し、さらなる林業振興を推
同様の状態を取り戻す整備方法を確立した。建替えと比較 進するとともに、全国に「ときがわ方式Jを積極的に発信
して低コスト、短期間で実施可能なこの方法は、夏休みに している。

工事を行い、新学期に生まれ変わった校舎で子どもたちを

迎えるととのできる、新たな木の学校づくりの方策「とき

がわ方式」として全国から注目を集めている。

平成21年度に実施した都幾川中学校大規模改修工事で

は、 4、50年生のヒノキやスギが約500本伐採され、校舎全

体の床、腰壁を中心に、玄関、昇降口、図書室芯どの共有

空間は天井も木質化が行われた。学校施設のほか、役場庁

舎内や公民館の内装木質化、地域集会施設の木造や、庁舎

内のサイン類、職員の名札など木づかいにこだわっている。

>>自治体名

F人口
F面積
>>事業開始年度

F事業 主体
連絡先

筒玉県ときがわ町

12，814人

55.77Km2 

平成22年度

ときがわ町

戦後、全国に建設された小中学校校舎の8割以上は鉄筋コ ときがわ町産業観光課地域振興室

ンクIj一卜造であり、建替え、改修の時期が迫りつつある。 Ii週0493-67-0014 回国0493-59-0130

- 仮に校舎を木造で新築した場合、 10億円単位の美大芯経費 目週http://www.town.tokigawa.lg.jp/

九川川川H山川川川11川山川川11山川iυ川11

東京湾アクアラインを活用した定住促進プロモーション事業
三戸川1・・.m品百・・11111111111111111川 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川川l十111111111111111111111111II11111111I1111111111111111111111111111111111111111山川11111111川1111111111111111111111'¥，

E 平成21年8月1日から開始された「東京湾アクアライン また、「港Jを活用した新た主主イベント「みなと木更津う E 
E 料金引下げ社会実験J(ETC装着車、全日-全時間帯)の効 み祭りJについては、平成21年の第1回開催以来、継続的 E 
Z 果を、着実にアクアラインの千葉県側着岸地である木更津 なプロモーシヨン活動の成果もあり、平成22年の第2回開 E 
- 市への観光 交流人口の増加、定住人口の増加や産業利用 催には来場者数が倍増、さらに今年9月に開催した第3回 = 

三，川

の拡大、企業誘致の促進等に結び付け、戦略的に本市経済 開催では、多くの市民・関係団体の参画・協力を得て、開
の活性化を図るため、首都圏へのプロモーシヨンや庁内横 催期間中、来場者は第2回を大きく上回る述べ2万人を超
断的な取組を実施している。 えた。さらには、「食Jをテーマとした新た芯イベント「木
例えば、年間771万人 (H2l)が訪れる「海ほたるJから 更津J¥)レJが官民連携により開催されるなど、域内におい
本市市街地に誘導するため、海ほたるを含む君津地域で視 て地域資源を活用した新たな取組が活発化している。
聴可能な地域のコミュ二ティ FMを通じて、木更津市長自 今後は、社会実験により、着実に摺加している交通需要
らが木更津市の観光や定住に関する様々な魅力をトップ に対して、効果的-効率的なプロモーション方策を検証し、
セールスとして発信するとともに、タッチパネル式の電子 今後一層、的確なプロモーションを行っていきたい。
看板を海ほたるに設置し、本市の魅力を積極的に発信して ※「み芯と木更津うみ祭り」来場者数=H21延べ5，200人、
いる。 H22・延べ12，000人、 H23・延べ20，000人
また、本市と包括的連携協定を締結している川崎の集客
施設内で開催される「マルシェ(産直市場)Jに、木更津産
の農海産物を積極的に出品するとともに、首都圏のファミ
リ一層を中心に、木更津での収穫体験や移住者との交流会

等を実施、移住者たちの声を掲載したパンフレット等を作 F自治体名 千葉県木更津市
成し、 PR に努めている<r~ _ _.._~ • ..，. ， .. ， >>人 口
社会実験により通行料金の割高感が払拭された大規模社

>>面積
会インフラ、「東京湾アクアラインJを地域振興に最大限活 F事業開始年度
用するため、本市の立地特性である首都圏との近接性・交
通利便性を強みに、本市への移住に関心のあるターゲット F事業 主体
に対して、的確、かつ、十分な情報提供を行うため、地域 連絡先

129，358人

138.73Km2 

平成21年度

木更津市

ポータルサイトやデジタルサイネージ、コミユ二ティ FM 木更津市企画部企画課

やパンフレット等、メディアミックスによるブロモーシヨ liD 0438-23-7426 1m3 0438-23-9338 
ン活動を展開している。 阻盟Ihttp目//www.city.kisarazu.lg.jp/14.204.40.276.html 
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たグループや個人にとっても、行政が介入したある程度大
きなイベントとしたことで、活動に対するモチベーション
をあげることができた。PBビデオをWEBで公開したり
各種イベント等で放映し、市のブランドイメージ向上に役
立てた。また、ガイド‘ブ、ツクについても、市内外の観光施
設等での配布や旅行代理屈などへの送付などを行いPR
に役立てた。特に、 1日外来3000人を超える旭中央病院に
来院した方々に、 PRビデオやガイドプ、ツクを効果的に利
用し旭市を知ってもらい、市内への周遊を促進した。
3年間で多くの人が本事業に関わり様々な取り組みを行
うことができたが、今後も引き続き地域づくりの取り組み
を続けていくためには、より多くの市民を巻き込み活動の
場を広げていく必要がある。

69.749人

129.911くm2

平成20年度

旭市

観光情報誌作成発行業務

》 自治体 名

~・ 人 口

浩面 積

F事業開始年度
浩事業 主体

連絡先

千葉県市原市

278.841人

368.2Km2 

平成21年度

市原市
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観光客を誘致し、交流人口を増やすため、市原市の魅力 ができた。市外でのプロモーションとして、行楽シーズン
を観光情報誌で特集を組んだり、読者回線で、わかりやす にあわせて、アクアライン海ほたる PAで、東京や神奈川
くまとめた 「るる13¥FREE市原市jを発行し市原市の魅力 等の人たちに「るる13¥FREE市原市」を配布し、本市を知つ
を積極的・効果的に発信し、多くの人に知ってもらい、訪 てもらうことができた。
れてもらうよう、本市の重要芯観光情報発信ツールとした。 さらに、代宮山や浅草等で行われた農産物等の販売イベ
・大人の遠足マガジン(フルカラー見聞き特集) ン卜で、本市PRブースを設けて、市原の魅力を簡潔にわ
配本形態=書自販売、発行部数=50.000部 かりやすくまとめた当誌を、 faceto faceで市外の人た
ノジューjレ(フルカラー見開き特集) ちに手渡ししたことで、有意義に発信できた。また、市民
配本形態=年間購読宅配、発行部数=45.000部 からの反響も大きく「改めて市原を見直したJと喜ばれた0
・私の旅レシピ(巻頭フルカラー16ページ市原の食特集) さらに、市内で活動している人を顔出し掲載したことで
配布形態=季刊フリー 宅配、発行部数=80.000部 「もっと、地元を盛り上げるようがんばるよJr活動の仲間
・市原美昧BOOK(フルカラー16ページ) が増えたJr我々もるる13¥を使って市原を積極的にPRす
配布形態=ノジュール同梱、発行部数=20.000部 るJ等の声を頂いた。
るるl五FREE市原市 (フル力ラ-24ページ) このようなととから、市内での活動やイベン卜が活気づ
配布形態=千葉国体、街頭配布、市内外イベン ト設置、 き、郷土愛の高揚が認めうれた。今後はPR情報の鮮度を

観光スポッ ト設置 保つため、新たな企画や編集発行を考えている。
発行部数=30.000部
多くの人に、 市原の観光情報誌を、ますは手にしてもら
うため、観光情報ブランド「るる13¥Jをタイトル口ゴに採
用し、各種紙媒体と並んでも埋れないようにした。
観光・旅行情報誌を発行する会社のノウハウを活用しな
がら、行政が知る地元ならではの情報を取り入れた。プロ
モーションするうえで、ターゲッ卜を明確化させ効率的に
情報を届けること、効果の測定をすることが課題であった。
この課題を改善するために、出版業者がもっターゲツ 卜
(年代)別の観光情報誌に特集を組み、読者アンケートを実
施した。観光情報誌で特集を組んだり、市内外のイベント 市原市経済部観光振興課

ー で「るる13¥FREE市原市jを配布し、市原をPRすること 因調0436-23-9755~0436-22-6980 

九州川



画亘彊藍轟 フィルムコミッション事業
号、、、11
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従来、映画、テレビ等の撮影支援だけに留まりがち芯フィ

ルムコミッシヨン (FC)事業は、昼夜間わず、土日いとわ

ず撮影協力しても、市の名前が作品クレジ、ツトに出る程度

で、体力的に消耗しまいがちである。そこで、市の PRを

条件として、映画作品の宣伝を支援することで、新た主主

FC展開と相乗効果を生もうと考えた。そのため映画撮影

支援後、その映画公開時期を聞き、その時期に開催する市

のPRイベントを想定した企画書を提出。内容は、つくば

エクスプレス、駅貼りポスター、中吊り広告、およびTX

多目的イベントスペース TXプラザを利用して、市の PR

と映画の PRをミックスした展開を目指した。具体的に

は、つくばエクスプレスから提供される、沿線行政に提供

される枠 (ポスター、中用り等)を利用してタイアップを

進めた。ただし、行政枠はあくまで、地域振興が目的であ

り、単に映画 PRにのみ陥らないよう市の PRとのバラン

ス等を慎重に調整を図り芯がら何度も協議を重ねることが

必要だった。市の PRスペースを明確にして告知するこ

とで、単に映画の PRではないものとして表現するととに

苦心した。〈流山市は、映画「作晶名jを応援しています。〉

というキャッチコピーを、ポスター、や HPにか芯らす入

れた。HPでは、地元で撮影されたことを紹介するなど具

体的なレポを掲示。「あの (j，リウッド)映画は、流山市で

撮影したJという地元への誇りに繋がり、あの映画はうち

の市で撮ったという口コミにもなった。また、慢影口ケI也

を見たいという問合せがあった。今後は、 FCは、単なる

映画撮影支援から、宣伝 PRにまで広げることで、宣伝効

果と情報発信力を高めるとともに、結果として市のイベン

トPR経費の削減につ芯げていくことが期待される。

》 自治体名 千葉県流山市

舟 人 口 165.671人

F面 積 35.28Km2

>>事業開始年度 平成21年度

》 事業主体流山市

連絡先

流山市総合政策部マーケティング課シティセールス推進室

liD 04-7150-6308 ..  04-7150-0111 
OlilI http白Ilwww.city.nagareyama.chiba.jp/section/marketlfilm/film1川m
http://cute-fun.com/pc/contents/general/index.phpつdtype=5

ち~
d ， ， 
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観光レトロ商庖街モデル事業

区が活力と創造性をもって発展していくためには、地域

とともに栄える産業を振興するととが必要であり、特に商

庖街は地域の活力やコミュニティ環境を形成する重要な核

であり、その振興が区政において、重要な課題と芯ってい

る。そこで、江東区では神社仏閣が多く「伝統が残る下町」

というイメージを、昔懐かしいレト口商j吉街の創設という

形で具体化し、既存の商庖街を魅力溢れる観光名所とする

ことにより、魅力溢れるレトロ風の商庖街を創出、観光化

するととにより、地域の活性化を図り、賑わいの創出や地

域の活性化を展望するものである。平成20年度に商居街を

公募し、応募のあった2高居街にコンサルテイング会社を

派遣し、企画書の作成を委託。平成21年度に選定委員会に

よって亀戸の香取大門通り会に決定した。区ではコンサル

ティング会社を派遣し、具体的な商広街のレトロ化事業の

設計委託を行い、平成22年度より、コンサルテイング会社

により実施設計・工事開始した。区は商庖街に対し、八一

ド事業、ソフト事業、空き庖舗活用事業について補助を行っ

た。地域での商庖街の役割を高めるため、当該商居街の会

員のほか、亀戸地域の町会、商庖街、観光関連団体及び江

東区等かうなる協議会を組織し、地域 丸となって本事業

を推進した。商庖街のなかでも、レト口事業に消極的な居

舗があり、賛同を得られるまでに時間がかかった。また、

現在も不参加である庖舗もあり、統一的な景観に課題が

残っている。新聞 ・雑誌等で取り上げられたととにより、

区内はもとより区外 都外からも観光客が訪れ、商庖街や

地域の活性化が図うれている。また、この事業を契機とし、

商居街内部で積極的に話し合う環境が整えられ、問題に対

して主体的に取り組むようになるなど、商庖街の自立的芯

運営を促進するという効果も認められる。これまでレト口

事業に不参加であった居舗に対し、統一的芯景観確保のた

め、平成23年度も引き続き、対象となるレト口事業につい

ては補助を行っている。以降については、商庖街がいかに

して主体的な集客企画を継続していけるかが長期的芯課題

である。

F自治体名
F人 口

F面 積

F事業開始年度

東京都江東区

474.274人

39.94Km2 

平成20年度

車・ 事業主体 亀戸香取勝運商庖街

連結先

江東区地域振興部文化観光課

liD 03-3647-3312 固盟理03-3647-8470
回iI!Ihttp://www.kame3katori.com/ 

4〆 J
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トキワ荘通り協働プロジ‘ェクト

よど/y、い引、u】-面~置剖I~帯1"肋肋t“川山川t“山山"川"
、.， 

E 手塚治虫うが暮うしたトキワ荘。平成21年4月の記念碑 ガ家支援等)を展開していく事で認知度を高め、 地域の意 E 
~ rトキワ荘のヒーローたち」設置以降、地元豊島区南長崎 識向上や拠点整備等にフィードパックできるよう努めてい
地域を中心に「トキワ荘通り協働プロジェクト協議会Jが る。その結果、地域を訪れる人が増え、住民参加も増加し
立ち上げられた。当プロジェクトは、トキワ荘の文化を継 てきている。また、トキワ荘関係者若手マンガ家を含む

承してまちの魅力を高め、地域の活性化を図ることを目的 トキワ荘ファン等連携体制も拡充している。ブロジ工クト

とし、トキワ荘を地域の文化として発信する取り組みを展 参加者は皆、「トキワ荘」に魅かれて集まっているため、自

聞している。平成田年かう着手した記念碑「トキワ荘の 的意識を共有しやすい。風通しの良いコミュ二ティに成長

ヒーローたち」設置事業は、平成21年4月に完了。平成21 している。今後の課題は、プロジェクトを地域へ根付かせ

年10月から12月には、豊島区立郷土資料館で開催した企画 るため、受け入れ体制を充実させ、独自で収益を上げる等、

展「トキワ荘のヒ 口 たち」に合わせ、地域芯らではの 協議会の目立性を高めることである。現在、ホームページ

イベントを開催した。平成22年度は、ブログやガイドブツ を開設して友の会の発足やボランティアの募集芯どを検討

クでの情報発信、マンガ家を招いてのワークショッブ等を している。

開催した。平成23年度は、赤塚不二夫が暮うしたトキワ荘

隣のアパートで、マンガ家志望者を地域ぐるみで支援する

「紫雲荘活用プロジェク卜」を展開。地域の回遊性を高め

るため、 トキワ荘に関する地域案内やゆかりの地の解説板

の制作も進めている。事業を企画するに当たっては、若手

マンガ家が切瑳琢磨した、古き良き時代の共同体という卜

キワ荘のイメージ.を生かすよう心がけている。しかし、 ト

キワ荘の建物は解体され、拠点施設も無く、観光資源-受

け入れ体制が十分とは言え芯い。したがって、記念碑や解

説案内ザインの設置等による観光資源の可視化を図って

いる。また、 トキワ荘の精神性を受け継ぐ事業(若手マン

》 自治体名

舟人 口

》面積

>>事業開始年度

》事業 主体

連絡先

東京都豊島区

266，553人

13.011くm2

平成20年度

トキワ荘通り協働プロジ.工ク ト協議会

豊島区文化商工部文化観光課

竃iD03-3981-1316 固D 03-3981-3069 
l!Iil! http://tokiwaso-street.jp/projectl 
〆 、
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E孟量臨因調 NHK連続テレビ小説「ゲゲゲの女房jを契機とした地域活性化の取組
.1臨~~摺J~_~喧喧司~

E 平成21年4月22日に日本放送協会から平成22年度前期の
~ NHK連続テレビ小説に、調布市名誉市民水木しげるさん

， 

の妻 武良布枝さんの著書「ゲゲゲの女房jがドラマの原

案として放送されることが決定したとの報告を受けて以

来、行政のみならす、市民、企業、商居街などの団体と一

体になり、「ゲゲゲの女房Jの舞台である「調布市」の地域
活性化につながる取組を実施した。調布市観光協会内に、

取組の中核となる「ゲゲゲの女房J推進委員会を設置し、
毎月開催される同委員会では、活発な意見交換により情報

が共有されたほか、「ドラマの舞台調布そとには「ぬく

もり」がある」をキーワードとして、フラッグ、横断幕や

懸垂幕芯どを作成し、調布市役所をはじめとする市内公共
施設各所、京王線各駅やド、ラマロケ地の深大寺に掲出し、

市民はもとより市外から調布を訪れる方に、「ゲゲゲの女

房」を通じて「調布市」の魅力をPRした。今回の取組を
どのように行っていくかという点に関しては、職員からの

アイデアや地域商居街などからの意見を踏まえ、 ドラマ放

送を契機として、市内外へ調布市の魅力をいかに発信して

いくかを主眼に、多くの方々との連携を図り、事業に取り

組んだ。これまでは、観光客が市内を回遊することが少な

かったが、「ゲゲゲの女房」を契機に調布駅から近いところ

に、新しい観光拠点の調布市観光案内所「ぬくもりステー

ション」を開設したことにより、回遊性が生まれた。ドラ

マの放送中、放送後においても、 ドラマの口ケ地の深大寺

を中心に、連日、調布市へ多くの観光客が訪れたことは、

ドラマの高視聴率に支えられたこともひとつの要因ではあ

るが、ド、ラマの舞台となったことを最大限に、行政市民

商臣会が連携し、観光振興と産業振興に活かせた成果であ

る。今後の効果としては、 ドラマ放送をきっかけにしてで

きた行政市民商庖会の連携を引き続き維持することで

地域活性化を図られ、また、これまで調布を来訪問だった

観光客が一度訪れたことで、再訪するととが予想される。

今後、継続的な観光振興に向けて重要なことは、 次の4つ
である。第1に、情報発信力の強化。第2に、鬼太郎キャ
ラクターを活かしたまちの活性化。第3に、まちぐるみの
観光振興の取組。第4に、調布市特有の地域資源の活用で
ある。このほか、「ゲゲゲの女房」で得た貴重芯経験を活か

し、自治体聞の協力による相互の観光振興、産業振興の取

組を検討していく。

:争 自治体名

》人口

語面 積

東京都調布市

221，811人

21.53Km2 

>>事業開始年度 平成21年度

>>事業 主体 調布市、調布市観光協会

連絡先

調布市生活文化スポーツ部産業振興課

liaI 042-481-7183 1m 042-48ト7391

l!Iil! http://www.citY.chofu.tokyo.jp/ 
d 了、
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雇童謡盃函 絵手紙発祥の地一狛江
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d会ι 
雪云ユ

昭和田年に狛江郵便局において、市内在住の絵手紙創始

者である小池邦夫氏が、日本で初めて「絵手紙教室」を開

催した。とののち全国に絵手紙が広がったことから、狛江

市は「絵手紙発祥の地jとして、絵手紙を活用したまちづ

くりを行うとととし、絵手紙を文化・観光・産業振興に活

用するため、小池邦夫氏をオブザーバーに迎え、市民参加

による「絵手紙発祥の地一狛江」実行委員会を立ち上げた。

実行委員会では、市民等を対象とした数多くの体験教室や

講演会などのイベントを実施すると同時に、広く絵手紙を

PRするため市内の至る所での絵手紙作品の展示や、小池

氏の作品を使用した巨大絵手紙や懸垂幕等の作成と掲示を

行い、絵手紙への認知度を向上させた。とれにより、巨大

絵手紙等を見るために市外から訪れる愛好者が憎加すると

ともに、マスコミにこれらの活動を積極的に PRした。そ

の他には、絵手紙サポーター制度を行っている。とれは、

絵手紙愛好家から絵手紙の送付を受付け、送付された絵手

紙を展示するととにより、市民が絵手紙を目にする機会を

提供し、絵手紙愛好家の作品発表の場を創出している。展

示場所は、公共施設だけで芯く市内商居等の協力を得て、

居頭等でも行っている。サボ タ には定期的に情報誌を

送付しており、展示の様子などを伝えることにより、創作

意欲を刺激している。また、商庖等で常設展示を行うこと

により、絵手紙を日常的に目にする機会を創出し、この事

業を PRしている。平成19年度より行ってきた「絵手紙発

祥の地一狛江」の事業も5年目を迎え、市民に浸透してき

ており、新聞等のメディアへの露出も増え、狛江市の認知

度が向上してきたととから今後も、「絵手紙発祥の地一狛

江Jをさらに PRするとともに、絵手紙愛好者の拠点とな
る施設を設置し、また関連ク¥Jノズを作成するなど、絵手紙

が観光の目玉となるよう更なる PRを行う。

F自治体名
舟人 口

F面積
>>事業開始年度

F事業 主体
連絡先

狛江市市民生活部地域活性課市民文化係

田富103-3430-1111(内22刀) 1m  03-3430-6870 

東京都狛江市

75.830人

6.39Km2 

平成19年度

「絵手紙発祥の地狛江J実行委員会・狛江市

ァ、ι {、
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l!IilI http://www.city.koma巴tokyo.jp/index.cfm/36.0.275. html 

監国U国語逼11OPEN YOKOHAMA キャンベーン
、、、u
v 、、
ーー

-・IJi品百・・・画~置lii・

横浜市には、都心部活性化をめざして進めている「創造 ツイッタ一等を活用した情報発信・現場の様子等の情報交 E 
都市政策」の成果として、創造界隈拠点を含む魅力的な観 換などを進めている。横浜は地域コミュ二ティに加えて、 三

光資源が多く存在しているが、相乗的芯連携・発信が大き テーマコミュ二ティ、企業・事業者のコミュニティなどが

な課題となっていた。そとで、従来の創造都市政策と文化 あり、それぞれか活発に活動している。そうした多様なコ

観光政策を横断した展開を図り、横浜の多彩芯魅力資源を ミユ二ティをベースにしつつ、さまざま芯担い手が連携・

つなぎ、都市としての魅力向上とにぎわい創出をめざす 交流しながら、「横浜うしい」地域資源をいかした体験型の

キャンベーンとして22年度から実施している。多くのまち プログラムの掘り起こしを進め、新たな都市の楽しみ方を

歩きツアー、 普段みるととのでき芯い場所の限定公開に加 提案していく輸を広げたい。また、キャンペーンとして認

えて、多彩なイベン ト情報を一体的に提供し、横浜の新た 知度の向よを図るとともに、新たな担い手の巻き込み、主

な楽しみ方を提案するなど、充実した街歩きをサポートし 催者 -来訪者の満足度の向上をめざしつつ、市民・来訪者

た。多くのメディアで取り上げられ、 キャンペ ン参加事 がともに楽しみながら横浜滞在の満足度をあげ、横浜への

業者からもこれまでと異芯る客層の参加・来訪者の行動範 来訪意欲を高めていきたい。

囲が広がったなどの評価が寄せられた。また、 1000人を超

える横浜ゆかりの方がおすすめ情報を手書きした「横浜か

らの招待状」を公式ウ工ブサイ トで紹介し、人の数だけ魅

力のある街 横浜を体感できると好評いただいた。

23年度は、 (1 )横浜の魅力資源の発掘・再発見 (2)横

浜の魅力資源を「つなぐJ(3)一体的で効果的な情報発信
と回避性の向上 (4)来訪者の満足度を高め、都市の魅力

向上をテーマに、 8月 6 日~ll 月 6 日の期間に展開してい

る。

キャンペンの展開にあたっては、市民・団体・企業が 連絡先
主体的に行う「横浜の魅力を高める取組」の掘り起こしと、 横浜市文化観光局創造都市推進課

参加事業者間のネットワークづくりを目指して、ブログラ 園調045-67ト3506 回国045-663-1928

ムコーディネータを配置し、参加事業者聞の交流会の開催、

名

口

積

体ム口白

人

面

浄

F

F

神奈川県横浜市

3.687.311人

434.98Km2 

〉炉事業開始年度 平成22年度

》事業 主体 OPEN YOIくOHAMA実行委員会

(績浜市/績浜市芸術文化振興財団ほか)

， 、
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l!IilI http://www.invitation-yokohama.jp/ 
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臨画血臨函凶週 ご当地グルメ PRに係る支援
//y、引B‘隼主...，~院.骨11川山11川11…t

平成2包2年5月、食のイベン卜による本市の PRと交流人 にした効果として、市内で開催される大きなイべン卜Hにこ司lはまぷ、

口の増加を狙いとした、ご当地グルメ王座決定戦 IY-1 ご当地グルメを謡った屋台が必ず出屈されるようになっ

グランプリ」が開催された。これは、大和市内におけると た。また、平成22年9月に厚木市で行われた口コフード

当地グルメ NO.1のメニューを、大和市民まつり来場者の フ工スタ KANAGAWAの出屈にあっては、本市代表の出

投票により決定するものである。グランプリには11の事業 Jdlこ対して、他の飲食屈が協力するなど、出居者間の横の

者が名乗りを上げ、趣向を凝らしたメニューで来場者を楽 つ芯がりが生まれた。ご当地グルメイベン卜は、市民や近

しませた。大和市イベント観光協会は、 IY-1グランプ 隣市の住民からも期待を寄せられているため、この高まり

リjの成功を受けて、事業者、市民の盛り上がりをさらに を一過性のものとし芯いよう、継続的にイベントを仕掛け

高めていくため、地域の名物を創り出し、市民や市外から ていく必要がある。また、ご当地グルメを扱う事業者が市

の観光客を楽しませる市内事業者に対する支援策として、 内の特定地域に集中しているため、これを全市的に広めて

ご当地グルメ PR事業補助金を創設した。補助の対象と いく必要がある。

なるのは、大和市のご当地グルメとして広く市民に認識し

てもらうための PR経費、また、他のご当地グルメイベン

卜に参加する際の必要経費である。平成22年度より予算 F自治体名 神奈川県大和市
化、大和市イベン卜観光協会 HP等により周知開始を行っ 浄人 口 228.917人

た。これまでに、のベア事業者(補助金支出用途。ポス 》 面 積 27.06Km
2 

F事業開始年度 平成22年度タ_.ノボリ作成、イベン卜参加費等)に対し補助を行つ
F事業 主体 大和市イベン卜観光協会

た。地域の活性化という視点を欠かすことはできないた
連絡先

め、補助の対象とするのは、一事業者が単独で作ったメ
大和市文化スポーツ部イベン卜観光課

ニューではなく、複数の事業者が協力・連携し合って普及
liD 046-260-5167 回mt046-263-2080 

させるメニューとした。ご当地グルメに対する支援を明確
l!lilI http://www目yamato-kankou.com/gourmetl

一t手
Z 
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幽 w量語調週 海老名市都市ブランド創出事業
(側三菱総合研究所で職員が派遣研修を行った際、自主研

修として「都市ブランドが巻き起こす行政経宮」というテー

マで研究を行った経緯があり、派遣修了後、新たな政策を

立案する「政策協議制度Jに都市ブランド事業を提案し、
新たな政策として決定された事業。少子高齢化、都市間競

争の時代を迎え、人口増-維持を目指し、市民には「住み続

けたいJ、市外の方には「住んでみたい」と感じていただく
海老名にするため、「海老名市が魅力的主主まちであることを

いかに伝えるかJが必要であると考え、シティプロモーシヨ
ン、シティセ ルスを軸に進め、 1;毎老名のまちそのものJ
をブランドにしていくととで、他都市との差別化を図って

いくことが必要と考えた結果から事業化したもので、ある。

「魅力の発信と創造Jを柱に、発信では、インターネット
放送局(月4回更新)、ブログ(平日開庁日毎日更新)、ブー

ス出展(イベント時)芯どを中心に、また、創造では、平

成20年度から始まった市の基本計画、「第四次総合計画」の

中で行うすべての事業が魅力の創造にあたるという整理を

している。事業全体としては、年度ごとに推進プログラム

を作成し、プログラムに沿った事業推進を行っている。イ

ンターネット放送局の番組作成などについて、外部委託せ

ず、すべて自前で行うことで、事業費の抑制と臨機応変芯

対応等に繋がり、継続的な事業展開が可能となっている。

また、市の総合計画とリンクした事業展開は、他市のシティ

プロモーションとは遣う特徴的な部分であると考えてい

る。外部にコンテンツの製作委託をしていない点から、イ

ベントの多い時期等は撮影や編集日程がタイトになるが、

毎月4回の更新をすることで、継続性といった部分から事

業の周知も図れている。しかしながら、都市ブランド事業

単体での評価や成果を測定することが難しく、インタ

ネット放送局やブログの閲覧数の伸びなどで、事業周知が

図られていることを確認しているが、市民だけでなく、職

員への事業浸透の部分も、引き続き課題として残っている。

芯お、人口については、事業開始時の平成20年4月が

126.184人だったものが平成田年11月は128.090人となって

いる。今後は発信の強化のための、新た芯発信ツールの導

入などのほか、イメージキャラクターとのコラポレ ショ

ンなどの展開を図ることで、市の魅力の PRに繋げていけ

ればと考えている。

》 自治体名 神奈川県海老名市

》人 口 127.493人

浄 面 積 26.48Km2

》事業開始年度 平成20年度

浄事業 主体 海老名市

連絡先

海老名市市長室政策事業推進諜情報発信係

‘iD 046-235-4574回mt046-233-4401 
l!lilI http://www.city.ebina.kanagawa.jp/ 
' ー-~.、人
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鈴鹿・長宿竹灯りの夕べE函U国語歯車
/y1._J縞i描品司.肋"川11川川11

座閏市の中で最も古い住居地域の一つ鈴鹿.長宿地区は、 本事業は実施することはできないことから、住民への丁寧

地域と市が協力して街なみの保全、修景を行い平成16年に 芯説明と配慮を怠らないようにしたいと考えている。本事

は「国土交通省都市景観大賞 優秀賞」を受賞するなど、 業実施により交流人口の増加による地域の活性化を図り、

街づくり、街芯み整備の取組みとして高い評価を得ている。 観光客による街なみへの評価を受け、住民の街なみへの愛

これまで本市の観光資源として活用されることがなく、市 着、愛郷心を育まれることを期待している。また、地域コ

内においても認知が進んでいない状況にある。良好芯街な ミユ二ティとイベントに参画する産 ・学・官 ・ボランティ

みを保つ鈴鹿・長宿区域を観光資源として活用し、地域の ア団体の交流により、異世代問、異業種間の交流が進むこ

活性化と本市のイメージアップを図ることを目的とし、関 とが期待できる。地域住民の意見芯ども交え芯がら、企画

係諸国体と協働して良好芯街芯みにライトアップ施すこと の充実を図って行きたい。

により、観光資源としての資質を探りながら、街なみへの

関心を高め本市の誇る財産として確立させることを目的に

企画した。

街なみの保全に取組む「鈴鹿・長宿街づくり協定運営委

員会j、地域の各自治会の意見を交換しながら、イベン卜を 》 事業開始年度 平成22年度

手掛ける行政、ボランティア、大学の連携により企画の立 》 事業主体 座間市 ・座間市観光協会・座聞を学び遊13i

案にあたっている。本年6月4日には11月26日実施予定の
連絡先

本実施に向けて試験点灯会を開催した。良好芯街主主みは、 座間市環境経済部商工観光課

現に居住している住宅地であり、住民の理解が無くては、 匝謂046-252-7604 回国046-255-3550

九川

名

口

積

体ム口白

人

面

浄

》

浄

神奈川県座間市

129.143人

17.58Km2 

会・松蔭大学

ものづくりの心に出会う「まちあるきj

y -_J品，..--川
1111111川川村川

三条市では、平成20年度から地域ブランドの確立を目指

し、地元の産業団体などと地域資源の発掘やその発信に取

り組んできた。

三条市を訪れた方々に、商品だけでなく、その背景にあ

る「ものづくりの心Jに触れてもらうことで三条市という
地域全体のすばうしさをまるごと体感してもらうことを目

的に、三条市の地域資源であり地域のアイデンティティ

ともいえる金属加工を始めとした「ものづくりJの文化を
産業観光の中心に据え、地元の商工会議所を始めとする有

志団体が中心となってまちあるきの取組を始めた。

平成20年度から毎年春と秋に地元商工会議所の青年部や

市民団体、ボランティア団体などをガイドとして実施し、

三条市旧来からの中小工場や鍛冶道場、和菓子屋などをめ

ぐり、社長、居主からものづくりへのこだわりなどを聞く

ことにより、三条市を体感してもらういくつかのまちある

きコースを設定した。また、当市の金属加工産業と密接に

関連すると当地B級グルメであるカレーラーメンの食べ歩
き芯どのコースも設定した。

平成22年からは、「ものづくりのまち燕三条Jをアピール
すべく隣の燕市とも共同で取組を始めたことで、まちある

きの見学コースに参加する企業や工場も年々増え、参加者

も年々増加傾向にある。市外からの観光客だけでなく、三

条市民が自分たちの街を再発見し、自分たちの街を誇りに

思えるよう三条市民の参加も歓迎していること、及び各

コースには街の良さを伝えるため必ずガイドによる案内を

行うととを原則としている。

観光ガイド養成講座、市民ガイ ド‘の発掘なども行ってい

るが、参加する工場 届舗の増加によるコースの増設にガ

イドの対応が追いついていかない部分もあり、ガイド養成

が喫緊の課題に芯っている。三条市民もまちあるきに参加

することにより、三条市民が自分達の街を再発見し、自分

達の街を誇りに思うことが期待でき、その結果、市民レベ

ルによる口コミやブログ、ツイッター芯どのSNSツール
の活用による三条市の見所良さの情報発信が期待できる。

今後、地域資源である産業をツールとした「まちあるきJ
が地域に根付き、市民が自分たちの街を誇りに思い、ホス

ピタリティ精神あふれるおもてなしを行うことで、交流人

口を創出し、地域経済の活性化に繋がることを期待してい

る。

》 自治体名

浄人 口

》面積

》 事業開始年度

》事 業主体

連絡先

新潟県三条市

104.135人

432.011くm2

平成20年度

三条まちあるき連絡協議会

、
zェ 、

夕、ι 、、
'//1111111111111111111111111111111111'111111111111111'11"11111111111111111'1111111111111111111111"111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川山川川"'川111川川川川川山川山川川川川川川川山11れやや

三条市経済部営業戦略室

liD 0256-34-5511 (内728)..  0256-36-5111 

回週http://www.tsubasan-aruki.jp/
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新発田市食の循環によるまちづくり扇面電函函

>>自治体名

浩人 口

F菌 積

》事業開始年度

浄事業主体

新潟県新発田市

102.626人

532. 82Km2 

平成18年度

新発田市、新発田市食の循環によるまちづ

ぷ刊・r~ミ蓋Z語JJ~ロ・1II 11111 !11l1 lttlllllntlllllllllllllllllllllllllltlltllUIIIIWlll lIlIIlI tll川川1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUttllUrtllll1111ttllllIHllllllllllttllllllrtlll 1ll llll1IIlt t1I1I1 I t1l1 lltllltlllllllllllltlllllII I1I1 I I1 IWlllllllll tIIl!lI l lIIlIIlIlI l lII ltllllll111111111111川乞

新発田市は長い歴史に育まれた「豊かなる大地jを基盤とし 解が必須であるため、毎年「食のサイクル研修会jを実施してい
て、農林業や食品産業などを中心に発展してきた。健康で心豊 る。また、推進委員会では、 身近で分かりやすく誰もが参画し
かな人材の育成、産業の発展、環演との調和、まちのにぎわい等 やすい取組を企画しており、そのーっとして平成22年9月から
の「地域の活性化」と「市民の生活の質の向上Jを目指し、この 「食の循環しばたモッタイナイ運動」を開始し好評を得ている。
地域の「食」の特徴を「つながりで」捉え、焦点を当てた取組を 食の循環によるまちづくりの認知度は72.3%で、市内産農産
進めようと平成田年12月に「食の循環によるまちづくり条例」 物も着実に市内外に認知され販売額が伸びている。また、 i也産
を制定、翌年「同推進計画Jを策定した。 地消の理解が深まってきており、学校給食における新発田市産
このまちづくりは、肥料づくり・土づくりから栽箔ー収穫、加 農産物の使用割合42.0%。一人で弁当が作れる小学6年生の割
工、販売・購入、調理、食事、残澄処理、そして再び肥料づくり 合が増加している。また、食べ残すことをモッタイナイと思う
へとつながる 『食の循環jの流れが分断されて食品残澄の大量 小学6年生の割合も増加してきでいる。
廃棄等の「食Jをめぐる様々な問題が生じている点に着目した このまちづくりのさらなる PRと分かりやすく実践しやすい
もの。この循環を市民、事業者、市が相互理解と協力のもと再 取組を推進し、豊か芯る大地と美しい自然、互いに支え合い暮
生しまちづくりを推進する。 らしてきた人々の営みを未来に届けていきたい。
(1)産業の発展 (2)健康及び生きがいの培進 (3)教育及
び伝承 (4)環境の保全 (5)観光及び交流の5つ視点で取組を
推進。市民、事業者、市職員で構成する「食の循環によるまちづ
くり推進委員会jが取組を索引している。
取組の一つ「食の循環のまち新発田リレートークjは平成19
年度かう開始して通算21回を数える。毎回食の講演会と活動実
践紹介を行いこのまちづくりが浸透してきた。また、市独自の
食育「食とみどりの新発田つ子プランJを、具体的芯目指す子ど
も像を掲げ市内統 プログラムに基づき市内全幼稚園、保育園、
小・中学校で実施している。
このまちづくりは、市民、事業者、市職員が協働により時聞を
かけて検討を重ね、条例制定や推進体制を整備して取組を進め
ている点が特徴。また、「食の循環」を切り口としたまちづくり
は全国的に見ても珍しく、テレビ、新聞、雑誌等で紹介されたこ 連絡先
とで認知度が高まっている。 新発田市教育委員会教育部食間信鍾乗食ι滞覇によるまちづくり係
条例では、市民・事業者市が主体的に参画し協働でまちづく 園理10254-22-9535(内2272) 1m 0254-22-4256 
りを推進することを規定。この推進には、市職員や教職員の理 Iml! http://www.syoku-jyunkan.jp/ 
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くり推進委員会

E部翠司E酉置 観光客おもてなし武将隊事業

北陸新幹線開業を見据え、戦国武将の中でも人気の高い

「上杉謙信公」を上越市の観光振興に向けたイメージとし

て集中的に活用し、上越市と聞いたらすぐにイメージが湧

き興味・関心や旅行意欲を高めてもらえる取組の1つとし

て、平成23年4月に「越後上越上杉おもて芯し武将隊J
を結成した。

甲胃武者による観光客の出迎えや観光案内等のおもて芯

しを行い、謙信公のふるさと「上越市Jの魅力を全国に発
信するとともに、当市への再来訪を促し、一層の誘客を図

りたいと考えている。

現在では、春日山城跡および上越市埋蔵文化財センター

で開催する企画展「越後上越 謙信公と春日山城展」等に

おいて上越市の魅力発信と観光客へのおもて芯しを行い、

全国各地からの誘客拡大に貢献している。

武将隊の構成としては、上杉謙信公、上杉景勝公、上杉

景虎公、 @5工兼続公、宇佐美定満公、柿崎景家公、女武者

隊長春、女武者みつ、足軽組頭十吾郎、足軽雀となってお

り、春日山城跡での演武パフォーマンス、観光案内や勝|到

によるおもてなし、市内外での観光 PR活動、ホームペー

ジ開設等を実施している。

主な活動実績としては、新潟市ビッグスワン 春日山城

跡での伊達武将隊との共演、上越市内朝市 高田城下での

おもてなしとなっている。武将隊メンバーによるブログ

(武録)の記事を通じて上越市に興味を持った人が増えつ

つある。

各武将がテーマを定め自由な感性でブログ投稿を行って

いる。演武パフォーマンスの向上のため練習時間の確保と

上杉家ならではの演武内容の充実を図り他武将隊との差別

化を図った。

平成23年フ月 4日現在の武将隊 HPの閲覧者数は、

32，610人となり、メディアにも取り上げられる機会が増え

てきている。

また、ファンクラブ「越後上越上杉城友隊」も結成され、

武将隊魅力向上の一助と芯っている。

今後も上越市ならではの観光資源の磨きあげの1つとし

て、モノでなく「おもてなしJによる魅力向上と観光 PR
に努め、さら芯る交流人口の拡大に努めていきたいと考え

ている。

名

口

積

体白

人

面

浄

浄

》

新潟県上越市

205.610人

973.611くm2

〉争 事業開始年度 平成23年度

》 事業主体上越市

連絡先

上越市観光振興課

liD 025-526-5111 (内1615)田mt025-526-6183 
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シティプロモーション推進事業(大学との共同研究)
y-E平山hー・11111111111111111111'111111111111111'"'1111111'111111111III1111111111川川11川t

富山大学と富山市とは、まちづくりや文化、環境、教育 新たz芯主発見や魅力の再認識に繋がると考え、できる隈り学
芯どの分野で連携し、地域振興を図る取り組みを進めるた 生の主体性を尊重した。

め平成20年10月に包括協定を締結した。 成果報告会では、魅力発信のためのイベン卜企画や中心

この協定をきっかけとして、平成21年度より、シティブ 地区のまち歩きマップの作成、富山市の PR映像作品の制

ロモーシヨン推進事業に関する共同研究が、富山大学と富 作など、それぞれのグループごとに富山市の魅力を発信す

山市との共同主催事業としてスター卜した。 るための提案が発表された。なお、それらの成果の一部は

これは、学術研究機関である大学や学生と富山市が連携 情報誌への掲載やアンテナショッブとの連携等を通じて市

しシティプロモーション事業における新しい企画の立案を 内外ヘ情報発信している。

図ること、また、学生自らが富山市政やまちの魅力につい 今後は大学と富山市の二者だけでなく地元企業や NPO

ての認識を深めることを通じて市民としての誇りや愛着を など様々な主体と交流することにより、さらにシティブロ

醸成することを目的とした共同研究である。 モーションの素地が固まっていくと考えており、幅広い波

実際の活動では、人文学部、芸術文化学部、人間発達科 及効果となるよう検討を進めていきたい。

学部という3つの異なる学部の学生が、それぞれグループ

を作り、富山市の魅力を体現するための新しい取り組みに

ついて、実際のまちなか探索や富山市職員との意見交換等

を通じて考察を深め、情報発信のための方法について議 》 自治体名 富山県富山市

論 ・検討した。
浩人 口 417.046人

市側は、シティプロモーションが身近芯活動・体験から

でも実践できるものであり、それによってさらに自分のま
>>面積 1241.85Km2

〉争事業開始年度 平成21年度
ちに誇りが持てるということを学生に理解してもらえるよ

〉争事業 主体 富山市、富山大学
う、工夫して事業を進めた。

連絡先
特に、参加した学生の中には市外出身の学生もおり、 市

富山市企画管理部企画調整課
外出身者を含むさまざま芯視点を研究に反映させることで

回週076-443-2010回国076-443引 70 @ 

九川川

日本の宝『のとキリシマツツジJ発信事業
/-E明司. '11111111111111111111111111111111111111111川川11111II111111111I11111111111I1111111111111111I11111I111III11111I11111I111111111I11111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 11川t

「のとキリシマツツジ」は、名前に唯一「のと」を冠する の管理を依頼する乙とで解;決実した。

ー 花木で、加賀藩主が嘉永6年 (1853年)に能登を巡視した のとキリシマツツジの開花期には能登空港前芝生広場で

三 時に観賞したという記録が残っているがルーツは謎に包ま 3日間、鉢植えや盆栽の展示、苗木販売を行う「のとキリ
れていた。 シマツツジフェスティj¥JレJを開催している。3月に展示
平成18年から始めた島根大学-小林伸雄教授と新潟県立 会を見て首都圏から来訪した人もおり、 22年度のフエス
植物園 -倉重祐二副園長による DNA及び文献調査によっ ティパル来場者数は33%増の 1万8千人となった。

て、日月暦2年 (1656年)に江戸に移入されたキリシマツツ 新宿御苑での展示会がのとキIjシマツツジの「本家Jに
ジに品種改良が加えられて全国に広まった「江戸キリシマJ あたる鹿児島県霧島市の一行の自にとまり、平成23年5月
品種群の1つであり、能畳半島は個人が所有するキリシマ には霧島市から15人が視察に訪れ交流を深めた。

ツツジの古木数では日本一の規模であることが判明した。 古木の所有者や管理者の高齢化により今後、木の保全管

大切芯地域資源と位置付け、守り継承すると共に地域活 理が十分に行われなく芯ることが懸念されるため、県立産

性化に活かしていくととが求められている。首都圏の植物 業技術専門校や地元高校で技術を伝承し後継者を育成して

園で2カ月早咲きさせたのとキリシマツツジの盆栽とパネ いく。また、この花木を地域の誇りとして子供たちに伝え

ルを展示すると共に、小林-倉重両氏による研究成果を発 ていきたい。

表するシンポジウムを開催する。

平成22年3月に新宿御苑で6日間、平成23年3月には神
奈川県立大船植物園で同じく6日間展示した。
能登 羽田空港聞は旅客機が運行していることから首都

圏からの交流人口拡大が見込めることと、江戸で発達した

キリシマツツジが能登半島で保護-育成されていたことを

首都圏で紹介することは「里帰りJとも言え意義深い。

>>自治体名

F人 口

浄面 積

石川県能登町

20.815人

273.46Km2 

全国の主なキリシマツツジ古木について DNA調査を F事業開始年度 平成21年度
行った結果、能登固有種と考えられる晶種の存在が確認さ F事業 主体 |¥JPO法人のとキリシマツツジの郷
れ、地域資源としての価値が一層高まった。 連絡先

設定された展示期間に合わせて益栽を2カ月早咲きさせ 能登町ふるさと振興課
るのは容易なととではなかったが、新潟県立植物園に盆栽

1iD07百8-62-8532固盟理0768-62-4506
九川川t川 1111川川川川川
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鯖江市地域活性化ブランコンテスト

シティプロモーションの一環として、鯖江市では学生を

まちづくりのパートナーと位置付け、学生の自由な発想と

旺盛芯行動力に焦点をあてた学生との連携-協働事業に取

り組んでいる。市内外の若者のアイディアと行動力を活か

したまちづくりの推進を目的に、学生に「まちづくり活動」

の場を創出し、提供している。これによって地元住民と学

生との交流が盛んに芯り、鯖江の魅力向上や、街に新た芯

賑わいが生じるととを目指している。

地域活性化ブランコンテストでは、明日のリーダーを目

指す学生を全国かう募集する。この学生たちが3人で 1

チームと芯って、市の中心市街地にある誠照寺(真宗誠照

寺派本山)に合宿しながら、商庖街や企業経営者、市関係

者などからインタビューを行って鯖江市の現状を分析し、

その課題を解決するための活性化策を発表するコンテスト

を行う。学生たちが練り上げた活性化策は、コンテストで

発表して終わるのではなく、良い提案は政策として取り上

げるなど、フィードJ¥ックを行っている。コンテストには

全国規模で学生の応募があるため、地元学生の確実な参加

が困難な面もあるが、地元学生には事業の運営に中心的に

関わってもらうことで、県外の学生との交流を推進すると

ともに、地域活性化に向けた意識の醸成を図っている。

また、地域活性化ブランコンテストlこ参加した東京の大

学生や地元学生、市民や眼鏡企業関係者うで構成された「さ

ばえめがねギネス2011実行委員会Jは、市内をはじめ、全
園、世界に眼鏡の提供を呼び掛け、眼鏡フレームを2011メー

トルつなげるというギネス世界記録を達成し、めがね産地

鯖江のPRを行った。卒業後、さまざま芯方面に進んでい

る参加者たちには、地域の活性化に向けた貴重な人材とし

て期待を寄せている。

》 自治体名 福井県鯖江市

》人口 68.667人

予面 積 84.75Km2

》事業開始年度 平成19年度

》事業 主体 鯖江市地域活性化プランコンテスト実行委

員会

連絡先

鯖江市政策経営部企画財政課

‘iaI 0778-53-2220 ..  0778-5ト8164
l!IilI http://profo.jp/sabae-plancontest/index.php 
， 、
ヨ合 、、
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E豆~盟国司 HEECE (ヒース)構想事業

市の重要政策である「若い世代が、住み、生み、育てた

くなるまち」を実現するため、「健康Jr教育Jr環境Jrコ

ミュニティ」及び「経済産業」の各分野に特化した新た主主

事業や施策を HEECE構想、として体系化し、市内外に広く

周知を図った。

HEECEとは、 Health(健康)、 Education(教育上

Environment (環境)、 Community(地域社会)、

Economy' Industry (経済・産業)の5つ分野の頭文字を

並べた造語である。

重要政策の実現に向けて、そのツールとなる施策を体系

化し周知することにより、サービスの客体である市民も、

提供する側の職員も、市の目指すべき方向をイメージしゃ

すくなり、施策の効果を高めることができる。

「健康Jr教育Jr環境Jrコミュニティ」及び「経済・産

業」の各分野に、それぞれ3~アの新しい事業や施策を体

系付け、各種報道発表やホ ムページ、ケーブルテレビ等

による周知と併せて強力に展開している。

造語である rHEECEJを、少なくとも市内においては一

般化するよう、機会あるごとにPRに努めた。この取り組

みについては、部局によって当初温度差があり、事業の吸

いよげに苦労した部分もあるが、 HEECEというキーワー

ドの浸透とともに部局聞の温度差も解消されていった。

「健康Jr教育Jr環境Jrコミュ二ティJ及び「経済産業j

を重点的に推進するという市の方針を明うかにするととに

より、市民と市との目標の共有化が図られた。HEECE構

想としての効果が現れるまでは、時間を要すると思われる

ため、今後も引き続き構想の取りまとめと推進、周知に取

り組みたい。

》 自治体名 福井県あわら市

浩 人 口 30.548人

3・菌 積 116.991くm2

F事業開始年度 平成22年度
F事業 主体 あわう市
連絡先

あわう市総務部政策課

‘iaI 0776-73-8005 ..  0776-73-1350 
盟国!Ihttp://www.citY.awara.lg.jp/pag巴/seisaku/heecekousou20l1.html
， 、、
百九 九
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かのがわ古道・かのがわ広場整備事業
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平成16年11月、山梨市下神内川(しもかのがわ)2区に 風景及び地域資源を活かした道づくりを目指し地域の魅力

おいて、山梨市駅南口の整備を含めた駅南口のまちづくり を向上させることの意向が強く芯り、かのがわ古道の構想

を考えるため、「駅南地域のまちづくりを考える会」が発足 へと変換を図った。また、地域においてそのような構想、に

した。平成17年12月、会の地域研究をもとに、区内の狭陥 対し前向きだったので、より早く構築され事業化に至った

道路の改善について、桃の花、菜の花、文化財等の資源を 古道は、昭和30年代をイメージした道路に生まれ変わり、

生かした道づくりとして行うよう、地域かう市に要請が 沿線の水路の川端には洗い場が設けられ、水辺で作業がで

あった。平成18年度には原風景の再生と生活基盤の向上に きる環境と芯った。事業完了かう 1年が経過し、原風景の

より、活きた道を創り出すこと及び地域の魅力を向上させ 魅力が十分向上された。今後は、川の水質保全に努め、敷

ることを目的とした「下神内川まちづくりプロジェク卜J 地内や治道の畑などに在来種の花木を植えることや、ブ
が立ち上がり、宮民協働事業として、かのがわ古道かの ロック塀を板塀風に修景することなど、地域環境維持活動

がわ広場整備の構想を策定した。また地域住民との協働に を積極的に行い、原風景を後世に存続していくととが必要

よる道づくりについての構想及び方針をまとめ、活きた道 とされる。

を創り出すことを施策とした。それに基づいて風土を活か

した環境づくりとして、広場、川端、水車小屋などを整備

し、集落の風景づくりとして水路、古道などを整備し地域 浩 自治体名 山梨県山梨市

の活性化を向上させた。地域住民の「都市化することだけ 》 人 口 幻 ，980人

が良いことではないJという意見広どをもとに進めてきた。 >>面 積
>>事業開始年度

また、「地域住民が楽しめるまちづくりをしたい」、「地域の
》 事業主体

財産を大切にしたいJ、「昭和30年代の風景を保全したかの
連絡先

ょう芯まち並みにしたい」という意向に沿えるよう構想を

289.87Km2 

平成18年度

山梨市

山梨市都市計画課
仕上げた。当初、地域には道路狐幅の要望があったが、原

‘iD05δ3-22-1111 固90553-23-2800

匝盟亙圏直 北社市食育ブログ「見つめよう!食の原点j運営事業
どいE~lI ll lI ltll lIlI l lIlI川'"川 11111111111111山11111111111111111111川11111111111111111111111111111111111川1111111111111川川11川11

北杜市の次世代を担う子どもたちわがt、自然の恩恵や食に る「農Jの観点力か、うとうえると、食農イべン 卜の実施力がT少

関わる人々の様々な活動への理解を深め、健全主主食生活を なくなる時期(1 月 ~3月)のブログネタが不足するため、

実践していけるようになることが、 10年20年後の北社市の テーマに則した事業の活動報告以外の記事作成(食育コラ

健康につながると考え、平成20年度から北杜市の食育事業 ム等)を行い、常にタイムリーに更新した。食育事業の

の情報発信を行い、取り組みへの理解を深めることを目的 フィールドの多くが保育園や小学校であるため、園兜や児

として「“食と農"健康芯杜づくりプロジェク 卜」と題した 童の保護者に対して、今まで以上に情報発信を行うことが

食育地産地消活動を展開した。このプロジェク卜の中で、 できた。その結果、本来の食育の場である家庭において、

食育事業をタイムリーに発信するため、ブログを立ち上げ 「食」への意識向上につなげることができた。今後も引き

た。市民を対象とした食育事業を中心に、市の食育キャラ 続き「見つめよう 1食の原点」というテーマに基づいた「農j

クターである「はうペコちゃんJ(誕生日。平成16年11月1 の分野についても取り上げていきたい。

目、出没地山梨県北杜市、職業詳細食や震の大切さを

伝える仕事人)回線でブログを更新する。ブログの記事作

成については可

食と農の杜づ

各種事業への取り組み内容を中心に、全て、

くり課の職員が行っている。事業参加者 ・関

ー 係者をはじめとして、閲覧者は僧えており、最もタイムリー

な情報発信ツールとして位置づけている。ブログにおける

山梨県北杜市

49，019人

文章表現については、親しみ

点に留意して作成した。また

やすさ、わかりやすさという 》事 業主怜 ~['f.工巾

》 自治体名

浩 人 口

》面積

:争 事業開始年度

.~事主義主体

連絡先

602.89Km2 

平成20年度

北杜市

、事業に携わっている市民を 連絡先

クロース"アップする記事の内容に心がけた。テーマが「見
北社市産業観光部食と農の杜づくり課

直iD0551-42-1354"0551-42-5216 
つめよう l食の原点」であり、「食の原点Jと位置づけてい

回iIIhttp://ameblo.jp/syoku-no-genten/ 
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匝函亙語通 竜王駅魅力発信事業
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世界的建築家「安藤忠雄」氏の設計により、 JR竜王駅が 者間が事業推進に向けて、具体的な活動に役2劃割討到jを分担させ
あらたな駅舎として完成した。駅舎は3町が合併したシン たことにより、責任感と改善点などを積極的に提言する体

ボルとして南北の自由通路と橋上駅舎により、人の交流と 制が出来上がった。様々芯イベントを通じ、竜王駅の持つ

公共交通の利用促進を推進するシンボルとしての役割を求 魅力を向上することができ、特にイルミネ ション事業に

めている。この施設と南北に広がる駅前広場は屋根つきの おいては、市のみならす甲府盆地における冬の新た芯観光

広場として全国的にも珍しい施設となっている。よってと スポットとしての確立を目指したものであり、甲斐市の魅

れうの条件を備えた施設を活かし、甲斐市の魅力と活性化 力醸成に貢献している。これまでの活動を継続するととも

に繋がる事業展開を図るために周辺自治会、公共交通団体、 に、新たな魅力づくりの展開により一層の PRに努め、交

地元事業者、農協、商工会等により構成された「竜王駅魅 通拠点としてだけの「竜王駅Jでなく、人と情報が集まる
力発信協議会」が設立された。竜王駅を地域資源と捉え、 発信拠点として展開したい。また、協議会事業のみならず、

地域の交流拠点として活用していくために、平成22年11月 「竜王駅」を通じた地域のコミュ二ティ活動を促進したい
かう2ヶ月間、南北広場をイルミネーションで飾りつけ、 と考えている。

期間中は若者による「ストリートダンスコンテスト」や、

地元音楽愛好家による「ライブ演奏会jなどを開催すると

ともに、駅の緑化・飾花活動も協賛団体が行い、多くの市

民、県民の交流の施設としてまた地域活性化の拠点として 》 自治体名 山梨県甲斐市

駅周辺への緑化 飾花活動も行っている。また、平成田年
》人口 74，468人

6月には県内高校生応援団による、被災地激励の応援工一
》 面 積 71.94Km2

ル発表会を開催しており、甲斐市の魅力づくりに行政と一
>>事業開始年度 平成22年度

体となって活動している。行政主導でなく、構成メンパー
>>事業主体 竜王駅魅力発信協議会

による企画提案も行われ、市民自己が甲斐市の魅力作りに
連絡先

関わる体制とした。よって、事業執行に向けては会員自ら
甲斐市建設産業部商工観光課

が運営参加する形態としている。最初かう、会員及び関係
因調055-278-1708自国055-276-7214

三句H川

/〆/、帆岨、

身延町の様々な情報を集約、共有、発信するととを目的

として「観光・物産教育・その他地域の話題等Jの情

報を発信する身延町公式ブログ「身延LifeJを平成22年ア

月に立ち上げた。山梨県庁が県内でいち早く楽天株式会社

と連携しブログを立ち上げ、情報発信力を高めたことが

きっかけとなり、町もそのあとを追う形でブログの立ち上

げを決定した。楽天株式会社が地域活性化を目的とした

CSR活動の中で運営している「まち楽」サイト上にブロ

グを立ち上げているため、コスト負担はゼ口であり、「まち

楽」 上にブログの更新情報が掲載されるため、町内のみな

らす町外にも効率的に情報を発信するととができる。現在

では、町の魅力情報を発信するツールとして重要芯役割を

担っており、役場職員による記事と町内の人気ブログから

記事を転載する形で、 一日平均5件以上の身延町に関する

様々な記事を公開している。ブログの掲載方法として、写

真のサイズや文章の書き方、 1ページあたりの記事の表示

件数等の検討を重ね、読者かうの意見も参考に 「ブログ掲

載ルール」を作成し、見やすいブログを作るよう努めた結

果、幅広いジャンルのユーザーから支持されるブログとな

り、 Twitterとも連携させることでアクセス数も日を重ね

るととに僧加し、平成23年ア月 1日現在の1日平均アクセ

ス数は r522Jアクセスを記録している。平成17年に3町が

合併し現在の身延町と芯ったが、広大な町内においては町

民でも知らないような場所が多く存在しており、ブログを

見ることで自身の住む町の魅力を知る良いキッカケと芯っ

ている。最近では観光客の誘致や商業の活性化にも結びつ

いているという声が聞とえるようになり、今後も記事の文

章や写真の質を高めるとともに、情報発信を続け、身延町

の魅力をより多くの方々に知ってもうえるよう努める。

》 自治体名

F人 口

》 面 積

山梨県身延町

15，029人

304. 83Km2 

>>事業開始年度 平成22年度

》事業主体身延町

連絡先

身延町政策室竃_0556-42-4801 日mt0556-42-2127 

ιν ， -， 

盟国!http://plaza.rakuten.co.jp/machi19minobu 
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圃覇軍官軍 ものづくり教育事業
//、.~;乏ゆ叫!I'仙u...川川川1川川11川'

かつての製糸業から機械金属工業の基盤への発展を経 り委員会」を設置して、検討 .推進を図り、学校その他で
て、戦時の疎開企業を中心とした時計、カメラ、顕微鏡等 の研修会の実施、サポータ一制度の導入などの工夫で、そ
の精密機械工業の一大集積地となった諏訪。こうした、歴 の課題を解決した。今後は(1)r誰|こJrどん芯ものをJ
史に裏打ちされたものづくり産業を担う次世代の後継者の 「どのようにJを考えるものづくりをすることによる意欲・
育ちを願いなが5、行政・学校ー企業が連携して「相手意 集中力 課題解決力の育成 (2)家族や友人、使い手や企
識に立つものづくり」の学習を学校の教科として取り入れ 業担当者とのコミュ二ケーションを図ることによるコミユ
ることにより、「ものづくりを通した人っくり」を推進して 二ケーシヨン能力・表現力の育成 (3)相手意識に立つも
いる。各種ものづくり教育を通して「生きる力」の育成や のづくりにより相手への思いやりが生まれることによる優
「キャリア教育」の充実を図り芯がら、豊かな発想の具体化、 しく豊かな心の育成 (4)展示出品や販売体験により生活
相手のことを深く意識する態度や心情の醸成を目指すとと 体験の帽の拡大と生きる力の育成 (5)ものづくり学習を
もに、諏訪圏工業メッセ出品や大学との連携などの情報発 通した兜童生徒の地域理解が図うれると予想される。諏訪
信を行い、「ものづくりのまちJの今後の発展に資すること 独自の「ものづくり教育」を今後も継続・発展させるとと
を目的とし、これまでに次のよう主主事業を実施した。 で、より多くの子供たちが「ものづくりJを身近に感じ、
4 ~5月 各学校にて「相手意識に立つものづくり科」の 喜びと愛着を深め、自らの将来と進路を考える上で大切芯

研修会実施 生きる力をつける学習となるようにする。また、「ものづ
6月 地域密着型ものづくり講座合同打ち合わせ会 くり教育」を通して産業と教育がさうに密接に結びついて

(打ち合わせ後各校で企業と共に活動) いくようにしていきたい。
10月
11月

諏訪圏工業メッセ出品
工学院大学理科教育センターとタイアップして
「諏訪出張理科教室J開催

12月 チャレンジショ ッブ(販売体験)実施
1 ~ 2 月 各学校で作品展と表彰
2月 ものづくり科実践発表会
企業の協力によるものづくり講座を通して、諏訪のもの
づくりの素晴うしさや、人の努力を伝え、常に相手を意識
した、相手のためのものづくりを通して、制作活動への意
欲を高め、他者への思いやりの心を育てることに留意し事
業を実施した。ものづくり学習のねらいや基本的なブロセ

浄 自治体名

F人口
F面積
》 事業開始年度

》 事業主体

連絡先

長野県議訪市

52.084人

109.911くm2

平成15年度

諏訪市

スの設定、教材の開発、学校職員の指導力向上が大きな課 諏訪市教育委員会教育総務課学務係

ー 題であったが「ものづくり教育推進協議会」や、「ものづく 匝彊0266-52-4141 11圏 0266-57-0660

弘川111111111川"'川l川

置霊翠謹翠掴 信州須坂プロモーション事業
-・.Ji~祖・・g主歪~'JJ町... ....t岨匝~置lií・

平成22年度に市が実施した事業仕分けにおいて、「特産

品の販売、 PR芯ど類似の事業を整理できないか。Jr市が
自らやるよりも専門家にお願いしたほうがよいのではない

か。」等の意見があり、民間へ委託との結論となった。これ

を受けて、市の戦略的な事業として見直し、統合整理して

充実するとととし、地域全体のボトムアップ、民間の専門

家に依頼するコスト、職員の育成芯ど様々な観点から、事

業の統合、民間団体への委託について検討を行った。

目的は対面販売における商品を介した地域資源の説明や

おもて芯しを通じて、須坂市の優れた食、物産品、イメー

ジを全国に PRしていくこと。

そこでこれまで市役所内各部課、関係団体等がそれぞれ

行っていた須坂市の物産販売や宣伝事業を、平成23年度か

ら民間活力を導入し、統ーした戦略に基づく新たなプロ

モーション事業ヘ展開するため、地域づくり活動の実績を

積重ねていた地元NPO法人 rNEXT須坂J(平成17年設
立)に業務委託した。

契約に当たっては、各諜等の平成22年度関係予算の合算

額よりも予算規模が増額と芯る場合は、市の財源負担を見

込ます必要な財源を外部に求めること等を念頭に交渉し、

財源は単年度であるが国の「緊急雇用創出事業補助金」を

活用するとととした。

既に、これまで市の事業では関わりの薄かった市民の参

加があり、また、出展(居)活動についても、市外で年間

20か所程度と、 22年度実績よりほぼ倍増する見込みと芯つ

ている。

始まったばかりの事業であり、不透明芯部分もあるが、

これまであまり取上げられなかった新しい須坂の宝が発掘

され評価されるととが期待される。

財源措置がなくとも成り立つ事業運営の確立が望ましい

が、それまではある程度の公的支援が必要になると思われ

る。単左よる物販にとどまらず、須坂を応援してくれる方と

の連携、地域ブランドの構築を目指す継続的かつ戦略的な

事業者の取組みとの相乗効果で、産業の振興及び地域の活

性化につながることが期待される。

>>自治体名 長野県須坂市

》人口 52.553人

>>面 積 149.84Km2

>>事業開始年度 平成23年度

>>事 業 主体 NPO 法人NEXT須坂

連結先

須坂市総務部政策推進課

liD 026-248-9017 固mt026-246-0750 
盟国Jhttp://www.kuramachinavi.jp/ 
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( 長野県伊都市 ~ 日本一の桜の里づくり事業

桜は、日本を代表する花であり、伊那市の花でもある。

市内には、「天下第一の桜Jとして知られる高遠城I止公園を
はじめ、桜の名所が数多くあり、地域住民によって愛され、

受け継がれ、親しまれてきた。伊那市に咲き誇る桜を大切

にしながう、市民の桜に対する思いやり、愛着心の醸成を

図ることを目的に、豊かな自然の中で育まれた桜をとれか

らも摺ゃしながら、適切芯管理により保護育成に努め、絶

えること芯くいつまでも多くの人々に親しまれる「日本一

の桜の里」づくりに取り組んでいる。

平成22年度には、「日本一の桜の里づくり」計画を策定し、
基本理念を「日本一の桜の里づくりJ、将来像を「桜を愛し、
育み、親しむ桜の里」とし、(1)r市民が主役」の桜の里
づくり (2)桜を知り、人を育む桜の里づくり (3)多く

の人が訪れる賑わいの桜の里づくり (4)広く親しまれる
公共施設の桜の管理 (5)ネットワークの構築 (6)行政

と桜守の体制づくり の6つを基本目標として定めてい

る。

また、毎年約30万人が訪れる「高遠城祉公園さくら祭りJ
の観光 PRと併せて、取組を全国に紹介するとともに、自

治会の代表者が集まる「区長総代会」等を通じて取組を地

域住民に周知するなど、内外への PR活動を行っている。

桜の観光資源としての活用はもとより、その美しさを後

世に伝えるため、取組は「市民が主役」となった桜の保護

育成に重点を置いている。そのため、取組の手始めとして、

地域の桜がどとに、どれだけあるのかを把握するための分

布状況調査を実施した。地域の桜については情報が少な

く、把握に苦慮したが、市職員からの情報提供や担当職員

による地域ごとの調査芯ど、 3年がかりの地道な調査の結
果、 2，200箇所、 12，000本を超える市内の桜の分布状況を確
認することができた。今後、地域での管理体制の整備を進

めることで、管理を通じた地域コミュニティの活性化や地

域ぐるみでの美しい景観づくり芯どの取組につ芯がるもの

と確信する。

平成22年度に策定した「日本一の桜の里づくり」計画を
着実に遂行すること、主役である市民に対して効果的に

PRすることが課題であるが、桜を愛することを通じて

人々の友情の輸が広がり、，[，が結ばれ、「日本一の桜の里」

となることを期待している。

>>自治体名

》人 口

浄 面 積

》事業開始年度

P事業 主体
連絡先

長野県伊那市

71，798人

667.811くm2

平成18年度

伊那市

伊那市総務部企画情報課

liD 0265-78-4111 (内2143) "0265-74-1250 
lm1I http://www.inacity.jp/view.rbz?cd=9405 
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E盟話国圏諸週・ 高橋尚子杯ぎふ清流マラソン

岐阜市では市民のスポーツに対する関心を高めるべく、
かねてかう新しいスポーツ事業を模索していた。平成22
年、中日新聞社より岐阜市出身のシド二一オリンピック金
メダリスト 高橋尚子さんに協力を仰げるという話があっ
たため、岐阜県などとともに「高橋尚子杯ぎふ清流マラソ
ン実行委員会Jを設立した。およそ1年を準備期間に費や
し、平成23年5月15日 (日)、高橋尚子さんの名前を冠した
唯一のマラソン大会として第1回大会を開催。ハーフマラ
ソンと3闘をあわせて、およそ 1万人のランナーが参加し
た。高橋さん本人が監修し国際陸連の認定を受けたコ ス
は岐阜市の観光スポットをめぐるコースと芯っており、市
外からの参加者に市の魅力を昧わってもらうことができ
た。また大会ボランティアに約2500人、メイン会場と沿道
の応援に約10万人の市民が集まり、様々なかたちでラン
ナーをサポー卜した結果、マラソンに関するインターネッ
トサイト上においても参加者の高評価を得ることができ、
市のブランドイメージの向上にも寄与することができた。
大会開催前に東日本大震災が発生したため、「東日本大震
災復興支援Jというコンセブトを全面に打ち出したととも、
メディアから注目を集める契機と芯った。
大会の開催は参加者だけでなく、地元にも好影響を及ぼ
した。岐阜県統計課が推計した岐阜県内における本大会の
経済効果は約10億円とされており、地元経済の活性化に大
きく寄与したと言える。また、コース沿道の自治会、小中
学校に応援を依頼した結果、手作りの応援横断幕を掲げた
り、ランナーに食べ物を提供する等、それぞれ工夫を凝う
した応援が行われ、マラソン応援を契機にコミュニティー
単位での活動が活性化する様子も見うれた。

以上のように、多くの方々の協力により無事大会を終え
ることができたが、準備段階では様々な試行錯誤があった。
特に緊急時の救急車の通行等に伴う交通規制体制について
は、 警察や消防と何度も協議し、最終的には「岐阜モデルj
とも言える体制を構築するまでにいたった。次回以降はこ
のモデルをより改善して安全 安心な大会運営の方法を引
き続き検討すると共に、テレビ放送の拡充や有名選手の招
待により、大会に対する注目度をあげ、名実ともに日本一
のハーフマラソンにしていきたい。

浄 自治体名

浄人 口

浄 面 積

》事業開始年度

》事業 主体

連絡先

岐阜県岐阜市

419，306人

202. 89Km2 

平成23年度

高橋尚子杯ぎふ清流マラソン実行委員会

(岐阜陸上競技協会、岐阜県、岐阜市、(財)

岐阜県イベント・スポーツ振興事業団、中

国新聞社)

岐阜市教育委員会事務局市民体育課

liD 058-265-4141 (内6393)田富1058-265-8045
lm1I http://www.gifuィnarathon.jp
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街中がせせ5ぎ事業
//、._J苦j品司.."川4“川川:“t
三島には様々な資源が中心市街地に存在していたが、そ 熱が広がつた。市民の清掃ボiラランテイア(里親制度)や観

れぞれの連携が図られず、まちの活性化に繋がっていな 光ボランティア 「三島市ふるさとガイドの会」の活動が活

かった。平成8年度に三島商工会議所50周年事業として、 発になり、三島市総合観光案内所での案内件数は年間

「歩きたい街Jr住みたい径街i日Jを目指す
ジヨン"力がt提案さrれlたのがきつかけとなり、それまで魁点" タイアップし年間4回開催するウォーキングイベン卜では
として存在していた中心市街地にあるアメ二ティ資源を活 常に2，000人以上の参加がある。街中がせせらぎ事業は、

用し、それをネットワークする回避ルートを整備する事業 決して観光地化をめざした取り組みでは芯く、本来三島市

を実施した。 がもっている魅力を取り戻すための活動だったが、結果的

[方策及び実施状況] に来訪者増に繋がった。しかし、来訪者は摺加したが、そ

・回遊ルートの整備(舗装改良、水のしかけ設置、歩道改 れが三島の商庖街の利益に直結していないため、今後は三

良、沿道の緑化) 島を訪れた観光客が商庖街で買い物をしていくような仕掛

・拠点個所の整備(三島駅前南口広場、田町駅前広場、三 けを展開していきたい。

嶋暦師の館、ほたるの里)

案内システムの整備(案内板、説明板、ボランティアに

よる案内システム)

もともととの「街中がせせうぎ事業」は市民が提唱し、

市民主導で企画されたもので、この構想を市が実現に向け

調整した計画を市民・企業・まちづくり団体・行政が役割

分担し、お互いに確認しあって協働で実現した。回遊ルー

ト整備後の維持管理を住民主導で行芯うことなど、官民

Hートナーによる新たなまちづくりを模索し、実践してい
る。

>>自治体名

浩 人 口

》 面 積

》事業開始年度

F事業 主体
連絡先

静岡県三島市

113，124人

62.13Km2 

平成13年度

三島市・三島商工会議所

市民とのワークショッブ等は100回以上開催したが、そ 三島市産業振興部商工観光課

れを通して、自宅の改修や植栽を実施する人や、ボランティ 園調印5-983-2656 自国055-983-2754

アや NPOに参加する人が出てくるなど、まちづくりへの 阻iIIhttp://www.city.mishima.shizuoka.jp/seseragi/index.htm 
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園調盟国単語週 行政による婚活サイト

伊豆市内で行われているイベントに若年層の姿が少ない

ことへの改善策として平成21年にスター 卜した行政が行う

イベントサークル、安心・安全芯婚活+出会いサイト ri 
ーリーグJ。登録料会費ゼ口といった参加者に負担のな
いシステムとメディア 新聞の媒体を使った広告方法から

会員登録が1，300人(平成23年9月現在)を超えた今、定期

的な伊豆市内への団体客の誘致の機会を担っている。

伊豆市の魅力を舞台に人々が気軽に出会い交流し楽しめ

る会員制の婚活サークルである。サポーター(地元住民ボ

ランティア)が維持 運営している公式携帯サイトで登録

した会員は市内で開催されるイベント情報をメールで受信

し、 参加することが出来る仕組みに怠っている。

全国的にも “行政"が行うという面が珍しい事業である

ことから、平成23年度9月現在で、テレビやラジオで計15

回以上、新聞で計41回以上、視察等外部団体へのブレゼン

テ ション計14回を行った。イベン 卜参加への諸経費を除

き、会員登録料・会費が全て無料であることから広告費や

宣伝費も企画の中身だけで勝負だった。

メディアや新聞の媒体を活用し、話題性に特化した集客

ツールを作り出した。婚活という体質である為、メディア

向けに参加者の顔出し、マスコミへの事前説明、参加者個

人への協力要請芯どは 番の苦心点であった。

しかし、行政運宮予算ゼロ携帯メール機能体験型

であるといった先進的な面からのタイアップにより、ネタ

が尽きる事なく取材を受けた結果、現在の登録者数に反映

されている。

婚活ブームのタイミングにも恵まれ、運自開始から8ヶ
月で登録者数は1，000人を超え、平成22年度には会員登録

者数は1，300人(男性。 700人女:600人)を超えた。独身

者の需要が多かった為、毎固定員を上回る応募があり、先

着もしくは抽選で、の受付となっているのが現状である。

今後は、より多くの人が参加出来るようにイベン卜の回

数を増やさなければなら芯い。また既婚者で構成するサ

ポーター(地元住民ボランティア)だけでは企画運営に限

界があるため、官民が連携し一体と芯った事業内容ヘ転換

し、伊宣市内に留まらず、伊豆半島全域の広域的芯活動ヘ

広げていきたい。

F自治体名
舟 人 口

》 面 積

F事業開始年度

静岡県伊E市

34，820人

363. 97Km2 

平成20年度

〉争事業 主体伊E市

連絡先

伊宣市観光経済部観光交流課

liD 0558-72-9911 ..  0558-72-9909 
lml! http://www.city.izu.shizuoka.jp/form 1.phpつpid=2286
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石部棚田保全活動事業

石部の棚田は、昭和30年代、 山の傾斜を利用した田んぼ

が10ha(約千枚)あった、観光業への乗り換えや高齢化に

よる労働力不足などにより手が行き届か芯く芯り、平成11

年度には90%の田んぼが荒廃化していった。

そん主主中、全国的に棚田を見直す機運が高まり、「静岡県

棚田等十選Jに選ばれたことをきっかけに、農作業体験を
通して地域住民や都市との交流を深め、集落の活性化に繋

げていくととを目的とし、 平成12年度から地域を挙げて復

田に取り掛かり、棚田保全活動が始まった。

現在では面積4.2ha、約370枚が復因されている。石部

の棚田は、平成12、13年に交流棟や水車小屋、農道が整備

され、平成14年からは農業体験や棚田の保全を目的に「棚

田オーナー制度jが開始された。

棚田では、毎年、田植祭や収穫祭が行われ、オーナーを

中心に多くの方が訪れるなどにぎわいを見せている。田ん

ぼの日頃の管理は、地元の棚田保全推進委員会のメンバー

や大学、企業のボランティアが手伝い、畦きりや畦塗り主主

どの農作業に汗を流している。

昨年10月には、第16回全国棚田 (千枚目)サミッ トが開

催され、全国各地から棚田関係者を始め多くの方々が石部

の棚田を訪れ、町を挙げてのイベン卜として大いに盛り上

がった。

棚田の保全活動に地域の人たちだけでなく、オーナーや

ボランティアなど多くの方々が携わる一方で、 町内の子供

たちの自然体験学習の場にも左よっている。

石部地区棚田保全推進委員をはじめ、地元の方々の高齢

化は、労力不足芯ど保全活動に支障をきたしている。しか

し、毎年、学生や企業のボランティアの応援が得られ、ま

た平成23年度からは地域おとし協力隊員 1名を配置し、棚

田の保全に努めるなど、保全に向けた新たな動きも出てき

ている。

棚田のオーナー制度により都市住民との交流を深めるこ

とができ、また全国棚田 (千枚目)サミットの開催では、

地域が一丸と芯って取り組むことができ、同時に石部の棚

田の名を全国に発信することができた。

これからも保全活動に取り組む人たちの高齢化は避けら

れないので、労力不足を地元以外の外部の人たちと協力し

合える体制づくりが今後、求められると考えている。

F自治体名
帝 人 口

》 面 積

浄 事業開始年度

》 事業主体

連絡先

松崎町企画観光課

静岡県松崎町

7.934人

85.23Km2 

平成12年度

石部地区棚田保全推進委員会

liD 0558-42-3964 0盟理0558-42-3183
盟国Ihttp://www.ishibu-tanada.com/ 
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豊橋にも地域全体で盛り上がるご当地グルメをとの思い

で、 自家製麺率100%の「豊橋うどん」と鳥インフル工ンザ

の被害を受けた生産量日本一のウズラ卵を活用した新ご当

地グルメ「豊橋力レーうどん」をうどん底と共同開発し、

平成22年4月から販売開始をした。

豊橋市の「うどん」は、 100年以上の歴史があり、うどん

が市民のソウルフー ドとなっている。地元うどん屈のうど

んは、自家製麺率100%を誇り、また生産量日本一の豊橋産

ウズラ卵を使用するなど「豊橋カレーうどんJの定義とし
て5箇条を定め、あとは各庖の個性を活かした力レーうど

んとした。売開始から月平均20.000食以上の販売数があ

り、参加Eも401苫から49自へと地域への広がりを見せた。
市民の認知度も高く、新ご当地グルメとして定着しつつあ

る。

残ったJlノーを最後まで食べられるように井の底にとろろ

ご飯を入れることにより、食べ方に特徴をつけて他のカ

レーうどんとの差別化を図った。参加屈を つにまとめ、

意思統ーを図り、 同じベク トルであることへの理解に苦心

した。また、マスコミ取材芯どの平等性を訴えるうどんE
側との調整に苦慮した。しかし、地域活性の専門家を会議

に入れることで、他地域の事例やマスコミ取材の不平等な

ど一定の理解が得5れた。販売開始から 1年半が経過し、

38万食以上を販売して約3億円を売り上げた。またとの
問、テレビ、新聞、雑誌芯ど160件ほど取り上げられ、広く

PRすることができた。地域においても、豊橋カレーうど

んについて地元大学生が卒論のテーマに取り上げたり、市

内の高校の放送部が取材し、愛知県高等学校総合文化祭(放

送部門)で成果を発表したり、市民の聞でも新しいと当地

グルメが話題となった。

平成23年2月には、豊橋カレーうどんのファンクラブを
立上げ、豊橋市内だけでなく全国から約200名の加入があ

る。認知度は高いが、食べるまでに至ってい芯い人たちゃ

リピーターを取り込む施策など課題も多い。豊橋カレーう

どんの魅力や各屈のホスピタリティーの向上を高め、豊橋

市の新ご当地グルメとして「豊橋カレーうどん」の魅力を

常に情報発信するととで、 交流入口向上による地域活性と

観光振興ヘ繋げたいと考えている。

》 自治体名

浄 人 口

》 面 積

浄 事業開始年度

》 事業主体

連絡先

愛知県豊橋市

381.631人

261.35Km2 

平成22年度

豊橋観光コンペンション協会、 豊橋市、 豊

橋商工会議所

豊橋市産業部産業政策課

‘iD0532-5ト26401m  0532-55-9090 
l!IilI http://www.honokuni.or.jp/toyohashi/info/0000l5.html 
三之、-.、
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いなり寿司でまちおこし

/‘子~~~JSA"川

豊川市の観光核である豊川稲荷には最盛期に年間600万

人の観光客が訪れていたが、モータリゼーションの進展に

ともない観光客は減少の一途をたどり往時の半数以下に落

ち込んだ。かつての賑わいを取り戻すべく、行政、観光協

会、経済界(商工会議所、信用金庫、 JA等)および事業者

が一体となって、豊川いなり寿司をブランド化し、おいし

くて楽しいいなり寿司がある町として、住んでいる人も、

訪れる人も楽しめる町づくりを推進するため、平成21年度

に「豊川い砿り寿司ブランド化推進委員会jを立ち上げた。

毎月17日を「いいな、いなり寿司の日」として、豊川い芯

り寿司の啓発イベン 卜を実施するほか、平成22年度からは

8-1グランプリを主宰する愛Bリーグに加盟し、 8-1

イベント出展を通じて認知度向上を図っている。また、イ

メージキャラクターとして、ゆるキャラ「いなりん」を作

成し、 Tシャツ、缶パッチなどの関連グッズを製作、販売

し、いなり寿司の町を PRしている。組織の事業として

は、いなり寿司の研究および販売促進や販売庖の拡大推進、

また、いなり寿司の広報 宣伝を中心に行うこととした。

また、事業者については組織認定の参加屈という形態で参

加し、組織の運営は非事業者で行うこととした。い芯り寿

司のブランド化は、豊川商工会議所が最初に取り組んだ事

業で、波及を地域に限定したものであった。その後B級ご

当地グルメブームに便乗し、よりグローバルな活動を望む

機運が市域に高まり、「豊川いなり寿司ブランド化推進委

員会Jを発展的解消し「いなり寿司で豊川市をもりあげ隊J
結成に至った。平成22年度「豊川いなり寿司」を食べに来

るなどして、一年間で県内の観光客が使った交通費、飲食

費、土産代などの経済波及効果を「三菱UFJリサーチ&
コンサルテンィグ」に依頼し試算したところ、 39億9千万

円に上った。今後も8-1グランプリ支部大会の開催予定

もあり、さらなる効果を期待している。今後は8-1グラ

ンプリの入賞、招致などにより、ブランド化について一定

の成果が収めうれたのちは、事業者間で組合を立ち上げ、

組織の活動を引き継ぐこととしている。

F自治体名 愛知県豊川市
F人 口 179.864人

F面積 160.75Km2

F事業開始年度 平成21年度
》事業 主体 いなり寿司で豊川市をもりあげ隊(事務局:

豊川市観光協会)

連絡先

豊川市経済環境部商工観光課(豊川市観光協会)

lmI 0533-89-2206 固mt0533-89-2276 
盟国!Ihttp://www目inariィnoriage.com/
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とよた五平餅学会

，，\\\I~三~~J既・1川川"川川"
ミC、

働野田昧噌商居から豊田市観光協会(豊田市産業部商業

観光課)に、大豆の自給率向上のための補助制度も活用し

て「五平餅Jを広く PRしたいとの話があった。その後、
地区観光協会、市支所などを通じて、五平餅販売事業者に

呼びかけ平成22年1月20日に市内55業者でとよた五平餅学

会が設立された。豊田市全域で古くから食べうれている郷

土料理「五平餅jに着目し、そのブランド化を図る。五平

餅は、塩の道の産業 ー生活文化の中から生まれ、地元産の

ミネアサヒ、豆昧日首、間伐材を用いれば100%地元産の食べ

物であり、目つ、台個届での昧付けや形も異芯る非常に個

性豊かな食べ物である。この五平餅を活用して、「地域お

こし」を図っていく。

このプロジェクトにおいて f8-1グランプリjでの売
り出しも検討する。平成22年度の実績としては、イベン卜

出居21回、取材23固となっている。苦心した点は、ます、

学会の取組を広く知らせる方法と、学会員の活動への動機

付け。これに対しては、会長が中心となってメディアへの

積極的な露出を図り、学会の取組や学会名称の認知度をあ

げる取組を行った。また、学会事業費をねん出する方法と

して、会費を設定することにした。成果は、市内のイベン

卜への参加やラジオ、テレビ、雑誌、新聞等メディアへの

露出により、とよた五平餅と学会の知名度があがった。ま

た、学会に所属している事業者を紹介する「とよた五平餅

マップ」を市内外のイベン卜で配布することにより、多く

の方に興昧を持っていただけた。今後予想される効果は、

2つ考えられる。 1つは、食育の効果である。小学生の課

外学習や親子の講座等で、食育としてとよた五平餅の歴史

や素材を紹介する。豊田市は、市外からの転入者が多く、

豊田市の郷土食を知うない市民が多い。豊田市の郷土食は

とよた五平餅であることを伝えていく。 2つめは、五平餅

文化のある飯田市など南信州地域や、恵那市など東濃地域

と交流を深め、広域での情報発信を図る。今後は、とよた

五平餅の認知度の向上はもちろん、「とよた五平餅学会Jの
組織強化、販売だけでない PR活動、食育活動、地産地消

活動の展開を図っていきたい。

F自治体名
舟 人 口

》 面 積

浄事業開始年度

》事業 主体

愛知県豊田市

422.506人

918.471くm2

平成21年度

とよた五平餅学会、豊田市観光協会、豊田

， 、， 
ラ .$
ワン'111'1¥'1111111111111111111111111111111111川H川111111111山111111111111111111川111111川111111111111111111111111111川"川IIIII11IIII111111111111111111II111111111111111111I1111111111111111111111111111111111111111111111111州1111111111111111111111111111111111川'"川111111111111111川111111111111111'川'"1111111111111、¥¥，... 

市

連絡先

豊田市観光協会(豊田市産業部商業観光課内)

lmI 0565-34-6642目mt0565-35-4317 
lmI!I http://www目toyota-go-hey.jp
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花の街・豊明
dPRIEーー型司. 111111111111111111111111111111 1IIIItI 1111111 11111 11111111 111111l1ttlltll州川川t“川川t“』

私，川

愛知豊明花き地方卸売市場及び豊明イン夕一チ工ンジ周 かない。パ一卜ナ一シツブ事業を募集して「花の街とよあ

辺地域に、花をテーマとした広域的芯商業流通拠点を形成 け」に参加・協力する団体やグループを育成するとともに、

し、様々な交流が広がるようにするとともに、市民レベル その活動や PRの援助をしていく。商工会設置の街路灯

でも花をテーマとした街づくりを展開し、全国に独自の花 に花を掛けたり歩道の花壇が連続する道路や、企業・庖舗

文化が発信できるまちを目指し、取扱高が日本最大の鉢物 前に花を植えるなどしたシンボルロードを形成して、地域

市場である愛知豊明花き地方卸売市場を本市のシンボル施 市民がアダブトプログラムを活用し参画していく。今後は

設として広め、広域的に優れた交通条件を生かし、花関連 花に関する事業(ガーデンコンテスト・ガーデ二ング教室・

のヨ信重機能の集積を進めて拠点性を高めるほか、様々な角 花に関する検定・フラワーボランティアの養成)を展開し、

度から花をテーマとした街づくりを推進することにより、 その拠点と芯る常設の施設を整備して「花の街・とよあけJ

新しい都市イメージの形成を図る。地場産業である花苗を のイメージを定着化していきたい。

活用し、空き居舗での即売会等を実施し地産地消を意識し

「花Jをテーマとした街づくり景観づくりを推進すること

で本市の知名度向上とイメージアップを図り、来街者増加 》 自治体名 愛知県豊明市

と商業活性化を目指す。 浄人 口 68，544人

商工会、行政、市民、企業による推進委員会を定期的に 》・菌 積 23.181くm2

開催し、4グループに分かれて事業を推進している。花の F事業開始年度 平成23年度

卸売市場の機能を魅力づくりに活用し、農地を花の農場と 》 事業主体 豊明市商工会

して活用する。すでに、農産物の直売施設等多くの類似施 連絡先
豊明市経済建設部産業振興課商工振興係

設が近隣に立地しており、規模が小さい施設では埋没して ‘1310562-92-8312 0盟I0562-92-1125 
しまう。差別化を図るには、花の特色を打ち出していくし

盟国Ihttp://wWw.toyoake.netl 

面孟墨画面 森林セラピーロードを活用した健康増進事業

元気な津市をめざした元気づくり事業の一環として、地

域資源を活用したヘルスツーリズムの推進をめざし認定を

受けた森林セラピ一基地の活用促進を図るため、「森林セ

ラピーロードを活用した健康増進事業Jを平成22年度から

実施している。全国の森林セラピ一基地として認定された

セラピーロードとしては珍しい舗装ロードを逆手にとり、

舗装ロードが最適とされるノルデイツクウオーキングを導

入し、市内外におけるノルディックウオー力ーづくりによ

る"メッカ"をめざし、交流人口の拡大が図られた。森の

癒し効果を活用したヘルスツーリズムとして、舗装ロード

はセラピーロードとしては、あまりふさわしく芯かったが、

体力的な健康摺進基地としての利用も図り、基地全体の活

用を促進し、市民の健康増進と合わせた交流入口の拡大に

よる地域の元気づくりを行った。全国的には、少し定着し

つつあるものであるが、有名なインストラクターを招いた

イベン卜には、市内外かう多数の参加があった。北欧生ま

れの少しお酒落で、運動効率がよく簡単芯運動であるため、

問い合わせやイベント参加申し込みが殺到した。また、子

どもから高齢者までが気軽にできることもあり、小規模な

イベン卜開催の要望もある。ウオーキングポールが必要で

あり、多数に試してもらう方法が課題であったが、市でポー

ルを購入し、貸し出すことにより大勢の方に受け入れられ

た。事業に着手し 1年超であるが、各種団体による活用や

日常の健康づくりとしての歩行をノルディ ックウオーキン

グヘ移行する人も増えており、市民の健康増進活動の推進

にも繋がり、地域の活力増進が図れている。津市元気づく

り事業の目標として、美杉地域住民の70%、津市全域で30%

のノルディックウオー力ーをつくり、市民の健康増進と交

流による地域の活性化をめざしているため、この目標値を

早い機会に達成させ、地域の元気と活力の増大に繋げたい

と考えている。

》 自治体名 三重県津市

》人口 288，674人

》面積 710.81Km2

F事業開始年度 平成22年度
〉炉事業 主体 津市、津市森林セラピー基地運宮協議会

連絡先

津市美杉総合支所地減振興課

li3I 059-272-8082 1m  059-272-1119 
tmII http://www.info.city.tsu.mie.jp/ 
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鈴鹿F1日本グランプリ地域活性化協議会事業
一 一一一以¥1・_!l;，pjll・・IttllIIl川 11111111""'1111111111111111111111111111111川川111111111111111111州。111111111111""11'1“川川11川川11
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鈴鹿市は、平成21年10月に3年振りに鈴鹿で開催された

F 1日本グランプリに際し、交通渋滞等の課題解決やおも

て芯しの向上、並びにF1;を活用した地域の活性化を図る
ため、平成20年5月に、園、三重県、周辺市町、観光経
済・交通等の関係機関を構成団体とした、鈴鹿F1日本グ

ランプリ地域活性化協議会を設立した。鈴鹿F1日本グラ

ンプリは、鈴鹿市のみならず三重県が有する貴重砿観光資

源であり、その経済効果も計り知れないことから、官民が

一体となり、おもてなしの向上と地域の活性化を図ること

を目的としている。鈴鹿F1日本グランプリの開催にあた
り、公共交通利用促進や東名阪自動車道鈴鹿 IC集中分散

化キャンペーン等の交通円滑化施策を講じるとともに、観

戦客と市民がお祭りムードを味わえる趣向を凝らした様々

なおもてなしイベントを開催することによって、 F1の気

運を盛り上げる。F1は、渋滞や騒音などの負のイメージ

も持ち合わせているため、決勝目前後の5日間を IF1 
week重点期間jと設定し、「地元前夜祭」や「クリーンアッ

プ大作戦Jなど、観戦者のみならす、市民も参加できるよ
うなイベントを多数開催するととによって、 F1は楽しい

お祭りであるという意識付けを行っている。決勝レースが

3連休の中日でありなが5、経済的な理由等かう、レース
終了後すぐに帰宅する観戦者が多いため、公式ホームペー

ジ等を活用して、三重県及び協議会参画市町(鈴鹿市、津

市、四日市市、桑名市、亀山市、菰野町)の観光資源や特

産品情報を発信して、観戦者の周遊観光並びに後泊促進を

図っている。平成21年と平成22年のF1日本グランプリに

おいて、交通円滑化施策を講じた結果、長年の課題であっ

た鈴鹿周辺の渋滞は、数万人規模のモータースポーツイベ

ン卜と同様の4時間程度で解消することができ、 90%以上

の来場者かう「問題なしH許容範囲Jとの回答を得た。ま
た、様々なおもて芯しイベン卜を実施することにより、観

戦者並びに市民に満足感を与えることができた。平成24年

は、既にF1日本グランプリの開催が決定しているが、現
在未確定である平成25年以降についても鈴鹿の地で継続開

催されるよう、おもて芯しと地域活性化の事業を展開して

いくとともに、 F1 ;を核とした広域的観光地づくりの取り

組みを効果的に展開していく。

>>自治体名

》人口

浄 面 積

》 事業開始年度

F事業 主体
連絡先

三重県鈴鹿市

202，412人

194.67Km2 

平成20年度

鈴鹿市他31団体

鈴鹿市産業振興部商業観光課

liD 059-382-9020自彊:1059-382-0304 
盟国車http://suzuka21.com/
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置盛室長藍重量a・草津CI(シティ・アイデンティティ)推進事業
//刊、、-事，喧誼剖1-..川川川川川川:“川川t“川t“t川t打川川11川川11川11川川川川川川川川11川川"川川川川川6“川州州11州山11州t“t川t
本市は、;滋湿賀県の中核的な都市として発展を続けている 若手職員の感性や柔軟な発想を活かしながう、草津を語れ E 
力がt、一方で、その都市ブブ「ランドの活用が不十分である側面 る職員とZ芯主るために、採用後10年目までの職員で構成する

が否めない。これは、平成20年に実施した市民意識調査結 プロジェクトチームを平成23年6月に設置した。 三

果(1草津市の自慢J)をみても、「生活のしやすさや利便性J 今後検討を行っていくにあたり、シティセールスに対す E 
が第 1位、「自然の豊かさや風景の美しさ」が第2位となっ る共通認識を図っていく。また、市内外に対して効果的な

ているが、特に、第3位が「特に自慢できるものは広いJ シティセールスを行っていくことで、経済的な発展のみな
となっていることからも、草津の持っている魅力要素に対 うす、市民が草津に愛着を持って、草津を誇れる心である

する認知度は低く、草津に対する情報が絶対的に不足して “ふるさと草津の心(シビックープライド)"を醸成すると

おり、限られた情報でイメージが形成されているととが推 いう効果も期待するものである。

測されたものである。 草津市の CIを確立して、「草津Jに関わる全ての人々が、
このため、草津市のCI(シティ アイテ、ンティティ)を

確立して、「草津」に関わる全ての人々が、それぞれの立場

から「草津Jというまちに誇りを持ち、市の魅力や個性を
圏内外に売り込む「シティセールス」を戦略的に行ってい

くため、草津 CI推進事業を行う。

(仮)草津市シティセールス戦略プランの策定に向け、平

成23年度に市若手職員による検討チームを設置し、検討を

行う。また、平成24年度に有識者、公募委員芯どで構成す

る懇話会を設置し、魅力あふれる草津市の都市イメージを

向上させる効果的な取組みであるシティセールスを戦略的

に縫進する「シティセールス戦略フランJを策定する。
草津市の魅力を戦略的かつ効率的・効果的に発信するた

め、シティセールスのあり方について検討するにあたり、

それぞれの立場から 「草津」というまちに誇りを持ち、市

の魅力や個性を国内外に売り込む「シティセールス」を戦

略的に行っていくことを目指す。

》 自治体名

浄 人 口

》 面 積

浄事業開始年度

浄事 業主体

連絡先

滋賀県草津市

123，254人

67.92Km2 

平成23年度

草津市

草津市総合政策部企画調整課

回週077-561-2320自国防ー561-2482
， 、
~ ーマγ 

ク111111111111111川川川11111'111111111111111111111111111川111川11111111111111川川川川1111111川川川111111111111川111111111111111111川 111111"111111111111111111111111111111111'111111111111111川川'山川111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111'1111111111""“"“11111111¥¥¥¥'守P

157 



量歪亙面調 地域と学術機関了行政奇連携ーにま石ヲ百ヲ王タドE皇位|皇湖ー(立と豆盈)ー金室主立三_UJ
ぷがもーー自..'1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 IIUUtlllll1111111111111111111ttllltlllllHllllll1111111!1I11L11WllllUlllltlllllltllllltll1Ill1l1l1l11l11tlllllllllllllllltltllltttlllllllllllllltltllllllllttll!!lllIIlUtlllllIII%.

E かつて、日本一の湖「琵琶湖」にも注ぎ込み、地域住民の生活 認識していなかったが、実際に大川の環境や生物相調査を進め
E に密着した河川であった「準用河川 大J11 (延長約1.4km、最大 る中で、水質が著しく悪い状態には芯いことがわかってきた。 -
Z 幅90m)Jは、昭和50年代に行われた河川の付替により、ほとん また、住民自身が大川に入って水草除去を進める中で、多く
E ど流れのない澱んだ河川となってしまい、毎年、水草が繁茂す の在来種が繁殖する姿や川の中から見た風景の魅力に住民たち
E る「環境の良くないJIIJとして、地域に住む住民から遠い存在に が気づき始め、更には京大ユニットや立命館守山と交流する中 三

Z なっていた。 で、地域住民の大川への関心は高まりつつある。
z そのよう広中、「もう一度昔のような大川を取り戻したい、こ 更にはプロジェクトを構成する4つの主体が、この取組の情
E の川を中心にまちづくりを進めたい」と考える地元美崎自治会 報を発信しており、結果として全体の注目度が上がり、市民や = 

E と市、更には市とまちづくり協定を結ぶ学術機関等が連携し、 マスコミの関心が高まっている。 -
E 大川の水辺環境再評価(価値の再構築)と活用策を検討した。 京大ユニットや立命館守山による学術的な検証が行われるこ E 
Z 具体的取組の実施や活動を通じての地域コミュニティの活性 とで、より有効性のある「全体構想Jやこの矯想に基づく具体的 E 
E 化を目的とし、生活に密着した“闘ローカルコモンズ""としての 事業が実施できることを期待している。 -
5 河J11 I里JIIJの再生に取り組むととになった。そとで、美崎自治 今後どのようなレベルの水環境改善(水質、周辺環境等)を目 -
E 会、京大ユニット、立命館守山、市で立ち上げたチーム「大川活 指すのか、また、大掛かりなハード事業に頼るのではなく、住民 z 
E 用プロジェクト」共通の「里川里湖(さとうみ)のまちづくり」 自身の手で維持、活用できる「持続可能」な将来像をどのように E 
Z 計画書を策定。この計画に基づき、次の取組を進めている。 構築していくのか、時聞をかけて調整を進めていく必要がある。 -
( 1 )計画期間(平成田~26年度以降迄)を「河川環境の価値再

E 評価」、「全体構想構築J、「構想の具現化Jのjて トに分割。
(2) 24年度までは、「再評価」の時期として、水環境や生物相調 z 
i 査とともに、地域住民の大川への関心を高める取組とし 》 自治体名 滋賀県守山市

て、美崎自治会による大川水草除去、「大川を語る会」、「児 》人 口 77，942人
i 童つり大会環境謂蚕」等を実施。 >>面 積 55.73Km2 ~ 
これうの取組は河川環境の改善を図ることのみを目的とする 舟事業開始年度 平成22年度 E 
のではなく、取組を通じて地域コミュ二ティの活性化を図るこ 》事業 主体 「大川活用プロジェクト」美崎自治会、京都
とも大きな目的のひとつである。 =

大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジ
また、各種調査は京大ユニットの研究者や学生、立命館守山 = 
の生徒(同校は文部科学省スーパーサイ工ンスハイスクール指 ア研究所、立命館守山中学校・高等学校、守 f 
定校)が中心になって実施。生徒による調査時には京大ユ二ッ 山市 i 

E トによるサポートも行われている。 連絡先 Z 
市は前面になるのではなく、「縁の下の力持ち」として取組全 守山市政策調整部みらい政策課

ー 体の調整等を実施している。liD077-582-1162巴at077-582-0539 
当初、地域住民の大川|への関心は低く、単に「汚いJIIJとしb、 阻iIIhttp://www.city.moriyama.lg.jp/index.shtml 

~~III I!I II川

城陽自分おこし事業

y t -E叫!司E川 111111/11111111111111川川川川"川川"川"

城陽市には、自然、文化財、豊かな地下水左芯Eど多くの誇 自分おこし事業推進ブ口ジ工ク卜チ一ム」を立ち上げ、事 Z 

= れるものがあるが、世界的な経済不況により厳しい社会情 業の推進を図っている。市民の「自分おこしjを促進させ

E 勢になっており、城陽市も市民も元気のない状況である。 ることで「何かをやりたい人、始めたい人、誰かのために i 
E 他市に比べて企業が少ないことや、人口も減少している中 役に立ちたい人」達の行動をおとすきっかけづくりや、背

で、市民が誇りをもって住み続けたくなるような活気のあ 中を押すこととなり、埋もれているマンパワーを引き出す = 

E る城陽市にすることを目的として「城陽自分おこし事業j 効果がでている。「自分おこしJという言葉は、市民の聞で i 
を立ち上げた。市民それぞれが、自分の目標をしっかり再 一定知れ渡っているが、「自分おこし」の趣旨-内容は十分 i 
認識し、その目標を実現するため、実直に行動をおこす乙 に浸透してい芯い。そのため、どう市民に周知徹底し、広

i とで、自分自身が元気になり、そのととによって周りの人々 げていくかが課題であり、今後は様々芯啓発の取り組みに i 
= を元気にさせ、ひいてはまちが元気になり活性化すること より、「自分おこし」の定着を図っていきたい。

三 を目指す。そのために、市民一人一人が心の中に持ってい

E る目標を「自分おとし宣言Jとして宣言し、その内容を達 E 

E 成するために実行する、その行動 プロセスがそれぞれの E 

E 人生を豊かにし、まち全体の活性化に繋げていく。職員の F自治体名 京都府城陽市
; 力だけで芯く、新しい発想を持ち合わせ、城陽市出身でテ 》人 口 79限人

i レピメディアを中心に活躍し、全国的芯知名度がある城陽 浩 面 積 32.74Km
2 

; 

i 市出身の書家 俵越山氏を「城陽自分おこし隊隊長jに起 F事業開始年度 平成22年度
-~trll /T"\ +-.... I '¥ '¥ 1---， 1 >>事 業主体城陽市

三 用し、事業を推進している。これまでIL:前例のないソフト E 
一 一 連絡先E 事業であるため、どのようIL:取り組んでいくかIL:ついて、 E 

城陽市市長公室市民活動支援課 Z 
E 苦心しているが、担当部署のみでなく、市役所内で市民団 三

固耳0774-56-4041 自国0774-56剖 99
z 体などと関わりのある部署からメンバーを選出した「城陽

回調http://joyojibunokoshi.jp/

九ill川川1111
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医函園理圏 いつでもどこでも「すみ博j開催事業
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観光集客事業の一環として、住吉区の歴史的文化的 は10.000人を越え、ガイドブック発行部数も当初5.000部 一

資源の魅力者E区内外に発信するため、第1回「すみ博J(す から30.000部となった。また、人気の名物菓子を集めた「住
みよし博覧会)を平成20年1月に開催した。平成22年度に 吉スイーツ」の販売や、地元ならではのまち歩きコースを

開催した第4回「すみ博jまでは区役所主導で開催してい 企画したり、住吉のオリジナルブランドを開発している。
たが、地域自らで地域を活性化させたいとの機運が高まり、 今後は、別途進める情報発信事業と連携し、 DVD制作・上
平成23年度からは、これまで協働していた地域の人たち自 映会、フォーラムの開催、出版などを一体的に進めるとと

うですみ博実行委員会を立ち上げており、より地域主体と もに、より相乗効果をもって「すみ博」が地域に根付くこ

なって開催しているところである。「すみ博」を開催する とを期待している。すみ博実行委員会が、ガイドブックの

ことで、歴史や文化をはじめとした、区の魅力の発掘発 発行やホームページ、ツイッタ などで魅力発信を強化し、

信や、地域の人自己が企画ー運宮するイベン卜事業を開催 同ツールでの広告料、地元企業芯どの協賛によって予算面

するととができ、地域活性化につながっている。毎年10月 での自立を目指し、「すみ博Jを継続していくことで、より
の3連休に開催する秋季「すみ博」をメインとして、区内 地域活性化を促進したいと考えている。
各地域の特色を生かしたイベン ト事業や、区内のアート風

土・人材を発掘・発信するため、「アート deすみ博」とし

て展覧会やコンサートなどのイベント事業を行うなど、「い

つでもどこでもすみ博」として、多様な展開を行っている。

また、住吉の歴史ー名所・名物をカラー写真で満載した「す

み博ガイド」を大阪市内の書届やインフォメーシヨン芯ど

に設置したり、イベントが新聞記事になったり、口コミで F事業開始年度 平成19年度
E 広がる芯どで、「すみ博Jが定着しつつある。「すみ博Jを
浸透させるには、区役所予算だけでは限界があったところ、 >>事 業主体 大阪市住吉区役所、すみよし博覧会実行委

地域の町会や団体などが「すみよし博覧会支援委員会」を

結成し、地域の居舗や企業に協賛金を募り、主|こ PR経費 連絡先
を支援するととにより、広範芯 PR活動が可能と芯り、来 大阪市住吉区市民協働課

場者数の増加につながった。事業開始から4年が経過し、 回週06-6694-9989 担割06-6692-5535
当初1.000人だった秋季「すみ博j来場者数は平成23年度で

回Dhttp://www.citY.osaka.lg.jp/sumiyoshi/category/17邸+
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大阪府大阪市住吉区

155.334人

9.34Km2 
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枚方宿地区歴史的景観保全事業

_ .<・M一一-一一ぷω哨、._J訂f晶函 .... 彊吃a面画iIIl同詞l'川川11川11川"川11川川川11川川11川f刊川t
J主F 三

中心市街地に位置している枚方宿地区は宿場町として古 ベン 卜開催につながった。事業開始から10年目を迎え、枚 E 
くから栄え、伝承的な様式を持つ建物が多く立ち並んでい 方宿の PRについて一定の効果が図うれた。当初90ブー

たが、時代の変遷とともに、その歴史的街なみが失われつ スで始められた露天市「くらわんか五六市Jも現在では200
つあった。地域の歴史文化を生かし、人が集まる魅力的 ブース前後にまで増加し、毎月約5千人の来街者が訪れ、
なまちづくりを目的とし、この地域において、貴重な歴史 各情報紙で取り上げられるなど、新たな地域資源の発掘を

環境の保全や活用を行いつつ、現在の住民にも住みやすく、 行うことが出来た。平成田年の「まちづくり協定Jの更新
商業なども含めた地域の活性化を図り、地域住民と市が協 に伴い、地区内で建築行為等を行おうとする事業者に対し

力して風格のあるまちづくりを進めていくとととした。平 直接景観協議を行うなど、景観に対する意識啓発が今後、

成12年に地域住民が主体と芯って「枚方宿地区まちづくり 大きく進みつつある。今後は、枚方市の中心市街地に位置

協議会」を設置し、平成13年には、互いに協力してまちづ する枚方宿(京街道)淀川1.ひらかたパークを関連付けた

くりを進めていくための指針と芯る「街づくり協定」を締 爾的芯広がりをもっ魅力あるまちづくりを目指すととも

結し、活動している。また、平成18年には「町家情報パン に、持続可能な賑わいを創出し、市民が誇りと愛着を持て

ク」を設立し、土地や建物の所有者と利用したい人をつ芯 るまちづくりを目指していきたい。

ぐ仕組みを作り、新たな居舗の誘致も行いつつ、五六市な

どのイベント開催などにも積極的に取り組んでいる。一

方、枚方市は、国や府の補助事業を活用し、町家等の修景

助成や街道の美装化、公園整備などを実施している。住民、

専門家と行政がパートナーシッブを築きながら、まちづく

りを実践している。特に、地域に誇りと愛着を持った住民

に支えられ、人の息づかいといったものが感じられる枚方

宿地区の形成に取り組んでいる。歴史的な街なみの再生を

通じた地域住民の自主的なまちづくりとあわせて、地域の

魅力を地区内外に発信する手法が求められた。このことか 枚方市都市整備部まちづくり推進課

ら、街道沿いの町家の軒下に菊鉢を飾る「街道菊花祭jや 圃週072-841-1221 自国072-841-5101

こだわりの手作り市「枚方宿くらわんか五六市Jなどのイ l!liII http://酬。city.hirakata.o醐 .jp/刷pag叩ou印刷atidukurilfiles/ishidatamトkeikaku凶1

》 自治体名 大阪府枚方市

浩 人 口 406.833人

F面積 65.081くm2

F事業開始年度 平成14年度
》 事業主体 枚方市、枚方宿地区まちづくり協議会

連絡先

、
死 九

% 、守
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園盟国語極圏 ワガヤネヤガワ project(ブランド戦略基本方針)
ぷ~\\ltIi函語圏直I~・川川

寝屋川市の自治の基本的芯理念、と原則を定めた「寝屋川

市みんなのまち基本条例jが平成20年4月に施行され、こ

れを契機に、市民が愛着を感じる「みんなのまち」にする

ため、指針となる「ワガヤネヤガワ project(ブラン ド戦

略基本方針)Jを平成22年2月に策定した。
「ねやがわブランド」の確立に向け、ます平成21年度に地

元の大学等と協働で、学生たちの感性を取り入れた本市の

口ゴ及びイメージアップ キャンペーン口ゴを作成した。

「地域ブランドJは市内4駅を起点とし、循環型ブランド
形成により複数プロジェク卜を推進、平成22年度は牽引役

である「香里園」をブランドとして位置付け、第弾とし

て地域密着地元参加-大学連携が特徴のガイド、フ‘ックを

発行した。

「行政(市役所)ブランド」として、大阪府内初の公費に

よる名刺の作成、少数精鋭時代の人材育成 寝屋川市版適

塾「流清塾(りゅうせいじゅく)Jの創設や民間出身のブラ

ンド戦略室課長を中心に、市民回線・民間の視点をふまえ

て市職員のサービス意識醸成に向けた取組である「ねやが

わサービスマインド」を策定した。

また、平成23年9月から、橋爪紳也大阪府立大学教授を
総合ブロテ、ユーサーに、人気兄弟漫才コンビ中川家礼二

氏をブ口ジ工クト-アド)¥イザーに迎え、「京阪電車寝屋川

車両基地びわこ号復活プロジェクト」を本格的にスター卜

した。

とれは、昭和初期に京阪本線天満橋(大阪府)と浜大津

(滋賀県)を直通で結んでいた特急 「びわこ号」が京阪電車

寝屋川車両墓地に保存されており、この大変貴重な地域資

源を市民の力で復活させようというものである。

「ねやがわブランドjは他の地域にない特徴的な資源、イ

メージを意味する円白域ブランドj及び他自治体にない特

徴的な政策や信頼や親しみの良好な行政イメージを意昧す

る「行政ブランド」を一体的に捉えたものであり、本市の

ブランド戦略の特徴である。本市のブランド戦略を「ねや

がわらしさ」を無理やりつくるととでは芯く、「寝屋川市」

という地域そのものを戦略的・継続的に情報発信し、イメー

ジアップを図ることである、と定義した。

地域密着、地元参加、大学連携(学生参加)を基本に、

市民と協働で取り組むことで、市民自ら地域資源を再発見

し、シビックブライドの向上を図ることに期待している。

F自治体名 大阪府寝屋川市
帝人 口

F面積
》事業開始年度

浩事業 主体

連絡先

242，587人

24.73Km2 

平成21年度

寝屋川市

寝屋川市経営企画部ブランド戦略室

回型1072-824-1181(代表) 回D072-825-0761 
臨調http://www.city.neyagawa.osaka.jp/index/soshiki/brand/kihonhousin.html
， 、
tえ号、
。勾11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川川州川111111111111山川川山川山川111111111川111111111111川 1111111州1tI11I1川川川111111111111川 111111川11川 1111111111川山川1IIIIIIIIttlllllllttl““111111111111111111111111111川川山山川WlllltfI川川、、松

E~霊童EE JR島本駅列車接近警告音の設定
//、"... m型E悶~'E“川川11

三 平成1沼8年度に島本町の知名度向上等宅をE目的とし、商工会 チ一ム」は、行政の発案ではあるが、卜ツブダウン的なも Z 

160 

や若手職員を中心に「島本タウンセールスブロジ、エクト

チーム」を設置した。チームの提案したプロジェク卜案を

もとに、平成20年3月のJR島本駅開業にあわせ、列車接

近警告音を島本に縁のあるサントリーウイスキーのCM

に使用されている曲を使用することにより、「水のおいし

いまちJ、「ウイスキーのふるさと」としての知名度の向上
を図った。開業に先立ちマスコミに取り上げられるほか、

鉄道ファン等からの支持もあり、 一定の持続的な宣伝効果

があげられていると認識している。

事業の目的としては、島本町の知名度向上、及び浸透に

とどまらす、島本町のプラスイメージを町内外に発信する

ととであり、島本駅の列車接近警告音を島本町に縁のある

サントリーのCMに使用されている曲を利用し、島本町を

知らない人でも誰もが 度は耳にしたととのある曲から、

島本町は「水のまちj、「ウイスキ の故郷」であることの

イメージ付けを図った。本取組みは、全国的にも珍しい取

組みであったため、駅開業前後については、マスコミから

も取り上げられ、 定の支持のもと平成23年現在も JR島

本駅の列車発着の際の重量告音として地域からも親しまれて

いる。

本事業を発案した「島本タウンセ ルスプロジェク卜

のでなく、ボトムアップ的な要素が強い。プロジェクト

チーム内で、列車接近警告音の選曲にあたり「島本町らし

い曲」、「島本をイメ ジしやすい曲」を候補として挙げた

が、民間企業の CM曲である点もあり、調整に時聞を要し

た。

島本町は、大阪と京都の中間に位置し芯がらも、 「日本の

ウイスキー発祥の地であり、水の豊か主主まち」であること

を新しく来られた住民の方にも、体感していただきたい。

今後の展望としては、事業開始後3年が経過し、一定の

知名度と成果が上がったが、今後さら芯る PRのための取

組みについて、その手j去を検討しているととろである。

>>自治体名 大阪府島本町

浩人 口 30，096人

>>面積 16.78Km2

>>事業開始年度 平成19年度

F事業 主体島本町
連絡先

島本町総合政策部政策推進課

liaI 075-962-5411 IB 075-962-0385 
会 "" -、i
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匪霊璽盛圃 伊丹都市ブランド戦略事業
、、、u
w 、、
-・..J;品百・・置き歪Þ~fJ>:.

伊丹市では都市のイメージづくりとして中心市街地での

} ¥ード整備 ソフト事業の展開を積極的に進めてきたが、

本市の持つ歴史、文化、自然などの魅力が、十分に定着し

ているとは言えない。そとで多様な地域資源を活用し、ま

ちの活性化と市民が誇れる伊丹の魅力を市内外に発信する

ため、平成18年度より都市ブランド戦略事業に取り組んで
いる。

具体的には、「清酒発祥の地伊丹」としてお酒を中心と

した食を楽しむイベント「まち芯かパルJや、市内菓子屈
によるチョコを使ったスイーツを楽しむ「ちょこりンピッ

ク」を開催し、にぎわい創出と活性化に努めている。また

「ことば文化都市Jとして、伊丹ゆかりの作家、田辺聖子氏
や宮本輝氏などによる「ととぱ文化講演会」の開催、小学

校での「ことば科」授業の実施主主ど、市民一人ひとりがこ

とばへの関心を高める心豊かなまちづ、くりを目指してい

る。

その他に、 100年前にアメリ力のワシントンに贈られた
桜の苗木づくりを支えた「日本三大苗木摩地Jという地域
資源を活用した取り組みとして、市内で栽培された果実芯

どを使ったお酒やジャム芯ど、地域ブランド商品の開発に

も積極的に取り組んでいる。

さらに、ゆるキャラブームの中、マスコットキャラクター

「たみまるJrヒコまるjや、「伊丹大使jによる情報発信も
行っている。

以上のようなソフト事業の取り組みとともに、大阪国際

空港が立地し、全国への交通ネットワークに便利なものの、

その航空機騒音の緩和のため、緩衝緑地帝として「伊丹ス

カイパーク」の}¥ード整備を行った。同緑地は航空機の離

発着を目前に望める立地が全国的にも珍しく、家族連れや

カッフルなど多くの人が集う、新たな観光名所として本市

のイメージアップにつながっている。

引き続き、地域資源の認知度向上と市内外へのPR活動
を推進し、都市「伊丹Jのブランド化を図り、まちへの更
芯る愛着と地域への誇りを持てるまちづくりに取り組んで

し1く。

そして市民自らがまちづくり活動の主体となり、また市

民、事業者、市が一体となって取り組める連携と交流の仕

組みつ白くりを行うことで、都市ブランド戦略の大きな推進

力としたい。

F自治体名 兵庫県伊丹市
》人口 196.303人
》 面 積

》事業開始年度

》 事業主体

連絡先

25.09Km2 

平成18年度
伊丹市

伊丹市都市活力部都市企画室都市デザイン課

‘iD 072-784-8068 ..  072-784-8062 
l!lilJ http://WvVW.city.itamilgjp/home汀OSHIK灯SURYOKUパOSHIKIKAKU/1XXl1700.html

、
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匡正語圏函a・高砂市フィルムコミッション準備委員会
~，\\\\ .，.. 、、
位協;..，..... 摺JJY~軍事司司~

映画、テレビなどの口ケを誘致することにより、高砂市

を全国に PRし集客力を高めることで、地域の活性化を図

ることを目的に平成21年に商工会議所青年部が、高砂市に

フィルムコミッションを作った。会議所青年部から口ケを

誘致し、集客をはかることで市内を活性化したいとの要請

があり、平成22年度口ケ地PR用のパンフレットの製作を

きっかけにフィルムコミッション準備委員会を立ち上げて

いる。このような経過により立ち上げたため、会議所青年

部と行政、観光協会による組織と左よっている。平成22年度

に市内の口ケ地に該当する場所をパンフレットにし、映画

並びにTVの製作会社約120社|こ送付した。平成23年度パ

ンフレットに掲載している口ケ該当地を使用し、オールア

マチュアによるフィルムコミッション準備委員会製作のド

ラマをつくり、 DVD化し22年度同様の所に送付すると共

に、市内外のホールやミ二シアター等での上映会や各地の

ケーブルTV等に放映を依頼し、 高砂市の魅力をPRして

いく。

口ケ等の誘致が成功した場合、高砂市のネームバリュー

があがり、それによる集客効果が生まれるため、地域が活

性化し経済の波及効果をもたらすことが出来る。実際に口

ケが誘致された場合の具体的な対応策とそれに関わる人員

の不足が課題となっている。

》 自治体名

浩人 口

語 面 積

F事業開始年度
F事 業主体
連結先

兵庫県高砂市

95.818人

34.4Km2 

平成22年度

高砂市フィルムコミッション準備委員会

高砂市生活環境部産業振興課

liD 079-443-9030 ..  079-443-0009 
l!lilJ http://takasagofc.web.fc2.com/ 
， 、
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匡霊璽霊霊園 丹波の銘水 源 製造事業

丹波市は兵庫県の北東部に位置する中山間地践であり、

人口減少と少子高齢化による地域活力の低下を防ぐため

に、定住人口の増加を目標に、企業誘致推進事業や移住

定住事業、観光事業に取り組んでいる。

その中で、 丹波市の豊かな自然を対外的にアピールする

ためのアイテムのーっとして「丹波の銘水 濠jをつくり、

対外的に市の PRを図るとともに、企業誘致や観光振興に

つなげていくこととする。500mlのPETボトル飲料水を

10，000本製造した。

製造業者選定にあたっては、原水の知名度、市を売り込

んでいくためのコンセブトが重要であることから、公募型

のプロポーザル方式を採用した。

公募型プロポーザルの結果、製造業者を酒造メーカーに

決定し、原水を酒造りに使用する井戸から汲み上げること

とした。酒造りの職人としては、全国的にも名が通ってい

る"丹波社氏"と、この酒造メーカ が持つブランド力を、

飲料水に活用することでシティセールスの強力なアイテム

とするととができる。

民間事業者が培ってきたブラン ド力を、今回の事業に活

用していくととがシティーセールスの上では大きな成果を

得5れることに芯るが、自治体が製造する商品に一企業の
広告と取うれかね芯い表現は避ける必要があることから、

プロポーザルで提案されたコンセブトに近づけることに苦

労した。

今回製造した「丹波の銘水 凍Jは、市外に丹波市をア
ビールするアイテムのーっとして活用していく。

企業誘致事業では企業訪問時にセールスポイン卜として

良質主主水を PRすることができ、観光芯どの誘客事業では

丹波市の豊かな自然をイメージしてもうえる効果が見込め

る。

今回、初めての試みとしてこの事業に取り組んでいるが、

シティセールスに有効芯手段と判断できれば、今後も事業

を継続するとともに、民間の取り組みとして販売していけ

るような展開を検討していきたい。

浄 自治体名 兵庫県丹波市

》人口 69，995人

予 面 積 493.281くm2

》 事業開始年度 平成23年度

》 事業主体丹波市

連絡先

丹波市産業経済部新産業創造課

mI 0795-74-1464 自彊置0795-74-1055
，、
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雇孟孟雇盃副 小規模集落元気作戦 fあこがれ千町の会J

限界集落と呼ばれる小規模集落で、都市住民との交流を

通じて、地域の特性を活かし芯がら、里山の休耕田を活用

して無農薬 ・有機野菜の栽培による地域再生にかける協働

の村づくりを目指し、自然と人問、人間と人聞が共生と協

働の関連を強め、地域の伝統文化を継承し、発展させ、未

来に向けて快適芯くらしができる干町をつくる。

小規模集落元気作戦を活用しパ トナーである NPO法

人ひょうご農業クラブの呼びかけで市外から約20名の会員

が集まり、会員の方と共同で約50アールの休耕地に有機農

法による無農薬野菜の栽培に取り組み、収穫した野菜は、

ひょうご農業クラブが持つ販売ルートで販売し、収益を上

げることで、持続可能芯活動と芯っている。水路などの施

設は無償で提供するが、溝掃除や草刈など地域の行事に会

員の方は積極的に参加してもらう。

当初は、どうしたら地域が活性するのかと干町自治会で

試行錯誤を繰り返していたが、県が進める小規模集落元気

作戦のパートナーとしてNPO法人ひょうご農業クラブを

紹介してもらい、現在の休耕田を利用した震業に取り組め

た。

事業開始1年目は計画を上回る収穫があり、地域行事や

収穫祭を通じて都市住民と交流することにより、お互いの

立場を理解し、協働による新しい村づくりが出来た。

今後は新たに50アールの休耕田を再生し、生産量を増や

していく。都市住民と千町自治会が一体となって農業を行

い、千町で収穫した有機野菜が、一つのブランドとして定

着し、農業地域の活性化に取り組む。今後は、生産量を

増やし、収穫した野菜を販売する直売所を多方面に拡大し、

千町で収穫した有機野菜を一つのブランドとして定着を目

指していきたい。

予 自治体名 兵庫県宍粟市

F人口 42目670人
》 面 積 658.6Km2

F事業開始年度 平成22年度
〉争事業主体 宍粟市一宮町千町自治会crあこがれ千町の

会J)

連絡先

宍粟市まちづくり推進部まちづくり推進課

‘iD 0790-63-3123 ..  0790-63-30印
盟国Ihttp://s巴ncho.hyogo-communitynetwork.com/index.html
， 、
玖 夕、
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雇菌室室温 あるくん奈良スタンプラリー
ぷ///3ρ川川、帆刊岨、"._J禍i描品畑司..川川川川川t“川11川川川川』川川川11川川11
例年10月下旬わか、5約2週間にわたつて奈良国立博物舘で みたいと感じ、奈良のもつ多彩芯魅力を感じる乙とのでき

開催される正倉院展の来館者は20万人を超える。ただ、国 るイベントとして中心市街地の活性化を図ることができ

立博物館のみを訪れ、奈良のまちを回避することが少なし1。

そこで、新た芯観光資源を見直し、より多くの人に奈良

の魅力を知ってもらおうと市内多数の団体で実行委員会を

結成し、平成18年度から正倉院展期間にあわせ、スタンプ

ラリーを実施し中心市街地の活性化を図っている。

JR奈良駅前~近鉄奈良駅前~奈良国立博物館前各公

共施設・商j苫街主主どに配置のラリーブックを手に入れて、

ラリ コ スや商居街でスタンプを集め、ラリー完走者に

は、オリジナルの記念品を進呈するなど、毎年趣向を凝ら

している。

有名主王寺社仏閣 観光名所だけで芯く、新た主主観光資源

を見直し、スタンプラリーコースとして設定するととによ

り、奈良のまちを回遊しながら楽しむイベン トとして実施。

観光客にとどまらず広く市民の方々に多彩芯魅力のある奈

良を知ってもらおうと毎年コース設定を変えたり、ラリー

フ、ツクに関連企画を紹介している。

事業開始から5年が経過し、奈良のもつ資源・魅力の

た。また、参加している8商庖街での売り上げにも貢献し

ている。

平城遷都1300年(平成22年)を目標に実施してきたが、

コースも出尽くしラリーポイントでのスタンプ押印のみが

めあての参加者も見られるところから、これからは原点に

立ち返り「商居街を歩いて、ふれあうことが楽しい おも

しろい」ものとしてコース設定を行い、新しい魅力の発見

につながるよう活性化を図っていきたいと考えている。

》 自治体名

F人口
》面積

F事業開始年度
F事 業主体
連絡先

奈良県奈良市

367.717人

276.84Km2 

平成18年度

はじまりは正倉院展実行委員会

奈良市観光経済部商工労政課

liD 0742-34-4741 日盟理0742-36-4058
PRについて一定の効果が得られた。参加者がまた訪れて

l!lilI http://arukunara.info/ ~ 

堕喜亙璽璽 平維盛の大祭
三r計

lδふ3五1るさとt倉創割到l生事業で交付された資金で、村の有形文化R財オ 増やし、平成2包3年度は会場レイアウ 卜を変更して、パスの
であった平維盛塚を平成元年に整備し、春と秋に 1回ずつ 運行がスムーズかつ安全に行えるよう試みている。年々雑 i 
「平維盛の大祭」を行っていた。当時は朝から開催し、物産 誌芯どから祭り情報の掲載依頼が僧えている。それととも

展も併設したが、回を重ねるごとに来客数は減っていった。 に祭りの来場者数も増えている。高野山よりおよそ30分、 Z 

平成18年に、このマンネリズムから脱却するべく行った会 大阪芯どからでも3時間程度で避暑ができる地としての認

議の結果、山の中で花火を打ち上げようという事に芯った。 識が深まっていけば良いと思う。祭り以外でも来訪者が増

これにより祭りは夏の夜1回のみとなった。途中から奈良 えれば、地元の民宿のみ芯うす商盾芯どにも村民以外の客

遷都1300年祭にも合わせる芯どして現在に至る。 が見込めるだろう。毎回イベントの内容を考え、パージョ

祭りは平維盛歴史の里において、午後4時から開催して ンアップさせて変化をつける。今後は引き続き来場者の増

いる。平維盛の御霊祭ののち餅まきをし、燈花会のあと、 加に伴い起こりうる事故防止と、会場内の安全の確保と維

地元の太鼓打ち団体の演奏、ゲス トミュージシャンのコン 持に留意する。村内における交流人口 定住人口ともに増

サー卜が続き、メインの花火大会となる。祭りの最中はパ やしていきたい。

ザーを開催しており、地元の人々の出屈はもちろん、姉妹

都市であるスロヴァキア共和国 ヴィソケー・タトIj市か

らの出届もある。開催時期は、周辺地域の花火大会が盆の

時期に集中しているため、先駆けとなるようア月の最終土

曜日にしている。 山の中での花火という事が最大の特徴。

間近で上がる花火と山々に木霊する音が迫力満点と好評で

ある。また、標高が高いため都会に比べると格段に涼しい。

ただ、水気のない山中であるため、事前に消防団員との打

ち合わせは念入りにし、火事や山林火災の防止には留意し

ている。周囲に光源が少芯いので、来訪者のパス送迎にお

いて交通安全に苦心している。昇降場所の照明を常時より

F自治体名 奈良県野迫川村
F人口 542人
>>面積 155.03Km2

F事業開始年度 平成18年度
>>事業主体 野迫川村商工振興会・平維盛の大祭実行委

員会

連絡先

野迫川村産業課

liD 0747-37-21 Dl固mt0747-37-2107 
ゑぷ
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広域市町村の連携によるシティーセールス(商談活動)

平成15年度から田辺市が和歌山県等の関係団体と取り組

んできた地域のブランド化(地域産品の販路開拓等の事業)

への取り組みが一定の効果を上げてきたことから、同様の

取り組みを周辺町(み芯べ町 白浜町上富田町-すさみ

町)にまで広げ、広域連携による地域活性化を目指してい

る。管内の事業所が保有する地域産品(製品-商品)の新

たな販路開拓を目的とし、平成22年度から首都圏の百貨

Jd:'ス パ一等の食品関係バイヤーを地元に招き「地域産

昂の販路開拓のための相談-商談会Jを開催するとともに、

首都圏で開催される大規模展示商談会(スーパーマーケッ

ト・トレードショー)にも関係市町並びに経済団体 (各商

工会等)が連携し出展している。マーケットイン(消費者

動向把握)の視点、から、商談現場での取り組み状況等を製

品-商品のブラッシユアップに繋げている。事業取り組み

当初は、行政職員が事業所のマネジメント活動(販売促進・

商談活動)自体に関わるととへの違和感があり、また、公

平性を確保すべきとの声があがったが、より踏み込んだ取

り組みが必要であるとの意見もあり、現在に至っている。

地元地域のみで展開していた、所謂、地産地消的な地域産

品(製品ー商品)の流通が地域外 ー県外に広まったほか、

事業所聞の連携(原材料の共同調達、商談会への共同出展、

商品補完等々)も徐々に始まっている。首都圏(商社ーピッ

キングメーカー等)から商品取引の打診はあるが、地域内

に物流の拠点、となるプラットホーム(帳合い機能)が無い

ため、現状では地域全体の商流(取り引き)には繋がって

おらず、個別事業所との取引に終始している。今後は、物

流の拠点と芯る仕組の構築が望まれている。

名

口

積

体ムロ白

人

面

F
》

》

和歌山県田辺市

81目191人

1D26.77Km2 

〉争事業開始年度 平成22年度

》事業 主体 田辺周辺広域市町村圏組合 (みなべ町・ 白

浜町・上富田・すさみ町・田辺市)

連絡先

田辺市産業政策課交流推進係

川 町、

γi'IlIrllltlllltllllllllWtlllltlllllllltllllllllllllllllllUlIlIlIIIlIIlIIlIIlIlIIt1II1111111tHllllllttlllJllllllllllllllllllllllllttlllltHlllUlttlllllllllllllWlltI1111111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111141111111111111111111111111111111111111111111111111111111111いびγ
‘iD 0739-26-9931 ID週0739-22-9898

ふるさとの伝統文化・史跡伝承事業

F自治体名
F人 口

》面積

F事業開始年度

鳥取県南部町

11 ，699人

114.03Km2 

平成22年度

dpot-_~lm ..  ・附11IIIIIU 1111111川t州IHlBII山川川11川川iけ川11山t
t 

中山閏地域である南部町では、過疎化高齢化わがt進んでお 県まで調査をされたり、力メラ撮影のため再三の口ケ行脚 E 
り弘、地域コミユ二テイの維持や伝統文化の継承わがt困難に左芯王り 等に苦労したわが1、編さん委員と天;津翠地域振興協議会が協力 E 
つつある。そのようななわか、地域コミユ二テイを維持するため し、編さん作業を行つたことで、冊子を発行する乙とがで

町内全域にアつの地域振興協議会が設立され、本事業の実 きた。地域の伝統文化、史跡の調査を行い、冊子にまとめ ー

施主体である天津地域振興協議会もそのひとつである。 るととで、幅広い世代に地域のととを理解してもらうこと

天津地域振興協議会では、平成21年8月に当地域の10年 ができた。加えて多くの人が調査、ヒアリングに関わった

後の将来目標として地域づくり計画を策定した。そのなか ことで、豊富な知識を持つこととなり、今後観光ガイドと

で古くから伝わる伝統文化、史跡の価値を再認識し、その して多くの観光客を呼び込み地域の活性化を図るきっかけ

保存と継承を図ると共に、高齢者の貴重な体験活動を次世 となった。平成23年度において、町内外からの史跡めぐり

代に継承することで、世代間交流の創造と高齢者の生きが を目的とした観光客の誘致を図るため各地点に看板を設置

いづくりを生み出し、伝統文化の再興を通じたまちづくり する計画としている。とれに前述の観光ガイドを行うこと

を目指しており、その一環として本事業への取り組みと で、より多くの人を天津地域に呼び込むことで、活気ある

芯った。平成22年度においては、伝統文化・史跡をまとめ 地域づくりを行う。

た冊子を作成することとし、「天津地区伝統文化-史跡編纂

委員会」を設置し、伝統文化-史跡をまとめた冊子を編さ

んした。編さん委員を5名公募により選定し、現地調査、
ヒアリング、編さん作業を行い、地域に伝わる伝統文化と

各地に所在する史跡をまとめた。冊子は700部作成し、地

域内の9集落の全世帯(約540戸)に配布した。配布された
冊子は地域の住民かう高い評価を受|才、追加で希望する世

帯や地域外の町民からも要望があった。このため、 l冊
1，000円で希望する町民に配布している。これまで、当地 帯事業 主体 天津地域振興協議会

域に言い伝えうれてきた伝統文化芯どが、この冊子により 連絡先
全ての年代に知ってもらうととができるようになった。加 南部町企画政策課

えて他地域、他市町村の住民にも史跡めぐりのガイド本と 園調0859-66-31131m 0859-66-4426 
して参考となるものができた。事実確認把握のため、島根

lml!I http://www.town円anbu.tottori.jp/p/admin/kikakus巴isakuka/ll/3/
， 、
ヨユレ 交
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備中高梁元気!プロジ.エクト
/ ・・Ji.畑・・川111111111.11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川』

= 高梁市域には多くの観光資;源原が存在するが、市町村合{併井 閏連携部会」の4つの専門部会や地区座談会でlはま、さまざ E 
以来、相互連携が十分とはいえず、また、市民による観光 ま芯意見や提案が出され、その調整に苦慮したが、アドパ 三

振興に向けた積極的な取り組みがなかった。そこで、平成 イザーの助言を得ながう、十分な意見交換を行い、その都

21年度かう総務省の地域力創造アドバイザーの活用によ 度解決に導いた。

り、観光広域ネットワークを図る仕掛けづくりや受入れ側 こうした中、住民意識の高まりにより「行政に頼うない

の意識改革、人材育成に取り組み、市民主導型の観光振興 自主的芯地域活動Jが始まるとともに、地域間の連携が図
を図っている。 られ、「地域を超えた共通課題への取り組みjが活発になる

この事業では、 4つの重点地区を選定した上で住民によ などの成果が表れつつある。現在、「備中高梁元気 lフロ

ー る「備中高梁元気!プロジェクト事業推進協議会」を設置 ジェクトJの3年間の実績を踏まえて、概ね10年先の地域
し、現状の課題を洗い出して、その解決に取り組むととも の姿を見据えた 『高梁市観光・交流アクシヨンプラン(仮

に、さらに重点地区に地区座談会を設けて、地区ごとの課 称)J;を策定中であるが、事業を推進している4重点地区を、
題に向けたさまざま芯取り組みを行っている。 どのように全市的に発展させていくかが今後の課題といえ

〈推進協議会の取り組み〉 る。

-推奨周遊コースの設定、ルート沿線の情報収集、観光案

内用ガイドブック作成

-特産品・目玉商品の開発、休憩ベンチの作成設置、各イ

ベン卜への応援

ー観光タクシーの運行、案内看板の整備、体験型フランの

導入に向けた地区座談会との協議等

民聞からのアドバイザ一派遣制度の導入は初めてであり

戸惑う面もあったが、アドバイザーの指導等により、住民

の自主的芯活動を絶やすことなく、継続的芯取り組みと芯

主・ 自治体名

浄人 口

F面積
浄事業開始年度

》事業 主体

り地域住民の意識改革が促され、危機感を持っきっかけと 連絡先

岡山県高梁市

33，971人

547.011くm2

平成21年度

備中高梁元気 1プロジ‘エク卜事業推進協議
d主
n 

なった。推進協議会の中に設けた「受入態勢・情報部会j 高梁市総務部歴史まちづくり課

「魅力づくり・ブロモ ション部会H二次交通部会H地域 田富0866-2ト0257 回国0866-21-0262
' 一、， 、
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アジア有機プラットフォーム(連携活動)推進事業

恒三彊~~~・・瓦匝遭団富1;øI・情長置・・

有機農業を推進することにより、食の安心安全を求め

る国民の声に応えるとともに、新庄村の農産物をブラン ド

化し、付加価値を与えて流通させることによって、村の活

性化と農業の発展を図る必要があり、また、 AMOA(国際

医療 NGO)や岡山商科大学の協力を得ることにより、ア
ジア地域も視野に入れて、有機農業を推進していく協力体

制が整ったため、新庄村では、「アジア有機農業プラット

フォーム (連第活動)推進条例Jを全国に先駆けて制定し、
有機農業を主体にアジア圏域との交流を深めるとととし

た。

農薬や肥料を使わず稲を育てるため、アイガモ農j去を取

り入れ、雑草を駆除したアイガモやアヒルは最終的に食肉

として、流通させることを考えている。

現在は工コフアーマーとして、 8戸(約13.6ha)の農家
が有機農業に取り組んでおり、田植えの様子や、アヒルの

放鳥は、マスコミにも取り上げられ、注目を集めている。

アジア圏域においても、食に対する安心 安全への注目

は高まっており、有機震j去を確立し、アジアに広めること

によって、国際貢献するとともに、「新圧ブランド」を日本

にとどまらす、アジア一円に広めていくことを活動方針と

しており、平成23年度は、有機農業や食育に関する講演会

を予定している。
新圧村は源流域に位置しており、有機農業を行うととに

よって、環境を保全するという役割を果たし、さらには生

産した農作物に付加価値を与え、ブランド化していこうと

する点に、村の立地や特性を生かした特徴がある。

村内の農家の協力、事業内容の理解を得るととに苦心し

たが、協議会を立ち上げ、目的意識や情報の共有を図ると

とによって、理解を得るよう努めた。今後の課題としては、

農作物やアヒルの肉の加工・販売芯ど、流通を確立し、独

自産業として成長させていくことが必要である。

村内での理解は、まだ十分に浸透したとは言えないが、

都市部の方々には高い関心を持っていただいている。ま

た、有機農業の技術やノウハウをアジアに広めていくため、

平成24年度以降からはベトナムから研修生を受け入れる予

定であり、日本の枠を越えて、国際的な交流に広がってい

く可能性がある。

村内での有機農業の推進、流通の確立が急務である。そ

れうを解決し、村の産業のーっとして確立させていくこと

により、若者の定住、人口の増加を図っていきたいと考え

る。

》 自治体名

》人 口

浄 面 積

2幹事業開始年度
F事業 主体

連絡先
新圧村産業建設課

岡山県新庄村

1，031人

67.1Km2 

平成23年度

アジア有機プラットフォーム (連携活動)

推進協議会

liD 0867-56-2628 固mt0867-56-2629 
よ守

主 守、
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f日本一のくじ5のまちjを目指す「くじ5文化発信事業J
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三 南氷洋捕鯨や以西底引き等の遠洋漁業、沖合・沿岸漁業、 特に捕鯨に反対する週激砿団体の妨害活動により、南極 Z 

水産物の流通加工墓地として発展してきた下関市では、 j毎における調査捕鯨の実施そのものが脅かされており、情

遠洋漁業の衰退、燃油高騰、魚価低迷、後継者不足等水産 報等の開示やプレスリリースの実施等については水産庁の

業を取り巻く厳しい状況の中で、水産都市としての衰退に 判断に従わざるを得ない状況にある。

歯止めがかからない状況にある。 調査捕鯨船団の基地化が実現できれば、船団の入出港時

そこで、かつての賑わいを取り戻す事業の 1つとして、 における資器材等の積込みゃ鯨肉の下関での陸揚げが実現

鯨肉の普及ゃくじら文化の市民への啓発や交流、並びにく でき、運輸 ー流通(倉庫業を含む)や加工等に至るまで幅

じらを取り巻く現状等について情報発信を図り、調査捕鯨 広い直接 間接的芯経済効果が期待できる。

船団の基地化を目指す、くじら文化発信事業への取り組み 今後は、鯨のまちとして、鯨事業の実施に積極的な自治

を行っている。 体(横浜市、郵11路市、石巻市、長崎市、太地町等)との連

北西太平洋鯨類捕獲調査船団壮行会の実施 携をはかりながう、同時に調査捕鯨船団の基地化に向けた 一

・捕鯨を守る全国自治体連絡協議会への参加 都市間競争にも打ち勝つ必要があり、より積極的継続的

・IWCジャージー会合への参加 な事業実施が求められている。

下関くじら食文化を守る会との連携

-鯨フォーラム参加

第二十五利丸係留展示

-第17回ウルサン鯨祭り参加

-下関・長門鯨文化交流事業推進協議会参加

.下関くじら料理コンクール実施

-鯨肉普及(学校給食の実施)

-下関くじらサマースクールの開催ほか

鯨事業の実施にあたっては、事業主体である国(水産庁)

や国の委託を受けて事業を実施している例日本鯨類研究

>>自 治体名

舟人 口

》 面 積

F事業開始年度
》事業主体

連絡先

山口県下関市

284.228人

716.15Km2 

平成7年度

下関市

所、共同船舶側、日本捕鯨協会等の関係機関等との連携が 下関市産業経済部水産課

不可欠である。 固週083-231-1273 ~083-233-1399 

三句川

置国語昌国語圏 f心おどる水都・とくしまj発信プラン策定
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人口減少社会の到来や経済のグローバル化などに伴い、

わが国全体を取り巻く社会経済構造が大きく転換している

今回、今後も本市を持続的に発展させていくためには、地

域の資源や人材を最大限に活用し、独自の魅力を高めてい

くことが重要となっている。

とうしたととかう、本市の都市のイメ ジ、認知度を高

め、交流人口の増加と地域経済の活性化を図っていくため、

シティプロモーシヨン事業に取組むこととした。

平成22年度は、本市のイメージアップのためには、どの

よう芯地域資源を活かすべきかを調べるために、行政、民

間事業者による研究会を開催したほか、関西圏を対象とし

たアンケ 卜を実施し、本市の様々な資源について魅力度

の調査を行い、「水都J["歴史J["阿波おどりJ["特産品」の
4つを重点的な魅力づくりのキーワードと定めた。

また、 コンセブトを「ととにしかない“モノ"と
M

まち"

の物語jと定め、官民の事業主体が共通の意識を持って、

「オーJレとくしまJ["オール市役所jの体制で、特産品の開
発や、ここにしかない文化の醸成など、地域の魅力づくり

に取り組み、戦略性のある一体的主主情報発信を行うことで、

本市ならではの物語性を持った“とくしまブランド"を確

立することを目指し、シティプロモーション戦略「心おど

る水都 ーとくしま」発信プランを策定した。

平成23年度は官民一体となった「オールとくしまjの体

制を強化しながら、発信プランに基づ、く具体的なブロジ、工

クトの策定、事業化を進めるとともに、本市の魅力を統一

的に発信できるイメージアップキャラクターやフ、ランドロ

ゴの作成に取り組んでいる。

今後、平成28年度までを計画期間として、様々な取り組

みを実施していくことで、交流人口の増加や、モノの販売

促進を図り、継続的に本市ヘ“人と外貨"が流れ込む仕組

みを構築していく。

プランの推進にあたっては、経済情勢やその他の動向を

踏まえて必要に応じて見直しなども加えていく芯ど、最大

の効果が得られるよう適切な進行管理を行っていくことと

する。

》 自治体名 徳島県徳島市

浄 人 口 257.148人

》 面 積 191.62Km2

F事業開始年度 平成22年度
》事 業主体 徳島市

連絡先

徳島市企画政策局企画政策課

1iD088-62ト5085~ 088-624-0164 

OlD http ://www.city. tokushima.tokushima.jp/ki kaku_seisaku/gaiyo35.html ~ 
~ i 
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弘川

三豊市知名度向上プロジ.エクト

合併して5年が経過した三豊市。まだ認知度が低く、 市 てもらるようになつた。当選者から「とてもよかつ1たとHど
長はじめ知名度の向上が懸念されていた。詫間電波高専と こで買えるのかJなど40件の反応があり、メルマガをきっ
高松高専が再編し香川高専となったP円のため、京都でイ かけに三豊市ヘ遊びに来てくれた人も出たことで、ブロ

ベン卜を実施するに当たり、三豊市の知名度向上による交 ジェクトに弾みがついた。京都かうスター卜した本ブ口

流入口の増加と、地域経済の活性化を目的として、市と香 ジエクトは現在、市全体に広がっている。「三豊ふるさと

川高専詫間キャンパス、商工会、観光協会で PR企画会議 大使Jを本市出身の俳優要潤さんに委嘱したほか、「坂本
を開催した。会場には観光客も多い京都駅前を設定した 龍馬と三豊Jr平城京と三豊」芯どのキャンペーンも実施。
が、従来型の観光イベン卜ではなく、出会った人に継続し 平成23年9月からは友好都市 ・韓国限川郡での「大蔵経千

てPRすることで、三豊市のファンに怠ってもらえ芯いか 年世界文化祝典Jにブースの出展を行った。テレビ番組み
と、 “みとよのほんまもん"の顧客獲得に向けてメールマガ とよ工ンタメバラエティ rMのツボJでも、三豊に素晴ら
ジンを発行することにした。メルマガ登録者には、市の「ほ しいものがたくさんあることを発信し、地域経済の元気に

んまもん」情報を配信。年6回抽選を行い、地場産晶をブ つなげたい。

レゼント。県内外のイベン卜での PR活動により、本年5

月には登録人数2，000人を突破。さうに魅力的広コンテン

ツづくりを模索し続けている。携帯電話をかざすだけで登 浄 自治体名 香川県三豊市

録できる読み取り端末の導入や、ゲーム感覚で操作を進め 浩 人 口 68，165人

られる工夫もお己主主った。香川高専とのタイアップがきっ 》 面 積 222.66Km2 
かけで始まり、企業の協力で実現している本プロジェク卜

浄 事業開始年度 平成22年度
は、産学官連携のたまものである。三豊に住んでいてもま F事業主体三豊市
だまだ知うない産品があることに気付かされ、新しい魅力

連絡先
の発掘にもつながっている。登録に手間がかかると敬遠さ

三豊市政策部地域振興課
れ、面白くなければ続けてもらえないととか5、立ち寄っ

匝聾0875-73-3013自国0875-73-3022
てくれた一人一人の顔を見てじっくり話すことで、登録し

盟国Ihttp://www.citY.mitoyo.lg.jp/forms/info/info.aspx?info_id=6232 

「坂の上の雲Jをテーマとした観光まちづくり事業

全国的にも珍しい小説「坂の上の雲Jをテーマとしたま
ちづくりを推進する松山市は、点在する観光資源を総合的

に活用し、物語性のある観光まちづくりを実施。九州新幹

線の全線開通-大河ドラマ「龍馬伝Jブームの沈静化といっ
た、松山を取り巻く状況の変化により、松山への観光客数

の減少が見込まれる中、小説「坂の上の雲」をテーマとし

たシティプロモーションの推進とスペシャルドラマ放送を

きっかけとする観光客誘致施策を展開している。小説「坂

の上の雲」主人公(秋山兄弟、正岡子規)のふるさと松山

には、彼らの足跡が数多く残っており、それらをはじめと

する有形 無形の文化資源を組み合わせたガイドといくま

ち歩き「松山はいく」などの着地型旅行商晶を展開するな

ど、 ドラマ放送の効果を最大限活かした誘客促進策を積極

的に実施。そういった中、日本最大の旅行情報誌である

「じゃうんJとタイアップし、松山の定番観光施設の紹介、
専属ガイドと行くまち歩きプログラム「松山はいくJ、さら
にはフエリー・高速艇で行く宮島~広島~松山を結13;新た

な周遊ルートなどを掲載したと当地パンフレット「松山 ・

道後温泉じゃうんjを作成。関西・山陽方面を誘客のター

ゲッ卜として、 JR西日本の駅構内でフリーペーパーを活
用した発地における情報発信を実施し、多くの観光情報や

パンフレット等が氾濫する駅構内において、インパクト

話題性の高いプロモーションを行った。 (15，000部)また、

JR四国と松山市が締結する集客パートナーシッブ協定に
基づいて、当該フリーペーパーをターゲットエリア内の

JR駅構内ヘ設置いただくなど、独自のメディアや媒体を
持つ企業との連携によって、地域外における効果的広情報

発信を行う。 H22年度の観光客数(推計)は、前年比12%

増の588万人。誘客ターゲットエリアを明確としたプロ

モーション展開により、松山を旅行先として検討する動機

付けとなった。今後さらに「温泉JrグルメJr名所・|日跡J
「まち歩き」など、「坂の上の雲Jのまち松山の魅力を体感
できる旅行商品を幅広く開発していくととともに、官民が

連携したシティブロモ シヨンの実現を目指していく。

>>自治体名 愛媛県松山市

》人口

>>菌積

>>事業開始年度

》 事業主体

連絡先

514，926人

429.05Km2 

平成12年度

松山市

松山市産業経済部観光産業振興課

liD 089-948-6557 ..  089-934-1764 
、- 、
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紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業

当市は、日本一の紙のまちであり、圏内で製造している

子ども用紙おむつメーカー5社のうち2社が存立している
ことから、「紙のまちの子育て応援」として、官民協働 (費

用負担は企業2/3、市1/3)により、 1歳未満の子ど
もがいる家庭に紙おむつを無償で提供する事業を開始し

た。との事業は子育ての経済的負担を軽減し、子どもの健

やか主主成長を促すとともに、地元製晶を見直すきっかけを

作り、紙製品の地産地消を推進することを目的としている。

提供商品は、地元企業の大王製紙株式会社の商品ブランド

「グーン」とユ二 ・チャーム株式会社の商品ブランド「ム一

二一JIマミ ポコJとし、保護者に「きみはまちのたから
子育て応援券」を40枚(対象商品40袋分)配布した上、市

内の取扱登録屈で引き換える方式とした。引換券の名称に

は、「このまちで生まれてくれてありがとう」という祝福と

感謝の気持ち、そして、「みんなで子育てを応援していますj

というメッセージ‘を込めており、出生届の機会を利用して

保健センターで配布、子育ての状況把握にも努めている。

本事業はスター卜したばかりであるが、保護者には「経済

的にとても助かっている。JI枚数を気にせす、に濡れたら交
換できる。Jと好評であり、紙のまちならではの子育て支援
に繋がっている。また、本事業は全国的にも珍しい官民協

働の子育て支援事業であるが、地元の企業と小売屈の協力

主主しでは成り立たない。単価や小売屈事務の詳細決定に時

間を要したものの、わかりやすい資料を提示し、事業の趣

旨を丁寧に説明することで賛同を得られた。本事業によ

り、子育て家庭の経済的負担の軽減はもとより、おむつの

適時交換を促すことで、乳児の保健・衛生環境の向上が期

待できる。また、各種メディアへの露出により、本市が取

り組む「紙のまちの子育て応援」のイメージを強く PRす

るとともに、地元企業の商品を使用することで、 紙製品の

地産地消を推進するほか、地域が一体と芯った子育て支援

の機運醸成に繋がっている。今後は、平成23年4月からの
事業開始でもあり、東日本大震災による紙おむつ製品の流

通への影響も考慮しつつ事業を軌道にのせていきたいと考

えている。また、事業評価のために保護者へのアンケー卜

等を通じ効果や課題を検証し「きみはまちのたから 子育

て応援券」の名称に相応しい事業を目指したい。

F自治体名 愛媛県四国中央市
F人口 92，434人

F面積 420.25Km2

2幹事業開始年度 平成23年度
>>事業主体 四国中央市・大王製紙株式会社・

ユ二 ・チャーム株式会社

連絡先

四国中央市福祉保健部保健推進課

mI 0896-28-6054 固mt0896-28-6110 
lmII http://sct.shikokuchuo.jprhok/newpag巴3%20omutsu.htm
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シティプロモーションを推進する際に最も重要なことの

1つに「地域広報」がある。このため本市としては、ます

は市民がわがまちの魅力を「知り」、「知るJととでわがま
ちを「好き」になり、「好きJになることで「自慢jしたく
なる、そのよう芯働きかけにより、市民一人ひとりがシティ

プロモーションの担い手になれないかと考えた。そのため

に、北九州市の自然や歴史、文化、偉人、名所などを45句

にまとめた円七九州市ふるさとかるたJを制作し、子ども
の頃からわがまちの魅力を知る機会に触れることにより、

まちへの誇りや愛着の醸成を図ることとした。

ます、平成21年2月に「誌み句」を公募し、 4，420句の応
募の中から選定を行い、平成22年2月に「北九州市ふるさ
とかるた」をお披露目した。その後、市内の小学校や放課

後児童クラブ、市民センターなどにかるたを配布し、市民

の手が届くととろにかるたを配置するとともに、積極的な

出前講演を行い、多くの子ども達にかるたに記載されてい

るわがまちの魅力を伝えてきた。との普及活動に関して

は、各地区の会合や先生の研修会主主どに積極的に出向いて、

フェイス-トゥ・フェイスの対応を心掛けてきた。子ども

がかるたに興昧を持つためには大人の協力が不可欠であ

り、いかに大人が参加できる仕組みを作れるかに苦慮した。

そして平成23年 1 月 ~2月にかけて「第 1 回小学生かるた

大会」を開催し、地元メディアにも数多く取り上げられ大

盛況を遂げた。この運宮には、学校の先生やまちづくり団

体、地元の高校生までがお手伝いをしてくれ、地域コミユ

二ティの活性化につながった。

これらの活動で、かるたで遊んだ子どもが「ととに行っ

てみたい」と興味を持ち、親が子どもを連れていくために

その場所を調べたり、学校や放課後児童クラブなどが「こ

こに連れていってみようJと考えたり、 家族の問や地域の
中で新たなコミュニケーションが生まれ、人と人とのつな

がりが増えてきている。さらにかるたの一般販売を開始

し、新しい郷土のお土産としての普及も期待している。今

後は、かるたで初めて知った言葉に対し、「実際に行ってみ

ようH体験しよう」という次なるアクションを誘発するた
めの「副読本」の制作を予定している。今の子ども達がい

つか大きくなり「自分のまちにはこんな魅力があるんだよ」

とプロモーションしてもらえる白を待ち望んでいる。

F自治体名
帝人 口

>>面積

F事業開始年度

福岡県北九州市

973，161人

487.89Km2 

平成20年度

>>事業主体 北九州市にぎわいづくり懇話会

連絡先

北九州市シティプロモーション部

‘目1093-582-3636 日盟理093-582-2176
lmII http://lets-citY.jp/karuta/index.html 
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久留米・新幹線活用プロモーション事業
、ゃい
守
-・.m晶司・・掴~.Jij瓦lIi'!i・誼i宿11、、、
ー

平成23年3月に九州新幹線久留米駅が開業し、久留米市

にとって大きな転換点となっている。九州新幹線全線開業

の直接的・間接的芯効果をまちづくりに最大限に活かすこ

とが、新幹線駅設置市である久留米市としての課題である。

久留米の魅力づくりや情報発信を戦略的に行い、市の知名

度 魅力度を向上させ、都市間競争力を高め、地域の活性

化を図ることを目的とし、行政、市議会、商工、農業、交

通、旅行等の各界が連携した取り組みを行うため、平成22

年4月に久留米・新幹線活用プロモーション実行委員会を

発足。各種記念イベントや様々なキャンベーン活動(関西

以西の主要都市への情報発信等)に取り組んでいる。 キャ

ンペーン活動では、情報発信力をより高めるため、 JR久

大本線沿線の各自治体とも連携し取り組んでいる。情報発

信を行うにあたり、地域資源の分析が難しかったが、久留

米市では、各種地域資源を「花自然Jr食Jr文化芸術j
「ものづくりJr医療Jの5つの分野に分け、整理を行って
いる。新幹線開業という大きなインパクトに乗った形で、ブ

ロモーシヨンを行ったとともあり、棟々な地域のマスコミ

に久留米を取りよげていただくととができた。とれによ

り、これまで久留米に来られたことがない方に、久留米に

立ち寄っていただくといったことが僧えた。現在、久留米

の地域資源を活用したJRや各旅行代理屈の観光商品が少

ないため、具体的な誘客活動につながる商品の開発が課題

である。今後は各団体とも連携し、交流人口の増加を図る

ため観光商晶の造成に取り組むほか、プロモーションや定

住の基盤と芯る住民愛着や久留米ファンづくりに力を入れ

て取り組みたい。

:争 自治体名 福岡県久留米市

F人口 302.567人
F面 積 229.84Km2

>>事業開始年度 平成22年度

〉争 事業主体 久留米・新幹線活用プロモーシヨン実行委

員会(事務局 '久留米市)

連絡先

久留米市総合政策部新幹線活用事業推進室

‘iaI 0942-30-9228 lD3凹42-30-9703
園調http://www.kurume-hotomeki.jp/kirarikurume ~ 

c、
私 J
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吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市
ぷ/〆/ρ川、、..  置 1主i粛s晶-祖.川川』“川州川11川川11川州11山t“I川川川川州刷川11州11川川川11川川t“川川11川川11川11川川11川』

吉野ケ里町商工会の活性化と地域の活性化の方j法去とし なつている。今後も話題性のある軽トラ市を維持してい

て、宮崎県川南町の軽 トラ市の先進事例を参考に吉野ヶ里 き、商業、工業、農業、観光業の活性化につ芯げていきた

町商工会長が発案し、国の緊急雇用創出基金事業の観光 い。緊急雇用創出基金事業が平成23年度で終了するため、
PR事業に合致し、費用面が確保でき、実施の運びとなっ PR事業(人件費のぼり旗-看板-テレビ・ラジオコマー
た。町内外の農産物や地域の産晶を軽トラックの荷台で販 シャル等)が縮小となること、運営費(イベン卜費 ・警備

売する朝市を開催し、長引く景気低迷で冷え切った地域の 員の費用 警察への道路使用料)が現在の出庖料だけでは

活性化を図ると共に、全国に名前を知られている「吉野ヶ 1/3しか賄えないととなど資金面での課題がある。運営
里歴史公園Jがある当町のPRに努める。開催日(毎月第 にたずさわる商工会員は軽トラ市の運営と軽トラ市への出

一日曜日、ただし 1月は第二日曜日)の午前8時00分から 屈に膨大な工ネルギーを使っているため、その負担軽減策

午前11時30分まで、 JR吉野ヶ里公園駅北口より国道385号 を模索している。町内出居者が3割、町外がア割と町民の

までの力ラ 舗装町道及び吉野ケ里歴史公園東口アフロー 出屈が少ないため、今後更に地域を巻き込む必要がある。

チ (総延長900m)に軽 トラック等を活用し町内外の農林水
産物等を販売する朝市。町はもとより、佐賀県全体の観光

PRにも努めている。駐車場として、吉野ヶ里歴史公園東
口駐車場 (257台)をはじめ、西研グラフィックス側社員駐
車場 (100台)、めい13，つ館駐車場 (40台)、吉野ヶ里町三田
川庁舎駐車場 (150台)、日通三田川事務所跡地駐車場 (100
台)、吉野ヶ里遺跡発掘調査事務所 (110台)の計757台が収
容規模を完備、なおかつ吉野ヶ里公園駅が軽トラ市の会場

内にあるため来場の利便性がよい。模範となる先進事例を

お手本としており、実施に当たり資金面での国の事業がサ

ポー卜してくれたため始動できた。商工会員一丸となった

》 自治体名

舟 人 口

F面 積

浄 事業開始年度

F事業主体
連絡先

佐賀県吉野ヶ里町

16.163人

43.94Km2 

平成21年度

吉野ヶ里町商工会

運宮組織作りに臨んだ。運営にたずさわる商工会員は本来 吉野ケ里町商工観光課

の自分達の出屈だけでなく、軽トラ市の準備・実施にも力 回盟0952-37-0350lD3 0952-53-11 06 
ー を注いでいる。吉野ヶ里歴史公園以外での町の PRと 園調http・//www.sashoren.ne.jp/yoshinogari/ ~ 

%'/J川
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置彊霊霊Sti.炭鉱と逸品の町か5∞幻のB級ぐるめ“たろめん"復活プロジ‘工クト
ぷ持、‘を星Z胡疹彊川11川i川川111川川』“』

かつて大町町は炭鉱町として栄え活気に満ち溢れてい

た。現在、大町町の人口は最盛期(昭和16年)の、約2万
4千人と比較し、 3分の1程度に減少している。町内に存

在する、町外にあまり知られていない観光資源を活用する

ととによって、新たな観光産業を確立するととを目的とし、

「炭鉱」という産業遺産を歴史的地域資源と位置付け、炭鉱

時代に炭鉱マンか5愛されてきたB級グルメ「たろめんJ
復活をテーマとした。 「たろめん」とは、大町町独自に受け

継がれてきた麺料理である。うどん麺にえびや豚肉やキャ

ベツなどの野菜がたっぷり入り、牛骨や豚頭骨のだしを

とったスープに生萎が入った昧が特徴的である。元祖「た

ろめん」は平成12年に 「たろめん食堂Jの閉鎖により、町
から消えた。しかし、「あの「たろめんJをもう 度食べて
みたい」という声が多く聞かれていた。幻の昧「たろめん」

をまちづくりに活かすため、地元の有志が立ち上がった。

「たろめん」復活プロジェクトにより、「たろめん食堂」の

E主より指導を受け、町内の各飲食屈において、オリジナ
ルの「たろめんJ復刻版メニューが提供されている。乙の
ブロジ、工クトは炭鉱時代より炭鉱労働者や地域住民を中心

に食べられてきた、 「たろめん」を地元住民が中心と芯り、

再開発と PRを行った点。「たろめん」の昧は町内各飲食

屈で独自に昧の再現を図ったメニュー開発が芯されてお

り、それぞれの庖がターゲツ 卜とする顧客の設定にパラツ 大町町産業振興課

キがあるという面を持っている。「たろめんjを大町独自 国車凹52-82-3151~0952-82-3117 

i のメニューとしてブランド化するためには、 一つのテーマ 阻週http・//www.sashoren.ne.jp/omachil 

のもとに、開発に取り組む必要があった。そとで加盟屈は

「たろめん」とは、どのようなものかという6ヶ条の定義を
厳守する事とした。マスコミ等でも「懐かしのグルメJと
して紹介された。ご当地グルメランキング等でも取り上げ

られている。また、町役場や商工会において「たろめん「食

べ歩きマップも無料で配布を行っており、町商工会HP上
でも閲覧が可能である。地域ブランド確立によって、新規

観光ビジネスへの確立が期待できると考えている。佐賀県

観光客動態調査によると、平成19年の大町町への観光客数

は県内で2番目に少ない。今後は、「たろめん」より派生し
た、「たろめん」の具を包んだ「たろまんJのPRも図って
いくことにより、更なる観光の目玉とし、新たな観光産業

の確立による、他産業への波及効果が期待される。

名

口

積

体ムロ白

人

面

》

F

F

佐賀県大町町

7.430人

11.46Km2 

F事業開始年度 平成22年度
F事 業主体 大町町商工会

連絡先

りこ)J

d〆、‘注歪Sr~胡'副l問旬暦医:..“川川川11川川t“川11川川{“t
"多与、￥ζ 一 ，

佐世保市北部地域は、全国的な景気停滞や 1次産業の衰

還などにより地域活力の衰退が懸念さnる状態となってい

た。このよう芯状態を打破し、農水商工連携による地域農

水産物を使った新商品の開発・販路拡大により地域の活性

化を促すため、地域内の農水商工業者が連携し、単独漁協

生産量日本一を誇る 「いりとjを活用した商品開発と販路

拡大に取り組むことと芯った。

新商品開発(しiOこ米 イリコパウダーを使用した菓子

類など)

・1白産地消の推進(イベント「農水商工祭り」開催)

-インターネッ トによる通信販売の研究(サイト開設 販

売)

商品開発を行うと同時に、従来「小佐々いりこ」として

ブランド化を目指していたが、新しく佐世保市全体の特産

晶として「九十九島いりと」としてブランド化を目指すこ

ととなった

との取り組みにより、長崎県北地域の農水商工関係事業

の連携が生まれ、平成23年度は県北地区農水商工連携協議

会を立ち上げ、新た主主商品開発や販路拡大に積極的に取り

組む予定である。農水商工団体が協力して、このインター

ネット通販の運営にあたることで、連携が生まれた商品や

地域の農水産物・特産品を 同に全国に向けて販売が可能

となる。また、イリコパウダー等を広く PRすることで、

全国の企業との新たなマッチングも期待できる。

名

口

積

体Aロ白

人

面

F
F
F
 

長崎県佐世保市

258.868人

426.49Km2 

>>事業開始年度 平成21年度

F事業主体 佐世保市北部商工会
(九十九島漁業協同組合ほか)

連絡先

佐世保市企業立地・観光物産振興局

ー商品開発(いりこ以外の原料の調達、菓子類の製造芯ど) 固週0956-24-1111(内3025) 回国 0956-25-9680

ー ・インターネッ ト開設後の運宮方法(取扱い商品選定など) 園通http://www.1くujyukushima.com/new/index.html ー
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匝霊盟盤霊園 福岡都市国交3澗足進事業
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九川

平成1旧8年1月に施行した新「松浦市Jム。乙の地域の活性 込む島としてのイメ一ジを定着させるため、王貞治福岡ソ

化を図る方策のひとつとして「人」をキーワードとした「人」 フトパンクホークス会長が揮E差した、鷹島肥前大橋開通記

を呼び込み「人」の交流に力点を置いた施策を展開。また 念モ二ユメント(必勝モ二ユメント)の建設を行った。鷹

福岡市かう西へ伸びる西九州自動車道の工事が進められて 島において架橋前の平成17年には108.500人であった入込

おり、九州最大の240万人を抱える福岡都市圏をターゲッ 客数は、平成21年には714.838人に広るなど多くの観光客

トとし松浦市の知名度アップを図り、福岡都市留からの交 が訪れた。今後は、架橋による観光客増加効果を一過性の

流人口の拡大を目的とし、福岡都市圏交流促進基本計画を ものに終わらせす、いかに維持していくかが今後の大きな

策定した。平成21年4月に鷹島肥前大橋(松浦市鷹島町~ 課題である。

唐津市肥前町間(橋長1.251m))が開通し、鷹島肥前大橋

開通記念モ二ュメン卜や、道の駅「鷹ら島」主主ど、観光客

誘致に向けた基盤を整え、福岡都市圏交流促進基本計画に F自治体名 長崎県松浦市
掲げるプロジェクトの一つ rr勝手IJJを呼び込む島、「鷹島J >>人 口 25.544人

PRプロジェクトjにより、「鷹Jつながりによる福岡ソフ 》 面 積

》 事業開始年度
トパンクホークスと総合交流宣言を締結し、鷹島を切り口

>>事業主体

として、松浦市の全体的な知名度のアップを図った。約 連絡先

730年前の元冠で「神風Jが吹いた鷹島の歴史を活用し、鷹 松浦市観光物産課

130.38Km2 

平成21年度

松浦市

liaI 0956-72-1111 (内270)1m 0956-72-2292 
島肥前大橋開通記念と、鷹島への来訪者に「勝手IJJを呼び

図画http://www.city-matsuura.jp

新栄町通り商届街ー庖逸鼠事業
y・・3措置・11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川"川'
新栄町通り商居街は、五島市の玄関口である福江港から の輪を少しすつ広めた。今後は、各個庖の魅力を引き出す
最も近い商居街であり、いわば五島市の「顔Jとも言うべ ような逸晶を紹介する PRと、集客イベン 卜広報等の宣伝
き商庖街である。しかし近年、郊外に大型庖が相次いで出 を行い、イベン 卜の実施を通して、更に商居街の魅力を発
屈したことにより買い物客が商庖を訪れる機会が減少し、 信するため、商庖主を集めた講習会を実施しながらイベン
商庖街として厳しい環境におかれていた。商居街が一体と 卜を開催する。各個屈が、特色ある逸昂を作成することに
芯って一庖逸品運動を推進することで、商居街が活気づき、 よって、各個居の PRばかりでなく、五島市の顔としての
来街者が摺加し、商居街のにぎわいを創出し、商居街の魅 新栄町通り商居街の PRにも繋がる。そしてそのことが、
力をアップするため、各個庖が特色と魅力のある商品や顧 中心市街地の活性化にもなり、今後の商庖街への客の増加、
客をひきつける商晶の開発をするための研究を行う勉強会 観光客の増加、ひいては五島市全体の活性化にも繋がって
を開催し、さらに開発した商品を売り出すためのイベン卜 いくことと考えている。各個屈の特色ある逸品の開発がま
を開催することにより、普段商居街には来ない方々にも足 だできておらず、本年度は各個屈の特色ある逸晶の開発に
を運んでもらうために本事業を実施した。平成20年度は、 重点を置き、講師を招いて勉強会等を開催し逸晶の目途を
イベント3回 (11月、 12月、 2月)、勉強会年3回 (10月、 つけ、翌年以降のイベン ト時により効果的に発信していき、
11月、 1月)、平成21年度は、イベン ト年3回 (10月、 12月、 各百及び逸品の魅力を最大限アピールできるように取り組
2月)、勉強会年4回 (9月、 10月、 11月、 1月)、平成22 んで行きたい。
年度は、イベント年3回 (11月、 12月、 2月)、勉強会年8
回 (10月、 12月 (3回)、 1月 (3回)、 2月)実施した。
過去3年においては、事業内容として、スタンプラリーや
クリスマスナイト牡蟻屋台、ふるまい鍋等を実施し、普段
では商庖街に来ない方も多く訪れていただくことができ、
商庖街ににぎわいを創出するととができた。イベント開催
にあたり、どのようにすればお客様が増えるか、魅力ある
商品作りはどのようにすればできるかについて何度も組合
員と会議を重ね、研修会には講師の方も招いて開催した。
出来上がった企画に参加するだけでなく、一人でも多くの
組合員がいかにして-16逸品事業の目的を理解してもらう

F自治体名 長崎県五島市
》人口 41.767人

F面積 420.85Km2

F事業開始年度 平成20年度
F事 業主体 新栄町通り商庖街振興組合
連絡先

かが苦労した。数多くの会議を開催する事により、参加機 五島市商工振興課

会を増やし、まずは会議に参加してもうう事から始め、 そ 匝謂凹59-72-6111 回国0959-74-1994

~""'llllllllllllllttl llllllllllllllllttllllllllllllllll1I1山 11111111111111111111111111111111111111I1111111111111111111111111111111川川111111111111111111111111111111川 11111111111川11111川川1111111111111111111111111111111111川 11111川山Ilflll“ 11111川川11111111川t山川
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「スウィーツのまち水俣jづくり
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- 市役所の若手職員や有志による自主研究グル ブ(汀「勝 たりして新商晶を開発しい、次回の参加につなげている。-

手にまちづくり委員会J)が、水俣には多くの和洋菓子屈が これらの活動がマスコミに取り上げられ、市民が水俣の

営業していることに着目し、とれらの庖舗が一致協力して 和洋菓子屈の魅力を再認識すると共に、市外からも広くス

水俣を「スウィーツのまちjとして全国に PRするととで、 ウィーツのファンが訪れるようになった。また各自舗が新

商庖街の活性化を図っていくととを目指した活動に取り組 商品を開発する際に、地元食材の良さに気づき、直接地元

み始めた。 の農家から仕入れるようになったり、お茶農家と協力して

毎年秋に「甘かもん天国みなまたJスウィーツスタンプ イベント時にお茶を振る舞うなど、各方面の活性化にも寄
ラリーを開催し、ウオークラリー形式で市内に点在する和 与している。

洋菓子広めぐりを行い、「スウィーツのまちj水俣をアピ一 平成23年度は、熊本市の中心部で広報イベントを行う芯 ー

ルするとともに、商居街の活性化を図っている。(先着300 ど、積極的に市外や県外ヘアピールし「スウィーツのまちj

名程度) としてのイメージを定着させていく。

また、春には工コパーク水俣パラ園のローズフェスタ開

催時に、オーブン力フ工としてオリジナルスウィーツプ

レートを販売したり、「みやげもの菓子博」を行うなど、実

行委員会に加入している和洋菓子屈が中心となって積極的

に事業を行っている。

普段は競争相手となる同業者が一緒にアイデアを出し合

い、ともに活動していくことにより、各庖舗でも新商品の

開発やサービスの向上主主どで刺激しあっている。

また、メインの取り組みをウオークラリー形式にするこ

とで、参加者が自動的に商居街を歩いてまわるため、ス

ウィーツ以外の庖舗にも目がいき、ひいては商庖街の活性

>>自治体名

F人口
F面積
〉炉事業開始年度

浩事業主体

連絡先

熊本県水俣市

27，451人

162.89Km2 

平成19年度

スウィーツのまち水俣実行委員会

化につながる。細やかなサービスでリピーターを増やして 水俣市総務企画部企画課

いくと同時に、飽きさせない工夫を心がけている。 1iD0966-6ト16070彊10966-62-0611
例えば¥毎回テーマを決めたり、使用する食材を限定し 園調http://go・minamata.jp/sweets.html
" .ご
τゐ ぶ
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薬草と温泉の郷づくりの総合的な広報戦略事業

J1t・ー型司ー川11山川11
薬草と温泉の郷協議会は、九州新幹線新玉名E駅Rの開業に 理を振舞つたり、会力が1運宮する力フ工で低価格で提供する
向け、観光地としての玉名市及び玉名温泉の特色づくり及 ことで薬草の美味しさを伝えることに成功した。とれらの ー

び認知度向上と交流人口の拡大を図る目的で、平成22年5 取組みがテレビや新聞等で大きく取り上げられた結果、市
一 月に小岱山薬草の会を中心に、玉名温泉旅館組合や飲食業 内はもとより様々な地域の人が訪れるようになったこと

組合などの観光飲食業関係者及び行政職員により発足し で、 M薬草と温泉の競玉名"が地域内にも浸透しつつある。
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た。 地域内の一人ひとりが “玉名と言えば薬草と温泉"“薬草

平成22年度は、市内飲食業者を対象に開催した専門家に と温泉で健康づくり"という理解のもとで情報を発信する

よる薬草料理講演会等と薬草料理の開発や、温泉旅館で使 ことで全国に認知されることを期待している。薬草の安定

用するシャンブ-.ボディソープなどの試作品を開発。さ した生産体制の強化や玉名温泉の個性 イメージの形成、

らに、開発した薬草料理を一同に集めた「薬草グルメグラ 医療観光への発展等への取り組みが課題である。

ンブリjを新玉名駅開業プレイベントとして開催。くまも 今後も地域連携による多分野展開を図り、福岡都市圏を

と玉名薬草認定マニュアルBOOKの製作、薬草料理認定 中心とした情報発信や売れる仕組みを構築することで、さ
基準とキャラクター「薬草ぱぁぱjを用いた認定証の制定 ら芯る地域の活性化を図っていきたい。

芯ど、様々芯活動を通じて市内外に “薬草と温泉の諦玉名

の浸透を図っている。

薬草を活用した広域的な取り組みは全国的にも珍しく、

先進的な取り組みであるといえる。「薬草グルメグランプ

リ」では、薬草料理の提供が一過性のものにならないよう

に、生産体制を強化し出展者の協力を得て、イベン卜後も

提供できる環境を整えた。また、薬草と温泉のコラボ、レー

シヨンで、薬草足湯や薬草モニターツアーを実施し、相互

に協力関係を築いている。

「苦い・まずいJというイメージが強い薬草が、実は「美

F自治体名
浩人 口

》面積

F事業開始年度
浄事業 主体

連絡先

熊本県玉名市

70目049人

15.255Km2 

平成22年度

薬箪と温泉の郷協議会

昧しい自然の宝物jであるということをいかに知ってもら 玉名市企画経営部地域振興課

うか苦心した。小岱山薬草の会では、「食べてもらえばわ 困週0968-75-1421~0968-75-1166 
かる」との信念の下、様々な機会にボランティアで薬草料

回ilIhttp://tamana-yalくusou.coml
dF 
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匪霊園盟圏 新しい地域コミュニティ組織制度モデル事業
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「地域内分権」や「市民との協働Jの考え方が進む一方で、 るとともに、新しい取り組みゃ勉強会等も開催されている。 -
地域ではコミュ二ティ機能の低下、少子高齢化といった課 また、地域課題の抽出の中から「高齢者の見守り」に焦点 E 

E 題を抱えており、持続可能な、安心して住み続けることの をあて、地域内の65歳以上の1人暮らし2人暮うし世帯を
できるまちの創造を目指し、 10年後四年後を見据えた新し 全戸回って「住民支え合いマップjを作成したり、地産地 E 
い地域コミュ二ティづくりに取り組んでいる。 消と生きがいを兼ねた li)¥れあい朝市」を開催するなど、 Z 
事業実施にあたり、モデル地区を募集し、応募があった 地域独自で新しい活力を生んでいる。 -
3地区においてモデル事業に取り組んでいる。地域課題や 今後、モテ"ル事業の検証を行って全市的な取り組みへの
地域の宝をワークショッブにより掘り起し、分野別に整理 移行を検討する必要があるが、歴史-産業・文化などを含
して、自助-共助の観点でまちづくり事業を展開している。 めたあうゆる実状が各地域で異なる。このため、政策的に
モテール事業に取り組むまでは行政依存の傾向が強かった分 まちづくり協議会を画一化するのではなく、地域に応じた
野についても、まちづくり協議会で取り組む事により新し まちづくり協議会の設立を認めながら、長期的視野に立つ
い発見や「地域の資源は地域で守り育てる」という意識の た中で検証していくことが必要と考えている。
醸成が芯されており、地域コミュ二ティに活気が生まれて
きている。モデル事業の取り組みについては、事前にマス
コミに情報を提供し、新聞等に掲載してもらう事で地域の
活力にも繋がっているほか、情報を得た他市からも視察依
頼がある。
モデル実施が決定した3地区では、事業の準備会が組織
され、「何のために取り組むのか」等の地域住民への説明会
は全て準備会主導で行われた。組織構成についても、地域
課題に応じた対応ができるよう地域に任せており、 3地区
それぞれで特色のあるものと芯っている。地域課題の抽出
形式の1つである「ワークショップJという横文字の理解
が、地域住民にとっては難しい。ファシリテーターを依頼

>>自治体名

目幹 人 口

語 面 積

F事業開始年度
浩 事業主体

宮崎県日向市

64.202人

336.29Km2 

平成22年度
HOSOSHIMAまちづくり協議会・平岩ま
ちづくり協議会 ・J:a;見まちづくり協議会・

日向市

した地区もあるが、地域住民が取り組みゃすいように手法 i童橋先
にアレンジを加えて課題拍出を行った地区もあった。 日向市企画政策部市民協働課

ある地区では、厄年会を中心とした40代の若者達にまち 匝週 間82-52-2111(内6252) 田園田82-56-0018
づくり協議会の運営を託しており、地域の行事が活性化す 阻週http://hpm.citY.hyuga.miyazaki.jp/kyoudou/news/fil巴/叩1l2pdf

戸戸 、
眠 、
丸 町、
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ー歪亘a，PI情報発信戦略事業
現在、三股町において、先進的な行政サービスや各種イ からの番組ということで、視聴者に 「硬いJイメージを与

ベントの開催、特産晶の開発芯ど様々な取り組みが芯され えないよう、アットホームさを出すため、ナビゲータ-2

ている。豊かな自然環境を含め、三股町が三股町として今

後ますます輝き発揮していくためにも、町民1人1人が自

分の住む町に魅力を感じ、また誇りを持ち続けていくこと

が必要である。そこで、三股町の全てを地域資源と捉え、

可能な限りあらゆるものにスポットをあて、情報発信を行

うととにより、地域力の底上げを目指していく。そのため

の一つの手法として、多大主主影響力を持つ放送媒体を活用

し、町内外への情報発信を実施していき、三股町の魅力を

情報発信し、町民の郷土愛を育成するとともに、観光客を

誘致することを目的とする。MRT都城支社内にあるサテ

ライトスタジオから、インターネット回線を活用し、生中

継でテレビコーナーを実施。三股町に関する話題やイベン

トの案内などを行う。(毎週金曜日アッパレ miyazalくi

番組内の2分間コーナーとして生放送)マスメテ、ィアに取

り上げられるのを待つのではなく、こちらからマスメディ

アを利用することで、単主主る特産品や観光地の情報だけで

なく、三股町に住みたくなる、行ってみたくなるような行

政情報、また、町民を積極的に紹介するようにした。行政

人を置いた。また、単なる特産品やイベントの PRとなら

ないよう、それらに関連した行政施策も番組構成に入れて

いる。事業開始から約 1:年が経過し、 一定の三股町 PRが

図られた。物産館によると町内特産品のプレゼントも問い

合わせがあり、リピーターも多い。また、町内においても、

住民間で 100が出ていたjなどと会話が弾んでおり、今

後町が活気あふれることを期待している。

今後は放送内容 (PR内容)と町内イベン 卜、物産館な

どとの連動をどう進めていくかが課題である。

>>自治体名

F人口
F面積
F事業開始年度
F事業主体
連結先

三股町域政策室

宮崎県三股町

24.862人

110.011くm2

平成22年度

三股町

E固I0986-52-1111 固mt0986-52-4944 
，、、
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Ei畠韮調i通量姐
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鹿児島市・熊本市・福岡市交流連携協定
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E 平成23年3月の九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を契 -三市の動植物園の動物の繁殖のために、ブリーテイング
ローンを相互に実施
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機として、九州の縦軸を構成する県庁所在地である鹿児島
市、熊本市、福岡市の三市は、各面からの連携・協力を図
る中で、九州の一体的芯発展に寄与するため、交流連携を
行うことで合意し、平成20年8月26日に「鹿児島市、熊本
市、福岡市交流連携協定」を締結した。
この交流連携協定では、(1 )市政の共通課題への共同調
査・研究に関すること、 (2)市民の交流促進に関すること、
(3)観光振興に向けた施策推進に関すること、 (4)地域
資源の相E活用に関すること芯どに取り組むとととしてお
り、これまで、以下のよう芯活動を行っている。
-市民の交流促進のため、三市の市営施設の市民料金を相
互適用
-福岡市で開催される「博多どんたく港まつり」や熊本市
で開催される「火の固まつり」、本市で開催される「おは
ら祭Jへの相互参加
-海外、特に東アジアをターゲットにした誘客活動の実施
(中国の VIPツアーの誘致や韓国からの FIT(個人手配
の海外旅行者)の誘致、三市の市長によるソウルでのトッ
ププロモーション)
-鹿児島中央駅から最速3時間45分でつ芯がる大阪で三市
の市長による観光素材の説明会を実施
-薩摩焼や肥後象がん、博多織などの各市の伝統的工芸品
のPRや販路の拡大を目指して、それぞれの伝統的工芸
品のコラボレーションによる作品制作を行い、展示会や
販売会を開催
-首都圏を中心としたバイヤー (仕入れ担当者)向けに、
三市の地場産晶の展示、商談、情報発信等を行い、地場
食品関連企業の新規取引先の開拓を支援するため、「食
の見本市Jを東京で開催

これらの取組は、三市の連携効果が三市だけではなく、
九州全体に波及するような取組となるよう留意しながら実
施している。また、三市がとれまでそれそれで実施してき
た既存事業をより大き芯効果を得られるように組み合わせ
芯がう実施しているため、三市聞での調整が必要となるこ
とから、三市の企画セクションや事業実施を行うセクショ
ンが集まり、会議を重ね主主がら事業を実施してきている。
三市では九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を見据えな
がら、各事業の展開を図ってきたところであり、全線開業
後の新幹線利用者は JR九州の想定よりもかなり多くなっ
ている。
今後の課題としては、開業後の新た芯取組について、引
き続き三市で協議していく必要がある。

>>自治体名

》人 口

浄 面 積

F事業開始年度
》事業主 体

連絡先

鹿児島県鹿児島市

605.682人

547.06Km2 

平成20年度

鹿児島市・熊本市・福岡市

鹿児島市企画部政策推進課

竃iD099-216-1107 ..  099-216-1108 
l!IilI http://www.city.kagoshima.lg.jp/_IOlO/shimin/3machidukuril3-6toshiseisaku/ JI2日.html

h 

' ーー、

勺'/1/1/1111111111111111111111111111111川川川川川111111川川111川川山川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111111111111111111111川ttlllltlrllllllllll1ll111l11lllltllllllllltllllllllllllltllll11111l1l11lltlll11111tl11111111111111111111111111111111川川川川川、〆

E 盟rm市民ぐるみのシティセールス展開事業
-・.m品祖・・岨fき歪Sr:ll'1i週闘画面~・菖1;・

合併により多くの地域資源で魅力が増した薩摩川|内市。 るため兼務・併任職員33名を併任発令した。サポーター自 E 
九州第4位の面積を有しながら他市と比較して知名度が低 身がきゃんぱくや己当地グルメの体験をし、郷土の新たな E 

い。そんな中、九州新幹線が平成23年3月全線開業した。 発見と郷土愛の醸成が図うれた。また、きゃんぱくのパ -

これを最大限に活かす為、市民自らが薩摩川内市の魅力を トナーとして地区コミュ二ティ協議会の「きんかんマーマ Z 
掘り起こし磨き上げ、「まちを丸ごと売り込むJシティセー レードっくり体験」や女性グループの「昧噌作り体験」な

ルスをおこなうことを決め、平成22年4月シティセールス ど、各地域で特色あるプログラムが開発され、地域に元気

サポータ一制度を創出し総合的芯セールス活動の展開を と活力が生まれた。「お越しくださいjとセールスするだ

図った。サポータ一 (口コミやインターネットで本市を けで芯く、お客様にお越しいただくための素材仕組みづ

PRするボランティア)をはじめとする市民ぐるみのシ くりをおと芯った。今後は、もう一歩進め、「あの人に会い

ティセルスを展開することで合併により希薄化した市民 に行きたい 1あの商品を買いたいリというところまで発

の愛着心を醸成する。(サポーター登録4.087名)薩摩川内 展させたい。
市に訪れていただく目的で、体験交流プログラム「きゃん 以上の取り組みを商標発録した「薩摩川内スピリ ッツ」

ぱく」を創設し103のプログラムを準備し、平成田年2月11 口ゴマークのもとで進めている。
日から5月8日までの3ヶ月間lこ1.624名のお客様に参加
いただいた。また、来訪者に食と話題を提供するためと当

地グルメ「かっぱのカレーうどんHくじら力レ-Jを開発
し提供した。サポーターとは別にメルマガ会員も募集し

た。イベン卜情報、テレビ・ラジオ等での本市の情報の告

知をタイムリーに提供でき、現在1.740名の会員に発信し

ている。また、サポーター参加型のホームページや

Facebookを開設している。サポタ は、「いつでも、
どとでも、できる範囲のボランティアJを合言葉に募集を

F自治体名
》人 口

F面積
F事業開始年度
》事業 主体

連絡先

鹿児島県薩摩川内市

100.278人

683.5Km2 

平成21年度

薩摩川内市

行い約4.000名の会員を集めた。また、市役所庁内かう女 薩摩川内市観光交流部シティセールス推進課

性視点の意見をいただくため、 CHARTH(ボランティア 匝亘10996-23-5111(内1522)自彊10996-22-8050

の女性グループ18名)の募集や、庁内関係課との連携を図 回調http://satsumasendai.gr.jp
手、、
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志布志市は、ごみの焼却施設力がtなく、ごみはすべて埋立 どの現地を視察、 F市行民との対話を行うことで理解していた

処分を行ってきた。その埋立ごみを;凝らすために生ごみの だいた。との「志布志モデル」が国内外に浸透するととに

堆肥化を始め、ごみ分別(現在29品目)を行い、埋立ごみ より、市民のごみ分別に対する意識が向上するとともに、

の減量化を行ってきた。とれら市民の共生ー協動の取組に 市民の誇りと芯るとともに、市の PRにつながる。また、

より、平成10年度に比べ埋立ごみが80%減量され、現在、 本市へ多くの視察者が訪れることにより、市が活性化され

5年連続で全国の市の中でリサイクル率日本一を達成する る。現在、平成20年度からのプロジェクトにより、フィジー

など、この取り組みは国内外を問わす高い評価を受けてい 国では生ごみの分別芯どが一部の自治体、地域で行われて

る。 いる。

このよう芯中、フィジ一国を中心とした大洋州のごみ問 今年度からの fJICA草の根技術協力事業」を実施する
題の解決と人的交流を目的として、平成20年度かう3年間、 ことにより、廃棄物に関する経費の削減、地球温暖化防止

フィジ一国廃棄物減量化・資源化促進プロジェクトに参加 などのメリットがあることをフィジー圏内の他の自治体、

し、「分別してごみを減らす」という「志布志モデル」の概 さうには大洋州に伝え、広がっていくことを望んでいる。

ー 念と分別手法の普及などを行った。また、フィジーを中心

とした大洋州諸国からカウンターパート職員の視察を受け

入れや志布志市行政廃棄物担当者を派遣し、環境行政職員

のみ芯らす市民との交流も深めている。

平成23年度からは、上記プロジェク卜終了後のフォロ

アップも兼ねた事業として fJICA草の根技術協力事業」
を実施し、志布志市にて、フィジ一国を中心とした大洋州

諸国の担当者に対し、研修を実施する。本市の職員、市民

代表者がフィジーに行き、直接現地の市民に本市の「分別

してごみを減らす」ことを説明する。フィジ一国では、分

別という概念が芯いため、最初は「志布志モデル」を理解 志布志市市民環境課

してもらうことが難しかった。しかし、本市に研修に来て 園調099-474-1111 ..  099-471-4407 

いただき、 直接最終処分場、 自;治台会の己みステ一シヨン左芯主 E週 h附抗ttp広:1川川州 C州|同itY5刷h刷ib加U5釧hi.1ほg.J旧p川州/刷C∞on巾t匂en拘tおt5/1ν凶/パl悶幻剖5町71幻抗59抑伺似1ν川/八加ind伽e似x.ht納川m州 -
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名

口

積

体Aロ白

人

面

F
》

浄

鹿児島県志布志市

33，895人

290.OlKm2 
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奄美大島をはじめとした有人8島からなる奄美群島を、

まるごと博物館に見立ててこれらを有機的に結び、産業や

観光、文化芯ど、自立的発展にむけて総合的な振興を図る、

「奄美ミユージアム」推進事業の一環として、推進している

事業。訪れた観光客にさらに奄美の良さを知ってもらい、

楽しんでもううため、奄美群島全体での新たな観光商品の

開発を目的として、奄美群島に眠っている観光資源の掘り

起こしを行い、それぞれの島での体験メニュ をプログラ

ム化した着地型体験観光プログラム「あまみシマ博覧会(通

称「シマ博J)Jとして実施した。
2011年フ月18日(月)かう8月28日(日)までの期間中、

群島全体で116のメニューを用意し、各島地域それぞれの

魅力の再発見を行うことで、新たな観光メニューの発掘に

努めた。2010年2月に奄美大島で開催し、 2011年2月に奄

美大島での開催に合わせて喜界島、徳之島、沖永良部島、

与論島で試験的に同様の試みを行った後、群島全体の取り

組みに発展させるととが出来た。群島全体から情報を収集

し、メニューの確認を行うこと等に苦心したが、群島全体

でのシマ1専の実施により、各島の観光協会とより密芯連携

E事業開始年度 平成23年度
予事 業主体 志布志市

連絡先

生林の森などの自然だけで芯く、地元芯らではの「食・楽・

癒」等をテーマに、島全体を楽しんでもらうことができた。

また、参加された方が楽しんでいただいたことで、自分た

ちの地域に自信をもつことができ、地域の魅力に地域の人

自身が気付くことができた。

「あまみシマ博覧会」は、 2012年2月に、奄美の冬ならで

はの体験メニューもプログラムに加えて実施する。

今後、更芯るメニューの開発と、開発されたメニューの

商品化に向け魅力ある旅行商品として磨き上げを行うこと

で、多くの観光客が来島し、地域活性化につ芯がっていく

ことが期待できる。

~~ 自治体名 鹿児島県奄美群島広域事務組合

浩 人 口 116目523人

>>面積 1231.39Km2

2幹事業開始年度 平成23年度
活・ 事業主体 奄美群島広域事務組合

連絡先
の強化を図るととができた。

奄美群島広域事務組合
地域の素朴な素材やとれまで見落としてきたもの ・文化

園調凹97-52印32 "0997-52-9618 
等が体験メニューとして作りあげうれ、サンゴ礁の海や原

臨調http://www.amamikankou.jp/pag巴s/shimahaku2011.html
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本村では平成17年度かう平成21年度までの問、バイオマ

ス事業の一環としてアルコールの製造プラン卜を整備し

た。事業終了に伴い施設の有効活用を検討した結果、伊江

村における地域特産品の開発に伴う地域の活性化及び観光

客の誘致を目的とし、地元の原料を使用した、ラム酒の開

発に取り組むことと芯った。

併せて順調に販売数を伸ばし地元の原料を使用している

ものの県外で委託製造している地ソーダ(イ工ソーダ)の

製造施設についても補助事業を活用し施設の整備を行なっ

た。

ラム酒を製造するにあたり、事業が終了した工業用アル

コール製造施設を「地域再生計画」を活用し施設の目的転

用を行なった。

さらにはアルコ ルの製造技術について大手ビール会社

の協力をえて技術指導を受けた。また商業ベースでラム酒

及び伊江ソー夕、を製造すべく、内閣府の補助事業を活用し

必要な施設の整備を行はった。またラム酒については圏内

においても限られた地域でのみ製造されている為、マスコ

ミに大きくとりあげられている。

商晶の販売については商品アピールのお披露目会などを

イベン卜を実施し平成田年ア月より販売を開始した。アル

コ-)レの製造については酒造免許の取得が必要不可欠であ

る為、その取得については行政も全面的に協力して行なっ

た。

アルコール製造免許取得の八一ドルが高く、地元酒販居

芯どの協力を始め県内大手の酒類卸会社の協力が必要不可

欠であった。アルコールの製造については製造授術研修に

派遣い試作品の製造を繰り返すなど、多くの関係者の協

力により商品が開発できた。伊江村はお酒の消費が多いに

もかかわらす地酒(酒造所)を持たない島であった。

今回の新商品の開発は村民の長年にわたる念願であり大

きな期待が寄せうれている。

また、新た芯特産品加工施設が稼働することによって新

た芯雇用の創出につながった。更に当該施設は見学施設が

併設されている為、新たな観光スポットしても多くの来客

があり、観光的な側面でも新た芯活力となっている。

今後は商品開発された「ラム酒」と「イ工ソーダ」の

層の販売 PRに努めるとともに、既存の地域特産自とコラ
ボ、レーションさせた新商晶の開発にも取り組んでいく。世

界に羽ばたく伊江島のお酒としての定着を図っていきた

し1。

浄自治体名

》人口

浄面 積

F事業開始年度
浄事業主体

連絡先
伊江村商工観光課

沖縄県伊江村

4，840人

22. 770Km2 

平成21年度

伊江村

‘iD 0980-49-2906 回盟理0980-49-5587
阻週間tp:llwww.ie-mono.coml
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宝くじは、

地方自治体の公共事業
等に

幅広く便われています。

。

宝〈じ

宝くじの収益金は、

病院や検診車、図書館
や動物園、

災害に強い街づくり、

緑あふれる公園、美術
館など、

皆様の暮らしに役立て
られていますo

財団法人日本宝くじ協
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